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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「せんぱい！　ぼ、ボクと、こどっ──子供をつくってください!!」




　九く条じよう花はな丸まるの〝ごく平へい凡ぼんな日常〟は、その瞬しゆん間かんに壊かい滅めつする。

　今日は朝早く起きてぐうたら寝ねこけている同居人に朝ご飯とお昼の弁当と『学校へ行ってくる』という置き手紙を残し、町が壊滅したり凶きよう悪あくな化け物が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしない当たり前の学園生活を楽しんでいた。

　そして放課後、いつものように気づけば背後にいる可愛かわいらしい後こう輩はいに噓うそみたいな馬鹿力でずるずる引きずられ、校庭の隅すみっこにある体育倉庫につれてこられて数秒後。

　埃ほこりっぽいマットの上に胡座あぐらをかいたまま、花丸はすなおに困こん惑わくしていた。

「……はい？」

「ですから！　せせせんぱい！　ボぼ、ボク、ひっく！　子どひっくひっく！」

　変な病気じゃないかと疑うほど、しゃっくりを繰くりかえし、噂うわさの後輩──月かがみ聖ひじ希きは真っ赤な顔に両手を当てて「いやんいやん」みたいな仕草をしている。

　花丸も聖希も在ざい籍せきしている高校の制服姿で、マットの上に仲良く座りこみ、というか仰のけ反ぞった花丸に両手をついた聖希がどんどん顔を寄せてきていて──そろそろ押し倒たおされそうだった。

　ほとんど密着し、呼吸の触ふれる距きよ離りで、花丸は状じよう況きようが理解できずに目を白黒させる。

「えっと、落ちつけ──聖希ちゃん。さっぱり意味がわからん。何だって？　俺が聖希ちゃんに何？　子供を……？　俺と聖希ちゃんが、子作り……!?」

　こっちまで混乱してきたが、さらに状況をかき乱す声が轟とどろいてくる。




「こらーっ!!」




　放置されていた跳とび箱を内側から押しあげて、なぜかジャージ姿の美少女が呼ばれてないのに飛びでてきやがった。

　陽光のような金きん髪ぱつに、炎ほのおのごとき双そう眸ぼう。

　黙だまって立っていれば〝荘そう厳ごん〟とか〝神聖〟などとでも表現できそうな美び貌ぼうなのに、言動とかでいろいろ台無しな、彼女こそが花丸の同居人──Ｘエツクスサンであった。

　彼女は持ちあげた跳び箱の天てつ辺ぺんを邪じや魔まそうに放ほうり捨てると、そこに収まったまま喚わめいた。

「黙って聞いておれば好き勝手なことを!!　こんな人気のない体育倉庫で子作りとか──わらわは許さぬぞ!!　よいか！　何度も言わねば忘れるようじゃから、あらためて宣言してやるが……そなたは!!　わらわの!!　下僕エサなのじゃーっ!!　わかったか!?」

「うん。その前に、俺はなんでおまえが当たり前のようにこの場にいるのかわからんよ」

　花丸が正直な気持ちを吐と露ろすると、Ｘサンは立派な胸を揺ゆらして偉えらそうに宣言した。

「知れたこと!!　そなたは悪名を轟かせる〈大だい怪かい獣じゆう〉──いろんな連中の怨うらみを買っておるうえ、〈転真〉せねば以前と変わらぬへっぽこなのじゃからな!!　いつ共食い目的の〈正義の味方〉に襲おそわれるかわからぬ!!　それを警けい戒かいし、そなたの主人として警護にきてやったのではないか!!　決して置いてあった朝ご飯やお弁当だけでは胃い袋ぶくろが満足せず、おやつとかを要求するためにきたわけではない!!」

　だだ漏もれだった。
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　この国は──いちど、〈正せい義ぎ機き関かん〉を名乗る組織に滅ほろぼされている。

　一いつ般ぱん人たちがその侵しん略りやくと占せん領りように気づかないほど、〈正義機関〉は迅じん速そくに、圧あつ倒とう的てきに、この国に転てん覆ぷくをもたらした。

　その理由は、〈正義機関〉には独自に開発された無敵の兵器──〈正義の味方〉の存在があったためである。

　謎なぞのエネルギー〈聖せい氣ぎ〉を身体からだに宿らせた〈正義の味方〉には、通常の軍隊や兵器はまったく歯が立たない。呆あつ気けなく戦力と政治家のすべてを殲せん滅めつ・暗殺された日本政府は、この国を〈正義機関〉に明け渡わたすことになった。

　だが、〈正義機関〉はそれからすぐに壊滅する。

〈正義の味方〉の内乱によって。

　けれど、〈正義機関〉の崩ほう壊かい後、〈正義の味方〉たちはひとつの事実に気づく。

　彼らの生命そのものともいえる〈聖氣〉の生産方法を、〈正義の味方〉たちは知らなかったのである。

　生きるための糧かてである〈聖氣〉を徐じよ々じよに消しよう耗もうし、枯こ渇かつし、死んでいく〈正義の味方〉たち──彼らのなかには悪心を抱いだき、同族を襲って〈聖氣〉を奪うばう、いわば〝共食い〟をする連中までも現れた。

　かくして〈正義の味方〉同士の潰つぶしあいという、前ぜん代だい未み聞もんの大だい騒そう動どうが始まったのだ。
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　そんななか、凶悪な〈正義の味方〉に追われていた〈正義の天使〉ＸサンシャインことＸサンは、無自覚に膨ぼう大だいな〈聖せい氣ぎ〉を宿していた花はな丸まるに接近──下僕エサとして〈聖氣〉の補給を受けることで、ふたりに迫せまりくる様々な困難を突とつ破ぱしていった。

　月かがみ聖ひじ希きも〈正義の魔法少女〉アルル＝カナちゃんとして、いちどは敵対した〈正義の味方〉だが──それは〈正せい義ぎ機き関かん〉の残党であるＭＣガラドリエルに操あやつられた結果だと判明し、以後はともに戦う仲間になってくれた。

　そんな苛か烈れつな非日常の最果てで、花丸は〈正義機関〉の最終兵器〈正義の大怪獣〉宙ちゆう天てん神かむ威いとして覚かく醒せいし、すごい大暴れした──らしいのだが、花丸には、ぼんやりとした記き憶おくしか残っていなかった。

〈正義機関〉に滅ぼされたこの国は〈新しん日に本ほん仮かり政せい府ふ〉を名乗る連中が支配しており、その直属の警察組織である〈倫りん理り公こう社しや〉に協力し、保護されることで、現在はようやく花丸たちは平へい穏おんな生活を取り戻もどしている。

　壊かい滅めつ的な被ひ害がいを受けた町も〈倫理公社〉の〈正義の味方〉だという〈正義の古代兵器〉ガガングプチによって修復され、同じく瓦が礫れきの山になっていた花丸たちの高校も、何事もなかったみたいに元どおりになっている。

　花丸にはあんまり自分が最終兵器だとか、〈正義の味方〉だとかいう自覚はないし、べつに力持ちになったり変な能力が発揮できるわけでもない。

　自宅に腹ぺこな同居人がひとり増えた以外は、とりたてて以前と何も変わらない、〝ごく平へい凡ぼんな日常〟がいまもつづいているものと、思いたかったのだが──。
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「ふむ、なるほどのう」

　とりあえず花はな丸まるが購こう買ばいまで走って買ってきてやった大量の菓か子しパンをもしゃもしゃ食べてから、ようやく満足したらしいＸサンはおおきく頷うなずいた。

「『子供をつくる』とかいうから、いったい何事かと思えば──」

「は、はい、ボクのその、ＭＣなんですが……」

　無理やり花丸と聖ひじ希きの間に入ってきて、我が物顔で食事をしているＸサンに、ちょっと不満そうな顔をしながら聖希は正直に語った。

「ガッちゃん──あっ、ガラドリエルは、〈正義の神〉ＸクロステラのＭＣで、ボクを操ったりして迷めい惑わくをかけましたけど……。これから新しくボクが創造するなら、それは完全にボクのＭＣだから、ガッちゃんみたいに裏切ることはないですし──」

　ＭＣとはマスコットキャラクターの略で、〈正義の味方〉が自らの〈聖せい氣ぎ〉を消費して創造する、家来、仲間、相棒のことである。

「〈聖氣〉を常にＭＣに補給しなくちゃいけないので、かなり消耗しちゃうんですが……ボク、わりと燃費いいですし。こないだ怪かい獣じゆうと戦ってわかったんです──ＭＣに補ほ佐さしてもらいながら戦うほうが楽ちんだし、ボクにはあってるかなって」

　先日の〈大怪獣〉との激戦にて、聖希は海からやってきた巨きよ大だいな怪獣と対戦したのだが、〈聖氣〉を使いきるほど苦戦させられたのである。

　辛しん勝しようしたようだが──その反省を活いかし、聖希はＭＣを創造することにしたのだろう。

「でもボク、創作とか、くりえいてぃぶっていうか、ひっく、そういうの得意じゃないから……せんぱいに、ＭＣのデザインをしてもらいたいなって」

　慌あわてて学生鞄かばんからスケッチブックと色いろ鉛えん筆ぴつを取りだして、聖希ははにかむ。

「ガッちゃんのことがあって、ＭＣにはあんまり、良い思い出がないんですけど……。せんぱいが見た目とか、考えてくれた子なら……ボク、愛せるかなって」

「前のＭＣには酷ひどい目に遭あわされたんだもんな、聖希ちゃん……」

　花丸はちょっと同情してしまって、そういうことなら、と腕うでまくりした。

「わかった、俺でよければ協力するよ！　ＭＣのデザインをすればいいんだな？」

「わらわもやるーっ！」

　お呼びでないのが手を挙げた。

　すごい嫌いやそうな顔をする聖希を無視し、Ｘサンがスケッチブックを一枚やぶると、マットにごろんと寝ね転ころがって足をぱたぱた……色鉛筆をお子様握にぎりして何やら描かき始めた。

「お絵え描かき、お絵描き♪　るん、るんるん……なのじゃ♪♪」

　超ちよう楽しそうだった。

　呆あきれながらそれを眺ながめつつ、花丸も真面目まじめにスケッチブックと向きあう。

「聖希ちゃん的には、どんなＭＣがいいんだ？　やっぱ、漠ばく然ぜんとでもイメージというか、方向性が決まってないと描きづらいんだけど……？」

「そんな！　ぼ、ボク、せんぱいが考えてくれたのなら何でもいいです！」

「うん、絶対そう言うと思ったけど、真面目に何でもいいから意見くれないかなぁ……俺もべつにデザインとかの専門家でもないし、まっさらな状態からは何も思い浮うかばんよ」

「ひっく」

　聖希はしゃっくりをすると、うんうん唸うなって考えた。

「そうですね……ガッちゃんのこと思いだしたくないから、妖よう精せいっぽいのはつらいです──ボク、〈魔法少女〉ですから。やっぱり、ちっちゃくて……か、可愛かわいくて、ひっく、ぬいぐるみみたいなの──でしょうか？」

「それなら、わらわの考えたこれがバッチリじゃぞ！」

　早くも描き終えたＸサンが、得意満面に自分の案を見せつけた。

　そこに描かれていたのは──。

「あ、あれ？　意外と可愛い……？」

　絶対にヘドロみたいな不定形の何かを描いてくると予想した花丸だったが、Ｘサンのデザインは、やや下手くそながらも魅み力りよく的で愛らしい生き物だった。

　緑の毛皮をした見慣れない小動物で、兎うさぎみたいに長い耳。

　額には宝石が輝かがやいている。

「カーバンクル……？」

「お、そんな名前なのか、こやつ？」

　聖希のつぶやきに、Ｘサンは照れたように微笑ほほえんでいる。

「〈正せい義ぎ機き関かん〉におったころ、母さ……Ｘテラがつくってくれた、わらわのペットじゃ！　どうじゃ、愛らしいじゃろう？　鳴き声は『はにゃはにゃ♪』であったぞ！」

「へぇ、ペットなんて飼ってたのか、Ｘサン」

　花丸はいまだＸサンの生おい立ちには詳くわしくなかったので、その過去をにおわせる発言に、ちょっと興味をもった。

「なんか、家庭的なところもあったんだな……こいつ、いまも生きてるのか？」

「いや、ようやく仲良くなったあたりで、母さまが調理して食しよく卓たくに並べたのじゃ」

　うわぁ。

　花丸はどん引きしつつ、重くなりかけた空気を払ふつ拭しよくするため、自分の作品を見せる。

「まぁ、そいつも可愛いけど……俺も考えたぞ！　どうだ？」

「せんぱい……」

　聖希は嬉うれしそうにスケッチブックを受けとって、何秒か眺めて、徐じよ々じよに青ざめる。

「せんぱい……あの、ボク、ひっく、ごめんなさい──調子に乗って、ひっく、ごめんなさい……せんぱい、ボクのこと、き、きき、嫌きらいで──」

「え!?　何その反応!?」

「わらわにも見してーっ！」

　泣きそうな聖希の背後からスケッチブックを覗のぞきこみ、Ｘサンも血の気を失う。

「これは──ハナマル、いくらなんでも……どうしてこんな、むごたらしい──」

「せ、せんぱいがボクのために考えてくれたんだ、愛さなくちゃ……ボクはこの子を愛さなくちゃっ──可愛い可愛い可愛い可愛い……この子は可愛い……信じるんだ、ボク！」

　そんな自己暗示しなくちゃだめなデザインだっただろうか。

　自信あったのに──と思いつつ、花丸は苦く笑しようして聖希からスケッチブックを回収する。

「ま、まぁ、これは置いといて。そのカーバンクルっての？　Ｘサンのペットだった生き物は可愛いし、〈魔法少女〉の神秘的な衣装とかともあってるし、こっちのデザインにしたらどうだ？　俺のはほら、あれだったみたいだし……」

「そ、そうですね。はっ……そうか、Ｘサンのデザイン案をとおすことで、仲の悪いボクとＸサンが歩み寄るきっかけをつくろうとしたんですね！　そんな深遠な考えがあって、あんな突とつ然ぜん変異した深海の生き物みたいなグロいものを……さすがです、せんぱい!!」

　聖希が努力して花丸の作品を良い方向に解かい釈しやくしていた。

「わ、わかりました、さっそく創造してみます……」

　聖希は立ちあがると、片手を高々と振ふりあげる。

　その手のひらに桃もも色いろの輝きが満ちて、鈴すずの音とともに魔法のステッキが出現した。

「あれ、〈転てん真しん〉はしなくていいのか？」

　花丸の問いに、聖希は恥はずかしそうに魔法のステッキを抱かかえて、何度も頷うなずいた。

「はい……〈転真〉しちゃうと常に〈聖氣〉が垂れ流しになっちゃうので、たくさんの〈聖氣〉を消費するＭＣの創造をするときには、むしろ〈転真〉しないほうがいいんです」

〈正義の味方〉は生命そのものである〈聖氣〉を消しよう耗もうしないように、ふだんはその真の姿を隠かくし、ちからを抑よく制せいして生活している。

　いざ戦せん闘とうとなると手加減は無用、ということで〈転真〉──本来の実力を発揮して戦うが、当然、〈聖氣〉は枯こ渇かつしやすくなる。つまり、死に近づいてしまう。

　滅めつ多たなことでは、〈正義の味方〉は〈転真〉しないのだった。

「では、いきます……」

　空中に一枚だけタロットカードが出現し、ステッキにＯＮされる。

　通常、〈正義の味方〉は〈転真〉しなければその能力を行使できないが、ＭＣの創造だけは例外なのかもしれない。

「マジカル☆タロット№ⅩⅩⅠ──世界の逆位置Reverse THE WORLD《鬼門嚮導Devilment@Thankfully》!!」

「あ」

　Ｘサンがあらぬ方向を見て、ぽつりと囁ささやいた。

「残念じゃが、急いだほうがよいぞ……あと五秒」

「ふ、ふぇっ？」

　戸と惑まどう聖希と花丸のそばで、Ｘサンは淡たん々たんとカウントダウンをする。

「四、三、二、一──おや、杞き憂ゆうじゃったかのう？」

　きょとんとして、彼女が首を傾かしげた次の瞬しゆん間かんだった。

　飛来した無数の砲ほう弾だんが、体育倉庫を容よう赦しやなく吹ふっ飛ばした。
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　間かん一いつ髪ぱつだった。

　以前からＸサンは迫せまりくる危機を予感するのが得意で、勘かんがよかった。

〈聖せい氣ぎ〉を感知するのは能力的に苦手だが、生まれてからほとんどを苛か烈れつな戦場ですごしたので──常に警けい戒かいを怠おこたらず、何が起きても咄とつ嗟さに動けるのだ。

　迫りくる砲弾によって空気が唸うなりをあげるのを察し、嫌いやな予感をおぼえたＸサンは素す早ばやく聖ひじ希きと花はな丸まるを抱えて跳ちよう躍やく──体育倉庫の窓まど硝子ガラスをぶち破り、外へと脱だつ出しゆつした。

　それが全員の命を救った。

　体育倉庫はいとも簡単に吹っ飛ばされ、さらに次から次へと飛来した砲弾や銃じゆう弾だんによって何もかもが嚙かみつぶされた。

　校庭では放課後の部活動をしていた生徒たちが逃にげまどっていて、繰くりかえされる砲ほう撃げきによってせっかく修復されたばかりの校舎が穴ぼこだらけになり、瓦が礫れきの雨を降らせる。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんのなか、Ｘサンは空中で器用に姿勢を制せい御ぎよすると砂さ塵じんをぶちまけて着地。

　花丸と聖希をその場におろすと、呆ぼう然ぜんと周囲の光景を眺ながめるしかなかった。

「何事じゃ……!?」

　状じよう況きようがまったくわからない。

　新手の〈正義の味方〉が襲おそってきたのかと思ったが、敵らしき姿は見当たらない。それに、どうも無差別に攻こう撃げきされている気がする。まるで戦争でも始まったみたいだ。

　夕焼けに染まった空には無数の戦闘機が舞まい、豆まきみたいに爆ばく弾だんや焼しよう夷い弾だんをまきちらしている。それらは遠くに見えるビルや民家をも破は壊かいし炎えん上じようさせ、この世に地じ獄ごくを発生させている。銃じゆう声せいと悲鳴がブレンドされた轟ごう音おんが耳に痛い。

　あまりにもリアリティのない景色。

　いちど〈正せい義ぎ機き関かん〉に滅ほろぼされたとはいえ、この国は基本的に豊かで平和だし、もう長いこと他国とは戦争もしていない。

　日本のどこにでもある平へい凡ぼんな町中には、あまりにも馴な染じまない、合成映像みたいな現実だった。

　爆ばく撃げき機が鳥の糞ふんみたいに爆弾を落としまくり、戦車が民家を踏ふみつぶして砲撃を繰りかえし、全身を都市迷めい彩さいで覆おおった歩兵が機き関かん銃じゆうを乱射して、火か炎えんが踊おどるなか町の住民たちはパニックになりながら右往左往する。

　悪い夢みたいに、無む慈じ悲ひな戦争が始まっていた。

「こんな……」

　地面にへたりこんだまま、花丸が情けない声をあげる。

「ひでぇ──どういうことだ、何が起きてるんだ、Ｘサン!?」

「わらわに聞かれても困るが……」

　Ｘサンとて当とう惑わくしているのだ。

　ついさきほどまでは、たしかに平和そのものだった。

　Ｘサンは新聞やＴＶで情報収集などしないし、世情にはうといのだが──こんないきなり軍隊が攻せめてきて問答無用で蹂じゆう躙りんしてくるほど、この国の周りの環かん境きようが病やんでいたようには思えない。

　あまりにも突とつ然ぜんで、不可解だった。

　そもそも、さっきから攻撃を繰りかえしている大軍勢は──いったい何者だ？　何の意味があってこの町を襲う？　さっぱり理解できない。

「は、はわわ……」

　くるくる目を回していた聖希が、ようやく瞬まばたきして我を取り戻もどす。

〈転てん真しん〉しないと、〈正義の味方〉はその超ちよう常じよう的な能力を行使できない。

　Ｘサンは以前に〈合体ロボット〉のＭＣを通常形態で倒たおしたぐらい、この姿でもある程度は戦えるが──花丸と聖希はどうも、〈転真〉しないと一いつ般ぱん人とさほど変わらないようだった。

　それでも彼らの身体からだに満ちる〈聖氣〉が、あらゆる攻撃を遮しや断だんするはずなので、相手がふつうの軍隊ならば命の心配だけは要いらないのだが……。

　何だか嫌な予感がする。

「あ、あ、あれ！」

　ふらつきながら立ちあがった聖希が、あらぬ方向を指さして目を丸くした。

　爆ばく風ふうや砂すな埃ぼこりが連続して発生し、視界が悪いが、Ｘサンも気づいた。

　こちらから数メートルほど離はなれたところに、平凡な学校にはあまりにも場ば違ちがいな、ちいさな生き物がちょこんとお座りしていた。

　子こ猫ねこぐらいのおおきさだろうか。

　上品な光こう沢たくのある緑色の、長い耳をした動物である。

　額には宝石。

　それはＸサンがさきほど描かいた、むかし飼っていたペットそのものだった。

「おぉ、あれは……ＭＣの創造は成功しておったのじゃな！」

「うん！　ボクと繫つながってるのを感じる……あれ、ボクのＭＣだ！」

　確かく認にんできなかったが、聖希のＭＣはきちんとこの世に生みだされていたらしい。

　まだ名もない愛らしいＭＣは、状況がわからないのか、きょとんとしている。

「た、たいへん！」

　聖希が慌あわてて、自分のＭＣのところへ駆かけ寄っていく。

「あんなところにいたら、巻きこまれて怪け我がしちゃう！」

「おい待て、ヒジキ！　こんな状況じゃ、迂う闊かつに動くと──」

　Ｘサンが胸むな騒さわぎをおぼえ、慌てて忠告したが、遅おそかった。

　ひたむきにＭＣへ向かって走っていた聖希が、その中ちゆう途とで「ぐるん」と回転し──すさまじい勢いでその場に転んだ。

　鮮せん血けつが、ぱっ、と散った。

　遅おくれて銃声が響ひびいてくる。

　狙そ撃げきされたのだ。
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　倒たおれた聖ひじ希きはそのまま動かず、うつ伏ぶせで、肩かたのあたりから血を溢あふれさせる。

　そんな彼女にとどめをさすつもりか、何度か狙撃が繰くりかえされ、幸いに外れて校庭を無む惨ざんに抉えぐった。

　どうやら狙撃手はあまり優ゆう秀しゆうではない──が、いまの聖希は一いつ般ぱん人と変わらない。

　頭部にでも直ちよく撃げきしたら即そく死しする。

　寒気をおぼえながら、Ｘサンは吼ほえた。

「言わんことではない……!!　くそっ、どこから……!?」

　攻こう撃げきがきた方向を素す早ばやく悟さとり、Ｘサンは校舎を睨にらみつける。

　校庭の端はしっこにいるＸサンたちから見て、百メートルほど離はなれている校舎の三階。

　窓がちいさく開いて、スナイパーライフルらしき銃じゆう身しんがわずかに覗のぞいている。

「校舎内にはすでに謎なぞの軍隊が入りこみ、占せん拠きよしてしまったようじゃな──いかん、ここは遮しや蔽へい物がない！　このままじゃ高い位置から狙ねらい撃うちにされるぞ！」

　それよりも、とＸサンは嫌いやな事実に気づいて歯は嚙がみする。

　狙撃手の銃じゆう弾だんは聖希に重傷を負わせた。

　攻撃が通用している──〈聖せい氣ぎ〉で保護され、あらゆる通常攻撃を防ぐはずの、〈正義の味方〉である聖希に対して、である。

　あの狙撃手が〈正義の味方〉で、あいつの攻撃だけがこちらに通用するというのならいい。

　最悪なのは、いま攻せめてきている大軍勢のすべてが、こちらを殺傷しうる存在──〈正義の味方〉かそのＭＣである、という場合だ。

〈聖氣〉をまとった攻撃ならば、〈正義の味方〉であるＸサンたちもダメージをうける。

　四方八方から爆ばく撃げきされ砲ほう撃げきされ銃撃されつづければ、防ぎきれるものではない。

「くそっ、聖希ちゃん！　だいじょうぶか!?」

　何も考えていないのか、花はな丸まるが倒れた聖希に駆かけ寄っていく。

　本人に言えば嫌がるだろうが、基本的に花丸は善良で優やさしい。

　失神し、狙撃に晒さらされている聖希を放ほうってはおけなかったのだろう。

　気持ちはわかるが、いかにも無む謀ぼうだった。

「よせ、ハナマル！　そなたも撃たれるぞ！」

　彼らから手を放してしまった自分を、Ｘサンは悔くやむ。吞のん気きに周りを見回してなどいないで、さっさと花丸と聖希を抱かかえたままこの場を離り脱だつすればよかったのだ。

　ぬるま湯のような日常に耽たん溺できすることで、危機感を失っていた。

　戦場から遠ざかり、なまっちょろくも油断していた。

　そんなＸサンの目の前で、さきほどと同じ、狙そ撃げきの音色が鳴り響ひびく。

「……む!?」

　届くわけもないのに手を伸のばし、どうにか花丸を追いかけようと足を踏ふみだしていたＸサンは──目を丸くする。

　銃じゆう声せいは何度も響いた。

　いくら狙撃手の腕うで前まえがよくないとはいえ──聖希を抱だきかかえ、決して手て際ぎわよいとはいえない動きでよたよたと庇かばっている花丸は、格好の標的のはずだった。

　なのに、何事も起きなかった。

「や、やべぇ！　逃にげなきゃ……！」

　花丸は血の気を失ったまま、聖希と彼女の制服のポケットに素早く潜もぐりこんだＭＣを一いつ緒しよに抱きあげつつ、泣きそうになっている。

　銃声はしたのだ、弾だん丸がんは発射されたはずだが──。

　幸運にも、すべてが外れたのか？　そんな偶ぐう然ぜんがあるのか？

　違い和わ感かんがあったが、考えている余よ裕ゆうがない。

　何にせよ、ここが正念場だ。

「でかした、ハナマル！　伏ふせておれ、わらわが狙撃手を排はい除じよする!!」

　Ｘサンは対応の遅おそい自分をふがいなく思いつつ──まさに飛ぶように花丸のそばまで急行し、製造№が刻まれた背中に意識を集中した。

　幸いに、〈聖氣〉は一戦こなせる程度には蓄たくわえられている。

　ためらう必要はなかった。

「〈転てん真しん〉！　〈正義の天使〉Ｘサンシャイン!!」
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　Ｘサンの変へん貌ぼうは一いつ瞬しゆんだった。

　宣言と同時にＸサンの背中から輝かがやきの奔ほん流りゆうが溢れかえり、それは〝Ｘ〟状の翼つばさとなって優ゆう雅がに光の粉をまきちらす。

　全身を黄金こがね色いろの〈聖せい氣ぎ〉が覆おおい──衣装が変化し、Ｘサンの真の姿が晒される。

　走る勢いが倍加し、刹せつ那なのうちに花はな丸まるの正面に立つ。

　その片手には光の輪っか──Ｘサンの主力武器である天プロ輪ミネ刃ンスが握にぎられていた。

　濃のう厚こうな殺意とともに、弾丸が仁に王おう立だちしたＸサンに飛来してくる。

〈転てん真しん〉によってＸサンの五感は常人離ばなれし、音速の攻こう撃げきを視し認にん──同時にありえない反応速度で身体からだを舞まわせ、天プロ輪ミネ刃ンスを卓たつ球きゆうのラケットみたいにふるって弾丸を撃うちかえした！

　異音が空気を震ふるわせる。

　飛来したのとまったく同じ軌き道どうを逆ぎやく戻もどりして、弾丸はライフルの照準を覗のぞきこんでいる狙撃手の顔面を軽々と吹ふっ飛ばした。

　その結果に満足せず、Ｘサンは天プロ輪ミネ刃ンスに〈聖氣〉をこめる。

「どぉりゃあ!!」

　フラフープぐらいのおおきさになったそれを、気合いをこめて、Ｘサンは投げ放った。

　生き物じみた動きで飛ひ翔しようした天プロ輪ミネ刃ンスは、校庭で暴れ回っていた戦車を、生徒に襲おそいかかろうとしていた迷めい彩さい服の軍人たちを、容よう赦しやなく両断していく。

　圧あつ倒とう的てきスピードで飛び回り、光の輪は襲しゆう撃げき者たちを切り刻む。

　中ちゆう途とで断たたれた戦車の砲ほう身しんが落ち、分厚い装そう甲こうを切り裂さかれた軍事車両は断面図を晒して左右にわかれて倒たおれ、校庭を軍用ブーツで踏みしめていた何十人もの軍人たちは生首をとばしていく。

　ひとしきり辻つじ斬ぎりを終えると天プロ輪ミネ刃ンスはＸサンの手元に戻もどってくるが、そのたびに勢いをこめて再び投げ放つ。

　瞬またたくうちに死し屍し累るい々るいとなった。

「う、うわ……」

　すぐそばで倒れた軍人に悲鳴をあげ、聖ひじ希きを抱きあげたままの花丸が怯おびえる。

「殺したのか……!?」

　当然の疑問だろう。

　戦争のないこの国で育った健全な青少年、という、いわゆる常識的な人格の持ち主である花丸には、Ｘサンの攻撃が残ざん虐ぎやくに見えたかもしれない。

　殺人を忌き避ひするその生理的嫌けん悪お感かんに、Ｘサンはむしろ好ましいものをおぼえる。

　誰だれも殺さなくても、生きていける、平和で美しい場所で──彼は暮らしてきたのだ。

　羨うらやましいし、そんな彼の望むごく平へい凡ぼんな日常を、Ｘサンは守りたいと思う。

　けれど──。

「よく見よ、こやつらは人間ではないぞ」

　そばに転がってきた軍人の生首を、Ｘサンは花丸に向けて蹴けっ飛ばす。

　それを思わず受けとめてしまい、「わわっ」と驚おどろいていた花丸も、すぐに気づく。

　軍人の生首──その切断面から覗くのは、機械の部品であった。

　ショートしたのか、ちいさく紫し電でんを放ち、歯車や回路を露ろ出しゆつさせている。

　よく見ると軍人たちの迷彩服で隠かくれていない手のひらや顔は黒い金属で、真っ赤な輝きを放つ単眼が妖あやしく輝いている。

「ロボットの……兵隊？」

「そのようじゃ」

　花丸の呻うめき声に、Ｘサンは頷うなずく。

「〈正義の味方〉なのか、ＭＣなのか──よくわからぬが、襲ってきた連中はみな同じ種類の〈聖氣〉をまとっておる。しかし〝共食い〟のために襲ってきた新手の〈正義の味方〉と考えるには、いろいろと腑ふに落ちぬな……」

　疑問がそのまま垂れ流される。

「無差別攻撃を繰くりかえしておるのは、なぜじゃ？　まるで、この国のすべてを攻せめ滅ほろぼそうとしているかのようじゃ……攻撃の規模がでかすぎる、これでは戦争じゃ！　こいつらは何者で、何が目的なのじゃ？」

　困こん惑わくしながらも、花丸と合流し、Ｘサンは聖希の顔を覗きこむ。

「弾だん丸がんが当たったのは肩かたか……幸い、敵はさほど強力ではないようじゃ。こやつも〈転真〉前とはいえ百ひやく戦せん錬れん磨まの〈正義の味方〉──命に別状はないじゃろう。突とつ然ぜんのことにびっくりして、気絶してしまったのじゃな」

「ひ、聖希ちゃん、死んだりしないのか？　良かった……」

　聖希をそっと抱だきしめる花丸を見て、Ｘサンはなぜか胸にちくりと痛みをおぼえたが、いまはその感情を押しつぶす。

　当面の敵は排はい除じよしたが、見ると空からは次々とパラシュートの兵隊──空くう挺てい部隊がおりてきていて、軽かろやかに着地すると機き関かん銃じゆうを乱射し始める。

　どれだけ倒してもきりがなさそうな、ありえない物量だった。

「わらわは〝最強〟と謳うたわれた〈正義の味方〉じゃが、さすがにこれほど本格的な軍隊と喧けん嘩かするのは無理っていうか面めん倒どうじゃ──ひとまず離り脱だつするぞ！　ヒジキを放さぬようにしっかり抱きしめておくのじゃぞ！」

　Ｘサンは叫さけぶと、花丸を両手で抱かかえて跳ちよう躍やく──〝Ｘ〟状の光の翼つばさで飛び立った。
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　地面が遠ざかっていく。

「うわぁ、何だよこれ……」

　さすがに何度も同じように空中散歩のお供にされて慣れたのか、花はな丸まるはぶざまに悲鳴をあげることはなく、周りを見回す余よ裕ゆうがあるようだった。

　Ｘサンは何も言えない。

　言葉を失う光景だった。

　かなりの高度に達したので、町の全景が見み渡わたせた。

　先日の騒そう動どうによっておおきな被ひ害がいを受け、ようやく修復されたばかりの町は、あちこちで火の手があがって悲ひ惨さんな状じよう況きようだった。よく目を凝こらせばあちこちで戦車や軍人たちが暴れ回り、手当たり次し第だいに建物を破は壊かいしている。

　何の目的意識も感じない、純じゆん粋すいな蹂じゆう躙りんだった。

　目につくものすべてが砕くだかれ、壊こわされ、踏ふみにじられている。

　地面に落ちたビスケットにむらがる蟻ありの群れ──そんな連想がＸサンの頭によぎる。

　すべて舐なめ回され、嚙かみ砕かれ、ばらばらに解体されて持ち運ばれる。

　徹てつ底てい的てきなその略りやく奪だつと侵しん略りやくのあとには、たぶん何も残らない。

「これは──何という……」

　学校のそばには海が広がっている。

　環かん境きよう汚お染せんとは無む縁えんな美しい海だったのに、いまでは台無しだった。

　大おお海うな原ばらを、理り不ふ尽じんな量の大だい艦かん隊たいが埋うめ尽つくしていた。空母に、軍ぐん艦かんである。黒々としたその船せん舶ぱくの群れから、ひっきりなしに戦せん闘とう機が飛び立って町に爆ばく弾だんをばらまいていく。

　あまりにも軍艦が多くて、海がほとんど見えないぐらいだった。

　水平線の向こうまで、延々と……。

　まるで日本のすべてが、この正体不明の軍隊に包囲されているみたいだった。

　否いな、『みたい』ではなく──そのとおりかもしれなかった。

　ひどい寒気と心細さに襲おそわれて、さすがのＸサンも震ふるえあがるしかなかった。

〈正せい義ぎ機き関かん〉の日本侵略や、内乱のときさえ、これほどではなかった。

　日本侵略は粛しゆく々しゆくとした暗殺任務や一方的な破は壊かい行こう為いが多く、内乱のときは敵はただひとり〈正義の神〉Ｘテラだけだった。

　戦場、戦争──その言葉の意味を、Ｘサンは初めて理解したような気がした。

　それはこの世に顕けん現げんした、巨きよ大だいな悪意そのものだった。

「え、Ｘサン……あれ、あれ!!」

　花丸が引きつった声をあげる。

　海を埋め尽くした軍艦と、足あし下もとを飛び回る戦闘機の群れ、そして陵りよう辱じよくされる町並みを、ただ呆ぼう然ぜんと眺ながめていたＸサンは──すぐには気づかなかった。

　頭上に何かがある。

　最初は入道雲かと思った。

　そうではないと理解したとき、本日最大の悪お寒かんがＸサンの全身を這はい回った。

　あまりにも巨大な質量が、宙に浮ういている。

　それは本来、ありえない光景だった。




「城、じゃと……？」




　Ｘサンは呻うめいた。

　地上すべてに影かげを落とすような、馬鹿げた質量の、それはひとつの浮うき島しまだった。

　下半分はごつごつした岩の塊かたまりで、上半分は美しい、だからこそ空にあるには不自然な中世風の瀟しよう洒しやな城じよう郭かくが存在していた。

　羽を休める白鳥にも似た、麗うるわしい建築物である。

　地上にあったなら観光名所にでもなりそうだが、それらが周りの地じ盤ばんごと高々度に浮かびあがり、重力を無視して停止している姿はシュールな絵画のようだった。

「あの城は──襲しゆう撃げきを受けておるのか……？」

　見ると戦闘機は我先にと浮き島へと向かい、ひたすら機き銃じゆうを掃そう射しやしている。

　空中に幾いく筋すじもの火線が生まれ、大小無数の爆ばく発はつが断続的に生じている。

　だが不思議なことに、見えない壁かべでもあるみたいに、すべての攻こう撃げきは城に届かない。

　逆に城の天てつ辺ぺんあたりが目ま映ばゆく輝かがやいたかと思うと、そこから七色の怪かい光こう線せんが放たれ、異様に正確に戦闘機をまとめて吹ふっ飛ばし、次々と撃げき墜ついしている。

　幸い、あの城を攻せめることに夢中で、戦闘機はＸサンには近づいてこない。

　気づかれてもいないみたいだ。

　巨大な〈聖せい氣ぎ〉が存在していると、その付近にいる小規模な〈聖氣〉は感知しにくくなる──あの城からは、心臓を鷲わし摑づかみにされるほど濃のう密みつで凶きよう悪あくな〈聖氣〉の気配がした。

　城に近づくことも、地上に帰ることもできないまま。

　ひたすら困こん惑わくし、立ち往生するＸサンに、花丸が問いかけてくる。

「何だ、あの城……？」

「わらわに聞かれても困る。宙に浮いておるのは、わらわと同じように〈聖氣〉を推進力や浮ふ力りよくに変化させておるためじゃと思うが……」

「あの何か軍隊みたいなのに攻撃されてるってことは、えぇっと、何だろう──？」

「やつらと敵対しているようじゃが、さて何者なのじゃろうかのう……敵の敵は味方、という考えで助けを求めるわけにもいかん。っていうか近づいたらわらわたちも撃墜されそうで嫌いやじゃのう……」

　どうしようもなく会話していると。




『あーっ、あーっ──マイクテスト～本日はお日ひ柄がらもよく～♪』




　ものすごく気が抜ぬける、奔ほん放ぽうな声が響ひびいた。

　聞き覚えがあった。

「これは……まさか？」

　瞠どう目もくするＸサンに応こたえるみたいに──馬鹿でかい音声が響き渡わたった。

『あ！　いたいた、捜さがしてたんだよＸサン！　お姉さんだよっ、辻つじ絶たえ子こだっ！』

　よく目を凝こらすと、美び麗れいなお城のバルコニーに、見覚えのある人物が立っていた。

　陽ひに焼けた肌はだと、獣けものの尾おみたいな三つ編み。

　ごく当たり前の、婦人警官の制服。

　片手に拡声器を握にぎりしめ、いつもどおりの笑え顔がおでぴょんぴょん跳はねている。

　それはＸサンたちとともに死線をのりこえた、〈正義の変身ヒーロー〉バベルサバイバーこと辻絶子であった。

『こっちこっち！　わぁ、聖ひじ希きちゃんと花丸くんもいるね!?　ちょうどいいなぁ、誰だれも怪け我がしてない!?　ごめんねぇ、突とつ然ぜんのことだったから連れん絡らくもできなくてさ！　とりあえずこの〝王シギ宮シヨ龍アラ〟に避ひ難なんするといいよっ！　詳くわしい説明は後でするからさっ!!』

「…………」

　Ｘサンと花丸は思わず顔を見あわせたが、聖希の治ち療りようをしなくてはいけないし、安全な場所で一休みはしたい。

　何より、詳しい説明は是ぜが非でも受けたかった。

「またぞろ、厄やつ介かいな事情が発生しておるのじゃろうな……。あやつに頼たよると巻きこまれそうで不本意じゃが、いまは仕方ない。──歯を食いしばれハナマル、飛ばすぞ！」

　光の軌き跡せきを描えがき、Ｘサンたちは真っ直すぐに天空の城へ。
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「やぁやぁ、みんな──〝王シギ宮シヨ龍アラ〟へようこそっ！」

　豪ごう華かな大庭園に馴な染じまない存在感で、婦警の制服姿の辻つじ絶たえ子こが敬礼する。

　その正面に音もなく舞まいおりたＸエツクスサンは、とりあえず聖ひじ希きを抱かかえたままの花はな丸まるをおろし、相変わらず健康的な笑え顔がおの絶子に探さぐるような視線を向けた。

「戦せん闘とう機の爆ばく撃げきや機き銃じゆうは完全に防いでおるのに、わらわたちはやけに簡単に内部まで入りこめたのう──安全そうなので避ひ難なん場所としては良いのじゃが、何じゃこの場所は？」

　絶子の背景には、張りぼてではない立派な城が建っている。

　Ｘサンたちが立っているのは、水みず花か壇だんや泉水があちこちに配置された大庭園だ。

　周りは生おい茂しげる樹木が塀へいのように取り囲んでいて、外の様子が見えず、この場所が空中に浮うかんでいることを忘れてしまいそうだ。

「手早く説明してもらうぞ──いったい全体、何事なのじゃ？」

「ま、疑問は当然だけど……立ち話もなんだし、とりあえず城んなか行かない？」

「あ、あのっ、絶子さんっ」

〈正義の味方〉とはいえ〈転てん真しん〉しなければ無力な花丸は、苦労して聖希を抱えている。

「ここ、お医者さんとかいるのか？　聖希ちゃんが大おお怪け我がなんだけど──」

「あぁ、もちろんだよっ。お医者さんっていうか、このお城には〈倫りん理り公こう社しや〉の〈正義の味方〉たちが勢せい揃ぞろいしてるからねっ」

　何でもないことのように、絶子は請うけあった。

「誰だれかひとりくらい、治ち療りように長たけたやつもいるでしょ。お姉さん、〈倫理公社〉のなかでは新入りであんまり詳くわしくないから、よくわかんないけどっ」

「この城に、〈正義の味方〉が集まってるのか……？」

「うん。〈正義の味方〉は〈聖せい氣ぎ〉を感知できるから、わかるでしょ──この国じゃ、いまはこの場所がいちばん〈正義の味方〉密度が高いと思うよ？」

　さきほどから感じていた禍まが々まがしい気配は、この城に集まった〈正義の味方〉が放つ存在感だったのだろうか──それにしても、異様だが。

「ふだんは〈倫理公社〉の〈正義の味方〉たちは、全国各地に散らばっていて滅めつ多たに集合したりしないんだけど──今回は緊きん急きゆう事態だしねっ。どうも、〈大だい怪かい獣じゆう〉のときよりも大規模で危機的な、この国の存亡に関かかわる事態なんだってさっ」

　なぜだか楽しそうに、わくわくするように、絶子は宣言した。

「お姉さんも呼びだされて慌あわてて駆かけつけたばっかりで、ほとんど事情はわかんないんだけど。〈倫理公社〉のボスが、直々に説明してくれるって話だよっ。ちょうど、全国支部の仲間たちも揃そろったところだし、良いいタイミングだったねぇ──Ｘサンたちは」

「〈倫理公社〉の……ボスじゃと？」

　Ｘサンは警けい戒かいする。

「〈正せい義ぎ機き関かん〉の最終兵器〈大怪獣〉が暴れたときにも、わらわたちに任せっきりにして何もせんかったくせに──今回は姿を現すのか、そやつが？」

「うん。まぁ、ちょっとエキセントリックなひとだけど、仲良くしてくれると嬉うれしいな……他人の神経を逆撫なでするところがあるけど、悪い子じゃないから」
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「ここだよっ」

　絶たえ子こが巨きよ大だいな石造りの扉の前で、元気よく振ふりかえった。

　城の内部はバロック調とでもいうのだろうか、天てん井じようには宗教画が描えがかれ、壁かべにも細工が施ほどこされ、装そう飾しよく性を優先した硝子ガラス製のシャンデリアがいくつも垂れさがっている。

　外ではいまだに戦闘機が舞い、ひっきりなしに攻こう撃げきを繰くりかえしているのだろうが、音すらも遮しや断だんされているのか静まりかえっている。

　足音が響ひびくなか、絶子が呆あつ気けなく扉とびらを押し開けた。

「失礼っしゃーっす！」

　体育会系というか、敬意ゼロの挨あい拶さつであった。

　室内も余すところなく王おう侯こう貴族の居城めいていて、しつこいぐらいに刺し繡しゆうされた飾かざり布や黄こ金がね色いろの彫ちよう像ぞうが目をひいた。

　正面にはすこし高い位置に玉座が置かれているが、そこには誰も座っていない。

「………？」

　不意に、Ｘサンは視線を感じた。

　何人もの統一感のない男女が、そこここで存在感を主張している。

　合計で五人ぐらいか、それよりやや多いぐらいだろうか。

　Ｘサンには直感的にわかった。

　全員──〈正義の味方〉だ。

〈転てん真しん〉していないらしく、特異な外見のものはいない。

　一いつ般ぱん人を装っているが、漂ただよわせる強きよう烈れつな威い圧あつ感かんが不自然だった。

　全員、それなりに腕うで利ききの〈正義の味方〉なのだろう。

　当然だ、彼らは〈正せい義ぎ機き関かん〉内乱やその後の陰いん惨さんな〝共食い〟を生き延び、〈倫りん理り公こう社しや〉に実力を見込まれた傭よう兵へいたちなのだ。

　見知った顔も何人かいるが──。

「あれが……〈正義の天使〉ちゃん……？」「ヒョホホ！　アノ〈神〉ヲ倒たおシタッテノハ本当ナノカヨ!?」「〈大怪獣〉はどいつだべか……？」「相変わらず、何かと人ひと騒さわがせですのね」「味方なの？　敵なの？　どっちでもいいけど」などと、囁ささやき声が響いている。

　あまり仲良くやっていきましょう、という雰ふん囲い気きではない。




「怪け我が人がいるという話ですが？」




　不意に、Ｘサンの正面で声が響いた。

　あまりにも気配がなかったので、Ｘサンは「うひゃあ!?」と驚おどろいて仰のけ反ぞった。

　いつのまにか、目の前に非常に地味な男が立っていた。

　影かげ絵えのように、全体的に真っ黒な印象の人物である。

　きっちりとしたタキシードに、後ろに撫なでつけた髪かみの毛。

「おや、失敬。驚かせてしまいましたね」

　警戒して身構えるＸサンに、男は柔にゆう和わな笑えみを浮うかべて会え釈しやくした。

「私は皆みなさまに比べてあまりにも脆ぜい弱じやくな〈正義の味方〉でして、まとう〈聖せい氣ぎ〉の量が少なく、気配が読みにくいみたいで。……ともあれ、負傷したかたがいると聞きましたが、どなたでしょうかね」

「あぁ、芥あくた郎ろうさん。この子だよ、診みてくれる？」

　知りあいなのか、絶子が親しげに聖ひじ希きを指で示した。

　芥郎と呼ばれた男は深々と頷うなずき、丁てい寧ねいに聖希をその場に寝ねかせる。

「むう……？」

　心配そうに見守る花はな丸まるのそばで、Ｘサンは小首を傾かしげた。

　何か、この芥郎という男に違い和わ感かんをおぼえたからだ。

「勘かん違ちがいだったらすまぬが、そなた──どこかで会ったことがないか？」

「はて？」

　聖希の肩かたの弾だん痕こんを壊こわれものを扱あつかうみたいに調べつつ、芥郎はＸサンを一いち瞥べつする。

「おぉ、あなたは高名な〈正義の天使〉Ｘサンシャイン様でいらっしゃいますね？」

　Ｘサンは〈転真〉を解いておらず、天使の姿のままなので、すぐに気づかれた。

「お噂うわさはかねがね──とはいえ、私はかなり末期の世代の〈正義の味方〉でして、稼か働どうを始める前に〈正義機関〉が崩ほう壊かいしてしまいましたので……。あなた様とは、面識がないはずですがね？　どなたかと人違いなされているのでは？」

「む、むう、そうかのう」

　ならばどうして、こんなに胸がもやもやするのだろう。

「参考までに聞いておくが、そなたは第何世代じゃ？」

「恥はずかしながら第〈Ⅸ〉世代──正式名めい称しようは〈正義の執しつ事じ〉卍まんじ芥あくた郎ろうと申します。都内中央本部〝護衛チーム〟所属ですが、どちらかというと閣下の身の回りのお世話なんかがお役目ですかね」

「閣下っていうのは、うちのボスのことだよ」

　絶子が補足してくれた。

「偉えらそうな肩かた書がきとかが好きな子だから、絶対に呼び捨てとかしないようにね。閣下とか陛下とか、よっ大統領！　とか言っておけばだいじょうぶだから」

「ともあれ、この程度の怪我でしたら……」

　無む駄だ話ばなしを切りあげ、芥郎は聖希の肩に手のひらをかざした。

　不思議な銀色の輝かがやきが放たれ、目に見える速度でその疵きず痕あとが癒いえていく。

「応急処置ぐらいしかできませんが、〈正義の味方〉は生命力が強い──あとは自然回復に任せておけば完治するはずですよ」

「……んっ」

　意識が戻もどったのか、聖希が薄うすく両目を開いて、何度か瞬まばたきをした。

　それから状じよう況きようがわからないのか、きょろきょろしてから花丸をすがるように見た。

「せ、せんぱい、あれ……ボク、いったい何がどうなって……わわっ!?」

　そんな彼女の服の胸むな元もとから、例の緑色の生き物が顔をだした。

「ひっく！　よ、良かった、無事だったんだね。ボクのＭＣ……！」

　ぎゅっとＭＣを抱だきよせ、朗ほがらかに笑う聖希だった。




「アクタロー！　どこへ行きくさったですか!?　ゴマちゃん様が起きたらお着き替がえと洗顔と朝のおやつを用意して待ってるのが優ゆう秀しゆうな下僕の条件ですーっ!!　この鈍どん亀がめ！　役立たずだと解かい雇こしてやるですよ！　アクタロー、アクタロー!!」




　甲かん高だかい、きんきん響ひびく大声がした。

　それは玉座のさらに奥──飾かざり布で隠かくされた方向から響いてくるようだった。

　どうやら、そこに舞ぶ台たい袖そでというか、小部屋があるらしい。

「失敬。閣下がお目覚めになったようですね」

　上品さを崩くずさずに早足でそちらへ向かい、芥郎が姿を消す。

　集まった〈正義の味方〉たちに緊きん張ちよう感かんがみなぎった。

「面めん倒どくさがりな子だから、滅めつ多たに表おもて舞ぶ台たいにでてこないんだよね。たぶん、他ほかのみんなはボスの顔を見るの初めてって場合が多いんじゃないかな」

　絶子が独り言みたいな調子でつぶやいた。

　その間に──だん、だん、だん、と荒あら々あらしい足音が響いてくる。

　同時に濃のう密みつな、噎むせかえるほど強きよう烈れつな〈聖氣〉が接近し、いや増していく。

「皆みなさま、お待たせいたしました」

　まず芥郎が姿を見せ、しずしずと飾り布をひいていく。

「ご紹しよう介かいいたしましょう、〈正義機関〉なきあとのこの国を精力的に管理し、また発展させてきた戦後最大の功労者。〈新しん日に本ほん仮かり政せい府ふ〉の首しゆ魁かい。そして我らが〈倫理公社〉の総大将にあらせられる──〈正義の独裁者〉ゴーマンナ＝ドラキュラ様のご登場です」

　演出過多なほどにゆっくりと、一歩一歩、その奇妙な少女は姿を現した。

　血の色をしたドレスと、同色の、もつれた毛細血管みたいな髪かみの毛。

　小学生ぐらいだろうか、華きや奢しやでちっちゃくて、陶とう器きのお人形のようだった。

　特とく徴ちよう的なのは、幼い顔がん貌ぼうに似合わない、右目を隠した武骨な眼帯。

　そこには髑髏どくろとハートマークを合成したような、不気味な紋もん章しようが刻まれていた。

　彼女は威い風ふう堂どう々どうと芥郎の前を突つっ切り、やや苦労して座席が高い位置にある玉座に「ちょこん」と腰こしをおろすと──露あらわになっている片目でこちらを見下ろしてくる。

　そして朗々と語り始めた。

「よくぞ集まってくれたです、〈倫理公社〉が──否いな、この国が誇ほこる精せい鋭えいたちよ。戦後最悪の狂きよう乱らんが渦うず巻まく忌いまわしい現状も、諸君らとともにならば乗りこえてゆけると信じるですよ。正義なき寄る辺ないこんな時代だからこそ、心をひとつにして……」

　唐とう突とつに彼女は立ちあがると、怒ど鳴なった。

「超ちよう偉えらくて超可愛かわいいこのゴマちゃん様のために──その安い命をまとめて売り払はらってお国のために死んでくるです！　ゴマちゃん様に逆らう豚ぶたどもを殺して殺してぶっ殺しまくるのがおまえら愚ぐ民みんの役目ですよーっ!!」

「…………」

　集まった百ひやく戦せん錬れん磨まの〈正義の味方〉たちが、ぽかん、と反応できずに呆ぼう然ぜんとした。
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「こら」

　唐突に、ゴーマンナと名乗った少女の後頭部を芥あくた郎ろうがぶん殴なぐった。

　ゴーマンナはこの背後からの不意打ちにまったく対応できず、「きゃぴい!?」と可愛らしい悲鳴をあげて玉座から転がり落ち、おでこを痛打する。

　そして涙なみだ目めになって、信じられない、という表情で芥郎へ上うわ目め遣づかい。

「え、え……何です……か？　い、いま、アクタロー……おまえが敬愛するご主人様にして雇やとい主のゴマちゃん様の後頭部を、べしって叩たたいたですか……？」

「まさか！　閣下を崇すう拝はいする忠実な召めし使い──この卍まんじ芥郎にかぎって、閣下にそんな恐おそろしい真似まねをするわけがありません！」

　おおげさに肩かたをすくめる芥郎に、ゴーマンナは「ほっ」と胸を撫なでおろした。

「そ、そうですよね。ゴマちゃん様は信じてるですよ、え、えへへ……あれ？　だったら、どうしてゴマちゃん様は後ろからダメージを食くらって前のめりに転んだですか……？」

「いえ、閣下があまりにも礼れい儀ぎ知しらずな真似をするので、ついイラッときて殴りました」

「やっぱり殴ったんじゃないですか！　どうして噓うそつくですか、許さないですよーっ!?」

「それよりも」

　真っ赤になっているゴーマンナをひょいと抱きあげて玉座に安置し、芥郎は語る。

「ふざけている時間はないのですよ、閣下。冗じよう談だんはやめて、皆さまに手短に状じよう況きようを説明してください。まったく、いつも遊んでばかりなんですから、この子は」

「そ、そうですよね。ごめんなさい、アクタロー。ゴマちゃん様は反省し……あ、あれえ？　何でゴマちゃん様は叱しかられてるですか──」

　目を白黒させながらも、ゴーマンナは一連の漫まん才ざいを眺ながめてどうにも反応できない〈正義の味方〉たちに、こふんと咳せき払ばらいして呼びかけた。

「ともかく、あらためて──よくぞ集まってくれたですよ、〈倫りん理り公こう社しや〉が誇る一いつ騎き当とう千せんの〈正義の味方〉たちよ。まぁ、何名かお客さんもいるようですが……」

　いまだ当とう惑わくしている花はな丸まるたちを一いち瞥べつし、彼女はせせら笑った。
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「最初に言っておきますが──おまえらは本来なら即そつ刻こく処しよ罰ばつし、この世から消しよう滅めつさせてやるのが当たり前です。〈神〉のＭＣに操あやつられ無差別に破は壊かい行こう為いを繰くりひろげた〈魔法少女〉、暴走し町に壊かい滅めつ的な被ひ害がいをもたらした〈大だい怪かい獣じゆう〉、そして〈神〉を殺し〈正せい義ぎ機き関かん〉の崩ほう壊かいを招き──この混こん沌とんとした世界情勢の発ほつ端たんをつくった〈天使〉」

　こちらを威い圧あつ的に見下ろし、隻せき眼がんの〈独裁者〉は言い放つ。

「正直、おまえらみたいな不ふ穏おん因子を〈倫理公社〉に取りこむことは避さけたかったですが、その戦力は喉のどから手がでるほど欲しい──まぁ、毒をもって毒を制すという考えかたもあるですしね。おまえらを必要悪としてゴマちゃん様が上手に用いてやりますから、もうしばらくは生かしてやってもいいですよ」

　つんと胸をはって、ゴーマンナは呵か々か大笑した。

「せいぜい媚こびをうって、這はいつくばって同情を誘さそって、馬車馬のように働いて──みじめに生きのびることですね！　尻尾しつぽをふって従順でいれば、おまえらみたいな家か畜ちくでもゴマちゃん様は愛めでてやるですよ！」

「こら」

　べしい。

「ひぎゃぶ!?　だからゴマちゃん様の後頭部をポンポン殴るなですよ、アクタロー！　ゴマちゃん様は床ゆかに足つかないんですから、前のめりになると落っこちちゃって超ちよう怖こわいし恥はずかしいですよーっ!!」

「ですから閣下、お客さまを相手に失礼極きわまりないです。上に立つものとして、むやみに敵をつくるような発言は慎つつしむべきかと」

「うう……こういうのは最初が肝かん心じんなのに──初めて会った〈倫理公社〉の部下どもに威い厳げんを見せつけつつ、さらに暴れた弱みがあるＸサンたちを脅おどして立場を理解させて、良いいように操ってやるつもりだったのに……」

「ただ威い張ばりたいだけでしょう、あなたは。……すみませんね、皆みなさん。うちのガキが空気読めなくて。ご機き嫌げんを損そこねられてなければよいのですが」

「いまガキって言いましたね!?　おまえゴマちゃん様への敬意ゼロですよねアクタロー!?」

　騒さわいでいる不思議な主従を眺め、Ｘサンが腕うで組ぐみし、溜ため息いきをついた。

「気にするな、芥郎とやら」

　彼女がときたま見せる、ひどく老成した表情だった。

「いま、ゴーマンナとやらが語ったことは事実じゃ。ハナマルもヒジキも暴れ、少なからず町や人々に被害をもたらした。わらわとてそうじゃ、血にまみれておらぬとは、口が裂さけても言えぬ身の上じゃ──けれど、わらわたちは繰りかえすつもりはない。償つぐない、手をとりあって、前へ進んでおるのじゃ」

　胸に手をあて、紅ぐ蓮れんの瞳ひとみを煌きらめかせて、Ｘサンは宣言する。

「口先だけではどうとでも言える、信じてもらうためには行動で示すしかないじゃろう──わらわたちの正義を。それが、そなたらの目指すものと道を同じくするならば、肩かたを支えあって進むのもやぶさかではない」

　その気持ちだけ明確にしてから、いまだ困こん惑わくしながら問いかけた。

「だからこそ、わらわたちに事情を明かしてほしいのじゃが？　いま、この町では何がおきておる？　わらわたちの平へい穏おんに亀き裂れつをいれ、好き放題に暴れておるあの謎なぞの軍隊は何じゃ？　何か知っておるなら、どうか教えてほしいのじゃ」

　花丸と聖ひじ希きを守るように、保護者のように仁に王おう立だちで、Ｘサンは語った。

「わらわたちは、〈正義の味方〉という名前ほどには、善なる存在ではないかもしれないが──誰だれもが笑え顔がおで暮らせる、何気なくも幸福な日々を求める気持ちは、同じじゃと信じたい。〈倫理公社〉の支配者ゴーマンナ＝ドラキュラよ、そなたはどうじゃ？」

「ふ、にゅ、ふにゅにゅ……」

　大人な態度をとられて、ゴーマンナは何が気に食わないのか頰ほおを膨ふくらませ、変な鳴き声をあげていた。

　それから威厳をとりつくろい、そっぽを向いて腕組みする。

「えぇっと、その……ふん！　ま、まぁ、そうやって殊しゆ勝しような態度をとるなら、苛いじめるのも大人げないですから、しばらくはおまえらが生存してるのを見み逃のがしてやるですよ！　せいぜいゴマちゃん様の手となり足となり、暴ぼう威いをふるっている腐くされ軍隊どもをともに撃げき滅めつするですよ！」

「そなたの兵隊になるつもりはないがな」

　Ｘサンはゴーマンナの可愛かわいらしいともいえる態度に、苦笑いする。

「あくまで善意による協力、という程度の関係が築ければよい。組織というものには、あまり良い思い出がなくてのう──〈倫理公社〉の傭よう兵へいになるつもりはないのじゃ。とはいえ、そなたらに正義が、正当性があるなら、この〈正義の天使〉Ｘサンシャイン……及およばずながらちからを貸そう」

「ふにゅうう……ふにゅにゅうう……」

　不満そうなゴーマンナの横で、芥郎が冷静につぶやいた。

「ほら、あちらさんが譲じよう歩ほしてくださったのですから、頭を切りかえて前向きに彼女らという戦力をどう扱あつかうか考えてみては？」

「わかってるですよ、くそっ、口約束でも〈倫理公社〉に所属させられたらいろいろ便利でしたのに──まぁいいです」

　嘆たん息そくしてから、ゴーマンナは真面目まじめな表情になった。

「勘かん違ちがいしてもらっては困るですが、決して今回の状じよう況きようは〈倫理公社〉の手に余るものではないです。おまえらなんて、いてもいなくても同じですからね。でもまぁ、正直なところ助かるです──今回の敵の性質を考えれば、すこしでも多くの戦力がほしいところでしたので。この町に、おまえらがいたのは幸運でした」

　そしてようやく、彼女は現状の説明を始める。

「現在、この国は正体不明の軍隊による襲しゆう撃げきを受けてるです」

　国、というからには──この町だけではないのだろうか。

　だとしたら、信じがたい大規模である。

　これまでの戦いは、せいぜいこちらの目の届く範はん囲いで収まる規模だった。その程度──つまり大事になりすぎない時点で災さい禍かを叩たたき潰つぶし、解決できていたのだが。

　今回は、最初から国という大だい舞ぶ台たいが危険に晒さらされているのか。

「おまえらも目もく撃げきしたか、あるいは交戦したと思うですが……敵は戦車や戦せん闘とう機、軍ぐん艦かんに空母、そして大量の歩兵などです。しかし、そのすべては機械仕じ掛かけ……ロボットのようです」

　花丸も思いだす。

　校庭でＸサンの天プロ輪ミネ刃ンスで切り裂かれた軍人の生首からは、回路や歯車が露ろ出しゆつしていた。

「調査部の情報によれば、今回の事態を引き起こしたのは強大なる〈正義の味方〉──〈正義の始し皇こう帝てい〉オーディン[image: オメガ]オメガだと思われるです」

　ゴーマンナは朗々と説明をつづける。

「〈始皇帝〉の能力は〈聖せい氣ぎ〉の許すかぎり、無む尽じん蔵ぞうの兵隊を生みだすこと──それらはすべて〈始皇帝〉のＭＣであり、〈聖氣〉を保有しているので通常兵器では傷ひとつつけられません。ある意味、世界最強の軍隊です」

〈聖氣〉を内包しているなら、核かく爆ばく弾だんを落としても兵隊ひとり潰せない。

　つまり人類では、〈始皇帝〉の大軍団には絶対に対応できない。

「〈正義機関〉の崩ほう壊かい後、〈聖氣〉を生産する方法は誰にもわからなくなりました。〈始皇帝〉も〈聖氣〉は補給できないはず──おそらく、いま展開している軍隊だけで頭打ちでしょう。とはいえ、数万、数十万の兵器の群れです。放置はできませんです」

　無尽蔵のＭＣ。

　ＭＣひとつひとつは〈正義の味方〉に比べれば格段に弱いのだろうが、人類では対応できないのだ、放ほうっておいたら本気で国が転てん覆ぷくさせられる。

　だからこそゴーマンナは〈倫理公社〉に所属する〈正義の味方〉たちを召しよう集しゆうし、またＸサンたちもこの場に招いて事情を明かしてくれているのだろう。

〈正義の味方〉がちからをあわせなければ、迫せまりくる軍勢から、この国を守れはしない。

「敵はいまのところ〈始皇帝〉だけとはいえ、相手は№〈Ｘ〉──一ひと筋すじ縄なわではいかない相手なのは間ま違ちがいないです」

「№〈Ｘ〉じゃと……!?」

　過か剰じような反応をするＸサンに、ゴーマンナが目を丸くした。

「あぁ、おまえも№〈Ｘ〉でしたね。〈天使〉──、〈大だい怪かい獣じゆう〉もでしたか」

　忘れていたように花丸に視線を向けて、彼女は静かに語った。

「〈正義機関〉の支配者にして、〈正義の味方〉の開発者──〈正義の神〉Ｘクロステラが自らの手で強化し進化させた〈正義の味方〉の最高傑けつ作さく……全世界に十体しかいないＸテラの後こう継けい者しやともいわれる№〈Ｘ〉、その実力は折り紙つきです」

　声をひそめて、むしろ誇ほこらしげに。

「通常の〈正義の味方〉ですら、町を滅ぼす超兵器と謳うたわれますが──№〈Ｘ〉はさらに規格外、世界を滅ぼす超絶兵器です。相手は〈始皇帝〉だけとはいえ、油断をすればこの惑わく星せいが危機に瀕ひんしてしまうですよ」

　強気な笑えみを浮うかべ、ゴーマンナは胸をはる。

「けれど、心配しすぎる必要はないです──こっちには、そんな強大無比な№〈Ｘ〉が四体もいるんですからね。〈正義の天使〉Ｘサンシャインに、〈正義の大怪獣〉宙ちゆう天てん神かむ威い、そして〈正義の古代兵器〉ガガングプチ……」

〈古代兵器〉は、〈倫理公社〉本部ビルの地下に眠ねむる、〈聖氣〉の生産プラントともいわれる謎なぞめいた〈正義の味方〉である。

　危険な存在らしく、〈正義の味方〉たちに〈聖氣〉を補給したり壊こわれた町を修復したりして〈聖氣〉を消費させられ、無理やりに眠らされ封ふう印いんされているらしい。

「そして、この〈正義の独裁者〉ゴーマンナ＝ドラキュラで、合計四体。世界でも類を見ない、すさまじい戦力だと自負するですよ」

「そなたも、№〈Ｘ〉なのか？」

　Ｘサンが驚おどろいたように問うと、ゴーマンナは嬉うれしそうに頷うなずいた。

「もちろん！　ゴマちゃん様は超ちよう偉えらいって言ったですよね？　そういう意味ですよ──おまえと同じで、ゴマちゃん様も〈正義の味方〉の上位モデル、№〈Ｘ〉なのですよ！」

　その己おのれを誇るような言いかたに、Ｘサンはなぜだか哀かなしそうに俯うつむいていた。
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　ゴーマンナは調子よく語りつづける。

「ともあれ、話を戻もどしましょう──問題の〈始皇帝〉の目的ははっきりしませんです。つい先刻にいきなり日本近海に〈始皇帝〉の能力で生みだされた大だい艦かん隊たいを展開し、手当たり次し第だいに日本を蹂じゆう躙りんしてるです」

　悔くやしそうに、歯は嚙がみしながら。

「〈始皇帝〉の居場所はわかりませんですし、宣戦布告のようなものも受けとっていないです。なぜ、今日いきなり攻こう撃げきを仕掛けてきたのかもわかりませんです。まぁ資料を見るかぎり〈始皇帝〉は機械仕じ掛かけ──プログラムで動くようですので、〈大怪獣〉と同様に〈正せい義ぎ機き関かん〉時代に〈神〉から何らかの指令を受けとっていて、いまごろそれが発動して行動を始めた……というのが、いちばん現実的な推測でしょうかね？」

　思案しながら小首を傾かしげ、念のため、というかんじにゴーマンナが花はな丸まるに尋たずねてくる。

「どうですか、同様にいきなり行動を開始して暴れまくった〈大怪獣〉としては──〈始し皇こう帝てい〉の目的とか、わかったりするですか？」

「いや、そんな──俺に聞かれても」

〈大怪獣〉とは自分のことなのだろうけど、その自覚が薄うすい花丸には、ゴーマンナから厳しい視線を向けられてもびびって首を振ふるしかなかった。

　何も知らないから、意見とか求められても困るし、視線を逸そらしておく。

「まぁ、いいです」

　最初から期待していなかったのか、ゴーマンナはすぐに花丸から興味を失ったようだ。

「相手の事情が判然としないのは気持ち悪いですが──国土を蹂躙されているからには、この国を任された〈新しん日に本ほん仮かり政せい府ふ〉の首しゆ魁かいとして、ゴマちゃん様は対応しないわけにはいかないですよ。……アクタロー」

　呼びつけられた芥あくた郎ろうが、いつのまにか巨きよ大だいな日本地図を掲かかげている。

　いくつか艦隊や軍隊の動きを示しているのだろう、矢印などが書きこまれている。

「敵の主しゆ力りよく艦かん隊たいは東京湾わんに出現し、以降は数を増やしていないです。さしもの〈始皇帝〉も〈聖せい氣ぎ〉には限界があるですし、おそらくこれ以上の増ぞう援えんはないものと思うです」

　数万、数十万の軍勢を生みだしたのだ──さすがに〈聖氣〉が枯こ渇かつしたのか。

「東京湾の空母から飛び立った戦せん闘とう機などは北は北海道から南は沖おき縄なわまで、日本のすべてをほぼ同時に攻撃しているです。どこもかしこも狙ねらいもつけずにぐっちょんぐっちょんにされてるです。いまは、全国各地の支部から出しゆつ撃げきした〈正義の味方〉が地元で奮戦し、その侵しん攻こうにどうにか対応しているですが……」

　悔しそうに、ゴーマンナは歯嚙みをする。

「〈正義の味方〉はいまの時代、補給の問題を抱かかえています。いまのところ〈倫りん理り公こう社しや〉では本部に存在する〈古代兵器〉からしか補給が受けられませんですが、全国各地で戦っている〈正義の味方〉たちには悠ゆう長ちように本部までくる余よ裕ゆうがなく、そのうち限界がきて枯渇し、自己崩ほう壊かいを迎むかえる危険性が高いです」

　そういう意味では、〈始皇帝〉が仕掛けてきた物量戦は有効かもしれなかった。

　仮にも攻せめてきている軍隊はＭＣなので、〈正義の味方〉でしか倒たおせない。

　だがその〈正義の味方〉たちも、いつか必ず〈聖氣〉切れで限界を迎える。

〈始皇帝〉の軍隊たちが全ぜん滅めつするのが先か、全国の〈正義の味方〉が力ちから尽つきるのが先か。

　猛もう烈れつな消しよう耗もう戦が行われているのだろう。

「そんなふうに、全国の〈正義の味方〉たちが水みず際ぎわで敵の侵しん略りやくを防いでいるうちに、事態の根本的解決をしなくてはいけませんです」

　ゴーマンナは堂々と宣言した。

「ここに召しよう集しゆうしたのは、本部や全国にある支部のなかで比ひ較かく的に余裕のあるところから選せん抜ばつした、いわばいま動かせる最大限の余剰戦力です。全国の〈正義の味方〉たちが死ぬ気で国土を防衛しているうちに、おまえらは遊ゆう撃げき隊となって敵の本隊──東京湾に展開している空母や大艦隊を壊かい滅めつさせるです」

　芥郎が示した地図の、都心の間近──東京湾には、艦隊を示す無数の記号があった。

　ほとんど、海上を埋うめつくさんばかりの、大戦力である。

　これを、ここに集まった十名ほどの〈正義の味方〉で撃滅するのか。

「戦闘機などは東京湾に展開する空母で兵器や燃料、爆ばく弾だんなどの補給をうけているです。ここを潰つぶさなくては、国土への攻撃は留とどまることがありませんです。いわば、ここが敵の前線基地──逆にいえば、ここさえ潰せば敵は帰る場所を失い、燃料不足で自じ滅めつするか各個撃げき破はされてそのうち全滅するはずです」

　いわば、東京湾の大艦隊は敵の心臓部。

　だからこそ、過か剰じようなほどの戦力を集め、自らを防衛しているのだろうが。

「この空中要よう塞さい〝王シギ宮シヨ龍アラ〟には、一時的に〈正義の古代兵器〉ガガングプチを収容していて、その垂れ流す〈聖氣〉を推進力や浮ふ力りよくにかえて滞たい空くうしてるです」

　さらりと、ゴーマンナはとんでもないことを語る。

　何でこんな巨大質量が、空中に浮ういているのかと思えば──。

「つまり、この〝王シギ宮シヨ龍アラ〟では〈聖氣〉の補給ができるですからね、おまえらは大だい艦かん隊たいへ最終奥義でもなんでもぶっぱなして、疲つかれたら帰き還かんして〈聖氣〉の補ほ充じゆうをうければいいです。遠えん慮りよは無用、全力でぶちかましてくるですよ」

　荒あらっぽい作戦だが、それゆえに理解しやすく、また爽そう快かいである。

　強大な戦闘力を持つ〈正義の味方〉の戦争だ、ちまちまと策を弄ろうするよりも、その圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力を存分に活いかせるシンプルな攻こう撃げきが最適なのかもしれなかった。

「そうして、おまえらが敵の主力を撃滅し──全国で暴れまわる軍隊の補給を断たち、それらを各個撃破。敵の侵攻を防ぎつつ、攻めに転じながら、敵の親玉である〈始皇帝〉を討うち滅ほろぼすです」

　そうだ。

〈聖氣〉が足りずにこれ以上は敵も増えないのかもしれないが、それは推測でしかないし、後こう顧この憂うれいを断つためには〈始皇帝〉そのものを排はい除じよする必要がある。

　罪のない民衆や町々も無差別に攻撃する〈始皇帝〉に、同情の余地はない──のだろうか。

　ともあれ問題の芽は根本から取り除かなくては、同じことの繰くりかえしになる。

「すでに〈倫理公社〉が誇ほこる潜せん入にゆう任務のプロフェッショナル、〝奇き襲しゆうチーム〟が〈始し皇こう帝てい〉暗殺のために動いてるです。連中は敵の居場所を察知し、ひっそりと近づき、始末することにかけては右にでるものがいないです。必ずや〈始皇帝〉を討ち果たすことでしょう」

　こちらを睥へい睨げいし、ゴーマンナは宣告する。

「おまえらは最悪、〝奇襲チーム〟の暗殺が終しゆう了りようするまで敵の本隊の相手をしていればいいです。無理して全滅させる必要はないですが──敵は生命を持たない殺さつ戮りく人形どもです。罪悪感を抱いだく必要もないですから、問答無用でぶっちめていいです」

　そのまま彼女は玉座から跳とびおりて、腰こしに手を当て主張する。

「さて説明は以上です。おまえらは作戦に従い、敵の主力艦隊と戦うために準備を終えたらすぐ出撃するですよ。あと、えぇと、おまえらも──」

　あらためて花丸たちを眺ながめ、真しん摯しな態度で。

「ちからを貸してくれる意志があるなら、〈倫理公社〉は拒こばみませんです。汚お名めい返上をしたいなら、世のため人のために、悪意をばらまく外敵どもをがんばって排除することですね。国を守り、人々の幸福のために血まみれで戦う姿を見れば、誰だれもおまえらのことを罪人とも、悪とも呼ばないでしょう」

　そのまま彼女はドレスの裾すそを舞まわせ、身を翻ひるがえす。

「ゴマちゃん様はこれから〝奇襲チーム〟への指示や全国支部の〈正義の味方〉たちとの連れん絡らくに集中するですから、こちらのことは芥郎に任せるです。朗報を期待するですよ」

　片手を高々と掲かかげ、まさに〈独裁者〉らしく。

「我らは正義の名のもとにつくりあげられた〈正義の味方〉──いまこそその本領を発揮し、愛なき世界に倫りん理りを示してやるですよ！」
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「さて、どうする？」

　ゴーマンナが去り、しばし集まった〈正義の味方〉たちにはざわめきが広がっていた。

　そんななか、Ｘサンは花はな丸まると、ＭＣを抱だっこしたままの聖ひじ希きに向き直る。

「事情はおおまかに理解できたが──正直なところ、わらわたちには協力する義務はない。戦うちからがあるからといって、ＴＶのなかのヒーローみたいに、必ず襲おそいくる悪と相対しなくてもよいのじゃ。安全な場所に避ひ難なんするのも、ひとつの選せん択たくじゃと思う」

　とはいえこの国のすべてが蹂じゆう躙りんされている現状、〝安全な場所〟などというものが、ほんとうに存在するかは曖あい昧まいだが。

〝戦う〟か〝逃にげる〟か、立場を明確にせよと、彼女は告げているのだ。

「意外だな」

　あくまで平へい凡ぼんな高校生としての人間性しかもっていない花丸は、異様な状じよう況きように戦せん慄りつしながらも、Ｘサンを真正面から見つめる。

「Ｘサンは正義感が強いから、みんなを守るために迷いなく戦うと思ったけど。同じ№〈Ｘ〉の〈大だい怪かい獣じゆう〉のときも、むしろ率そつ先せんして行動してただろ？」

　あのとき、Ｘサンは「〈正せい義ぎ機き関かん〉の負の遺産を叩たたき潰つぶすのが、わらわの務め」みたいなことを語っていた。

　花丸から見ると、今回の〈始皇帝〉の侵しん略りやくは、〈大怪獣〉のときと状況が酷こく似じしている気がする──相手は強大な№〈Ｘ〉で、いまだ正体不明。

　けれど確実に世界を、この国の平和を脅おびやかす悪あしき存在だ。

　だからこそ前回と同じように、〈倫りん理り公こう社しや〉に協力し、彼女なりの正義のために戦うものと花丸は思いこんでいたのだが……。

「そうかのう？　意外、かのう？」

　Ｘサンは、すこし寂さびしそうに微笑ほほえんだ。

「わらわは、べつにタエコのように戦うのが好きなわけではないのじゃよ。母さまの遺産が世間に迷めい惑わくをかけるのは、見すごせぬが──そなたらはふつうの子供なのじゃからな。町や人々の平和もそうじゃが、わらわは……そなたらの日常をこそたいせつにしたいのじゃ。そなたらには兵隊になってほしくない」

　その姿があまりにも儚はかなげで、花丸は思わずＸサンの手のひらをぎゅっと握にぎりしめた。

「水みず臭くさいぜ、Ｘサン。攻こう撃げきを受けてるのは俺の国なんだ。俺、あんまり昔の記き憶おくないからさ──九く条じよう花はな丸まるとして育ってきたこの町がなくなったら、俺の人間性のぜんぶが消えちゃうみたいで、嫌いやなんだよ」

　それは花丸の本心だった。

　気がつけば、この町で暮らしていた。

　バイトをし、日ひ銭ぜにを稼かせいで学校へ通い、将来の展望もないまま、日常を送っていた。

　とくべつに好きというわけではなく、嫌きらいじゃないという程度だが、それでもこの国は、この町は、花丸のすべてだった。

　人間として生きてきた、かけがえのない証あかしと充じゆう実じつ感かんのすべてが、ここにはあった。

〈正義の始皇帝〉オーディン[image: オメガ]オメガは、それを土足で踏ふみにじっているのだ。

「それに、よく覚えてないけど、こないだ〈大怪獣〉になって大暴れした負い目もあるしな──罪つみ滅ほろぼしってわけじゃないけど、今度は巻きこまれて逃げまどうだけじゃなく、何かしたいんだ」

　そこまで語ってから、急に恥はずかしくなり、花丸はそっぽを向く。

「ま、まぁ、俺に何ができるかはわからないけど──〈聖せい氣ぎ〉の補給ぐらいならできるし。おまえの正義のために、俺を使ってくれよ。俺はおまえの下僕エサなんだろ？」

「は、ハナマル……ようやく下僕エサの自覚が芽生えたのじゃなぁ♥♥」

　みるみる嬉うれしそうな表情になって、感極きわまったように抱だきついてこようとしたＸサンだったが、そんな彼女と花丸の隙すき間まに聖希がぐいぐい押し入って主張する。

「ぼ、ボクも！　せんぱいが戦うなら、ボクも！」

　構わず聖希ごと花丸を抱きしめるＸサンに、サンドイッチにされて潰されそうになりながら、聖希は必死に両手を挙げて宣言した。

「怖こわいし、また騙だまされるんじゃないかって──おおきな悪意みたいなものに、操あやつられるんじゃないかって不安だけど。ここは、ボクとせんぱいが出会った町だもん！」

「ほんとうに、そなたらは──良い子じゃのう」

　Ｘサンは微笑むと、満足したのかふたりから離はなれて、腕うで組ぐみした。

「だが、心せよ。わらわは嫌な予感がするのじゃ。これは喧けん嘩かではなく、戦争じゃ。守るべき国土があり、個人ではなく組織で戦い、様々な思おも惑わくや陰いん謀ぼうが飛び交かう。敵を倒たおせばそれで解決、勝利という単純なものではないような気がする」

　戦場で多くの経験を積んできたＸサンの、それは野性の勘かんだったのかもしれない。

「あのゴーマンナとやらがすべての事情を明かしたとは、とても信じきれぬしな。お間ま抜ぬけな子供を装っておったが、何か重要な事こと柄がらを隠かくし、わらわたちを恣し意い的てきに誘ゆう導どうしようとしておった──侮あなどれぬ相手じゃ。ゆめゆめ警けい戒かいを怠おこたらず、何があっても対応できるように努めておくべきじゃ」

「そうだね」

　答えたのは、聖希だった。

「ぜんぶ終わったあと、後こう悔かいしても遅おそいもんね。あとから騙されたなんていくら言っても、誰だれも聞いてくれないし、汚よごれるのはボクらの手のひらだもんね。誰と戦ってるのか、何のために戦うのか、ちゃんと考えてないと……」

　聖希の過去は花丸にはよくわからないが、かなり悲ひ惨さんな経験をしてきたらしい、というのは理解している。

〈正義機関〉の兵隊として、運命をねじまげられ、苛か烈れつな日々をすごしてきた彼女。

「敵が攻撃してきてる理由が不明なのも、気になるしね。わけのわからないまま戦って傷つくのも、敵とか悪とか名づけられた相手をぶちのめすのも、馬鹿みたいだし。できるだけ情報を集めて、嫌な陰謀とかに利用されないようにしたいよ」

「まっ、あんまり気負わずに、できるかぎりで協力してくれたらいいからねっ」

　絶たえ子こが歩み寄ってきて、あっけらかんと言ってのけた。

「やばそうだと思ったら逃にげちゃってね。君たちはお姉さんたちとちがって、血にまみれる必要はないしさ、無む理り強じいはできないから。戦わなくても、途と中ちゆうで逃げても、それで敗北しても、君たちには責任がないってこと──覚えていて」

　笑え顔がおのまま、重い宣言を。

「もしも、ぜんぶ滅ほろぼされても、それはお姉さんたち大人が──無力で愚おろかだったってことさ。まぁ、お姉さんはわくわくしてるけどね？　敵は正体不明の強大なる№〈Ｘ〉！　今回もきっと〈大だい怪かい獣じゆう〉のときみたいな胸躍おどる闘とう争そうがお姉さんを待っているよっ！」

「あぁ、やる気になってるところ悪いですけど」

　例によって気配なく現れた芥あくた郎ろうが、準備運動を始めた絶子の肩かたをぽんと叩たたいた。

「私たち〝護衛チーム〟は、最前線には向かわず、ここに待機ですから」

「えーっ!?」

　絶子がこの世の終わりだ、みたいな顔で抗こう議ぎした。

「何それ酷ひどいよ、あんまりだよ芥郎さん！　お姉さんそんなの我が慢まんできるわけないよ！　やだやだ、お姉さんも〈始し皇こう帝てい〉と戦う！　東京湾わんを埋うめ尽つくす邪じや悪あくな大だい艦かん隊たいどもと楽しくキャッキャ☆ウフフするーっ！」

「と言われてもね……閣下の命令なんですよ」

　困ったように、芥郎は苦く笑しようする。

　それから、ぽかんとしている花丸たちに、彼は淡たん々たんと補足してくれる。

「あぁ、ちなみに〈倫理公社〉の〈正義の味方〉は三人ごとにひとつの〝チーム〟をつくって、本部や全国各地の支部に必要に応じて派は遣けんされます。〝チーム〟で、つまり集団で行動することで、互たがいの欠点を補いあうことができますし──単独行動を防ぎ、〈正義の味方〉の暴走を抑よく止しする目的があります」

　まぁ、自分勝手な連中が多そうだし、〈正義の味方〉は。

　そういう縛しばりというか、組織だった行動の強制は有用なのかもしれない。

「ちなみに私と絶子さん、それと〈正義の結界師〉の三人が本部所属の〝護衛チーム〟ですね。先日の〈大怪獣〉の騒そう動どうのときなどは、閣下はある目的のために海外へと向かっていて、私と〈結界師〉はその警護に向かっていたため不在でした」

「〈古代兵器〉がある〈倫理公社〉本部ビルを丸まる裸はだかにするわけにもいかないしね、お姉さんだけが留守番してたのさ。全国支部にも手が空いてる〝チーム〟がいなかったし」

　絶子も頷うなずいて、肩をすくめた。

「おかげで、お姉さんの負ふ担たんがひどくてね。だからこそ、場当たり的にＸサンたちの協力をあおいだわけだけど──みんながいてくれて助かったよ」

「私たちが留守の間の戦力補強として雇やとった〈合体ロボット〉が、よりによって裏切りましたしね。いくら人材不足だからといって、あれに声をかけたのは間ま違ちがいでした」

　そういう経けい緯いがあったらしい。

「ともあれ、この〝王シギ宮シヨ龍アラ〟は〈結界師〉が強固な障しよう壁へきで防衛していて、だからこそ安全地帯となっています。彼が〈聖氣〉を消しよう耗もうしきって結界が消えないように、彼は〈古代兵器〉に常時接続されて補給を受けていますので、この場にはいませんが──まぁ、機会がありましたら紹しよう介かいしましょう」

「無口だけど真面目まじめで良いいひとだよっ、〈結界師〉さんは」

　絶子が毒にも薬にもならないことを言っていた。

　そんな彼女に、無む駄だ話ばなしはお終しまい、というように芥郎が向き直る。

「とはいえ、絶子さん。〝護衛チーム〟のリーダーはいちおう私なんですからね、命令には従ってもらいますよ。私たちは待機です、よろしいですね？」

「うーっ」

「この〝王シギ宮シヨ龍アラ〟には私たちの生命線である〈古代兵器〉と、親玉である閣下が存在しています。チェスでいうキング、将しよう棋ぎでいう王将なんですよ。ここを防衛することの重要性はわかりますよね？」

　逆に、敵側──〈始皇帝〉の王将はその本体だろう。

〝奇き襲しゆうチーム〟とやらが〈始皇帝〉暗殺を成功させる、つまり王手を成立させるまで、ここを死守するのは当然である。

「全戦力を東京湾に向けているうちに、こちらが奇襲でもされたら最悪ですからね。〈結界師〉の障壁がぶち破られる可能性もありますし、不測の事態に備えなくてはいけません」

「うーっ……うーっ……」

　絶子はかなり幼い表情で唸うなると、でんでんと地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「やだやだやだっ！　芥郎さんのいけずーっ！　お姉さん欲よつ求きゆう不ふ満まんになっちゃうよ！　戦いたい、喧けん嘩かしたい、血まみれでドンパチしたいよーっ！」

「変な駄だ々だをこねないでください。さぁ、こっちで私と防衛計画を練りましょう。絶子さんの頑がん丈じようさは〝護衛チーム〟向きなんですってば、何でそんなに好戦的なんですか」

「防衛とかやだよーっ！　攻こう撃げきしたいよーっ！　ひーん！　助けてＸサン、お姉さんの味方をしてよーっ！」

「と言われてもな……」

　あからさまに芥郎の言い分のほうが正しいので、Ｘサンにもどうしようもないのだ。

「まぁ、宮仕えのつらいところじゃな。諦あきらめるがよい」

「やーだーっ！　楽しく喧嘩するために〈倫理公社〉に協力してるのに！　強い相手と戦えないならこんな職場やめてやるんだよーっ！」

「まぁまぁ、そう言わずに。いつか絶子さんにも活かつ躍やくの機会はあると思いますから」

「いつかじゃないんだ、お姉さんはいまを生きてるんだよーっ！」

　喚わめきながらも、絶子は芥郎に引きずられてどっかへ連行されていった。
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「あやつも、難なん儀ぎなものじゃのう……うん？」

　呆あきれて絶たえ子こを見送っていたＸサンが、不意にかたわらに視線を向ける。

　気がつけば間近に、召しよう集しゆうされた〈正義の味方〉のひとりなのだろう──引っ込み思案そうな印象の女性が立っていた。

〈転てん真しん〉していない〈正義の味方〉は総じて地味だが、彼女はそれが顕けん著ちよだった。

　素そっ気ない黒くろ髪かみは長くて、だからこそ表情が隠かくれがち。

　俯うつむいたその顔がん貌ぼうはよく見れば麗うるわしいのだが、野や暮ぼったい眼鏡めがねのせいでわかりにくい。

　二十代後半だろうか、全体的にふんわりした、柔やわらかそうな印象の女性だった。

　あとどうでもいいが、胸むな元もとが花はな丸まるの見たことがない立派さで、はちきれんばかりだった。

「あの」もじもじもじ「その」もじもじもじ、と眼鏡の女性はしばし照れていたが。

　意を決したように、いつも潤うるんでいるような瞳ひとみでこちらを見つめてきた。

「は、はじめまして、ですの。あたくし、〈倫りん理り公こう社しや〉関東第一支部所属〝童話チーム〟リーダー──〈正義のプリンセス〉マルコーネ＝ピルグリム、ですの」

　ぺこりと会え釈しやくして、彼女はもじもじしながら語った。

「そのっ、あたくしの〝童話チーム〟と、えっと〝怪かい物ぶつチーム〟は、欠員がいるので──あの、皆みなさんが協力してくれるなら、あたくしたちと〝チーム〟を組んでいただけるとえっと、やりやすいっていうか……ごめんなさいっ」

　何か謝られた。

「あぁ、三人ごとに〝チーム〟を組むのじゃったな、そなたらは。まぁ、ともに行動をするのなら、わらわたちも〝チーム〟に参加したほうが便利かのう」

　Ｘサンが花丸たちの意向を伺うかがいつつ、〈プリンセス〉とやらを眺ながめる。

「というか、えっと──そなた、〈プリンセス〉じゃと？　あの〈プリンセス〉か？　かなり印象が変わっておったので気づかんかったが……久しぶりじゃのう！」

「あ、よかったですの。覚えてくれていたんですのね、Ｘサン」

　嬉うれしそうにはにかむ〈プリンセス〉を眺めつつ、花丸がＸサンに問いかけた。

「知りあいか？」

「うむ、〈正せい義ぎ機き関かん〉におったころ、よく同じ任務に参加しておったのじゃ。〈正義機関〉での任務達成率と成果はいつもわらわが断トツでいちばんでな、こやつは万年二位で、それが気に食わないのかいつも突つっかかってきおった！　いわばライバルじゃな！」

　お友達みたいな関係ではないらしいが。

　それでも知ち己きと巡めぐりあえたのが嬉しいのか、Ｘサンは〈プリンセス〉に笑いかけた。

「おぉ、なつかしいのう！　生きておったとは、良いことじゃ！　こうしてまた肩かたを並べて戦うことになるとは因果じゃが、わらわが参加しているからにはそなたに活躍の場はないぞ、この出で来き損そこないの永久補欠が！」

「は、はい。Ｘサンも元気そうで、ほっとしましたの」

　かなり酷ひどい発言をしているＸサンにも、〈プリンセス〉はにこやかに対応した。

　逆に戸と惑まどったのが、Ｘサンである。

「あ、あれ？　やっぱり、そなた性格が変わった──のう？　以前のそなたなら『あぁん!?　調子こいてんじゃねぇですわよ羽虫野や郎ろう！　その羽根をちぎって地べたに這はいつくばらせてやりますわ!!　糞くそ虫むしがぁぁぁ!!』ぐらいのことは言ったであろう？」

「あの、その、あたくしがＸサンと会ったのって、あたくしが〈転真〉しているときばかりでしょう？　あたくし、〈転真〉すると性格が変わるタイプの〈正義の味方〉で」

〈プリンセス〉は困ったように身じろぎした。

「〈転真〉してるときの記き憶おくはいちおう残ってるんですけど、別人っていうか、二重人格みたいなかんじで──いまいち、自分だって実感がないんですの。あの、〈転真〉してるとき失礼なことをしていたなら、ごめんなさいですの、Ｘサン」

「い、いや、べつに……」

　やりにくそうにしながら、Ｘサンは感心して頷うなずいた。

「ふむ、〈転真〉すると人格が切り替かわるタイプ──か。花丸と同じじゃのう？」

「あ、〈大だい怪かい獣じゆう〉さんもそうですのね。〈大怪獣〉さん……ですよね？」

　こちらに視線を向けられて、花丸は「あ、えっと、いちおう」と答える。

　やっぱり花丸には〈大怪獣〉である自覚が薄うすいので、それを前提とした話題を振ふられても上手に答えられないのだった。




「おお！　やっぱり！　あんたが〈大怪獣〉だべか!!」




　不意に大声が響ひびいて、どやどやと怪あやしげな二人組が接近してきた。

　ずっとこちらの様子を窺うかがっていて、話しかける機会を狙ねらっていたようである──彼らは花丸のすぐそばまで駆かけてくると、興味深そうにじろじろ眺めてきた。

　どちらも男である。

　針金のように瘦やせていて見あげるほどに背が高いほうは、英国風の洒落しやれたタキシードにシルクハットをかぶっていて、けれど全体的に薄うす汚よごれていて落ちぶれた貴族というかんじ。

　奇き妙みようなほど両手両足が長く、眼光が真っ赤で、ゆらゆらと左右に揺ゆれている。

　ずんぐりむっくりした丸い肥満体のほうは、愛あい想そのない作業着姿で、魚ぎよ介かい類るいのように両目の隙すき間まが異様にあいていて、常に脂あぶら汗あせを垂れ流している。

　おまけに海豚イルカのようにギザギザの歯をしていて、その隙間から先が割れた真っ赤な舌がたまに飛びでる。

　失礼な話、何だか人間に化けそこねた妖よう怪かいみたいな連中だった。

「いやいやいや」

　のっぽのほうが擦すり寄ってきて、花丸をぎょろぎょろした両目で見下ろしてくる。

「お噂うわさはかねがね聞き知っておりますだ！　ご挨あい拶さつが遅おくれて申し訳ございやせん──いっひっひ！　おい〈プリンセス〉どん、たしかおめぇんとこの〝童話チーム〟は独りぼっちで、欠員は二名だったべな!?」

「え？　あ、はい。〝童話チーム〟は、あたくしだけですの」

　乱暴に話しかけられて、怯おびえるように〈プリンセス〉が答えた。

　それに満足したように頷き、のっぽは煙草たばこの匂においがする吐と息いきを花丸の顔面に浴びせる。

「おめぇはひとりで三人ぶんの戦力はあるからなぁ──どこも人手不足だべなぁ。じゃあおめぇ、〈天使〉どんと〈魔法少女〉どんと〝チーム〟を組むといいだよ。おらたち〝怪物チーム〟は二人なんだべ、こないだ一人死んじまってなぁ！　いっひっひ！　だから、おらたちんとこに〈大怪獣〉を組みこめば、ちょうど三人と三人でいいべ？」

「え？　え？　ボク、せんぱいと離はなれるのはいやです」

　目を白黒させながら聖ひじ希きが主張したが、〈プリンセス〉がやんわり微笑ほほえんだ。

「まぁ、形式的に……ですの。〝王シギ宮シヨ龍アラ〟を守護する〝護衛チーム〟や〈始し皇こう帝てい〉暗殺に向かった〝奇き襲しゆうチーム〟とちがって、東京湾わんの敵てき艦かん隊たいを攻こう撃げきする〝童話チーム〟〝怪かい物ぶつチーム〟〝武器チーム〟はみんな一緒に行動しますから。あの、いちおう〝チーム〟とかリーダーとか決めておかないと、連れん絡らくしにくいっていうだけですの」

「あ、それなら……」

　聖希も安あん堵どしたように頷き、すんなり引っこんだ。

　だが花丸は、妙みように自分に好意的な視線を送ってくる不気味な二人組を警けい戒かいしている。

「で、でも、俺ひとりだと不安なんだけど……？　Ｘサンたちと一緒のほうが──俺、〈転真〉とかよくわかんないし、役にたたないと思うけど。〈倫理公社〉のひとと一緒の〝チーム〟になっても、足を引っぱるだけっていうか……」

「いやいやいや！　ご謙けん遜そんを！」

　のっぽが大おお袈げ裟さに首をふって甲かん高だかい声で笑った。

「ていうか、善意で協力してくれる皆みなさんを酷こく使しするつもりはねぇだ。見てるだけでいいだよ──おらたちは第〈Ⅴ〉世代でな、〈正義の大怪獣〉宙ちゆう天てん神かむ威いは第〈Ⅴ〉世代から生まれた№〈Ｘ〉……つまり、あんたはおらたちの憧あこがれで、親玉みたいなもんだべ！」

「えっ……っと、そういうもんなの？　世代ってのはえっと……？」

〈正義の味方〉について知ったばかりの花丸は、話についていけない。

　そんな花丸に苛いら立だつこともなく、のっぽは楽しそうに説明してくれた。

「おらたち〈正義の味方〉はその製造された時期によって第〈Ⅰ〉世代から第〈Ⅸ〉世代にまで分類されていて、製造№を刻まれてるだ。時期によって〈正義の味方〉の製造コンセプトはかなり変化していて、同じ〈正義の味方〉といえども世代ごとに特色がちがうだべから、それぞれの世代の仲間意識は強いんだべ」

　そういえば、Ｘサンも芥あくた郎ろうに第何世代かと尋たずねていた。

〈正義の味方〉たちにとって、世代というのはわりと重要なことなのだろう。

「そして、〈正義の味方〉の最高傑けつ作さく──№〈Ｘ〉は〈正義の神〉Ｘテラがそれぞれの世代からひとりずつ選せん抜ばつして改造し進化させた、まさにエリート……世代ごとの代表選手みたいなもんだべ。そんで、おめえはおらたち第〈Ⅴ〉世代の№〈Ｘ〉なんだべよ！」

「へぇ、№〈Ｘ〉ってそういうもんなのか」

　初めて知った。まぁ、どうでもいいことではあるのだが。

「お会いできて光栄だべ、〈大怪獣〉……おっと」

　花丸の手を握にぎりしめて上下にぶんぶんふってから、のっぽは思いだしたように名乗った。

「自己紹しよう介かいがまだだったべな、これは失礼いたしただ！　おらは〈倫理公社〉極北支部所属、〝怪物チーム〟リーダー──〈正義のバネ足ジャック〉トラン・ポリン男だん爵しやくというだ。こっちは同じく極北支部〝怪物チーム〟の〈正義の半魚人〉ダゴタンだべ！」

「ヒョホホ！　ヨロシクナ、〈大だい怪かい獣じゆう〉！　俺ハ役ニ立ツゼ!!」

　片言で話しかけてくる、〈半魚人〉とやら。

　あからさまに〈正義の味方〉という言葉からかけ離れたような、異形のふたりは花丸を囲んでおおいに盛りあがり、高く拳こぶしを掲かかげてテンションをあげている。

「今回の敵は強力だべが、〈大怪獣〉がちからを貸してくれるなら百人力だべ！　おらたち命をかけて〈大怪獣〉のために働くだべよ！　なぁ〈半魚人〉！」

「ヒョホホ！　ホホ！　俺、〈大怪獣〉、好キィー!!」

　げたげた笑うふたりにやたら抱だきつかれたりしながら、こんな連中にはできれば好かれたくなかったなぁ、と花丸は心から思った。

「それじゃ、決まりですのね」

〈プリンセス〉がほんわかと微笑んだ。

「〝童話チーム〟は〈プリンセス〉〈天使〉〈魔法少女〉、〝怪物チーム〟は〈バネ足ジャック〉〈半魚人〉〈大怪獣〉ということで。いちおう、〝王シギ宮シヨ龍アラ〟との連絡などに慣れているあたくしと、バネ足さんがそれぞれのリーダーということでいいですの？」

「申し訳ないだ、〈大怪獣〉を差し置いておらなんかがリーダーなんて……」

　うなだれる〈バネ足ジャック〉に、花丸はぶんぶん首をふった。

「い、いや。俺はそんなリーダーとか、そういうガラじゃないから、あんたがやれよ」

「おぉ、なんて謙けん虚きよなおかただべか……おら、〈大怪獣〉になら抱かれてもいいだ」

「ムシロ抱だイテー！　メチャクチャニシテー！」

　騒さわぐふたりの異形に揉もみくちゃにされて、花丸はそばにいた聖希にそっとすがる。

「助けて、聖希ちゃん……」

「よしよし、せんぱい。泣かないで、ボクが癒いやしてあげますからねー♥」

「そなたら仲良しじゃのう」

　Ｘサンがどことなく不満そうに、いちゃいちゃしている花丸と聖希を見た次の瞬しゆん間かん。




「あらヤダ！　盛りあがってるじゃなぁい！　アタシたちも交まぜてよ！」




　派手で濃のう厚こうな存在感を漂ただよわせて、筋肉質の男が話しかけてきた。

　くすんだ金きん髪ぱつの、外国人らしい青い目をした偉い丈じよう夫ふである。ウエスタンみたいな服装で、さすがに拳けん銃じゆうなどは持っていないが、カウボーイハットがよく似合っていた。

　バタ臭くさいというか暑苦しい顔がん貌ぼうで、顎あごもぱっきり割れている。

　なぜか妙にクネクネした動きで、女性口調なのが気になったが。

「ともに命いのち懸がけでこの国のために戦う仲間だもの！　アタシたちだけ仲間はずれなんて寂さびしいから、こっちも自己紹介させてもらっていいわよねん？」

「どうぞどうぞ」

　怪あやしげなオネエ口調の男を、〈プリンセス〉が柔やわらかく迎むかえいれた。

「彼らは東北支部所属の〝武器チーム〟──〈倫理公社〉で荒あら事ごとを専門に担当している、戦せん闘とう力に長たけたかたがたです。ちょっと癖くせは強いですが、実力は飛び抜ぬけてますのよ」

「あらヤダ、ひとりで三人ぶんの〈プリンセス〉ちゃんに褒ほめられたら鼻が高いわん」

　星くずを散らしてウインクすると、男は花丸ににじり寄ってくる。

　嫌いやな予感がした。

「あらヤダ、ヤダわぁ……あの〈正義機関〉の最終兵器、恐きよう怖ふの破は壊かい神〈大怪獣〉宙天神威がこんな可愛かわいい男の子だったなんて……☆　何だか興奮しちゃう……ギャップ萌もえっていうのかしら、うふふ、以後お見知りおきを！　ヒーハー！」

「なぁ聖希ちゃん、なぜかさっきから俺が嫌な方向に大人気なんだけど」

「せんぱいは魅み力りよく的ですから♪」

　聖希に花丸が「よしよし」されているうちに、謎なぞのウエスタンは指を高鳴らせる。

「あらヤダ、仲良しなのね……安心して、うぶな男の子を誘ゆう惑わくしたりはしないから☆　ちなみにアタシは〝武器チーム〟リーダー──〈正義のガンマン〉ダニー・ザ・デビルよ！　おっと！　あんたらリーダーばかりに挨あい拶さつさせてないで、こっちきて自己紹介しなさいなシャイボーイにシャイガール！」

　彼が流し目を送った先には、〝武器チーム〟らしい不思議な二人組が座っていた。

　ひとりは女子高生である。

　なぜ断定できたのかというと、制服を着ていたからだ。

　花丸たちと同年代らしい女の子で、目つきがきついが小こ柄がらで可愛らしい。ブレザータイプの制服をまとい、旅行トランクに腰こしかけてぴこぴこと携けい帯たい電でん話わをいじくっている。

　剣けん道どうの竹刀しない袋ぶくろみたいなものを肩かたからさげていて、部活帰りの女子高生って感じだ。

　彼女は〈ガンマン〉の呼びかけをガン無視し、不ふ機き嫌げんそうに歯は軋ぎしりをしていた。

　もうひとりは、どうもそんな彼女が腰かけている旅行トランクのなかに収納されているらしく、ちいさく開いたトランクの内側から眼光だけを煌きらめかせている。

　男だか女だかもわからないっていうか、そもそも人間なのかもわからない。

　仲間の無反応に肩をすくめ、〈ガンマン〉はぺろっと舌をだした。

「ごめんなさいね、はにかみやさんだけど、悪い子たちじゃないから──ちなみに、あそこで携帯電話をいじってるいまどきの女子高生が〈正義の剣けん豪ごう〉轟とどろ鬼き殲せん竜りゆう丸まる影かげ国くに、通つう称しようトドちゃんで、彼女が腰かけてる旅行トランクに収まってるほうが〈正義の斧おの男おとこ〉ナアン＝ウノくん♪　どっちもプリチーでしょ？　アタシ含ふくめて、〝武器チーム〟は〈倫理公社〉が誇ほこる美男美女揃ぞろいのアイドル軍団なのよ！　そうでしょトドちゃん!?」

「トドちゃんて呼ぶんじゃねぇっつったろクソオカマ首吊つって死ねよ」

「……呪呪呪……殺殺殺……闇闇闇……病病病………」

　ものすごい険悪に反応した〈剣豪〉と、謎の呪じゆ詛そをまきちらす〈斧男〉だった。

「まぁ、とにかく」

　ほのぼのした態度のまま、〈プリンセス〉が朗ほがらかに宣言した。

「この九人で〈始し皇こう帝てい〉の主しゆ力りよく艦かん隊たいを撃げき滅めつするために、いまから東京湾わんに向かいますの。ちからをあわせて、この国の未来のため、平和のために──がんばってまいりましょう♪」

　そんな〝独特〟という言葉には収まりきらない香こうばしい仲間たちを眺ながめて。

　花丸は、すなおにつぶやいた。

「なぁ、どうしてだろ……すっごい不安なんだけど」

「だいじょうぶです、せんぱい。ボクも超ちようすっごい不安です！」

　聖希が無意味に握にぎり拳こぶしをつくって、よくわからない宣言をしてくれた。
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　出で来き損そこない。役立たず。失敗作。

　それらが〈正せい義ぎ機き関かん〉にいたころの、ゴーマンナ＝ドラキュラだった。

　ゴーマンナはもともと第〈Ⅶ〉世代に属する、〈正義機関〉が占せん領りよう下の日本を統治するために製造した非ひ戦せん闘とう型の〈正義の味方〉だった。

　けれどゴーマンナにはある致命的な欠陥があって、本来の職分を果たすことができなかった。

　さらに〈正義の味方〉にとって非常に不ふ愉ゆ快かいなその能力のせいで、嫌きらわれぬいていた。

〈正義機関〉の忌いみ子。

　突とつ発ぱつ的な偶ぐう然ぜんと科学者たちの計算ミスが生みだした、無用にして危険な〈正義の味方〉。

　そんなゴーマンナのことを〈正義機関〉の誰だれもが持て余していて、他ほかのみんなのように任務を与あたえられることもなく、放置された。

　他のみんなとちがって最前線に立たないゴーマンナは、無む駄だ飯めしぐらいとして、ひどく肩かた身みの狭せまい思いをしていた。

　日々を、謝りながら暮らしていた。

　どうして自分が生まれてきたのか、わからなかった。

　やがて何もかもを憎ぞう悪おするようになった。

　こんな能力をもっているのは、自分のせいじゃないのに。

　ゴーマンナに戦闘するちからがないのも、他の〈正義の味方〉に嫌われる、そのくせ〈正義機関〉の活動に役にたたない能力しかないのも、科学者どもが設計をミスしたせいだ。

　他人の無能のつけを払はらわされて、ゴーマンナは責め苦を味わわされている。

　自分を生んだ科学者たちが、〈正義機関〉が怨うらめしかった。

　ゴーマンナはすべてを否定した。

　世界のすべてを。そこに生きる人々のすべてを。

　常識を、倫りん理りを、正義を。

　誰もいない独りぼっちの世界で、〈独裁者〉は泣き暮らしていた。




　そんなゴーマンナに興味を抱いだき、語りかけてきたものが、ひとりだけいた。




『あなたは何も悪くない』

　それは、ひどく特とく徴ちようのない女だった。

　町中ですれちがっても、すぐに忘れてしまうような。

『あなたは運が悪かっただけ。この時代に生まれてしまったことが、つまりあなたにそんな運命を与えた神様が、すなわちわたしが悪かった。ごめんなさい。だけど、あなたの内側で育はぐくまれたその世界で最も強力な感情は、とても得え難がたい、素す晴ばらしいものよ』

　彼女の語る言葉は、さっぱり意味がわからなかったけど。

　一言一句も漏もらさずに、ゴーマンナは覚えている。

『その感情を有するかぎり、あなたには資格がある。だから、わたしがあなたを進化させてあげる。あなたを馬鹿にして遠ざける凡ぼん庸ような〈正義の味方〉たちよりもずっと強大で、高位で、優すぐれている、この世界の支配者にだってなれる存在に。そうなれば、もう誰もあなたのことを見ないふりなんてできないわ』

　あのひとは、当たり前のように言ってのけた。

『わたしの子供に──なりなさい』
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「おかあたま……」




　ゴーマンナは夢から醒さめる。

　彼女の私室にある、天てん蓋がい付きのベッドだ。

　ちいさなゴーマンナひとりが眠ねむるためには、あまりにも無用なおおきさ。

　ふんわりした枕まくらになかば埋うもれて、ぬいぐるみたちに囲まれて、ゴーマンナはこれまで深い眠りのなかにいたようだった。

　しばし、ぽかんとした。

「あ、あれ？」

　服装はさっきまでと同じ、血色のドレスだ。

　眼帯まで、そのまま。

「また寝ねてた……ですか？」

　召しよう集しゆうした〈正義の味方〉たちに挨あい拶さつと事情の説明をして、この私室に引っこんだところまでは覚えている──どうも、そのまま意識を失っていたらしい。

　よくあることなので、さほど驚おどろかない。

〈正義の味方〉たちの前で失神しなかっただけ、上出来ではある。

　不安げに身じろぎするゴーマンナの横で、紗しや幕まくが引かれ、灯あかりが差しこんでくる。

「物音がしましたが──お目覚めですか、閣下」

「アクタロー……」

　いつも自分に忠実な召めし使いの顔に、ゴーマンナはほっと安あん堵どしつつも、どたばたとベッドからおりて慌あわてふためく。

「こ、こんな大事な時期に寝ちゃうなんて、一生の不覚です！　戦せん況きようはどうなってるですか、アクタロー？　全国各地の〈正義の味方〉は？　〝奇き襲しゆうチーム〟は？　東京湾わんの遊ゆう撃げき部隊は？　ていうか、ゴマちゃん様はどれぐらい眠ってたですか……!?」

「落ちついてください。ほんの数分程度ですよ──状じよう況きようにも変化はありません」

　レモンの香かおりがする蒸むしタオルでゴーマンナの顔をぐしぐし拭ぬぐいながら、芥あくた郎ろうが心配そうにこちらを眺ながめてきた。

「さすがに消しよう耗もうが激しいようですね──あなたの能力は、ある意味では究極ですが、今回は相手が悪いですし。万が一のことがあっては困りますしね、〈古代兵器〉のもとへ〈聖せい氣ぎ〉の補給をしにいきましょう」

「〈古代兵器〉は苦手です……あ、あとでいいですーっ」

　歯医者を嫌いやがる子供みたいなゴーマンナの発言に、芥郎は溜ため息いきをつく。

「命に関かかわることなんですから、わがままはやめてください。ほら、駄だ々だこねてないで補給に行きましょう。〈古代兵器〉と常時接続されている〈結界師〉の様子も見ておきたいですしね──自分で歩けますか、閣下？」

「ふにゅう……。んぁあ」

　奥歯までみせる欠伸あくびをして、ゴーマンナは上うわ目め遣づかいにちらっと芥郎を見つめる。

　もじもじ、と指の先を擦こすりあわせて。

「あの……ですね、起きたばかりで動くのが億おつ劫くうですから、その、アクタロー──抱だっこするのを、きょ、許可するですよ」

「はいはい、仕方ないですね」

　その場にわざとらしく屈かがみこんだゴーマンナを、無理に歩かせるために押し問答をするのが面めん倒どうだったのか、芥郎は細身の身体からだで意外と力強く抱きあげてくれる。

　お姫ひめ様抱っこをされて、ゴーマンナは満足した。

「えへへ……♪」

　そのまま運ばれていく。

　すでに〈正義の味方〉たちは出しゆつ陣じんしたあとらしく、〝王シギ宮シヨ龍アラ〟には人気がない。

　芥郎にすりすりと頰ほおを寄せて、ゴーマンナはご満まん悦えつだった。

「ふたりっきりのときは、甘えんぼさんになれて、ゴマちゃん様は嬉うれしいですよ。アクタロー──もっと、ぎゅって、するですよーっ。ふにゅう、にゅにゅう♪♪」

　動物みたいになっているゴーマンナに、芥郎は表情を変えずに語る。

「とりあえず、各方面の〈正義の味方〉などへの連れん絡らくは、私がやっておきましたからね。絶たえ子こさんはおとなしく待機ができそうになかったので、私の独断で、ちょっとある任務を与あたえておきましたが。よろしかったですか？　それ以外はまぁ、いまのところすべて閣下の予定どおりに進行していますので」

「ゴマちゃん様がすぐ寝ちゃうせいで、おまえの負ふ担たんがおおきくて、申し訳ないです。ほんとは、ゴマちゃん様がやるべきことなのに」

　生き真面目まじめな表情のまま、ゴーマンナはうなだれた。

「ゴマちゃん様が、〈倫りん理り公こう社しや〉の、この国の指導者なのに……」

「あまり気になさらずに。閣下が意識を失われるのも、その能力のせい。そしてその能力を持つあなただからこそ、存在価値があり、みんなが協力し、従うのです」

　芥郎は静かに宣言した。

「あなたは優ゆう雅がに、勝利だけを得ればよろしい。ほんの一ひと眠ねむりしているうちに、すべてはあなたの筋書きどおりに始まり、終わるでしょう。このまま何もかもが順調に進行し、あなたは望みどおりに──あなたの敬愛したあのひとのように、この惑わく星せいの支配者になる」

「おかあたま、みたいに……」

　耳元で囁ささやかれる芥郎の声に、ぽうっとして、ゴーマンナは頰を染める。

「そうです、ゴマちゃん様は、おかあたまみたいになるですよ！　絶対に、何を犠ぎ牲せいにしても！　協力してくださいです、アクタロー、……ううん」

　恥はずかしそうに口元をもにゃもにゃとさせてから、意を決してつぶやいた。

　心のなかでは、いつもそう呼んでいた。

「お、おにいたま……」

　揺ゆりかごのような彼の胸のなかで、ゴーマンナはほんのりと微睡まどろんでいく。

「おにいたまは、あったかいです……」

　幸福感のなかで、ゴーマンナはきゅっと彼にすがりついた。

「ゴマちゃん様がこの惑星の支配者になったら、おまえも大臣とかにしてやるですよ。だから、ずっと──ゴマちゃん様のそばにいてほしいです。おかあたまみたいに、いなくならないでください、です……」

　意識がゆっくりととろけて、ゴーマンナは再び深い眠ねむりにつく。

「……閣下？」

　目を閉じて、すうすうと寝ね息いきをたて始めたゴーマンナに、芥郎は微笑ほほえんだ。

「寝てしまったのですか？」

　心こころ優やさしく頼たのもしい、まさに兄のように。

「ほんとに、閣下は──可愛かわいらしいですね」

　けれど笑えみのかたちに細められた双そう眸ぼうの奥に、隠いん微びな情念を渦うず巻まかせて。
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　花はな丸まるたちは潮風吹ふきすさぶ東京湾わんに到とう着ちやくしていた。

〈正義の始し皇こう帝てい〉オーディン[image: オメガ]オメガのＭＣである大だい艦かん隊たいが埋うめ尽つくした都心間近の海は、さすがに物々しく、ひっきりなしに飛び交かう戦せん闘とう機が巻きあげるソニックブームによって波飛沫しぶきが常にぶちあがっていた。

　軍ぐん艦かんや空母などが水平線の向こう、何かの執しゆう念ねんを感じさせる密度で配置されていて、たまに放たれる信号灯やミサイルの火線が日も暮れてきた世界を目ま映ばゆく照らす。

　花丸たちの背後の町並みは遠えん距きよ離り攻こう撃げきや爆ばく撃げき機によって蹂じゆう躙りんされていて、火の手があちこちからあがり、荒あれ狂くるう熱気に景色までもがぐにゃぐにゃと歪ゆがんでいた。

〈倫りん理り公こう社しや〉遊ゆう撃げき隊は手早く今後の方針をまとめていた。

　陸地にほど近い、テトラポッドが間近に浮うかぶ海面である。

〈半魚人〉のＭＣである巨きよ大だいな亀かめの甲こう羅らに、〝チーム〟ごとにわかれて乗っている。

　三匹びきの亀に三人ずつ──計九人が、遊撃隊の総戦力である。

　目前に並ぶ威い風ふう堂どう々どうとした大艦隊に比べては、あまりにも頼たよりない陣じん営えいだった。

　花丸は心細さをおぼえたが、周りの〈正義の味方〉たちは平然としている。

「あれが──あたくしたちが撃げき滅めつすべき、〈始皇帝〉のＭＣ大艦隊ですの」

〈プリンセス〉が暴風に乱れる長ちよう髪はつを押さえつけながら、静かにつぶやく。

「あらためて見ると、圧巻じゃのう」

　いまいち緊きん張ちよう感かんがない様子で、Ｘエツクスサンが感心している。

「距きよ離りが遠いせいで玩プ具ラのモ模デ型ルみたいに見えるが、あれらのすべてが敵意をもってこちらを攻こう撃げきしてくる姿を想像すると、さすがにぞっとせんのう」

「数万、あるいは数十万の軍艦や空母の群れって話だしねん」

　ばちんっ☆と〈ガンマン〉が無意味にウインクした。

「さすがに、こんな大軍勢を相手にするのは初めてだわぁ……。たいていの場合、アタシらの仕事って〝共食い〟のために暴れる〈正義の味方〉の討とう伐ばつだし、その場合は〝チーム〟を組んでるアタシらのほうが人数多い場合が大半だし？　ちょっとヤリにくいわぁ」

「うちらの仕事は変わんないし」

　爪つめに色を塗ぬりながら、〈剣けん豪ごう〉が興味なさそうにつぶやいた。

「うぜぇ連中はまとめて撫なで斬ぎる」

「しかし──どうして大艦隊はこんな位置に集合したまま動かんのじゃろ？」

　Ｘサンが小首を傾かしげる。

「『襲おそってください』と言わんばかりじゃな。目立った動きもない──都合はいいが、腑ふに落ちぬのう？」

　実戦経験が豊富な彼女には、どこか引っかかるところがあったのだろう。

「あやつらの目的が〝日本の滅めつ亡ぼう〟なら、こんなところに集まっておらんで散開して、四方八方から攻せめたてたほうが効率的なはずじゃ。まぁ、〈始皇帝〉とやらの望みがはっきりせぬ現状、あやつらの行動が不可解なのは仕方ないのじゃが」

「いまの時代──〈正義の味方〉の目的はたいていの場合、〈聖せい氣ぎ〉──〝共食い〟ですの」

〈プリンセス〉がほんわかした雰ふん囲い気きでつぶやいた。

「〈始皇帝〉も、同じだと仮定すれば──」

　敵の詳しよう細さいが不明なので、何ひとつ断定できないが。

「東京湾にいる大艦隊の目的は、間近にある〝王シギ宮シヨ龍アラ〟なのかもしれませんの。ここに戦力を集中し、〝王シギ宮シヨ龍アラ〟を攻こう略りやくし──その内部にある〈古代兵器〉を得るのが狙ねらい。全国各地に展開している軍隊は陽動、あるいは攪かく乱らんでしかなく、そちらへの対応にあたくしたちが忙ぼう殺さつされることを期待している……とか？」

〈正義の味方〉は〈聖氣〉を感知できる。

〝王シギ宮シヨ龍アラ〟からは、〈古代兵器〉の膨ぼう大だいな〈聖氣〉が放散されている。

〈始皇帝〉はそれに目をつけ、奪うばおうとしている──のだろうか。

「実際、戦闘機などが執しつ拗ように〝王シギ宮シヨ龍アラ〟を攻撃していますしね。いまは〈結界師〉さんが防いでくれていますが、これ以上は無む駄だだと判断して、大艦隊が別のアプローチをしてくる可能性もありますの。その前に、攻め滅ほろぼしてやらなくちゃ……ですの」

「しかし、どう攻める？　わらわたちが負けるとは思わんが、生半可なことでは全ぜん滅めつさせるのは無理じゃぞ？　数えるのも馬鹿馬鹿しいほどの、大軍勢じゃしのう？」

　知ち己きらしいＸサンと〈プリンセス〉は、そこそこ親しげに会話している。

「あたくしたちは即そく席せきで構築された、ともに訓練をしたこともない、ぶっつけ本番の遊撃隊ですからね。チームプレイはあまり期待できませんし、ここは、単純な作戦のほうが失敗がないと思いますの」

　みんなを見回し、異論がないのを確かく認にんしてから、〈プリンセス〉が作戦を語った。

「まず、この〈半魚人〉さんのＭＣに乗って〝チーム〟ごとに散開しますの。〝武器チーム〟が真ん中、それを補ほ佐さするかたちで左右に〝童話チーム〟と〝怪かい物ぶつチーム〟──配置が済んだら〈転てん真しん〉し、三方向から全力で敵に攻撃をぶちかましますの」

「あらヤダ、乱暴ねん」

　嫌きらいじゃないけど──という態度で、〈ガンマン〉が微笑ほほえんだ。

「でも、アタシらは町をも滅ぼす〈正義の味方〉──ヤリすぎちゃって、市街地にまで被ひ害がいをもたらしちゃう可能性があるわよ？　ここ、都心の間近なんだけど？　いちおう、公僕としてはそのへんも配はい慮りよしなくちゃいけなくない？」

「ど、どなたか、結界みたいな能力をもってるかたはいませんですの？」

　そのへん考えてなかったのか、〈プリンセス〉が慌あわてて周りを見回した。

「あの！　ボクいちおう、やれますけど！」

　おっかなびっくり、聖ひじ希きが手を挙げる。

　彼女は合計百種類もの魔法を操あやつる〈魔法少女〉だ──器用さ、能力のバリエーションでは集まった〈正義の味方〉のなかでも屈くつ指しだろう。

「でも、『そういうこともできる』っていうだけで、防ぼう御ぎよに特化してるらしい〈結界師〉さんってひとみたいには、いきませんけど……」

「充じゆう分ぶんですの。あたくしたちも、市街地に攻撃の余波がいかないよう配慮しますもの♪　万が一のための保険ってところですの」

〈プリンセス〉が安あん堵どしたように微笑んで、話を先に進める。

「では、〈魔法少女〉さんはそちらに集中してもらうということで、攻撃にくわわる必要はありませんの。おもに仕し掛かけるのは攻撃力に定評のある〝武器チーム〟の皆みなさんで、〝童話チーム〟と〝怪物チーム〟はそのフォローをいたしましょう」

「うむ、〈正義の味方〉の本質は兵器、その本ほん懐かいは大量破は壊かい──存分に暴れちゃろう」

　Ｘサンが楽しげに微笑みながら、作戦の細部をつめていく。

「けれど、敵も黙だまってはおるまい。当然こちらを攻こう撃げきしてくると思うが、どうする？　あやつらは〈始し皇こう帝てい〉のＭＣじゃ──〈聖氣〉の防ぼう御ぎよ壁へきは通じぬし、一いつ斉せい攻撃されたら防ぎきるのは困難じゃぞ？」

「じゃあ、それにはおらが対応するだ」

〈バネ足ジャック〉が細長い腕うでを掲かかげた。

「おら、敵の遠えん距きよ離り攻撃をねじまげて逸そらす魔都ミステイの・霧ロンドンって能力があるだ。逸らすだけでかき消したりはできんから、市街地の守護をする〈魔法少女〉どんの手伝いはできんだが」

　困ったように、いっひっひ、と肩かたをすくめて。

「それに、おらは攻撃方法が〝突とつ撃げきする〟しかなくてな！　でも迂う闊かつにつっこむと、みんなの攻撃を食くらって同士討うちになる可能性があるだ──だもんで、おらは近づいてくる敵への対応に専念するだよ！」

「なるほど、適任ですの。それじゃバネ足さん、お任せいたしますのよ」

〈プリンセス〉が花はな咲さくように笑った、ちょうど次の瞬しゆん間かんだった。

　海上に展開した大だい艦かん隊たいが、明確に雰囲気を切りかえた。

　重苦しい轟ごう音おんが満ちて、軍ぐん艦かんの砲ほう塔とうが次々とこちらを向く。

　どこにそんなに収納されていたのか、と思うほどの戦せん闘とう機の群れが解き放たれる。

　艦隊の位置が徐じよ々じよに変動し、ただの待機状態から何らかの陣じん形けいを描えがき始める。

　明確なその敵意の発はつ露ろに、花丸は息を吞のんだ。

　これから、あんな大軍勢と戦わなくてはいけないのだ──。

　その事実が、いまだに咀そ嚼しやくできない。

　現実感がなさすぎる。

　けれど他ほかのみんなは百ひやく戦せん錬れん磨まの〈正義の味方〉だ──さして驚おどろきもしない。

　Ｘサンが陽光のような長ちよう髪はつをなびかせて、不敵に笑った。

「気づかれたようじゃな」

「〈転真〉せずに〈聖氣〉を抑おさえてるとはいえ、〈正義の味方〉の揃そろい踏ぶみだしねん。むしろいままで放置されてたのがありえないってかんじ？」

「ぼんやりしてると逃にげられますのよ──てきぱき行動いたしましょう」

〈ガンマン〉の言葉に頷うなずき、〈プリンセス〉が表情を険しくして宣言する。

「それでは皆さん、作戦開始ですの」

　歴史のうねりそのもののような震しん動どうのなか、ついに戦争が始まる。

〈プリンセス〉がまさに王おう侯こう貴族のように、堂々と言い放った。

「こんな大規模な〈正義の味方〉の闘とう争そうは、〈正せい義ぎ機き関かん〉崩ほう壊かいを招いた内乱以来の珍ちん事じでしょう──まさに、第二次〈正義の味方〉大戦……！　歴史に残る大事件に立ち会えた巡めぐりあわせを誇ほこり、悪逆非道な〈始皇帝〉の大艦隊を討ち果たすため──さぁ皆さん、我らの正義を高らかに歌いあげましょう!!」
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「散開するわよぉおおん!!」

〈ガンマン〉の叫さけびと同時に、〈半魚人〉の亀かめたちは高速で移動を開始する。

　荒あら波なみをかきわけながら、三方向へと〝チーム〟ごとにわかれていく。

　黄金こがね色いろの髪かみをなびかせて、Ｘサンが不敵に八や重え歯ばを覗のぞかせる。

「じゃんじゃん、きよるぞ……!!」

　大艦隊から射出されたミサイルや戦闘機が、まさに雲うん霞かのごとく押し寄せてきている。

　夕焼け色の空が無数の機き影えいに覆おおわれて、まるで夜がやってきたかのようだ。

　天空が黒一色に塗ぬり替かえられ、遠えん距きよ離りから機き銃じゆうが掃そう射しやされる。

　さすがに距きよ離りがあるうえ〈バネ足ジャック〉の身体からだからむらむらと湧わきあがった紫むらさき色いろの煙けむりが攻撃を逸らすので、弾だん丸がんは大量の水柱をあげるだけだった。

「振ふり落とされないように気をつけるべ、〈大だい怪かい獣じゆう〉！」

　取っかかりのない亀の上でまさに転がり落ちそうだった花はな丸まるを、工場の煙えん突とつみたいに紫し煙えんを吐はきながら、〈バネ足ジャック〉が支えてくれる。

　ついに始まってしまった。

〈正義の味方〉同士の、がっぷりよつの潰つぶしあい。

　相手はいまのところ〈始皇帝〉だけだが、そのＭＣは数十万の大軍勢だ。

　これまで花丸が目もく撃げきしてきた戦いは一対一、多くてもせいぜい数人での勝負ばかりだったから、戦せん況きようがどのように展開していくか想像することもできない。

　不安に吞みこまれながら、花丸は理り不ふ尽じんな時代のうねりに吞まれていく。

「怪かい物ぶつども、ハナマルのことを頼たのんだからのう！」

　爆ばく音おんが響ひびくなか、Ｘサンの鮮せん烈れつな声が響いてくる。

　彼女とはまったくの逆方向へと移動している。

　徐々に離はなれていく見知った顔に、花丸は心細さをおぼえた。

　Ｘサンは口元に手をあて、心配そうにそんな花丸を見つめている。

　単身赴ふ任にんへ向かう父親を玄げん関かん先さきで見送る、幼い女の子みたいだった。

「ハナマルに傷ひとつでもつけたら、そなたら、その何百倍も痛めつけてやるからな！　ハナマル、気をつけるんじゃぞ！　何かあったらすぐに駆かけつけてやるからな！　困ったことがあったらわらわを呼ぶんじゃぞ！　自分の身を守ることを最優先にして。寂さびしくなったら、わらわの顔を思い浮うかべて。それから、それから──」

　おまえは俺のお母さんか、と花丸は思った。

　両目をビカビカと輝かがやかせて、〈バネ足ジャック〉が金属質な声で笑う。

「いっひっひ！　お任せだべ、〈天使〉どん！　心配せんでも〈大怪獣〉は命に代えても守り抜ぬいてみせるだ！」

「ヒョホホ！　ホホー！　俺タチ、オマエ、命いのち懸がケー!!」

　かなり心配になってきて、花丸はかるく船ふな酔よいしながらＸサンに手を伸のばした。

「う、うう……やっぱり俺、Ｘサンと一緒がいい……」

「む、むう！」

　Ｘサンはみるみる紅潮して、何か嬉うれしそうに身体をくねらせた。

「しょ、しょうがないのう、ハナマルは！　そ、そうか……そんなにご主人様と離れがたいのか、甘えんぼさんな下僕エサじゃのう！　そんなに、わらわのそばにいたいのか……♪　わかっておったことじゃが、あらためてすなおな気持ちを告げられると照れるものじゃのう──にふっ、にふふふふっ……♪♪」

「いや、純じゆん粋すいにこいつらと一緒にいるのが嫌いやなんだけど──」

「いっひっひ！　照れなくてもいいべ〈大怪獣〉！」

「〈大怪獣〉可愛かわいイ。ドキドキスル。抱だキシメテ撫なデ撫デシタイ」

「……うう」

　もう、おうちに帰りたかった。

「お喋しやべりしてる暇ひまは、ありませんのよ……！」

〈プリンセス〉が緊きん張ちよう感かんのないＸサンたちに、やや厳しめな声を向ける。

「やはり敵は話しあいをするつもりはなさそうです！　最初から全力で攻せめてきやがってるですの──ぼやぼやしてると、蜂はちの巣にされちゃいますのよ！」

　そうこうしているうちに亀たちは迅じん速そくに散開していく。

　どんどんＸサンの姿がちいさくなって、花丸は情けないが泣きそうになった。

　だが〈転てん真しん〉しなければ一いつ般ぱん人並みの身体能力しかない花丸には、戦せん闘とう機の銃じゆう弾だんが吹ふき荒あれる海面を渡わたってＸサンたちのもとへ向かう手段はない。

　ぶちあげられる冷たい海水で全身をしとどに濡ぬらしながら、花丸は青ざめて震ふるえあがる。

　緊張感に、胃の腑ふがよじれそうだ。

「全員、持ち場に移動したようですのね」

　背後に市街地を背負いつつ、中央に〝武器チーム〟、左側に〝童話チーム〟、右側に〝怪かい物ぶつチーム〟がそれぞれ布ふ陣じんする。

　正面──数㎞向こうには大だい艦かん隊たいがうぞうぞと密集している。

　真上には戦闘機が旋せん回かいしている。

　放たれる銃じゆう撃げきや砲ほう撃げきが、花丸たちの周りに着ちやく弾だんしている。

　冗じよう談だんではない、実弾の迫はく力りよくが、花丸の背筋を凍こおらせる。

　戦闘機に比べれば動きが遅おそい爆ばく撃げき機が、妊にん娠しんした魚のように大量の爆弾をお腹なかに抱かかえて、こちらに近づいてきている。

　それを仰あおぎつつ、〈プリンセス〉が高々と片手を掲かかげた。

「それでは皆みなさん、作戦を開始いたしますのよ！　各自、〈聖せい氣ぎ〉を解放して〈転真〉し、その後は各おの々おのの裁量で攻こう撃げきを行ってください！」

　眼鏡めがねを外して放ほうり捨て、彼女はおっとりと胸むな元もとで両手を祈いのりのかたちへ。

　その全身からパレットにばらまかれた絵の具みたいな、多色の〈聖氣〉が噴ふん出しゆつする。

「〈転真〉！　〈正義のプリンセス〉マルコーネ＝ピルグリム!!」
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　空中に放散された混こん沌とんとした色しき彩さいは、絵筆が走るようにして〈プリンセス〉の身体からだにくるくると塗ぬりたくられていく。

　地味な普ふ段だん着ぎが弾はじけ飛び、光り輝く裸ら身しんが一いつ瞬しゆんだけ露あらわになって、その身体を無む秩ちつ序じよな〈聖せい氣ぎ〉がボディペイントのように彩いろどっていく。

　刹せつ那なのうちに〈転てん真しん〉が完かん了りようし、〈プリンセス〉は真の姿を顕けん現げんさせる。

〈転真〉前の地味さと反比例するような、露ろ出しゆつが多く淫いん靡びな服装だった。

　背中がばっくりと開いた、おおきく太ふと股ももが露出するチャイナドレス。

　片手に扇せん子すを握にぎりしめており、髪かみの毛はお団子にまとめられている。

　豊かすぎる胸元を揺ゆらして、彼女は高らかに絶唱する。

「おーっほっほっほっほっほっ!!」

　まさに、お姫ひめ様みたいに。

「あたくし、爆ばく誕たん！　お待たせいたしましたわね──ご覧あそばせ、世界一の美び貌ぼうを!!　さぁ舞ぶ踏とう会の始まりですわぁあああ!!　派手に！　華か麗れいに！　参りますわよぉおお!!」

「おぉ、わらわの知っとる〈プリンセス〉じゃ！」

　Ｘサンが満面の笑えみで、〈プリンセス〉の背中にとびついた。

「きゃ、きゃん!?　何ですのあなたは!?　あたくしの見せ場を邪じや魔ましないで!!」

「それでこそじゃ、それでこそじゃ……〈プリンセス〉！　なつかしいのう、そういう高ビーで空気読めなくて腹立つ言動をしてこそわらわのライバルじゃ!!　可愛さ余って憎にくさ百倍、けれど昨日の敵は今日の友!!　また会えて嬉しいぞぉ～♪」

「ひぃい!!　頰ほおずりしないでください気持ちの悪い!?　触さわらないでくださるかしらこの糞くそ虫むしがぁぁですわぁあ!!」

　ぐいぐいＸサンを押しのけて、〈プリンセス〉はつんと顎あごを反らして主張した。

「いいこと!?　〈正せい義ぎ機き関かん〉ではたしかにあなたのほうが序列は上でしたけどね、それはあなたが運と周りの環かん境きように恵めぐまれていた結果にすぎませんの!!　実力ではあたくしが上、あたくしがナンバーワン！　それを弁わきまえて、一歩引いた位置で地べたを這はいずりまわってあたくしの大だい活かつ躍やくを眺ながめているがいいですわ！　おーほっほっほっほ!!」

「あぁ……」

　そんな馬鹿騒ぎを遠くから眺めて、花はな丸まるはちょっと凹へこんでいた。

「変態どもの唯ゆい一いつの良心だった〈プリンセス〉さんが、あんなキワモノに──そっか、そういえば〈転真〉すると人格が切り替かわるんだったなぁ……」

「ヒーハー！　〝武器チーム〟も〈転真〉するわよぉおん!!」

　中央に位置する遊ゆう撃げき隊の主力、〝武器チーム〟たちが〈プリンセス〉に続く。

「〈転真〉！　〈正義のガンマン〉ダニー・ザ……いやぁぁあん！　ばかぁぁん！　せっかく〝チーム〟なんだから全員一緒に叫さけびましょうよ！　一体感っていうかチームプレイっていうか──わかるでしょ!?　やり直し!!　声を揃そろえて、ほらトドちゃん、ウノくん、てぇぇええんしぃぃぃん！　ヒーハーッ!!」

「うっざ」

「……悪悪悪……滅滅滅……」

　ひとりだけ暑苦しい〈ガンマン〉に比べて、他ほかのふたりは冷めている。

　とはいえ呼吸は見事に揃っていて、三人の〈転真〉はほぼ同時に行われた。

〈ガンマン〉の濃こゆい見た目がぐずぐずと崩くずれ、その表皮が、脂し肪ぼうが筋肉が、髪の毛が──ヘドロみたいにとろけてその場に落ちていく。

　人間の皮を脱ぬぎ捨てて──文字どおり脱だつ皮ぴしたあとに出現したのは、巨きよ大だいな拳けん銃じゆうだ。

　頭が銃、胴どう体たいも銃、両手両足も銃。

　錯乱した銃ガン職人スミスが手元にあった銃じゆう器きをめちゃくちゃに接せつ着ちやく剤ざいでくっつけて、かろうじて人間に見えなくもないかたちに整えた、というような──異形である。

「見て！　みんな見てぇええ！　ほんとのアタシを見てちょうだい！　あらヤダぁああ！　アタシの〈ガンマン〉っていう名前は〝銃を撃うつ男〟じゃなくて〝銃でできた男〟っていう意味だったのよぉおお！　ヒーハーッ！」

「……相変わらずキモい」

　その横では〈剣けん豪ごう〉が自分で制服をちゃっちゃと脱ぎ捨てて、下着姿でその場に正座。

　淡あわく彼ひ岸がん花ばなの散らされた道着と袴はかまを、丁てい寧ねいに身につけていく。

　座ったままで器用に着き替がえを終え、麻あさ紐ひもで髪の毛をかんたんに縛しばる。

　竹刀しない袋ぶくろのなかから現れた、日本刀の柄つからしきものを握りしめる。

　そして機き敏びんな所作で立ちあがると同時に抜ばつ刀とう──。

　出現したのは、とてもちいさな竹刀袋に収まっていたとは思えない、分厚く重量感のある鉄の塊かたまり──斬ざん馬ば刀とうだった。

　自分の身体からだそのものよりも巨大なその武器を肩かたに担かつぎ、鋭するどく呼気を放って身構えるその姿は、凜りんとした大和やまと撫なでし子こであり、生きつ粋すいのサムライだった。

「コスプレみたいでヤなんだこの格好……さっさと終わらせるし」

「……鬱鬱鬱……怯怯怯……」

　そんな〈剣豪〉のそばで、旅行トランクが膨ふくれあがる。

　わずかに開いた隙すき間まから筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした腕うでがでてきて、それに繫つながる肩が──胸むな元もとが、わずかに布をまとっただけの腰こしが、両足がまろびでる。

　顔面だけは露出しない。

　頭部を旅行トランクに隠かくした、全長四メートルほどもある巨きよ人じん。

　どうやって旅行トランクに、こんな大質量が収まっていたのか──わけがわからないが、だからこそ〈正義の味方〉だった。

　全身、疵きず痕あとだらけの、それも戦場で受けた名めい誉よある損傷というより虐ぎやく待たいの跡あとっぽいものが目立つ、けれど剛ごう健けんな肉体。

　その両腕は手首のあたりから凶きよう悪あくな斧おのに変化していて、獲え物ものを求めて揺れている。

「いっひっひ!!　さすが〝武器チーム〟──すごい威い圧あつ感かんだべ!!」

〈バネ足ジャック〉が楽しそうにしながら、ぱんぱんと高らかに拍はく手しゆをする。

「〝怪かい物ぶつチーム〟も〈転真〉するだよ！　マジックショーの始まりだべ!!」

　言葉と同時に〈バネ足ジャック〉のかぶっていたシルクハットが巨大化し、ずぽん、と巨大魚が餌えさを吞のみこむみたいにその全身を包み隠す。

　内部で何が行われているのか、ボキンゴキン、と嫌いやな音を響ひびかせながら──シルクハットがちぢんでいく。

　やがて静かになってしまった。

「お、おい、だいじょうぶか……？」

　心配になって、花丸はシルクハットに手を伸のばし、おずおずと中身を覗のぞいてみたが──なんと空っぽである。

「おっと、手品の種を覗いちゃだめだべ、〈大だい怪かい獣じゆう〉」

　なぜか背後から声がした。

　振ふりかえると、鉛なまり色いろをした非人間的な肌はだの、〈バネ足ジャック〉が笑っている。

　全長三メートルほどか、枯かれた冬木のような細長いシルエット。

　耳まで裂さけた口元に、炎ほのおを噴ふく両目。

　足が名前のとおりバネになっていて、びよんびよんと身体全体が左右に揺ゆれている。

　服装はタキシードに蝶ちようネクタイ、シルクハットのまま。

　ステッキをくるくると回転させ、洒落しやれたポーズで〈バネ足ジャック〉はお辞じ儀ぎをした。

「どうだべ、驚おどろいたべか〈大怪獣〉──おらの真の姿に？」

「いや、正直おまえは〈転真〉前とあんまり変わらんよ」

「俺モ見テェエエ！　格好良クナッタ俺ヲ見テェェエ!!」

　いつのまにか〈半魚人〉も〈転真〉を終えていた。

　ずんぐりむっくりした球体みたいな体型はそのままに、全身が緑色の鱗うろこでびっしりと覆おおわれ、まぶたのない両目はまんまるで、あちこちにオレンジ色のひれが生えていた。

　こちらも、見た目はあんまり変わってないが──。

　花丸はすなおにつぶやいた。

「ていうか絶対おまえら正義じゃないだろ……」

　しかし周りのものが次々と〈転真〉していくなか、花丸は何だか身の置きどころがなくて、思わず誰だれともなく問いかけてみる。

「あ、あの、俺もやっぱ〈転真〉……っての、したほうがいいのかな？　やりかた、わかんないけど──」

「せ、せんぱいは〈転真〉しちゃだめです！」

「そうじゃぞ、ハナマル！　そなたが〈転真〉するとまたややこしくなる！」

　花丸の声は聞き逃のがさないのか、かなり遠い位置にいた聖ひじ希きとＸサンが大声で主張した。

「戦うのは、ひっく、ボクらに任せてください！　せんぱいは、この場にいてくれるだけで心強いですから──見ていてください！　いくよ、ボクのＭＣ！」

　抱だきしめたままだった、まだ名前もないＭＣに呼びかけ、聖希が宣言する。

「〈転真〉！　〈正義の魔法少女〉アルル＝カナちゃん!!」

「こっちも〈転真〉じゃ!!　〈正義の天使〉Ｘサンシャイン!!」

　花丸も見慣れた、〈魔法少女〉と〈天使〉が出現する。

　周りの〈正義の味方〉と比べても、決して遜そん色しよくのない二人組だった。

　聖希は先んじての戦いでは狙そ撃げきによって意識を失い、役立たずだったのを恥はじているのか、どこか一生懸けん命めいな態度である。

　魔法のステッキを握にぎりしめ、肩にＭＣをのせて、にっこり微笑ほほえんでいる。

「すぐに終わらせますから、待っててください、せんぱい！」

「あ、あぁ……」

　それも情けないし、聖希やＸサンが傷つく可能性を思うと、寒気がするのだが。

　何かがしたかったが、花丸にできることはなかった。

　この町を、国を、日常を──平和を守りたい気持ちは、花丸も一緒なのに。

　いつも、彼女たちばかりに押しつけてしまう。

「俺は、この場にいていいんだろうか……？」
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「〈大怪獣〉、お悩なやみのところ悪ぃけど、すこし後ろのほうにいるがいいだ」

〈バネ足ジャック〉が軽々と花はな丸まるを抱だきあげて、亀かめの尻尾しつぽのほうへ追いやる。

「こっから先は油断できねぇべ。敵の攻こう撃げきも危ねぇべが、味方がぜんぶ町を壊こわせる〈正義の味方〉だがらなぁ──〈転てん真しん〉しねぇなら、ちょっと巻きこまれただけで命に関かかわるだ。味方の流れ弾だまで死んだりしたら笑えねぇべ？」

「す、すまん」

　運ばれた先でへたりこみ、無力感に溺おぼれる花丸に、〈バネ足ジャック〉は笑った。

「なぁに、さっき〈魔法少女〉どんも言っとったべ。その場にいてくれるだけで嬉うれしいだ。おらたちは戦い、攻撃し、滅ほろぼすことを求められる〈正義の味方〉。そんなおらたちが、誰かを守るために戦えるだ──あんたは、その象しよう徴ちようなんだべ。無力で、何もできなくて、でも日常を求める、どこにでもいる一いつ般ぱん人みたいなあんたが」

　その両目から噴きあがるのは、火山の爆ばく発はつみたいな本物の炎。

「〈天使〉どんに言われるまでもねぇ、あんたには傷ひとつつけねぇべ──怪かい物ぶつだらけの第〈Ⅴ〉世代の誇ほこりにかけて、おらたちの人間離れしたとこ見せてやるだ！　まずは近づいてくるザコどもをどうにかしねぇとな……！」

　そのスプリングになった両足をぐぐぐっ……と凝ぎよう縮しゆくし、ちからを溜ためて。

「いっひっひ！　さぁショータイムだべ！　見るがよいだ！　あらゆる〈正義の味方〉のなかでも随ずい一いち──〈バネ足ジャック〉の跳ちよう躍やく力!!」

　瞬しゆん間かん、〈バネ足ジャック〉は射出される。

　目視が不可能な、すさまじい速度。

　ＭＣの亀が衝しよう撃げきに悲鳴をあげる。

　海に波は紋もんが広がり、砲ほう弾だんと化した〈バネ足ジャック〉は馬鹿げた速度で疾しつ空くうする。

「いーっひっひっひ！　小こや喧かましい戦せん闘とう機どもなんざ、まとめて踏ふみつぶしてやるだ!!」

〈バネ足ジャック〉は高速で移動する戦闘機を踏み台にして、さらに跳躍、そばにいた爆ばく撃げき機を踏みつぶして三角跳とび──それを繰くりかえし、ピンボールみたいに跳はね回って瞬時に何十機もの軍勢を爆散させる。

「す、すげぇ……」

　花丸は感服し、呻うめき声をあげた。

　冗じよう談だんじみた言動ばかりだったので〈バネ足ジャック〉を侮あなどっていたが、彼も百ひやく戦せん錬れん磨まの〈正義の味方〉なのだ──ただの軍隊ごときは木こっ端ぱ微み塵じんにできるのだろう。

　目から噴ふん出しゆつする魔ま炎えんが身体からだを取り巻き、彼の姿は宙を自在に駆かける隕いん石せきのようだった。

　めちゃくちゃな軌き道どうで飛び回る〈バネ足ジャック〉を戦闘機は補足できず、あろうことか同士討うちまでもし始める。

〈バネ足ジャック〉は次から次へと面おも白しろいように戦闘機を墜おとしていく。

　ばらばらと破は片へんが、火の粉が海面へ落ちてくる。

　彼が放った魔都ミステイの・霧ロンドンはまだ残留し、機き銃じゆうや砲弾は花丸たちを傷つけない。

　迎げい撃げきには最適の人選である。

　あの魔ま物ものじみた怪かい人じんが飛び回るかぎり、〈正義の味方〉たちはあらゆる害悪から逃のがれられる。

　そうして、〈バネ足ジャック〉が戦線を混乱させているうちに──。

「ちょっと！　あなたがた！　吞のん気きにバネ足さんの観戦してる場合じゃなくてよ!!」

〈プリンセス〉が豊満な胸部を揺ゆらし、ばん、とおおきく扇せん子すを開いた。

　扇子は異次元にでも繫つながっているみたいに、七色の光が奇き妙みような奥行きのなかで渦うず巻まいていて、見るものを不安にさせる。

　彼女は高こう慢まんな態度のまま、かたわらの聖ひじ希きを睨にらみつける。

「ほら〈魔法少女〉！　作戦どおり市街地に被ひ害がいが及およばないよう、結界を敷しくがよろしくてよ！　ちんたらしてるとお尻しりをひっぱたきますわよ──華か麗れいに!!」

「ひ、ひい！　ごめんなさい！」

　怒ど鳴なられた聖希が慌あわてて魔法のステッキにタロットをＯＮし、可愛かわいらしい声で叫さけんだ。

「マジカル☆タロット№Ⅱ──女教皇THE HIGH PRIESTESS《瑰麗黛Assault@Competitor》!!」

　その全身から桃もも色いろの輝かがやきが迸ほとばしって、彼女らの背後の市街地を中心に、おそらく東京湾わんに面したすべての陸地と海面の境界線に、オーロラのような紗しや幕まくが引かれる。

　見ると天空も〈バネ足ジャック〉が暴れ回るはるか上空までが桃色の輝きに覆おおわれており、完全に戦闘領域のすべてが包まれたようだった。

「完成！　これで、戦闘による二次災害はある程度は防げるはずです！　〈聖せい氣ぎ〉をまとう物体はすべて遮しや断だんする結界なので、〈正義の味方〉の出入りも難しくなるんですが──」

「背水の陣じんってわけね、よろしくてよ！　逃にげるつもりはありませんもの！」

〈プリンセス〉が叫び、その場でくるりと一回転。

「では──さっそく、作戦どおりに攻撃を開始いたしますわよぉお!!」

　やはり無む秩ちつ序じよな大量の色しき彩さいがその全身を覆って、瞬時に衣装が変化する。

　雪のように純白のドレスと、林りん檎ごを模した冠かんむり。

　手にしていた扇子は絵本に変化していて、その開かれたページには〝白雪姫〟だろうか──硝子ガラスの棺ひつぎに収まったお姫様と、七人の小人らしきものが描えがかれている。

「おーっほっほっほ！　刮かつ目もくなさい全国の王子様！　世界でいちばん美しいあたくしの暴れっぷりを!!　殺人グロテスク児戯グリム【第三章】──白雪スノー姫ホワイト!!」

　彼女が叫ぶと同時に絵本のなかで眠ねむっていた白雪姫が両目を見開き、炯けい々けいと眼光を迸らせながら紙面のなかから現実に跳びだしてくる。

　まるで召しよう喚かん魔法みたいだった。

　外にでると同時に白雪姫はありえない巨きよ大だいさになって、敵の大軍勢に突とつ撃げき──。

　その場で軽かろやかに踊おどり、軍ぐん艦かんを踏みつぶし空母を引っくりかえし、さらに手にした藁わら編あみのバスケットから林檎型の巨きよ大だい爆ばく弾だんをまきちらす。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくが発生した。

「むう……」

　それを眺ながめつつ、Ｘサンがぽつりとつぶやいた。

「いつも思うが、〈プリンセス〉よ、攻こう撃げきするごとに着き替がえる意味はあるのか？」

「これが貴族の余よ裕ゆうというものよ！　まぁ貧びん乏ぼう人にはわからない感性かしら!?　おーっほっほっほ！　女の子はね、Ｘサン、常に新しい自分でいたいものなのですわ!!」

「わらわもいちおう女の子なのじゃが……サッパリじゃよ」

「俺モ続クゼ!!」

〈半魚人〉が高笑いし、藤ふじ壺つぼがびっしり貼はりついた両りよう腕うでを前にのばした。

「正直、ＭＣノ創造ト操作デ〈聖氣〉ノ消費ガ激シインダガ──海ハ〈半魚人〉デアル俺ノ独どく壇だん場じようダカラナ!!　ヒョホホホ!!」

　そのまま両腕を、見えない誰だれかを抱だきしめるみたいに目の前で交差させる。

「最終奥義──アトランティス・トンファー!!」

　大軍勢の左右に突とつ如じよとして巨大な津つ波なみが発生し、それらは〈半魚人〉の腕うでの動きにあわせるようにして凄すさまじい速度で合流する。

　当然、津波に挟きよう撃げきされた艦かん隊たいは怒ど濤とうに吞のまれて転てん覆ぷくし、壊かい滅めつし、砕くだけ散る。

　自然災害そのものの、これが〈半魚人〉の最終奥義なのか。

　ふつうに勝敗が決しそうな威い力りよくだったが、まだ〈正義の味方〉の攻撃は終わらない。

〈プリンセス〉の攻撃で浮うき足立ち、さらに左右から津波で挟はさみこまれて、大艦隊は否いや応おうなく東京湾の真ん中に寄せ集められる。

「敵が中央に寄ったわねん──いまが攻せめどきだわよぉお、アタシの〝武器チーム〟!!」

　全身が銃じゆう器きと化した〈ガンマン〉が、それでも足りないとばかりに体表へ無数の拳けん銃じゆうや砲ほう塔とう、ミサイルポッドを生やす。

　二足歩行の武器庫となった〈ガンマン〉は、その全身に圧力を充じゆう満まんさせて──。

「愚おろかにも押しくらまんじゅうしてる敵ちゃんに、いっちょキッツいのぶちかましてやるわよぉおん！　トドちゃん、ウノくん!!　アタシにあわせなさいねぇえ!!」

　全ぜん砲ほう門もんを開き、無数の安全装置を解除して、文字どおり乱射した。

「受けとめて！　そして感じて！　アタシの最終奥義──屠鬼滅鬼トキメキ☆千手１０００㎜観音キヤノン砲ほう!!」

　野太く分厚いレーザー光線・巨大な弾だん丸がん・砲弾がまきちらされる。

　同時に発射された無数の破は壊かい力は荒あら波なみに揉もまれている軍艦や空母の心臓部を射い抜ぬき、その場で大だい爆ばく発はつを巻き起こして二次被ひ害がいを増やしていく。

　そのまま連射しまくる〈ガンマン〉の横で、〈剣けん豪ごう〉が目を細めた。

「これ、うちら要いらなくない？　まぁいいや……オカマはご丁てい寧ねいに左右の津波にあわせて横から敵を削そいでるし──ウノ、あんたは上からやんな。うちは下からやる」

　呼気を放ち、跳ちよう躍やく、巨大な拳銃になっている〈ガンマン〉の頭部に音もなく着地。

〈剣豪〉は指先を舐なめて、風の向きなどをたしかめる。
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　ちいさく頷うなずき、位置はそのまま〈ガンマン〉の頭上で、彼女はぴたりと停止した。

　巨大な斬ざん馬ば刀とうが、刹せつ那な、消しよう滅めつする。

「我が愛刀よ！　世界の認にん識しきよりも速く、物理法則から鞘さや走ばしれ!!」

　否いな、誰にも認識できない速度で──何もない空間を切り裂いたのだ。

　言葉と同時に、大海がまっぷたつに切断された。

「これぞ轟とどろ鬼き斬ざん塔とう流りゆう秘ひ技ぎ──裂れつ空くう斬ざん!!」

　めちゃくちゃに破壊されている最中の大艦隊──その真下まで〝海の切断〟は進み、展開する軍勢の真ん中を通過していく。

　さらに海に刻まれた刀傷は消えず、ぱっくりと裂け目を晒さらしたまま、周囲の何もかもを吸いこみ咀そ嚼しやくし始める──地獄の釜かまが開いたみたいに、すべてが堕おちていく。

「あー……いちいち技わざ名めいを叫さけばなきゃいけないのが、恥はずい」

　あっさり〈転真〉を終えて、〈剣豪〉は怠だるそうに脱ぬいだ制服をまとっていく。

「はい、お疲つかれーっす……もう帰っていい？」

　そんな彼女の後ろで、〈斧おの男おとこ〉が吼ほえた。

「怒怒怒怒怒死死死死死無無無無無無!!」

　引きつれた声とともに空に立ちこめていた暗雲に裂け目ができて、その奥からありえない巨大さの腕がのびてくる。

「極極極極極極魔魔魔魔魔魔災災災災災災!!」

　めちゃくちゃに喚わめきながら両手を振ふり回す〈斧男〉にあわせて、天空から生えた馬鹿げたサイズの両腕は真上から大艦隊を切り刻んでいく。

　粉みじんである。

　数十万もいた大艦隊が、たぶん、跡あと形かたも残らない。

　これが国をも滅ほろぼした最強の兵器たち──〈正義の味方〉の実力なのか。

「おぉ、さすがは〈倫りん理り公こう社しや〉が誇ほこる精せい鋭えいたちじゃ。派手にやりよるのう」

　Ｘサンがやはりどこか麻ま痺ひしたような表情で、のほほんと独りごちた。

「おっと、吞のん気きに見物していたら、わらわの獲え物ものがいなくなってしまうのう？　よぅし、ちょいと出で遅おくれたが、わらわも祭りに参加させてもらうのじゃ!!」

　狂きよう瀾らんの嵐あらしが吹ふき荒あれるなか、夜も間近の世界に──煌こう々こうとした輝かがやきが発生する。

　その爆ばく熱ねつを伴ともなう目ま映ばゆい光はＸサンがちいさく交差した両手に集まり、暮れなずむ世界に第二の太陽を顕けん現げんさせる。

　それまでの〈正義の味方〉たちの必殺技が、まとめて無意味に思えるぐらいの。

　それは圧あつ倒とう的てきにして無む慈じ悲ひな、世界の終わりそのものだった。

　太陽から簒さん奪だつされた光こう芒ぼうが、黄金こがね色いろの炎ほのおと化して迸ほとばしる。

「見さらせ正義の一番星！　最終奥義──破ハ界ルマ光ゲ線ドン!!」

　かくして大艦隊は全ぜん滅めつした。
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　否、全滅ではなかった。

　ありとあらゆる軍ぐん艦かんが、空母が叩たたきつぶされる。

　そこに搭とう載さいされ、または飛び立とうとしていた戦せん闘とう機が爆ばく撃げき機が引き裂かれる。

　そんななか、高波も爆発も器用にくぐりぬけ、〈正義の味方〉の総そう攻こう撃げきが始まる前に危険区域から脱だつ出しゆつしている一機の戦闘機が存在していた。

　見た目は、ごく平均的な有人戦闘機である。

　流線型で翼つばさは可変式。

　ボディカラーは戦場に似つかわしくない、はっとするほど晴れやかで爽さわやかな白と青。

　夕ゆう陽ひを浴びて優ゆう雅がに舞まうその姿は、渡わたり鳥の王者にも見えた。

　ジェット噴ふん射しやの炎を後方に置き去りにして、破壊された軍艦の破は片へんや危険な爆発どころか、飛び散る海水の雫しずくの一ひと滴しずくすら身に浴びずにバレルロール。

　東京湾わんに展開していた大軍勢の、たった一機の生き残りは──。

　あからさまに逃にげようとしたのか、〈正義の味方〉たちのいる方向の逆側──太平洋へと向かって飛ひ翔しようしたが、その途と中ちゆうで〈魔法少女〉の敷しいた結界に遮さえぎられる。

　それ以上先には進めなくなり、滑すべるように上じよう昇しよう──曲芸じみたハイＧヨーヨー。

　しばし空中を右往左往して、困ったようにゆるゆると飛翔する。

　そんな見るからに怪あやしげな、外観だけは麗うるわしい戦闘機の内部──コクピット。

「あぁ……どうしてこんなことに……」

　操そう縦じゆう桿かんを握にぎりしめ、パイロットらしい小こ柄がらな青年が泣き言を漏もらした。

　小麦色の髪かみの毛はふわふわしていて、どこか鳥の雛ひなを思わせる。

　地味な色の飛行服をまとっており、その顔はフライトヘルメット、バイザーや酸素マスクで覆おおわれてまったく見えない。

　可哀かわい想そうなぐらいがたがた震ふるえて、逃げ場を探して操縦桿を切り、戦闘機をこの空域から離り脱だつさせようとするが──すべて徒労に終わる。

　べそべそした口調で、彼は泣き言を吐と露ろする。

「どうして逃げらんないの……？　ぼ、僕、もう嫌いやだ！　こんなところにいたら死ぬ！　ていうか殺されるよぉお！　ねぇナイチンゲール──脱出経路はないの!?」

『探査中ですが、期き待たい薄うすです』

　機内に幼い女の子みたいな、けれどその年代にあるべき天てん真しん爛らん漫まんな感情や未熟さのない、淡たん々たんとした音声が流れる。

　どこかから通信が入ったというより、戦闘機そのものが喋しやべっている。

『敵性〈正義の味方〉が展開したとおぼしき結界が、東京湾をかんぜんに包んでいます。〈聖せい氣ぎ〉に反応し、遮しや断だんする防ぼう壁へきのようです。無理に突とつ破ぱすることは可能ですが、その作業に手こずっているうちに攻撃を受けると危険です』

　すでにこの戦闘機の姿は〈倫りん理り公こう社しや〉の〈正義の味方〉たちに捕ほ捉そくされている。

　様子見らしい遠えん距きよ離り攻こう撃げきがひっきりなしにとんできて、そのたびにパイロットの青年は慌あわてて操縦桿をひねって回かい避ひしている。

　大だい艦かん隊たいを呆あつ気けなく壊かい滅めつさせた百ひやく戦せん錬れん磨まの〈正義の味方〉たちに狙ねらわれて、泣きべそをかきながらも無事に生き延びているだけで、只ただ者ものではない。

「はぁ……じゃあ、やっぱり戦うしかないかなぁ──それがお仕事だしなぁ……でも、やだなぁ──〈正義の味方〉が、えっと、何人だっけ？」

『敵性〈正義の味方〉の数は九です、マスター』

「えー？　〈正義の味方〉なんて単体でも強敵なのに、それが九人？　多勢に無勢すぎる──そんな大人数を相手にするなんて、かなり久しぶりだよねぇ……？」

『およそ三ヶ月ぶりです、マスター』

「おまけに№〈Ｘ〉までいるんでしょ？　やだよあいつら基本性能からして僕らとは別ものだし！　あぁ、報ほう酬しゆうにつられてこんな仕事引き受けるんじゃなか……ひゃわっ!?」

　機内が激しく振しん動どうし、ガリガリガリ、と異音が響ひびく。

『被ひ弾だんしました。戦闘続行は充じゆう分ぶんに可能ですが、このまま逃げ回っていては状じよう況きようが改善しません。覚かく悟ごを決めることをお勧すすめします、マスター──損傷の自己修復を開始すると同時に、回避レジエロモードに移行します』

「くそうっ、くそう！　僕のナイチンゲールを傷モノにするなんて！　あいつら絶対に許さないぞ！　いきなり攻撃するなんて酷ひどいじゃないか！　僕まだ何もしてないのに！　ていうか戦うかどうかすら決めてないのにー！」

『どう考えても我々は〈始し皇こう帝てい〉側の戦闘機だと思われているのでは。ていうか事実そうですし、攻撃を仕し掛かけたのは〈始皇帝〉が先なんでマスターが文句言う筋合いはないかと』

　ナイチンゲールと呼ばれた戦闘機は、やや舌足らずな声で語りつづける。

『ていうか、よく〈正義の味方〉たちの波状攻撃を回避できたものです。あのまま空母と一緒に海の藻も屑くずとなっていてもおかしくなかったのですが──マスターは基本的に無能ですけど、その強運は唯ゆい一いつの長所といえます』

「唯一!?　見つけてよ、もっと僕の長所を!!　あるでしょ、たくさん!?」

『ねーよ。それより無む駄だなお喋りをせず、てきぱき働け豚ぶた野や郎ろう』

「いまナイチンゲールったら僕を家か畜ちくの名前で呼んだよね!?　くっそう、わかったよ──やってやろうじゃないか！　やけくそだよ!!」

　涙なみだを垂れ流しながら、パイロットの青年は現実逃とう避ひするみたいに言った。

「ねぇナイチンゲール……このお仕事が終わったら、どこか平和な南の島とかで暮らそう！　戦場から遠く離はなれたところで野菜を育てながら、吞のん気きなスローライフを送るんだ！　僕とナイチンゲールのふたりっきりで──いや、でも、子供はたくさん欲しいね☆　男の子と女の子、ふたりずつぐらい☆☆」

『それは死亡フラグです、マスター──あと私は戦せん闘とう機なので、子供はつくれません』

「愛さえあればどうにかなるよ！」

『ありません』

「ないの!?……まぁいい、無む駄だ話ばなしはおしまいっ！　僕らの明るい未来設計はこの戦いを終えたあとにすればいいさ！」

　操縦桿を握りしめて、彼は──。

「怨うらみはないけど、僕とナイチンゲールの幸せな将来のために！　まとめて全ぜん滅めつしてください──〈倫理公社〉の皆みなさん!!」

『強フエロー襲チエモードに移行します。ご武運を、マスター』

〈正せい義ぎ機き関かん〉内乱と、その後の〝共食い〟の時代のなかで──史上、最も多くの〈正義の味方〉を討うち果たした伝説の傭よう兵へい、〈正義の撃げき墜つい王〉かもめジヨナサンの＝ジョナサンドラゴンアイが超ちよう音おん速そく戦せん闘とう機のＭＣナイチンゲールとともに攻こう撃げきを開始する。
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　日本のはるか北──永久凍とう土どの片かた隅すみ。

　ぽつんと存在する灰色の建物は、傍はたから見ると何かの観測場か、灯台のようだった。

　延々と広がる純白の景色のなか、不自然に突つきでたその尖せん塔とうは──ただの出入口であり、その地下には巨きよ大だいな施し設せつが広がっている。

　薄うす暗ぐらく素そっ気なく、だだっ広いだけの、倉庫のような雰ふん囲い気きである。

　あるいは、全方位が壁かべや天てん井じように包まれた、宇宙船の発着場か。

　中央に、異様な存在感を放つ物体が鎮ちん座ざしている。

　それは祈いのりを捧ささげる乙おと女めのようだ。

　ただしその〝乙女〟の全長はおおよそ数十メートルで、ゆるく波打った髪かみの毛も晒さらされた裸ら体たいもすべて灰色に石化している。

　両りよう腕うでを乳ち房ぶさの前で祈りのかたちにして、かるく何かを見あげるような姿勢で、けれど両目はかたく閉じられている。

　おへそも露あらわな下腹部のあたりから、人間ならば両足のある部分──つまり下半身は、まるでミサイルのようである。

　鋼色の円えん筒とう──尾び翼よくと、噴ふん射しや口。

　下半身がミサイルになった異形の人魚姫ひめは、微び動どうだにせず静止し、彫ちよう像ぞうのようにひたすらその場に鎮座している。

　無機物なのか、生物なのかも曖あい昧まいな、この存在こそが──。

　正体不明の№〈Ｘ〉、〈正義の始し皇こう帝てい〉オーディン[image: オメガ]オメガである。

〈始皇帝〉は神像のように直立しており、その周りに頼たよりない足場や階段が敷ふ設せつされている。

　研究施設や、基地というわけでなく、純じゆん粋すいに〈始皇帝〉を安置するための場所らしい。

　余計な施設や機械類は存在せず、最低限の通路を〈始皇帝〉自らが生みだしたロボット兵たちが休むことなく巡じゆん回かいしているのみ。

　すべてのロボット兵は本体である〈始皇帝〉に繫つながっており、人間の兵隊のように無線などで連れん絡らくをとりあうことなく、ひたすら無言で警備をしている。

　静せい寂じやくのなか、規則正しい足音を響ひびかせて──。

『…………』

　不意に、ロボット兵のひとりが、視線を真上へ。

　同時に手にした機き関かん銃じゆうもそちらへと向け、暗視機能を持つ単眼で闇やみがわだかまる天井付近を凝ぎよう視しする。

　しばし動きを停止させ、気のせいだったか、というように移動を再開したが──。

　次の瞬しゆん間かん、冗じよう談だんみたいに、その首が切断されて「ころり」と転がった。

　音もなく倒たおれ伏ふすロボット兵の間近に──不意に、人ひと影かげが現れる。




「あにまる忍にん法ぽう──〝長なが耳みみ兎うさぎ〟」




　やや抑よく揚ようがおかしいが、愛くるしい女の子の声だった。

　闇とほぼ同化し、ひどく視し認にんしにくいその少女は、異様な見た目をしていた。

　顔面を猫ねこみたいな耳のついた覆ふく面めんですっぽりと隠かくしていて、収まりきらない亜あ麻ま色いろの髪の毛は波うっている。

　手てつ甲こう、そして脚きや絆はんと草鞋わらじで両腕と両足は完全に隠し、けれど胴どう体たいはなぜかほとんど露ろ出しゆつしていて、控ひかえめな胸むな元もとをかろうじて紐ひものような下着で隠している。

　足あし下もとに転がったロボット兵の生首を、爪つま先さきで蹴け飛とばして、謎なぞの少女は笑う。

「こいつで、最後やな──敵の親玉の居場所にしちゃあ、警備が手て薄うすやないの」

　覆面から唯ゆい一いつ、露出した猫みたいな両目で周囲を見回す。

　いつのまにか、この〝秘密基地〟を巡回していたロボット兵はすべて、首を切断されて静かに動きを停止していた。

　無音の暗殺に用いた鋼線を手甲に回収し、少女は悠ゆう々ゆうと通路を歩いていく。

「ちょろい、ちょろい♪」

　そして思いだしたように、背後に視線を向ける。

「敵は全ぜん滅めつさせたったさかい、姿を見せてもえぇで──〈潜せん水すい艦かん〉」

　するとカメレオンのように闇と同化し、あらゆる気配と姿を消し去っていた乗用車ほどのおおきさの球体が出現する。

　通路の真ん中に不自然にでてきた球体は、よく見ると側面に戦せん闘とう機じみた機械の翼つばさを生やしていて、後方にはスクリューもついている。

　透とう明めいな扉とびらがついており、内部のごちゃごちゃした操そう縦じゆう桿かんやスイッチ類が覗のぞけた。

「ほんまに、〈潜水艦〉がおると侵しん入にゆうがかんたんでえぇわ──海だろうが地中だろうが空間そのものだろうが、どこにでも潜水して移動できる……。こういう潜入＆暗殺任務には大助かりやな。あとは……えっと」

　独り言をつぶやきながら、少女は脚絆にくくりつけた試験管を持ちあげる。

　目の前で揺ゆらすと、試験管の内部で毒々しい緑色の輝かがやきが弾はじけた。

「よしよし、長旅やったから心配したけど──〈ウイルス〉も元気そうやな」

　満足げに頷うなずくと、少女は視線をこの空間の中央──ＭＣたるロボット兵たちを迅じん速そくに倒されたのに、我関せずと微動だにしない〈始皇帝〉へと向ける。

「ほんなら、こいつで終しまいや──にゃはは!!」

　そして、手にした〈ウイルス〉と呼ばれる〝何か〟が蠢うごめいているらしい試験管を、当たり前のように投げつけた。

　試験管は呆あつ気けなく〈始皇帝〉にぶつかって砕くだけ散り、内部の緑色が弾はじける。

　そのまま〈ウイルス〉は巨きよ大だいな〈始皇帝〉の身体からだを這はいまわり、侵しん蝕しよくしていく。

　ゆっくりと変色していく〈始皇帝〉を眺ながめ、少女は笑った。

「おっけおっけ、任務かんりょーっ──にゃはは♪　さしもの№〈Ｘ〉といえど、〈ウイルス〉の猛もう毒どくに身体を侵おかされたら無事では済まんでぇ。悪ぅ思うなや、〈始皇帝〉……〈倫理公社ウチら〉に逆らったのが運の尽つきやで。往生せいや」

　ちいさく囁ささやくと、少女は満足げに頷いた。

「ウチらにかかればこんなもん、欠伸あくびがでるほど楽な仕事やったな！」

　誰だれも聞いてないのに、片手をあげて名乗りをあげる。

「変装と暗殺の達人──〈正義のくのいち〉猫ねこ耳みみ頭ず巾きん！　あらゆる場所へ侵入する──〈正義の潜水艦〉グランパス！　蝕むしばみ破は壊かいする猛毒──〈正義のウイルス〉暴君ネロ６６６！」

　だんっ、と地面を踏ふみしめて、〈くのいち〉は宣言する。




「三人揃そろって──〈倫りん理り公こう社しや〉関東第二支部所属〝奇き襲しゆうチーム〟!!」




　元気いっぱいの声が、うわんうわんと反はん響きようして。

「…………」

〈くのいち〉は通路の手すりに身体を寄せると、深々と溜ため息いきをついた。

「はぁ……。むなしい──どうして〝奇襲チーム〟には人間型の〈正義の味方〉がウチしかおらんのん？　お喋しやべりできる相手がおらんで、ウチ、すっごい寂さびしい！」

　ぼやきながら、脚絆にくくりつけた真新しい試験管を取りだし、呼びかける。

「おぉい、〈ウイルス〉！　侵蝕は終わったやろ？　おうちにお帰り！」

　見ると〈始し皇こう帝てい〉のすべてはすでに〈ウイルス〉の緑色に侵されている。

　相手がどれだけ強大な〈正義の味方〉であれ、滅ほろぼしてしまう猛毒だ。

　いかに〈始皇帝〉が№〈Ｘ〉といえど、耐たえられるわけがない。

　少なくとも、〈くのいち〉はそれを信じていた。

「さっさと帰き還かんして、ゴーマンナ様に報告しよ？　本体を潰つぶしても、すでに創造されたＭＣの大軍勢が消えたりはせんけど。増ぞう援えんがくる可能性がなくなったってわかれば、全国各地でがんばってるお仲間たちも安心するはずや！」

　そのために、〝奇襲チーム〟は遠路はるばるこの〝秘密基地〟まできたのだ。

「あっれぇ？　いつもなら、呼べばすぐ戻もどってくるのに──おぉい、〈ウイルス〉？　どないしたん？　何かトラブルでも……うにゃっ!?」

　不意に背筋に寒気をおぼえ、〈くのいち〉は猫ねこのように猛もう然ぜんと背後を振ふりかえった。

　そして絶句する。

〈潜水艦〉がおおきく凹へこみ、その船体から火花をぶちあげている。

　破壊されていた。

　深海のすさまじい水圧にも耐たえうる、頑がん丈じような〈正義の味方〉が──。

「な、何が……!?」

　慌あわてて身構え、苦く無ないを両手に握にぎりしめた〈くのいち〉は見た。

　見事にへしゃげている〈潜水艦〉の真上に──さきほどまではいなかった、新たな人ひと影かげが出現していた。




「あ、あんたは、たしか……〈正義の変身ヒーロー〉!?」




　それは白と黒のツートンカラーの、全身装そう甲こうをした女だった。

　彼女は潰れた〈潜水艦〉を足あし蹴げにしたまま、装甲された三つ編みを獣けものの尻尾しつぽみたいに揺らして、無言でこちらを見み据すえている。

　その全身から放たれる闘とう志しに、暗殺ばかりで直接対決の経験が少ない〈くのいち〉は、わずかに怯ひるんで生なま唾つばを吞のんだ。

　同時に、ひどく混乱する。

　意味がわからなかった。

「お、おまえ──新入り！　何してんねん、ああ!?　ていうか、ほれ！」

〈倫理公社〉の警察手帳を示し、必死になって主張する。

「ウチも〈倫理公社〉や、お仲間やで！　おまえ、たしか本部所属の〝護衛チーム〟やろ？　何でこの場所に──〈潜せん水すい艦かん〉を、どうして……!?」

　まとまらない口調で問うと、〈変身ヒーロー〉は不思議そうに首を傾かしげた。

「……あっれぇ？」

　見た目の神こう々ごうしさとは裏腹に、かなり気楽な口調だった。

　だからこそ不自然で、恐おそろしかった。

〈くのいち〉は緊きん張ちよう感かんと困こん惑わくでろれつが回らないのに、〈変身ヒーロー〉は世間話でもするみたいに、明るく朗ほがらかに語りかけてくる。

「おっかしいなぁ、問答無用で攻こう撃げきを仕し掛かけてくると思ったんだけど──それとも、油断させて背後からバッサリっていう作戦？　〝奇襲チーム〟は騙だまし討うちの専門家っていう話だしねっ。えぇっと、いちおう言っておくけど」

〈潜水艦〉の真上から動かず、〈変身ヒーロー〉は宣告してきた。

「〝奇襲チーム〟のお三方──〈くのいち〉〈潜水艦〉〈ウイルス〉、あんたらを裏切りものとして抹殺するために、お姉さんは派は遣けんされたんだけど……そこまではＯＫ？」

「な、何でウチらが裏切りものやねん！」

〈くのいち〉は激げつ昂こうした。

　これまで〈倫理公社〉に尽つくし、汚よごれ役を請うけおってきた〝奇き襲しゆうチーム〟の誇ほこりが傷つけられ、憤いきどおりが溢あふれてくる。

　何かの間ま違ちがいだ、あるいは手違いだ──。

　自分たちは裏切ってなどいない。

「うーん」

〈変身ヒーロー〉は平然として、ぞっとするほど淡たん々たんと告げてきた。

「まぁ君らの立場としてはそう主張するしかないと思うけど。ごめんね、もう証しよう拠ことかいろいろ固められちゃってるし──君らが裏切りものなのはさ、それが真実であれ何かの陰いん謀ぼうであれ勘かん違ちがいであれ、もう確定しちゃってる、動かせない事実になってるのさ」

「そ、そんな……何でや！　証拠とか、でっちあげや！　ウチらは──」

　叫さけぶ〈くのいち〉だったが、徐じよ々じよに理解し始める。

　もしかして──。

〈倫理公社〉は、最初から〝奇襲チーム〟を……。




　　　　２




「そ、そうか……内部粛しゆく清せいか！　〈倫りん理り公こう社しや〉の闇やみの仕事を引き受けつづけて、その秘密に深入りしすぎたウチらを、ここで切り捨てるつもりやな！　くっそう、ど畜ちく生しようが！　ここまで真面目まじめに働いてきたウチらを、こんなあっさり捨てるんか！」

　涙なみだすら浮うかんできて、〈くのいち〉は喚わめいた。

「えぇっと、お姉さんを怒ど鳴なってもしょうがないと思うけど？」

　お手上げ、みたいなポーズをとって、〈変身ヒーロー〉はつぶやく。

　死し刑けい宣告を。

「そういう文句は偉えらいひとに言いなよ。お姉さんに言われてもわかんないよ。お姉さんはただ、強い相手と戦えればいい。だから〈倫理公社〉に所属している。政治的な思おも惑わくも哲てつ学がくも世界情勢も何も関係ないよ。ただそれだけ。それが肯こう定ていされているかぎり、お姉さんは〈倫理公社〉の命令を聞く──そういう約束でお手伝いしてあげてんの」

　口調は変わらず、殺気だけが渦うず巻まいていく。

「相手が〝共食い〟を繰くりかえす凶きよう悪あくな〈正義の味方〉だろうと、世界平和のために尽じん力りよくする善良な〈正義の味方〉だろうと、他ほかの何であろうと──関係ない。強ければいい。お姉さんにハイテンションな時間を与あたえてくれるなら、誰だれだっていいよ」

　軽かろやかに跳ちよう躍やくし、着地すると、〈変身ヒーロー〉は〈潜水艦〉を蹴けりつけた。

　呆あつ気けなく吹ふっ飛び、〈潜水艦〉は壁かべに激げき突とつして爆ばく破は炎えん上じようした。

　轟ごう音おんが響ひびくなか、〈変身ヒーロー〉は楽しそうに笑った。

「さぁ、君たち〝奇襲チーム〟は──お姉さんの遊び相手としてはどうなのかなっ？　期待してるんだからさ、言葉なんか並べないで、速そつ攻こうでこっちを殺しにきてよっ！　悩なやまず怯おびえずかかっておいで！　もっとサヴァイだ、〝奇襲チーム〟!!」

「……噂うわさどおりの変態みたいやな」

〈くのいち〉も理解した。こいつを相手に百万言を尽くしても無む駄だだ。

　ちからでねじ伏ふせて、突とつ破ぱするしかない。

「ほんなら、あんたをブッ殺して、その足で〈倫理公社〉に駆かけこんで──あの調子こいてるゴガーキマんンちナよをひいひい泣かせたるわ。吐はいた唾つば吞のまんときよ、ああ!?　暗殺専門やからって舐なめんなや──〈変身ヒーロー〉!!」

　怒ど声せいを響かせ、手にした苦く無ないを投とう擲てきする。

「うんうん、その調子だ！　もっと怒おこって、暴れて、お姉さんを殺しにきて！」

　歌うように「よっ♪」「はっ♪」と鮮あざやかに苦無を叩たたき落とし、〈変身ヒーロー〉は恐るべき機動力で真っ直すぐに突つっこんでくる。

[image: ]

「痛みと恐きよう怖ふを、お姉さんにちょうだい！　その刹せつ那なだけは、拳こぶしが触ふれあうわずかな一時だけは、お姉さんも生の悦よろこびを実感できるんだよっ！」

　そのまま無策な跳とび蹴げり。

　純じゆん粋すいに素す早ばやく、強い。

　だがその程度では、無敵の兵器たる〈正義の味方〉は倒たおせない。

「あにまる忍にん法ぽう──〝蝙蝠こうもり〟!!」

　耳みみ障ざわりな鈴すずの音が響き、〈くのいち〉が爆ばく散さん。

　否いな、粉ふん塵じんだけを残して、素早く空中へと躍おどりあがったのだ。

　煙えん幕まくと不協和音に攪かく乱らんされて、目標を見失い、〈変身ヒーロー〉は蹈鞴たたらを踏ふむ。

　体勢の崩くずれた彼女の背中を狙ねらい、〈くのいち〉は空中でくるくると回転しながら無数の手しゆ裏り剣けんを投げつけた。

「あにまる忍法──〝豪やま猪あらし〟!!」

〈聖せい氣ぎ〉を内包する手裏剣はひとつひとつが重火器の破は壊かい力で、それが瞬しゆん間かん、何千何万も投げつけられる。

　様々な色に彩いろどられた手裏剣が回転し襲おそいかかるその姿は、さながら虹にじのようだった。

　その美しい攻こう撃げきのなかへ、回かい避ひもせずに、〈変身ヒーロー〉は飛びこんだ。

「残念だけど、こんな小こ技わざじゃお姉さんは仕留められないよっ」

　その装そう甲こうに、無数の手裏剣が直ちよく撃げきするが、突き刺ささりもせずに砕くだけ散る。

「な、なんて防ぼう御ぎよ力や……!?」

　驚きよう愕がくする〈くのいち〉に、〈変身ヒーロー〉が猛もう烈れつに迫せまる。

　いくつかの手裏剣は装甲を貫つらぬき、彼女に生傷を与えているが、血を舞まわせながらも〈変身ヒーロー〉は強ごう引いんに虹の海を泳いでくる。

「対応しにくい真上から、無数の手裏剣で攻撃──理に適かなってはいるよ、これは避よけきれるもんじゃない。だったら避けなきゃいいんだよね。ひとつひとつは致ち命めい傷しようにはならないし……空中じゃ姿勢の制せい御ぎよができずに、君は攻撃を避けらんない」

　その装甲が手裏剣を弾はじき飛ばすごとに、そこにこめられた〈聖氣〉を、破壊力を吸収し、溜ためて──〈変身ヒーロー〉は速度を倍加させる。

　ロケットのごとく加速した〈変身ヒーロー〉は、〈くのいち〉の間近でくるりと旋せん回かい──三つ編みを泳がせながらの回し蹴り！

「ハリケーン！　断頭キック!!」

　避けられる速度ではなかった。

〈変身ヒーロー〉の装甲された片足が〈くのいち〉の頸けい部ぶに食いこみ、ぼきいっ、と異音を響かせた。

　錐きり揉もみ回転し、〈くのいち〉は面おも白しろいぐらいに真横に吹ふき飛び、壁かべに激げき突とつし、瓦が礫れきが降り注ぐなか仰あお向むけに倒れ伏ふした。

「よぉし、お姉さん絶好調♪」

　手裏剣で削けずられた装甲も自動回復し、〈変身ヒーロー〉は腰こしのあたりを叩たたく。

　高らかに景気のいい音楽が響ひびきわたり、彼女はしばしその場で踊おどった。

「ようやく身体からだがあったまってきた──さぁ、こっからが本番だよ〈くのいち〉ちゃん！　お客さまの声せい援えんにお応こたえして、派手に陽気にブッ潰つぶし……あ、ありゃ？」

　何の反応もない〈くのいち〉に気づいて、〈変身ヒーロー〉は倒れたままぴくりとも動かない彼女に歩み寄っていく。

　片手で〈くのいち〉の頭部を鷲わし摑づかみにして、かるく持ちあげる。

　覆ふく面めんが鮮せん血けつに染まった彼女は、首の骨が折れたせいか、ぶらぶらと揺ゆれるだけ。

「あー……壊こわれちゃった」

　その場に〈くのいち〉を放ほうり捨て、〈変身ヒーロー〉は嘆たん息そくする。

「困ったなぁ、久しぶりの喧けん嘩かだから張りきりすぎちゃった……。あ～あ。こんな退たい屈くつなら、やっぱＸエツクスサンたちと一緒に、東京湾わんに──おわっ!?」

　唐とう突とつだった。

〈変身ヒーロー〉の間近で爆ばく音おんが轟とどろき、〝秘密基地〟のすべてが震しん撼かんする。

　見ると身体のすべてを緑色で覆おおわれた、不気味な人魚姫ひめ──〈始し皇こう帝てい〉が全身を痙けい攣れんさせ、いびつな歌じみた声を石化した唇くちびるから漏もらしている。

　その閉じられた両目の隙すき間まから、だくだくと鮮血が溢あふれてくる。

「な、何事なのっ……？」

　啞あ然ぜんとして見守る〈変身ヒーロー〉のそばで、〈始皇帝〉は祈いのりの姿勢のまま、唇をわななかせる。その奥から垣かい間ま見みえる、まるでピアノの鍵けん盤ばんみたいな歯が擦こすりあわされ、奇き妙みような歌声が耳を引き裂さくような大音量で響きわたる。

「りりりりりりららららららららららるるるるるるるるりりりりりりりりりらららららららららるるるるるるるるりりりりりららららららるるるるるるるるるる──!!」

　目覚まし時計のような音波をまきちらしながら。

　禍まが々まがしいヘドロ色の〈聖氣〉を全身から振ふりしぼり、〈始皇帝〉はジェット噴ふん射しやを放ちながら離陸した。
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　最初の犠ぎ牲せい者しやは〈剣けん豪ごう〉だった。

　最終兵器クラスの必ひつ殺さつ技わざを連射し、すでに〈始皇帝〉の大軍勢は壊かい滅めつしている。

　それを見届けて、もう戦争は終わったものと──彼女は〈転てん真しん〉を解いていた。

　百ひやく戦せん錬れん磨まの〝武器チーム〟らしからぬ失態、油断が、彼女の命を奪うばった。

「………!?」

　携けい帯たい電でん話わをいじっていた〈剣豪〉の手首から先が消失する。

　否いな、狙そ撃げきじみた機き銃じゆうの一発で、鮮あざやかに撃うち抜ぬかれたのだ。

　散さん華げする手首と携帯電話の破は片へんを呆ぼう然ぜんとした表情で見つめた〈剣豪〉だが、その判断は素す早ばやく──彼女は自分が狙ねらわれていることを察し、おおきく亀かめの甲こう羅らを踏ふみしめると跳ちよう躍やくした。

　ブレザータイプの制服が風のなか揺らめき、〈剣豪〉は十数メートルをひとっとび。

　彼女が目指したのは陸地──その間近にあるテトラポッドだ。

　敵の狙いを自分に集中させることで仲間を守り、幸運にも相手がこちらを捕ほ捉そくできずにいたなら、地に足をついて反はん撃げき開始。

　それが〈剣豪〉が瞬しゆん時じに脳のう裏りに描えがいた計画だったのだろう。

「がはっ──」

　けれど、そこまで敵は読んでいた。

　不気味なほど正確に、テニスボール並みのおおきさの銃じゆう弾だんが〈剣豪〉の肩かたを抉えぐる。

　一いち撃げきでは終わらない。

　吹っ飛び、くるくる錐揉み回転する〈剣豪〉の腹部を、ふくらはぎを、顔面の一部までを、機銃は容よう赦しやなく削っていく。

　攻こう撃げきの威い力りよくも精度も、これまでの敵とは段だん違ちがいだ。

　敵の姿はほとんどこちらからでは視し認にんできない。

　距きよ離りが遠すぎて、どこから攻撃されているのかもわからない。

　トラックに激突された玩具おもちやの人形みたいに身体の破片をばらまきながら、宙で奇き怪かいなダンスを踊った〈剣豪〉は怒ど鳴なった。

「くそっ……終わったんじゃねぇのかよっ──」

　それが彼女の最さい期ごの言葉になった。

　殴なぐりつけるような強きよう烈れつな弾だん丸がんが、血まみれになった彼女の首元に炸さく裂れつし、〈剣豪〉はあえなく失速すると陸地にもどこにも辿たどりつけず──水柱をあげて海中に没ぼつした。

　浮うかんでくることはない。

　真っ赤な血の色のみが、わずかに漂ただよって、やがて消えた。

「トドちゃん!?」

　仲間のあまりにも凄せい絶ぜつな最期に、〈ガンマン〉は悲鳴をあげる。

　何度も彼女の名前を呼んだが、応える声はない。

　あまりにも呆あつ気けない死。

　ここが戦場なのだと、〈ガンマン〉は思いしったように、しばし絶句していた。

「餓餓餓餓堕堕堕堕!!」

　慌あわてふためき、泣き喚わめく〈ガンマン〉とは対照的に、〈斧おの男おとこ〉の反応は機き敏びんだった。

　彼も仲間の死が哀かなしくないわけでもないのだろうが──それ以上に、怒いかりが勝ったのだろう。

　空気がはりさけそうなほどの絶ぜつ叫きようをあげて、両手の斧を振り回す。

　その動きに同調して、天空から生えた巨きよ大だいな腕うでが〈剣豪〉を撃った戦せん闘とう機を狙う。

　だが相手はここからでは米こめ粒つぶほどのおおきさにしか見えない戦闘機だ──大おお振ぶりな攻撃は敵を捉とらえられず、いたずらに空を切るばかり。

　青と白の〈聖せい氣ぎ〉を噴ふん出しゆつし、戦闘機は曲芸のような飛行を見せる。

　器用に回転ロールを繰くりかえし、紙かみ一ひと重えで〈斧男〉の斬ざん撃げきをかわす。

　宙を舞まう害虫のように、あるいは木の葉のように、その機き影えいには触ふれられない。

　だが〈斧男〉の狙いは別にあった。

　武骨な見た目に反して〈斧男〉は冷静で、鍛きたえあげられた〈正義の味方〉だった。

　めちゃくちゃに振り回される斧に追いつめられ、戦闘機は徐じよ々じよにこちらに近づいてくる。

　その姿がはっきり視認できるほど接近したのを見て、両腕を振り回しながら、〈斧男〉は跳躍した。

　天空からのびる斧を回かい避ひし、逃にげる方向を誘ゆう導どうされた戦闘機は、見事に大ジャンプをした〈斧男〉の真正面に肉にく薄はくする。

「魔魔魔魔娃娃娃娃娃──!!」

　戦闘機が至し近きん距きよ離りから機銃を掃そう射しや。

　だが〈斧男〉の四メートルもの巨大な体たい軀くは〈剣けん豪ごう〉よりはるかに頑がん健けんで、その筋肉がつまった身体からだも頭部の旅行トランクもいくらか抉られただけで、致ち命めい傷しようにはならなかった。

　痛みも衝しよう撃げきもすべて無視し、〈斧男〉が仲間の仇かたき討うちのために猛たけり勇んで突とつ撃げき。

　両者の邂かい逅こうは一いつ瞬しゆんだった。

　敵は戦闘機──〈正義の味方〉かＭＣかはわからないが、見た目どおりの能力なら、高速移動と遠えん距きよ離り攻こう撃げきがその神しん髄ずいのはず。

　近接戦闘に長たけた〈斧男〉が、この距離まで接近して仕留めきれないわけがない。

「よぉし、お上手よん──ヤッちゃえ、ウノくん!!」

〈ガンマン〉が声せい援えんをおくったが、まだ安心するには早すぎた。

〈斧男〉が吼ほえながら両腕の斧を猛もう烈れつな勢いでふるう。直線的に飛行していた戦闘機の機首を、もろに切断する軌き道どうだった。

　避よけられるわけがない──通常の戦闘機なら。

　けれど、戦闘機は瞬時に空中に停止すると、ありえないほどの速度で後退。

　航空力学を無視した動きで斬ざん撃げきをかわすと、勢い余って宙を泳いだ〈斧男〉に向かって果か敢かんにつっこんだ。

　戦闘機の翼つばさは細く鋭するどい日本刀の切れ味だ。

　剣けんの達人が未熟者を斬きって捨てるように──巨大な〈斧男〉の腹部を翼が切り裂さいて、見事に彼の身体をまっぷたつにした。

　血ち飛沫しぶきを放ち、断だん末まつ魔まの声をあげ、〈斧男〉は落下していく。

　返り血で真っ赤に染まった戦闘機が、悪夢のように迫せまってくる。

「噓うそでしょ……!?」

　上半身と下半身が泣き別れになったまま墜つい落らくし、派手な水飛沫をあげて消えた〈斧男〉を見送って、〈ガンマン〉が悲痛な声をあげる。

「何よ、何よこれは……トドちゃん、ウノくん！　こんなの、あっちゃいけないのよ！　あんたらみたいな若い子が、アタシより先に……」

　全身の銃じゆう器きを戦闘機へと向けて、〈ガンマン〉が咆ほう哮こうした。

「畜ちく生しよぉお!!」

　無数の火花が散り、刹せつ那なにして大量の銃じゆう弾だんがばらまかれる。

　空間そのものを吹ふっ飛ばすような、個人が放ったとは思えない弾だん幕まくである。

　数万、数十万の弾丸が毎秒放出され、空中を軽かろやかに飛び交かう戦闘機を狙ねらう。

　当たらないわけがない。

　激げつ昂こうしながらも〈ガンマン〉の狙いは正確だった。

　けれど戦闘機はくるくる回転しながら〈ガンマン〉の銃撃を華か麗れいに回避し、いちどその頭上を通過して宙返りじみたバレルロール。

　最低限の動きで、銃弾をかわしていく。

「何よ、何よ、何よ！」

　弾たま切ぎれすることなく、〈聖氣〉の許すかぎり乱射しながら、〈ガンマン〉は絶叫した。

「何で当たんないのよ!!　アタシは〈ガンマン〉なのよ!!　これまでは百発百中で、狙った獲え物ものには必ず当ててきたわ!!　何よこれは、どんな冗じよう談だんよ、いかさまよ……ふざけんじゃないわよ!!　死ね死ね死になさいよ!!　当たりなさいよぉおお!!」

　錯さく乱らんしたような〈ガンマン〉とは対照的に、敵は悠ゆう然ぜんとしていた。

　無数の銃弾をやはり紙一重で回避しながら、なぜか攻撃を仕し掛かけてくることなく──またも頭上を通過する。

〈ガンマン〉の弾幕を恐おそれて、近づけないようにも見えたが。

　それにしては、余よ裕ゆうがある。

「おかしいのよ！　〈正義の味方〉にしたって──こんな常識外れな動きは、ありえないのよ！　存在しちゃいけないのよ、あんたみたいなのはぁああ!!」

　金切り声をあげる〈ガンマン〉と、まるで会話するみたいに。

『そう、僕たちは史上最強の兵器──〈正義の味方〉だよ』

　戦場に似合わない、青あお臭くさい声が響ひびき渡わたった。

　戦せん闘とう機からの通信だった。

『いまさらこの程度の常識外れぐらいで驚おどろくなよ』

　それは死し刑けい宣告だった。

　気づかずに、〈ガンマン〉は弾だん丸がんをばらまきながら高笑いした。

「喋しやべれたのね、意外と可愛かわいい声じゃない!!　戦闘機からおりて出ていらっしゃい!!　ねっちり可愛がってアゲルからぁああ!!」

『残念だけど、ごめんこうむる。僕は生身の人間には興味ないんだ』

　そこで、ようやく。

〈ガンマン〉は気づいた。

『それに、君はもう死んじゃうから、僕を可愛がることはできないと思うんだ』

　その銃じゆうをでたらめに貼はりつけたような身体に、何かがぐるぐると巻きついている。

　黒々としたそれは、硬こう質しつな輝かがやきをまとっている。

　それらは〈ガンマン〉の頭上を行き来しながら、戦闘機が射出してその身体に絡からめた鋼線であり、そこに魚の卵みたいに付ふ随ずいしていたのは──。

　ごつごつとした威い圧あつ的な、いくつもの爆ばく弾だんだった。

　実戦経験が多く戦闘に慣れた〈ガンマン〉ですら気づかないほどの、鮮あざやかな手並み。

　さりげなく巻きつけられたその殺人兵器は、〈ガンマン〉の全身にほどけないように丹たん念ねんに絡み、また銃口のいくつかのなかに潜もぐりこんでいた。

「えっ……？　何よ、これ……？」

　啞あ然ぜんとする〈ガンマン〉を無視するように、さきほどから響いていた青年のものとは別の、どこか舌足らずな女の子の声が響いた。

『対〈正義の味方〉機き雷らい──爆破』

　感情のないその声と同時に、〈ガンマン〉と、彼が乗った〈半魚人〉のＭＣたる亀かめ、そして周囲数十メートルの海がまとめて吹っ飛んだ。

　大爆発が発生し、巨きよ大だいな水柱が噴ふん出しゆつする。

　炎ほのおと煙けむりが朦もう々もうと溢あふれて、轟ごう音おんが戦場に鳴り響く。

〈倫りん理り公こう社しや〉最大の武ぶ闘とう派は、東京湾わん遊ゆう撃げき隊の主力──〝武器チーム〟が、戦闘機との交戦が始まってものの数分で全ぜん滅めつし、あとには何も残らなかった。

　爆発の余波による水飛沫が宙をきらきらと舞まうなか、戦闘機は渡り鳥の優ゆう雅がさで遥はるか高空へと飛ひ翔しようする。

　猛もう禽きん類るいの狩かりのようだった。
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「そんな……！」

　高飛車な〈プリンセス〉が、青ざめて息を吞のんでいる。

　その悪夢のような戦闘を、否いな、一方的な蹂じゆう躙りんを目もく撃げきし──その場にいたすべてのものが言葉を失っていた。

　身構えることもできずに、ひたすら呆ぼう然ぜんとして、〈プリンセス〉は呻うめく。

「あ、あんな簡単に……〝武器チーム〟がやられるなんて!?」

〝武器チーム〟の戦歴と実力への信しん頼らいは、おおきなものだった。

　同じ〈倫りん理り公こう社しや〉で働いていた〈プリンセス〉だからこそ、彼らが一いつ瞬しゆんで全滅させられた事実が信じられなかったのだろう。

「噓うそですわ、認めませんわ、何であんなやつが──」

　戸と惑まどうように、何度か瞬まばたきをして。

「あの戦闘機……せ、〈聖せい氣ぎ〉そのものは、さして目立っておおきいわけではありませんわ。〈始し皇こう帝てい〉のＭＣたちに比べれば、格段に威い圧あつ感かんはありますから、〈正義の味方〉なのでしょうけど──〈聖氣〉の量は、〈正義の味方〉の平均から見ると、むしろ低い。弱々しすぎるほどですわ……」

　理解できない、というように〈プリンセス〉は当とう惑わくする。

「どういうこと……？　何であんな程度の〈聖氣〉しか持たない相手に、〝武器チーム〟がやられますの……？　〈聖氣〉の保有量や、基本能力の低さは経験と技術で埋うめることができるとはいえ──つまり、それほどの手練てだれだというの……？　あの〝武器チーム〟を凌りよう駕がするほどの、経験と技術が、あの戦闘機にはあるというの……!?」

「あ、あれっ!?」

　怯おびえるように爪つめを嚙かんでいる〈プリンセス〉のそばで、聖ひじ希きが左右を見回した。

　青ざめて、白いドレスをまとった〈プリンセス〉の腕うでを引っぱる。

「ね、ねぇ！　〈プリンセス〉……さん！」

「何ですの!?　悠ゆう長ちようにお喋りしている暇ひまは──」

「Ｘサンがいないよ!?」

　その言葉に、ようやく〈プリンセス〉もその事実に気づいた。

　ＭＣの亀の上には、〈プリンセス〉と聖希しかいない。

　そばにいたはずの、Ｘサンの姿が忽こつ然ぜんと消えている。

「何ですって!?　ど、どういう──どこに行きましたの、この非常時に!?」

　喚わめく〈プリンセス〉のはるか高空。

　さきほどの交戦で消費した弾だん丸がんや爆ばく薬やくを〈聖氣〉を変へん換かんして創造し、装そう塡てんしていた戦せん闘とう機の尾び翼よくのあたりに、不意に巨大な気配が出現する。

『………!?』

　慌あわてて戦闘機が反応したが、やや遅おそかった。

　異音が響ひびき、機体に衝しよう撃げきが走り、軋きしみをあげる。

『左翼損傷……速度を維い持じできません』

『な、何事なの!?』

　焦あせったような青年の声に、幼い少女の声がかぶさる。

『すぐ間近に〈聖氣〉反応──緊きん急きゆう回かい避ひします』

　それは目にも留まらぬ速度で飛翔した、〝Ｘ〟状の翼つばさを展開したＸサンだった。

　彼女は戦闘機のパイロットの隙すきをついて、気配を殺して接近していたのだ。

　超ちよう速そくで、忍しのびやかに、そして一いち撃げき必殺の意志をこめて。

『ドジった……！　気を抜ぬいた僕が馬鹿だった──!!』

　機体の各所から鮮せん血けつのように〈聖氣〉を噴出しながら、戦闘機は海面にまで墜つい落らくしていく。

　けれど海水に触ふれる直前に機首を浮うかせ、海面ぎりぎりを飛翔していく。

「くそっ、仕留めそこねたか……!!」

　Ｘサンはそれを追つい撃げきする。

「逃にがさぬぞ！　これ以上の蛮ばん行こうは、この〈正義の天使〉Ｘサンシャインが許さぬ!!」

　両手に光の輪っか──天プロ輪ミネ刃ンスを出現させ、Ｘサンが解き放つ。

　だが高速で移動するＸサンや戦闘機に比べて、投とう擲てきされた天プロ輪ミネ刃ンスはどうしても速度で劣おとる。

　投げつけられた天プロ輪ミネ刃ンスは回かい避ひされ、あらぬ方向へ飛び去るか、あるいは海中に没ぼつした。

　熾し烈れつな追いかけっこが始まる。

　機体を修復しながら加速していく戦闘機に、Ｘサンが猛もう然ぜんと追従する。

　戦闘機は損傷をうけ、本来の速度がだせないのだろうが、それでも引き離はなされずに追いすがるＸサンは常識外れだった。

　黄金こがね色いろの髪かみの毛が鮮あざやかに舞まい、爆ばく熱ねつ天てん使しが宙を駆かける。

『へぇ、君が噂うわさの〈正義の天使〉か！　噂どおりの実力者みたいだね！』

　吞のん気きに声をかけられて、Ｘサンが眉まゆをひそめる。

「わらわを、知っておるのか……？　まぁ、わらわも名前だけは売れておるしの──会話ができるのなら話しあいの余地はある。名乗るがよい、狼ろう藉ぜき者よ。きっと名のある〈正義の味方〉なのじゃろう」

『〝最強〟と謳うたわれる〈正義の味方〉と、こうしてお話しできるなんて光栄だよ』

　こちらの声もきちんと届いているらしく、戦闘機は素す早ばやく返事をしてきた。

『使い捨ての傭よう兵へいごときの名前なんて、覚えてくれる必要はないのだけど──まぁいいや、僕は〈正義の撃げき墜つい王〉かもめジヨナサンの＝ジョナサンドラゴンアイ！　なんてね、僕のことはどうでもいいんだ！　それより僕のＭＣ、このナイチンゲールを見ておくれ！』

〈撃墜王〉と名乗った青年が、誇ほこらしげに曲芸飛行をしながら語った。

『美しいだろう！　素す晴ばらしいだろう！　君たち〈正義の味方〉は、ＭＣという存在を蔑ないがしろにしすぎている……！　僕ら〈正義の味方〉は誰だれもが独創的な、オンリーワンの工芸品──基本的に孤こ独どくに生きざるを得ないけど、ＭＣはちがう！　ＭＣは僕らの家族で、命をともに擲なげうつ相棒で、生しよう涯がいの伴はん侶りよだ！』

　どこか常じよう軌きを逸いつした口調で、彼は宣言した。

『それを理解できない、気づきもしない愚おろかな〈正義の味方〉じゃあ、僕らは絶対に倒たおせない!!　たとえあの〈神〉を殺し、〝最強〟との誉ほまれも高い君ですら、例外じゃない！　君はたしかに〈正義の味方〉としては最高傑けつ作さくなのかもしれない、最強なのかもしれないよ!!　それに比べて、僕は乗り物を上手に操縦することしか能のないへっぽこだけどね──』

　陶とう酔すいするように。

『そんな僕だからこそ、自分の〈聖氣〉のほとんどをＭＣの創造と維持、強化に捧ささげた！　他ほかの〈正義の味方〉を狩かって〈聖氣〉を奪うばい、またいろんな組織に協力して報ほう酬しゆうとしての〈聖氣〉を受けとり、そのすべてをナイチンゲールの改造に、進化につかった！　僕は平へい凡ぼんで取り柄えのない〈正義の味方〉だけど、これだけは間ま違ちがいなく言える!!』

　それは我が子を誇る親馬鹿のようだった。

『僕のナイチンゲールは──史上最強のＭＣだ!!』

　逃げ回っていた〈撃墜王〉が、機体の修復を終えたのか、殺気をまとって旋せん回かいする。

　追いかけていくＸサンに向きあうかたちになって、エンジンに高熱をまとう。

　その機体のすべてから、彼がこれまで狩ってきたのだろう〈正義の味方〉たちから奪った、血液のような〈聖氣〉が噴ふん出しゆつする。

『今日この日、僕はそれを僕の妄もう想そうではなく事実にする!!　全世界に、ＭＣの素晴らしさを、いいやナイチンゲールの強さを思いしらせてやる!!　そのために──〝最強〟の名をいただくよ、〈正義の天使〉Ｘサンシャイン!!　僕らの輝かがやかしい栄光のために死ね!!』

「な、何じゃこいつは……!?」

　当とう惑わくしながらも、Ｘサンは臨戦態勢を崩くずさない。

　こちらへ真っ直すぐ向かってくる〈撃墜王〉めがけて、天プロ輪ミネ刃ンスを投げつける。

「〝最強〟という称しよう号ごうなど、欲しければもっていくがよい──けれど、わらわは愛いとしい日常へと帰らねばならぬのじゃ!!　黙だまって殺されてやるわけにはいかぬ!!」

　宙を走った天プロ輪ミネ刃ンスは途と中ちゆうでいくつにも分ぶん裂れつし、それぞれが生き物のような動きで〈撃墜王〉を狙ねらう。

　天プロ輪ミネ刃ンスの速度は〈撃墜王〉に比べて遅おそいが、相手はこちらに向かってきている──自ら死地に飛びこんできているのだ、切り刻むことはたやすい。

『甘い甘い!!』

〈撃墜王〉が機き銃じゆうを掃そう射しや。

　快音が響ひびいて、天プロ輪ミネ刃ンスが吹ふっ飛び、撃うち落とされる。

「手のひらほどのおおきさしかない、天プロ輪ミネ刃ンスを狙い撃ったじゃと……!?」

　Ｘサンは瞠どう目もくしながらも、空中に浮ふ遊ゆうし、剣けんのように細長く伸のばした天プロ輪ミネ刃ンスを構えて敵を待ちうける。

　何もない中空を踏ふみしめるようにして、迫せまる〈撃墜王〉を睨にらんだ。

　肉にく弾だん戦。白兵戦──それは〈斧おの男おとこ〉が挑いどみ、敗れた選せん択たくだった。

　だがＸサンは〈斧男〉よりも素早く、強く、鋭するどかった。

　一いつ瞬しゆんの交こう錯さく。

「でりゃあ!!」

　振ふりおろされたＸサンの斬ざん撃げきを、〈撃墜王〉はからくも避よけて、そのカミソリのような翼つばさでＸサンを両断せんと接近した。

　Ｘサンは跳とび箱を乗りこえるように戦せん闘とう機の真上を通過し、その一撃を軽々と回避する──さらに去り際ぎわの〈撃墜王〉へ向けて手にした天プロ輪ミネ刃ンスを投とう擲てき。

　必殺の一撃を回かい避ひされ、驚おどろく〈撃墜王〉の翼の一部が、切り取られて宙を舞まった。

　接近戦の勝敗は、ほぼ互ご角かく。

　傷をつけたぶん、Ｘサンのほうが上回ったともいえる。

「す、すごい……〝武器チーム〟をあっさり倒したあの〈正義の味方〉を、圧あつ倒とうしてる──やっぱり強いんだ、Ｘサンは……！」

　その高レベルな攻こう防ぼうを海上で眺ながめて、聖希がかたわらの〈プリンセス〉を見た。

「でも、接戦だよ！　ひ、ひっく！　援えん護ごはできないの!?　ボクらで、何か──」

「悔くやしいですが、難しいでしょうね」

〈プリンセス〉は歯は嚙がみしている。

「飛行能力のないあたくしたちでは、空中を高速で飛び回るあいつらの戦いに手はだせませんわ。下手に遠えん距きよ離り攻こう撃げきで援護でもしようものなら、同どう士し討うちの危険性もあります」

　舌打ちし、彼女は大声で〝怪かい物ぶつチーム〟に呼びかけた。

「敵はあの戦闘機──〈撃墜王〉のみ！　各個撃げき破はされるのを避けるため、あたくしたちは合流して立て直しますわよ！」

　ＭＣの亀かめが海上を高速で移動し、遠くにいた〝怪物チーム〟との距きよ離りが詰つまる。

「〈魔法少女〉さんは東京湾わん全域に展開している結界を、あたくしたちの周囲に集中して強化なさい。バネ足さんも魔都ミステイの・霧ロンドンを併へい用ようして守りを固めてください！　Ｘサンの戦いに手がだせないなら、せめて流れ弾だまなどでむやみに仲間が減るのを避けるべきですわ！」

「了りよう解かいだべ、〈プリンセス〉どん！」

　ふたつの〝チーム〟が集合し、さらに足あし下もとで二匹ひきの亀が合体し、巨きよ大だい化──確固とした足場へと変化する。

「せ、せんぱい！」

　花はな丸まると合流したことが嬉うれしかったのか、感かん極きわまったように抱だきついてくる聖希に応こたえながら、花丸は〈プリンセス〉を見み据すえる。

「守りを固めるのはいいけど。Ｘサンの手助けは、何かできないのか？　こんな、見てるだけなんて……Ｘサンひとりに、危険な戦いをさせるなんて──」

「あたくしだって、何かできるならしています！」

　苛いら立だたしげに怒ど鳴なって、〈プリンセス〉が手にした絵本をぎりぎりと抱きよせる。

　何もできない自分に腹を立てているようだった。

「歯がゆいですが、どうしようもありませんわ。それに、心配無用です──不ふ愉ゆ快かいですが、あのＸサンはこのあたくしを差し置いて、〈正せい義ぎ機き関かん〉での任務達成率が常に一位だったいけ好かないやつ！　馬鹿で愚おろかで泣き虫ですが、実力は本物ですわ！」

　褒ほめているのかわからない、怒気に満ちた声だった。

「負けるもんですか、あんな、どこの馬の骨ともしれない〈正義の味方〉なんかに！」

　けれどその不器用な信しん頼らいは、すぐに絶望へと変わる。

〈撃げき墜つい王〉の、何気ない一言によって。

『ふぅん──やっぱり、噂うわさどおりの強さだなぁ』

　弾だん丸がんのごとく宙を疾しつ空くうし、わずかにＸサンと距離をおいて、〈撃墜王〉はつぶやいた。

『敵はまだ残ってるから、あんまり〈聖氣〉を消しよう耗もうしたくなかったんだけど──そんなことは言ってられないね。通常形態じゃどうにもならないから、〈転てん真しん〉しよっか』

『了解。撃エスプレツ墜シーヴオモードに移行します』

　言葉と同時に、〈撃墜王〉が変質を始める。
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「ん、んなっ……!?」

　さしものＸサンも瞠目し、悲痛な表情で呻うめいた。

「ま、まだ、〈転てん真しん〉しておらんかったというのか──!?」

　真のちからを解放せずに、〈聖せい氣ぎ〉の消費を抑おさえて、つまり手加減して戦っていたのだ──これまで、〈撃墜王〉は。

　たしかに、〈転真〉していないと考えれば、弱々しい〈聖氣〉の量にも納なつ得とくがいく。

　彼はずっと手加減して、本来のちからを温存して戦っていたのだ。

　通常形態のまま、〈倫りん理り公こう社しや〉最強の武ぶ闘とう派は〝武器チーム〟を蹂じゆう躙りんして、Ｘサンと互角に渡わたりあっていたとしたら……。

　そのほんとうの強さは、〈転真〉形態は、どれほどの規格外なのか。

　見る間に〈撃墜王〉の優美な戦せん闘とう機のフォルムが崩くずれ、翼つばさが折れ曲がる。

　身体からだの各所が唸うなりをあげて変形し、徐じよ々じよに輪りん郭かくが変わっていく。

　機体がなかばから折れ、いくつもの回路が〈聖氣〉を放ちながら連結され、その機き影えいがゆっくりと人型に近づいていく。

「ひ、人型ロボットに変形じゃと……!?」

　Ｘサンの言葉が、すべてだった。

　それは武骨な人型ロボットだった。

　おそらく絶たえ子こと同様の、人間の身体を装そう甲こうが覆おおっているタイプの〈正義の味方〉なのだろう。

　白と青に彩いろどられた装甲。背中からは戦闘機の翼。両足からはジェット噴ふん射しや。

　完成したのは、悪あく魔まの彫ちよう像ぞうのような──あるいは異教の神像のような、鳥とも竜りゆうともつかない化け物じみた要素を持つ、けれど間ま違ちがいなく人型ロボットだった。

　青白い光を放つ単眼が、こちらを睨にらみつけてくる。

『うふふ、ナイチンゲールと一心同体♪　ってかんじで、僕は好きだなぁ〈転真〉って。身体の血管が、神経が、ナイチンゲールと接続されているよ！　ナイチンゲールの痛みは僕の痛み！　その怒いかりも悦よろこびも何もかも共有した僕らは、世界中のどんな夫ふう婦ふよりも恋こい人びとよりも愛しあっていると言えなくもないんじゃないかな!?』

『キモいです、マスター』

　ふざけた態度だったが、噴ふん出しゆつする〈聖氣〉はぞっとするほどだった。

「これほどとは……！」

　寒気をおぼえたように、Ｘサンが血の気を失った。

「〈転真〉が完全に終わる前に決着をつける!!」

　両手に天プロ輪ミネ刃ンスを出現させ、細長く伸のばし、Ｘサンはいまだに全身から異音を響ひびかせる〈撃墜王〉へ向けて猛もう烈れつにふるった。

　神速の太刀たち筋すじ。

　けれど──。

『お色直しの邪じや魔まをするのは、ちょっと野や暮ぼじゃないかなぁ』

〈撃墜王〉の姿がかき消えて。

　気づいたときにはもう、Ｘサンにすら認にん識しきできない速度で、〈転真〉を終えた〈撃墜王〉が彼女の背後に出現していた。

　この化け物が音速を超こえた証あかしの爆ばく音おんが響き、Ｘサンの髪かみを激しく波打たせる。

　大人と子供ほどの身長差。

『ユニコーン・パイルバンカー!!』

　青年と幼い少女の声が、ほぼ同じ瞬しゆん間かんに響き、奇き妙みように同調する。

　機械の合成音声じみたその咆ほう哮こうと同時に、人型ロボットの右拳こぶしが慌あわてて振りかえったＸサンの腹部を強打する。

　それだけでは終わらず、〈撃墜王〉の拳に出現した杭パイ打ルバちン機カーが轟ごう音おんをあげて駆く動どうし、拳の威い力りよくを倍加させる。

　枯かれ木みたいに吹ふっ飛んで、Ｘサンは数十メートル落下する。

　その途と中ちゆうで何とか〝Ｘ〟状の翼から爆ばく炎えんを噴ふき、姿勢を制せい御ぎよし持ち直す。

「げ、げほっ」

　だが無事ではなかった。口から吐と血けつしている。

「いつのまに──背後に!?　だが、この程度か〈撃墜王〉!!」

　虚きよ勢せいをはって、Ｘサンは怒ど鳴なった。

「こんなものでは、わらわは倒たおせぬぞ!!」

『残念だけど』

〈撃げき墜つい王〉が器用に肩かたをすくめた。

『もう終わってるよ』

　その言葉に目を丸くして、Ｘサンはぎょっとした。
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〈ガンマン〉のときと同じだ。

　いつのまにか、Ｘサンの全身に鋼線が巻きつけられている。

　蜘蛛くもの糸ほどの細さのそれは触ふれたことにも気づかせず、Ｘサンをがんじがらめにしていた。

　動きが拘こう束そくされ、さらに〝Ｘ〟状の翼つばさが誤作動を起こしたように断続的に炎を噴きあげ、姿勢を制御できずにＸサンはふらふらする。

「〈聖氣〉が攪かく乱らんされておる──う、うまく飛べぬ!?」

『さっき殴なぐったついでに、鋼線を巻かせてもらったよ。かんぜんに拘束するのは無理だろうけど、数秒、君の動きを鈍にぶらせることぐらいはできる』

〈撃墜王〉が戦せん闘とう機の翼を広げ、全身から〈聖氣〉を迸ほとばしらせる。

『その数秒があれば──始末するには充じゆう分ぶんだよ』

　恐おそるべき〈正義の味方〉が、翼を折られた天使を睥へい睨げいする。

『勝負を決めるよ、ナイチンゲール』

『了りよう解かい。最終奥義ファントム・ソルジャーズ──実行します』

〈撃墜王〉が消失した。

『ユニコーン・パイルバンカー!!』

　もがくＸサンの背後に出現した〈撃墜王〉が杭打ち機の拳を繰くりだして。

『ゴーゴン・チェーンマイン!!』

　その〈撃墜王〉の残像はそのままに、まるで分身したかのように、吹っ飛んだ先のＸサンのそばに新たな〈撃墜王〉が出現し──後部ハッチから無数の鋼線機き雷らいを射出する。

『ギガンテス・バズーカ!!』

　頭ず突つきと同時に頭部に仕込まれた砲ほう塔とうから炸さく裂れつ弾だんが発射されて。

『リヴァイアサン・ブレード!!』

　鋸のこぎり状の刃やいばを生やした右足がＸサンを切り刻む。

　ひとつの攻こう撃げきごとに無数の〈撃墜王〉の残像が出現し、まるで集団でＸサンをいたぶっているようだった。

『そして、とどめの──』

　青年と少女の声が、奇妙な調和をもって同時に轟とどろく。

『ドラゴン・ボンバーぁぁああ!!』

〈聖氣〉を爆ばく発はつさせながらの、真っ向からの突とつ撃げき！

　そんな神風特とつ攻こうのごとき体当たりと同時にＸサンの身体からだに巻かれた無数の機雷が炸裂し、爆ばく発はつと鮮せん血けつを噴き散らしながら彼女は墜つい落らくしていった。

　これまで倒された〈正義の味方〉たちと同様に、そのまま彼女は海中に没ぼつして、二度と浮うかんでこなかった。

　それを確かく認にんし、〈撃墜王〉は戦闘機の翼を広げて空中に浮ふ遊ゆうしたまま、宣言した。

『〈正義の天使〉Ｘサンシャイン──撃げき墜つい完かん了りよう』

『残りもサクサク片付けちゃうよ!!』

　あっさりと〝最強〟の少女を倒たおした悪夢の化け物が迫せまりくるのを、花はな丸まるたちは呆ぼう然ぜんと眺ながめることしかできなかった。
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「にゅふふふ……♪」

　動物が鳴くような笑い声を漏もらして、ゴーマンナはご満まん悦えつだった。

　広い部屋である。

　蹂じゆう躙りんされる町の頭上に優ゆう雅がに浮かぶ〝王シギ宮シヨ龍アラ〟、その一室だ。

　目に痛いほどの金色で彩いろどられた部屋の奥には巨きよ大だいな鏡があって、それがまるでＴＶのように東京湾わんの光景を表示している。

　ゴーマンナはいつものように無表情な芥あくた郎ろうの膝ひざの上にちょこんと腰こしかけ、彼の両りよう腕うでを愛いとしげに抱だきしめたまま、足をぱたぱたしている。

　誰だれも見ていないと思って、甘えたさんが進行しているのだ。

「さすがは伝説の傭よう兵へいにして、〈正義の味方〉潰つぶしのプロフェッショナル──〈正義の撃墜王〉かもめジヨナサンの＝ジョナサンドラゴンアイです。高い報ほう酬しゆうを払はらって雇やとってやったのは正解でしたね」

　ほくそ笑えむゴーマンナの正面にはおしゃれなデコレーションスイーツが並んでいる。

　ガトーショコラ。マカロン。アクセサリークッキー。

　それらをたまに口に運び、そのたびに「ふにゅう♪」と法ほう悦えつの声をあげながら、ゴーマンナは眠ねむたそうに目元を何度か擦こする。

　そんなご機き嫌げんな彼女の正面──最前線の映像が表示された大鏡では、いままさに〈撃墜王〉がその最終奥義でＸサンを東京湾に沈しずめたところだった。

　あまりにも圧あつ倒とう的てきな強さ。

　非戦闘系のゴーマンナとしては、その力量にすなおに感心する。

　だが恐れることはない。

　言葉どおりに、〈撃墜王〉の雇い主はゴーマンナだ。

　金銭と〈聖せい氣ぎ〉の補給が報酬だった。

〈撃墜王〉がものすごい勢いで戦闘を行いながらも、いまだ枯こ渇かつしないのは、〈倫りん理り公こう社しや〉の面々と同様に〈古代兵器〉による補給を受けていたためである。

「進化した〈正義の味方〉である№〈Ｘ〉のＸサンを、まるで子こ供ども扱あつかい──正直、〈天使〉〈魔法少女〉〈大だい怪かい獣じゆう〉の存在と立場は不イレ安ギユ定ラーで、心配していましたが……切り札を用意しておいてよかったです。〈撃墜王〉に任せていれば、いずれ東京湾にいる〈正義の味方〉は全ぜん滅めつすることでしょう」

　東京湾でいままさに虐ぎやく殺さつされている〈正義の味方〉たちも、誰ひとりとしてゴーマンナの真の目的を知らない。

　盤ばん上じようの駒こまのように、それぞれの目的を果たし、場合によっては命を捧ささげていく。

　すべては自分の手のひらのうえ。

「残るは数人……ま、どうにでもなるでしょう」

　Ｘサンが倒されたことで、東京湾における〈倫理公社〉の残存戦力はＭＣの亀かめで守りをかためる〈プリンセス〉〈バネ足ジャック〉〈半魚人〉〈魔法少女〉そして〈大怪獣〉だけである。

　ぽろぽろ食べかすを零こぼすゴーマンナの口元を拭ぬぐいながら、芥郎が答えた。

「東京湾にいる〈正義の味方〉は全滅してもいい──というか、皆みな殺ごろしにされてくれないと困りますからね」

「ですです。理想をいえば〈撃墜王〉にも死んでもらったほうが後あと腐くされないのですが。この様子だと無理ですかね……ふぁあ」

　おおきく欠伸あくびをして、ゴーマンナは芥郎の腕うでをぎゅっと抱だきよせる。

「〈始し皇こう帝てい〉暗殺に向かった、〝奇き襲しゆうチーム〟の様子はどうです？」

「こちらも予定どおりに」

　かたわらに置かれたノートパソコンを操作しながら、芥郎が語った。

「さきほど〝奇襲チーム〟の〈くのいち〉〈潜せん水すい艦かん〉の〈聖氣〉が途と絶だえました。絶たえ子こさんが潰してくれたようです」

「〈変身ヒーロー〉を、〝奇襲チーム〟の抹まつ殺さつに向かわせたですか？」

　ゴーマンナはやや驚おどろく。

　そういえば絶子には何かの任務を与あたえたと、さきほど芥郎が語っていた。

「信用できるですか、〈変身ヒーロー〉は？」

「信用できなくても利用はできます。彼女はいわゆる戦せん闘とう狂きよう──常に最前線に派は遣けんしないと不満を抱いて〈倫理公社〉から離はなれ、余計な行動をする危険性があります。それなら、どうせ処分する予定だった〝奇襲チーム〟にぶつけたほうがいい」

「〈始皇帝〉の間近で〝奇襲チーム〟がやられたなら、ちょうどいい生け贄になりますですしね……でも、戦闘狂というなら、〈変身ヒーロー〉がこちらの制せい御ぎよをふりきって〈始皇帝〉に襲おそいかかる可能性はないですか？」

〝奇襲チーム〟を潰しただけでは飽あきたらず、間近にいる強大な№〈Ｘ〉──〈始皇帝〉に食指が動き、バトルに突とつ入にゆうでもしたら目も当てられない。

　一いつ般ぱん的な〈正義の味方〉でしかない〈変身ヒーロー〉に対し、上位種である№〈Ｘ〉が負けるとも思えないが、どうも絶子にはこちらの予想を覆くつがえす危あやうさがある。

「〈始皇帝〉は危険を感知したら自己防衛機能が働き、秘密基地から飛び立って行動を開始するようにプログラムされています。むしろ絶子さんの闘とう志しが、敵意が引き金になって、すべては動きだすでしょうね」

「まぁ真面目まじめに戦えばどうなるかわかりませんが、逃にげに徹てつすれば〈始皇帝〉は〈変身ヒーロー〉には潰されませんですね。〈始皇帝〉は超ちよう高こう速そくで空を飛びますし、飛行能力のない〈変身ヒーロー〉じゃ追いかけられませんですし」

「絶子さんは強力な〈正義の味方〉ですが、あの性格では組織のなかでは扱あつかいづらい。先日の騒そう動どうの際に、〈合体ロボット〉に始末されていればよかったのですが。どうも、悪運が強いようです」

「運、ですか……」

　運ではなく、運命かもしれないとゴーマンナは思う。

　Ｘサンたちとの出会いが、絶子の何かを変えたような──以前の彼女にはなかった違い和わ感かん、あるいは危険性があるようで、ゴーマンナには気になった。

　取るに足らない〈正義の味方〉だったはずなのに、どうにも引っかかる。

　眉まゆをひそめながら、ゴーマンナは珈琲コーヒーを口にして、苦かったので砂糖をどばどば。

「ともあれ。今回、召しよう集しゆうした〈倫理公社〉の余よ剰じよう戦力──つまり我々の手に余る不穏分子は、予定どおりに全員処分することができるわけです。ゴマちゃん様が支配する素す晴ばらしい新世界に、あいつらみたいな香こうばしい変態どもは要いらない。個性なんてのは、兵隊には不要なもの。出る杭くいは打たなくちゃいけないです」

　ゴーマンナは確信をこめてそう言うと、リモコンを手にして映像を切りかえた。

〝王シギ宮シヨ龍アラ〟に仕し掛かけられた、監かん視しカメラからの映像である。

　空に浮うかぶこの城よりもさらに高み──宇宙空間に程ほど近ちかい位置を、高速で何かの物体が飛ひ翔しようしている。

　それは下半身がミサイルになった異形の人魚姫──〈正義の始皇帝〉オーディン[image: オメガ]だ。

　鮮せん血けつを落らく涙るいしながら、〈始皇帝〉は飛行機雲を描えがいて地球の周りを廻まわっていく。

　飛行機雲の数は──いまのところ、二筋。

　すでに地球を二周しているのだ。

「ふむ……」

　ゴーマンナは満足して、〈ウイルス〉に毒され緑色に変色した〈始皇帝〉を見る。

「こちらも予定どおりに動いているようですね」

〝王シギ宮シヨ龍アラ〟が空中に浮かんでいるのは、何も伊達だてや酔すい狂きようではない。

　高速で飛行する〈始皇帝〉の動きを撮さつ影えいし、把は握あくするにはこうして間近から観察するほうが効果的なのである。

「〈正義の始皇帝〉──オーディン[image: オメガ]」

　ゴーマンナは祈いのりの姿勢で高速飛行する乙おと女めを眺ながめ、静かに語った。

「ロボットや兵器などのマシン型タイプが多い第〈Ⅱ〉世代から№〈Ｘ〉に進化した〈正義の味方〉。進化する前の名前は〈正義の大陸間弾だん道どう弾〉……でしたね」

　№〈Ｘ〉は〈正義の神〉Ｘクロステラによって進化させられる際に、新しい名前を与えられる。

　同じ№〈Ｘ〉であるゴーマンナも、以前は〈正義の政治家〉と銘めい打うたれていた。

「№〈Ｘ〉にはその本ほん懐かいである究極の機能〈進化アドバ能力ンスト〉と、それを滞とどこおりなく実行するための補助機能〈防衛パトリ能力オツト〉が存在するです」

　たとえば〈大だい怪かい獣じゆう〉の〈進化アドバ能力ンスト〉は〝世界の捕ほ食しよく〟であり、〈防衛パトリ能力オツト〉はあらゆる攻こう撃げきを防ぐ〈聖氣〉の防ぼう御ぎよ壁へきだ。

　確かめてはいないが、おそらくＸサンの〈進化アドバ能力ンスト〉は〝最強〟の必ひつ殺さつ技わざである破ハ界ルマ光ゲ線ドンで、〈防衛パトリ能力オツト〉はすべてを切り裂さく天プロ輪ミネ刃ンスなのだろう。

〈古代兵器〉も〈独裁者〉であるゴーマンナも、同様に二種類の機能を使い分けて行動できるようになっている。

「№〈Ｘ〉は〈正義の味方〉の最高傑けつ作さくですからね。完成品には余計な機能などなく、シンプルでスタイリッシュな最終結論のみがあるですよ」

　斯か様ように〈進化アドバ能力ンスト〉は他ほかに類を見ない破は壊かい力、あるいは影えい響きよう力を持ち、〈防衛パトリ能力オツト〉は〈進化アドバ能力ンスト〉が正しく実行されるための補助である。

「〈始し皇こう帝てい〉の〈防衛パトリ能力オツト〉こそが、現在、この国を蹂じゆう躙りんしている大軍勢──〈聖氣〉があるかぎり無む尽じん蔵ぞうにＭＣの軍隊を生みだす、その性能です」

　だがそれは、あくまで補助でしかない。

〈始皇帝〉の真のちからは、いまだ発揮されていない。

「〈始皇帝〉の№〈Ｘ〉としての本懐たる〈進化アドバ能力ンスト〉は、地球を七周半する過程で大気中に存在する〈聖氣〉を吸収し、最後は地上に激げき突とつして大だい爆ばく発はつすること」

〈始皇帝〉の前身は〈大陸間弾道弾〉──いわゆる長ちよう距きよ離りミサイルである。

　進化したあとも、その本質は変わらない。

「〈正せい義ぎ機き関かん〉の崩ほう壊かいと、その後の〝共食い〟……そして、今回の騒そう動どうで死んでいった〈正義の味方〉たちがまきちらした〈聖氣〉を吸収しながら飛翔し、ちからを溜ためて、〈始皇帝〉は最大の威い力りよくで炸さく裂れつするです」

　そのために、多くを知りすぎた〝奇き襲しゆうチーム〟や、奇き抜ばつすぎて扱あつかいづらい東京湾わんの遊ゆう撃げき隊を、むざむざ戦死させ、あるいは自らの仕掛けで抹まつ殺さつしたのである。

　彼らは生け贄にえなのだ。

〈始皇帝〉が正しく能力を発揮するための。

「これまで命を失ってきたたくさんの〈正義の味方〉にくわえて、№〈Ｘ〉がふたり──まぁ、充じゆう分ぶんでしょう。自分がなんで死ぬかもわからないのは、すこし哀あわれですが。この国の未来のため、平和のため、正義のために、礎いしずえになるがよいですよ」

　ゴーマンナはきゅっと拳こぶしを握にぎりしめると、幼い表情でつぶやいた。

「おかあたまが後こう継けい者しやとして見いだし、進化させた№〈Ｘ〉はそれぞれの世代にひとりずつ──けれど、おかあたまの遺志を、その願いを真に理解し、受け継ついでいるのはゴマちゃん様だけです。ゴマちゃん様が、ほんとうの意味で、おかあたまの後継者です」

　名前どおりに〈独裁者〉らしく、わがままに威い圧あつ的に、ゴーマンナは叫さけぶ。

「死ね、死ね──№〈Ｘ〉ども！　おかあたまのすべてを受け継ぐのは、この〈正義の独裁者〉ゴーマンナ＝ドラキュラ様です！　〈正義の味方〉の〝共食い〟なんてちっぽけなことにおまえらが従事しているうちに、ゴマちゃん様がこの〝後継者戦争〟を制し、この惑わく星せいの支配者に──おかあたまの後継者になるですよ！」

　当然、〝おかあたま〟というのは、死後もこの世に影響をもたらす巨きよ悪あくの権ごん化げ──。

　その生しよう涯がいを憎ぞう悪おと殺さつ戮りくで彩いろどった、〈正義機関〉の支配者──〈正義の神〉Ｘテラである。
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　Ｘサンの敗北を嘆なげき哀かなしんでいる暇ひまはなかった。

　人型ロボットのような〈転てん真しん〉形態を維い持じしたまま、〈正義の撃げき墜つい王〉かもめジヨナサンの＝ジョナサンドラゴンアイが〈倫りん理り公こう社しや〉の面々を襲しゆう撃げきする。

　聖ひじ希きが一点集中した結界の魔法と、〈バネ足ジャック〉が魔都ミステイの・霧ロンドンで何重にも展開した防御壁で、幸いに致ち命めい傷しようを負うことはなかったが──敵の攻撃は凶きよう悪あくにして無む慈じ悲ひだった。

　結界が卵の殻からのように砕くだけ、〈聖せい氣ぎ〉を帯びたソニックブームが魔都ミステイの・霧ロンドンを吹ふき飛ばす。

「きゃああっ!?　ちょっと、ちゃんと防ぼう御ぎよしてくれますこと!?」

　慌あわてて飛び退のいた〈プリンセス〉の足あし下もと──ＭＣの亀かめが被ひ弾だんし、苦く悶もんして身をよじった。

　そんな自らのＭＣに〈聖氣〉を注入して、治ち療りようし、半魚人が喚わめいた。

「ア、アイツ、本気デ俺タチヲ全ぜん滅めつサセルツモリダゼ!!」

「防御に徹てつしていても、いつまでも耐たえられねぇべ！　くっそう、仲間の仇かたき討うちだ！　おらがジャンプして空中戦を挑いどむ!!」

「お待ちなさい！　相手は高速で飛ひ翔しようする〈正義の味方〉ですわよ!?　足場となる戦せん闘とう機がいっぱいあったさきほどの大軍勢との戦いとちがって、最初の突とつ撃げきを失敗したらあなたには方向転てん換かんをすることもできません！　狙ねらいうちにされるだけですわ！」

　憤いきどおる〈バネ足ジャック〉を、慌てて〈プリンセス〉が制する。

　爪つめを嚙かみしめながら、悔くやしそうに。

「おかしい──どうして〈聖氣〉が枯こ渇かつしませんの？　〈古代兵器〉から〈聖氣〉の補給ができるあたくしたちとちがって、〈撃墜王〉には補給の問題があるはずなのに！　連戦をこなしたくせに、ちっとも疲ひ弊へいする様子がありませんわ！」

「〝共食い〟を重ねたり、〈正義の味方〉の組織に協力して、報ほう酬しゆうとして〈聖氣〉を得たとか言ってたけど……」

　Ｘサンと〈撃墜王〉の会話を思いだしたのか、聖希がつぶやいた。

「ボクらも全力で戦って、最終奥義クラスの攻こう撃げきとかを放った直後で補給も受けてないし──どっちにしても、持久戦じゃ勝ち目がないよ」

「い、いざとなったら、俺が補給するけど？」

　Ｘサンが浮うかんでこないものかと、へたりこんで海面を見つめていた花はな丸まるが、ようやく会話に追いついて手を挙げた。

「あら？」

〈プリンセス〉が目を丸くし、花丸の胸むなぐらを摑つかんで顔を寄せてきた。

「そうでしたわね──先日の事件の報告書は読みましたわ。あなた、〈聖氣〉の補給ができるんでしたわね？　むしろ〈古代兵器〉と同じように、定期的に〈聖氣〉を抜ぬき取って〈転真〉を阻そ止ししないと危険、とか……？」

「あ、あぁ、そうみたいだな」

　他人ひと事ごとのような花丸である。

　先日、〈転真〉し大暴れした花丸だが、そのときはＸサンが機転をきかせて〈聖氣〉をすべて最終奥義破ハ界ルマ光ゲ線ドンにかえて放出し、元どおりの姿に戻もどしてくれた。

　けれど、そうして身体からだのなかの〈聖氣〉を放出しきって枯渇しかけたはずの花丸の身体のなかには、補給をする怪かい獣じゆうたちもいないのに、依い然ぜん、むらむらと〈聖氣〉が湧わいてくるのだ。

　理り屈くつはわからない。

　そこには何か重要な秘密が隠かくされているような気もするが、花丸は自分が〈正義の味方〉であり〈大怪獣〉であるという自覚すらないので、よくわからないのだった。

「だったら……」

〈プリンセス〉は白いドレスに手をかけ、呆あつ気けなく目ま映ばゆいほどの肌はだをさらした。

　肩かたが露ろ出しゆつし、破は壊かい力のある胸むな元もとが上下におおきく揺ゆれた。

　彼女の鎖さ骨こつと乳ち房ぶさの真ん中あたりに、血色の〈Ⅳ〉という記号が刻まれていた。

〈聖氣〉の補給口である製造№だ。

「いますぐあたくしに〈聖氣〉を補給なさい！　あたくしに飛行能力はありませんが、遠えん距きよ離り攻撃でもなんでもぶちかましてあの頭にくる〈撃墜王〉を粉ふん砕さいしてみせますわ！　これ以上、あんな俗ぞく物ぶつにでかい顔をさせておくのは貴族の名折れですもの！」

「やめとくだ、きっと無む駄だだべ」

　興奮し、ぐいぐい花丸の顔を自分の胸元に寄せる〈プリンセス〉に、呆あきれたような口調で〈バネ足ジャック〉がつぶやいた。

「遠距離攻撃なんか〈撃墜王〉に当たりもしねぇのは、〈ガンマン〉を見てればわかったべ？　あのＸサンですら勝負にならなかった──無む駄だ死じにするだけだべ」

「あたくしがＸサンに劣おとっているとでもいうの!?」

「な、仲間割れしないでよっ」

　花丸を小こ脇わきに抱かかえたまま〈バネ足ジャック〉に食ってかかる〈プリンセス〉に、泣きそうな顔で聖希がすがりつき、険悪な空気を何とかしようとする。

　即そく席せきチームだからこそ、緊きん急きゆう事態が発生したとき、結束の脆もろさを露ろ呈ていする。

　その間にも〈撃げき墜つい王〉の弾だん丸がんや機き雷らいが結界に罅ひびをいれてくる。

　限界は──近そうだった。

「あ、あれ？」

〈プリンセス〉の凶きよう悪あくな腕わん力りよくで柔やわらかな胸元に顔面を押しつけられ、天国と地じ獄ごくを味わっていた花丸は、ずっと見つめていた海面に異常を発見した。

　まるで海底火山が噴ふん火かしたような、大量の水蒸気が発生している。

「あ、あれ！　何だ！　おい、みんな見ろ！」

　ぎゃあぎゃあ口論している〈正義の味方〉たちに、花丸が呼びかけると、彼女らは胡う乱ろんげにそちらを見て──同様に絶句した。

　不可思議な現象だった。

　朦もう々もうとたちのぼる水蒸気の根本──海面が、綺き麗れいにくりぬかれている。

　円形に蒸発し、海底が露出している。

　比ひ較かく的に浅あさ瀬せだったとはいえ、ありえない事態だった。

　半径十数メートルの海水を残らず爆ばく熱ねつで消しよう滅めつさせ、水蒸気へとかえて、誰だれかが立っている。

　周りには水みず揚あげされた魚ぎよ介かい類るいが突とつ然ぜんの事態に泡あわを食って、普ふ段だんは水底に隠されている岩や泥でい砂さのうえでのたうっている。

「な、何ですのあれは……海が干上がってる!?」

〈プリンセス〉の言葉がすべてだった。

　そのとおりの怪かい奇き現象の真ん中で、黄金こがね色の髪かみをなびかせて、Ｘサンが立っている。

　彼女が全身から超ちよう高温を放ち、周りの海水を蒸発させているのだ。

　Ｘサンは死んでいなかった。

　それどころか、いつものんびりしている彼女からは信じがたい殺気が、敵意が、否いな、厳おごそかな威い圧あつ感かんが迸ほとばしっている。

　世界が震しん撼かんし、地球すらも自転をとめて彼女を見つめているようだった。

　時間がとまる。

　地球上に降臨した太陽の化け身しんのように、彼女は神こう々ごうしかった。

「Ｘサン!!」

　花丸と聖希が叫さけんだが、それにも気づいていないように、円形の灼しやく熱ねつ地じ獄ごくの中心で──ぼんやりと天空を見あげている。
















　凄せい絶ぜつに美しい立ち姿だった。

　露ろ出しゆつした肌はだのおおくは大小無数の負傷に彩いろどられ、血に染まっていない場所のほうが少ない。

　そんな流血よりも、暮れなずむ夕焼けよりも鮮あざやかな紅玉の瞳ひとみ。

　背中から生えた翼つばさには幾いく筋すじもの亀き裂れつが走り、折れた骨のようにも見えた。

　満まん身しん創そう痍いだ。

　けれど、それなのに──この不気味なほどの迫はく力りよくは何だろうか。

『へぇ、さすがは〝最強〟の〈正義の味方〉だね』

　そんなＸサンを興味深そうに見下ろし、〈撃墜王〉が彼女の真上で語りかけた。

『僕の最終奥義を食くらって立ったやつは初めてだよ。手加減したつもりはないんだけど──さすがは№〈Ｘ〉といったところかな？　基本的な防ぼう御ぎよ力、身体能力──ううん性能スペツクが僕らとは段だん違ちがいなんだよね。でも、すぐに復活したことを後こう悔かいさせてあげるよ』

「……すこし、うるさいぞ──そなた」

　Ｘサンは傷ついた雛ひな鳥どりのように、魂たましいの抜ぬけたような表情で空を見あげてつぶやく。

　その額を、鼻筋を大おお粒つぶの血のかたまりが流れて、顎あご先さきまで伝っていく。

　夢ゆめ心地ごこちのように、Ｘサンは茫ぼう洋ようと語る。

「あの程度の攻こう撃げきなぞ、母さまに与あたえられた艱かん難なん辛しん苦くにくらぶれば──撫なでられたようなものじゃ。否定と拒きよ絶ぜつと、蹂じゆう躙りんだけを浴びて育ってきた。母乳のかわりに鮮せん血けつを。揺ゆりかごのかわりに戦場を。抱ほう擁ようのかわりに苦痛を。愛のかわりに憎ぞう悪おを──与えられて、生きてきた。嫌いやなことを、思いださせよって……」

　全身から太陽光のごとき〈聖氣〉を噴ふん出しゆつし、Ｘサンは呻うめいた。

　それはまるで、祈いのるような。

　否いな、みじめに懇こん願がんするような口調で、表情だった。

「頼たのむから、わらわを追いつめないでくれ……」

　その危険さも知らずに火遊びをする子供を説得するような、それは訴うつたえだった。

「お願いだから、わらわを憎悪させないでくれ……」
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「Ｘサン!!」

　花はな丸まるが叫んだ。

　それはＸサンの内心をすこしも理解しない、ただ彼女の安否を気き遣づかった、だからこそ真っ直すぐで曇くもりのない声だった。

　Ｘサンはそれを聞いて、ほっとしたように吐と息いきを漏もらすと、ぎこちなく微笑ほほえんだ。

　天使が人間を真似まねて、無理してつくったような表情。

「だいじょうぶじゃ、ハナマル」

　Ｘサンは自分に言い聞かせるみたいに、胸に手をあてて語った。

「わらわは、寄って立つところを──心を預けるところを、見いだしたのだから。いいや、出会ったのだから。二度と、母さまを殺したときのようなみじめな堕天使には戻もどらない。もう、憎悪に支配されることはない。それ以上に強力で、崇すう高こうな感情を知ったのだから」

　今度こそ人間らしい笑えみを浮うかべるＸサンに、〈撃げき墜つい王〉が静かに言い放つ。

『さっきから何をぶつぶつ言ってるの？　頭でも打ったのかな？　まぁいいけど──そんなズタボロな身体で、何かができるわけがないよ。漫まん画がじゃないんだから、ここから大逆転なんてありえないんだ、悪いけど』

　人間らしい仕草で肩かたをすくめて、拳こぶしから出現した大口径の銃じゆう口こうをＸサンに向ける。

　遠えん距きよ離り攻こう撃げきで責め殺すつもりだ。

『君に付きあっている暇ひまはないんだ──まだまだ、始末しなくちゃいけない連中はいっぱいいるし。華か麗れいに復活したところ悪いけど、もっかい海の藻も屑くずになってくれるかな？』

　瞬しゆん間かんだった。

　がちんっ、と異音が響ひびいて。

〈撃墜王〉がいままさに射しや撃げきを行おうとした片かた腕うでが、煙けむりを噴ふきだす。

　何かが被ひ弾だんしたような、あるいは見えない壁かべにでも激げき突とつしたような、唐とう突とつな衝しよう撃げきだった。

　損傷は微び々びたるものだが、前へつきだされた片腕はおおきく揺らぎ、放たれた銃弾の狙ねらいは逸それてＸサンのそばの海面を無意味に穿うがった。

『………？』

〈撃墜王〉は当とう惑わくし、ぽかん、とした。

　煙をあげつづける片腕を眺ながめたが、ぼうっとしている場合ではないと判断したのか。

『よくわからないけど──銃撃できないなら、接近して殴なぐり倒たおしてあげる！』

『待ってください、マスター！』

　幼い少女の声が響いた。

　同時に翼つばさを広げ海面へと突とつ撃げきしようとした〈撃墜王〉の身体からだの各所──肩と、太ふと股もものあたりの装そう甲こうが見えない何かにぶつかって、煙を噴きだし、〈聖せい氣ぎ〉を鮮血のように零こぼした。

『な、何なの……さっきから!?』

『機体の各部損傷──ダメージは少ないですが、動いてはいけません、マスター！　申し訳ありません、不覚でした……レーダー探査の結果、恐おそるべき事実が判明しました！』

　硬こう直ちよくする〈撃墜王〉を眺め、Ｘサンは不敵に微笑む。

「わらわは、他ほかの〈正義の味方〉に比べて、わりと不器用でな」

　それを卑ひ下げするでもなく、もちろん誇ほこるでもなく当たり前のように語る。

「能力が、すべてを切り裂さく天プロ輪ミネ刃ンスと、すべてを滅ほろぼす破ハ界ルマ光ゲ線ドンしかない。だからこそ、そのふたつの能力をどうにか応用し、様々な使いかたをすることで──今日まで生き延びてきた。わらわの能力はシンプルなぶん、応用がしやすい」

　戸と惑まどう〈撃墜王〉に、Ｘサンは悪戯いたずら小こ僧ぞうの笑顔で宣言した。

「視し認にんができない、レーダー探査などをして初めて認識できるほどの極小サイズにまで縮めた天プロ輪ミネ刃ンスを、さきほどそなたの最終奥義を食くらっている最中に、大量にばらまいておいた。わらわも只ただではやられはせん──その空域はいまや、危険な地じ雷らい地帯じゃ」

　よく目を凝こらすと、〈撃墜王〉の周りにきらきらと夕ゆう陽ひを反射する輝かがやきがある。

　そのすべてが縮小された天プロ輪ミネ刃ンスなのか。

「サイズがちいさいので破壊力は微々たるものじゃが、それでもすべてを切り裂く鋭するどさは保ったままじゃ。迂う闊かつに動くと身体中が生傷だらけになりよるぞ。いまは軽傷で済んでおるが、エンジンや主要な回路、操縦席などが貫かん通つうされれば──どうなるかは、わかるな？」

『ぐっ、こんな程度の姑こ息そくな技わざで……！』

　焦あせる〈撃墜王〉だが、動くに動けない。

　見えない極小の地雷がどこに存在するかわからないのだ。

『レーダー探査、精度上じよう昇しよう中──安全な避ひ難なん経路を割りだしています』

　ナイチンゲールが舌足らずな声で、冷静につぶやいた。

『この空域からいちど脱だつ出しゆつし、あらためて攻こう撃げきを再開することを提案します』

『それがいいだろうね……くそっ、偉えらそうにしておいて、ただの時間稼かせぎかい？　〝最強〟の〈正義の味方〉にしては、みみっちいね！』

「もちろん、ただの時間稼ぎではない」

　Ｘサンが戦せん況きようを見守る花丸たちを、必死な表情で見み据すえた。

「ヒジキ、あとバネ足なんとか！　結界とかを強固にしておくのじゃ！　ちょいと、そっちにまで被ひ害がいがいくかもしれん、でっかい攻撃をくりだすぞ！」

「え？　え？」

　聖ひじ希きが慌あわてながらも、魔法のステッキを高く掲かかげ、結界を強化する。

「何をするつもりなの、Ｘサン？　Ｘサンもこっちに避難しなよ！　ぼろぼろじゃない──それに、でっかい攻撃？　もう、いちどＸサンは最終奥義を放ってるんだよ？」

「そうだぞＸサン！　無理すんな！　おまえ〈聖氣〉の消費量が半はん端ぱないんだろうが、下手すれば枯こ渇かつして死ぬぞ！　こっちで、せめて補給をさせてくれよ！」

　花丸も心配して叫さけんだが、Ｘサンは「ちっちっち」と何食わぬ顔で指をふった。

「そんな暇はない。なぁに、まだ死なんよ。安心して、見守っていておくれ。わらわは嬉うれしいんじゃ──守るために戦える。誰だれかの祈いのりを叶かなえるために。わらわは、ようやく〈天使〉になれたのじゃ。血まみれの化け物ではなく──」

　その両りよう腕うでに、爆ばく熱ねつと光こう輝きが集中する。

　太陽が輝きを失い、Ｘサンの目ま映ばゆさを引き立てる脇わき役やくにまで成りさがる。

「その実感があるだけで、わらわは戦える」

　この世に出現した第二の太陽は、干ひ上あがった海底で、敵を睨にらみつける。

「ちからが、溢あふれてくる」

『吞のん気きにお喋しやべりして、ずいぶん余よ裕ゆうなんだね！』

〈撃げき墜つい王〉が青と白の〈聖氣〉を迸ほとばしらせ、煩わずらわしそうに身じろぎした。

『馬鹿じゃないの？　油断大敵、正直者が馬鹿を見る！　ちまちま逃にげ道を探査する必要はない──ナイチンゲール！　〈聖氣〉の消しよう耗もうが激しいからやりたくないけど、僕らの周りの空域をまとめて吹ふっ飛ばすんだ！』

『了りよう解かい。全ぜん砲ほう門もん展開──弾だん幕まく、全方位噴ふん射しや！』

〈撃墜王〉のボディの各所がハッチを開き、内部から紅ぐ蓮れんの炎ほのおが噴出する。

　それは〈聖氣〉をまとった強力な爆ばく風ふうだった。

　まきちらされた天プロ輪ミネ刃ンスはその威い力りよくに弾はじき飛ばされ、あるいは融ゆう解かいし、徐じよ々じよに彼らの周りから消えていく。

　その作業がすべて済むまで、さすがにＸサンは待たなかった。

「たわけが、逃がすか！」

　両手を〝Ｘ〟のかたちに交差して、本日二度目の必ひつ殺さつ技わざを大おお盤ばん振ぶる舞まい。

「見さらせ正義の一番星!!　最終奥義──破ハ界ルマ光ゲ線ドン!!」

　刹せつ那な、放出された爆光が、もがく〈撃墜王〉目指して空を引き裂いていく。

　圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力の奔ほん流りゆうに、海がさざめき、衝しよう撃げき波はだけで結界で守られた花丸たちまで震しん撼かんさせられる。世界を焼き尽つくすような爆熱が、たったひとりの敵に集中し疾しつ空くうする。

　けれど。

『緊きん急きゆう回かい避ひ!!』

『そんな大ざっぱな攻撃が当たるもんか!!』

　わずかに早く、周囲の天プロ輪ミネ刃ンスを消し去った〈撃墜王〉が高速で回かい避ひ。

　数百メートルもの距きよ離りを一いつ瞬しゆんで移動し、膨ぼう大だいな破は滅めつの輝かがやきからかろうじて身を逸そらす。

　その〝最強〟の必殺技の余波だけで丈じよう夫ぶな装そう甲こうが抉えぐれ、融とけたが、直ちよく撃げきには程ほど遠とおい。

「避よけられた……!?」

　愕がく然ぜんとして呻うめく花丸だったが、Ｘサンは動じていなかった。

　予想どおり、という表情である。

「わらわも、いつまでも成長しないお子様ではないぞ」

　交差させていた手のひらを、祈りのかたちに組みかえる。

　そんな彼女の動きにあわせたように、天空を断たち割る閃せん光こうは宙でぐにゃぐにゃと変化する。

　これまでは、流れ星のように空を走って消えるだけだった破ハ界ルマ光ゲ線ドンが、その場に留とどまり──まさに太陽のように、しばし滞たい空くうする。

　じりじりと周囲の空気を焦こがしながら。

「〈正義の撃墜王〉かもめジヨナサンの＝ジョナサンドラゴンアイよ。そなたは、かつてない強敵じゃった。だからこそ、わらわも全力で叩たたき潰つぶしてやろう。わらわと同じ能力を持ちながら、わらわの何十倍も何百倍も強かった母さまのように威い風ふう堂どう々どうと、圧倒的に──冗じよう談だんでも韜とう晦かいでもない、真の〝最強〟を見せてやろう」

　身体からだ中じゆうから〈聖氣〉を振ふりしぼり、Ｘサンは吼ほえた。

「その身でとくと味わうがよい、〈神〉の血族の底力!!」

　そうか、と花丸は思った。

　Ｘサンはその能力のひとつ、天プロ輪ミネ刃ンスを自由自在に変化させていた。

　分ぶん裂れつさせたり、極小サイズにしたり、剣けんのように細長く伸のばしたり──。

　その多様性が、破ハ界ルマ光ゲ線ドンでも実現可能だとしたら。

「刮かつ目もくせよ!!　最終奥義破ハ界ルマ光ゲ線ドンの第二形態!!」

　それはこの世に顕けん現げんした、奇き跡せきそのものだった。

「超新星グランドＸクロスじゃ!!」

　瞬間、滞空していた球状の破ハ界ルマ光ゲ線ドンが──爆ばく弾だんのように炸さく裂れつした。
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　宙に爆光で描えがかれる、まるで花火みたいな、巨きよ大だいな〝Ｘ〟のかたち。

　東西南北にそれぞれ破壊の枝をのばし、爆熱を存分にふりまいて、最終奥義破ハ界ルマ光ゲ線ドンの第二形態超新星グランドＸクロスが天空のすべてを蹂じゆう躙りんする。

　夕暮れが色あせる真しん紅くが、世界を染める。

　空のすべてが同時に引き裂さかれ、粉々になり、燃ねん焼しようする。

　通常の破ハ界ルマ光ゲ線ドンが剣の刺し突とつだとしたら、超新星グランドＸクロスは見た目どおりの爆弾である。

　直撃を避けても、爆風が襲おそいかかってくる。

〝最強〟の余波が。

『ぐっ──あああああ!?』

　油断していたらしい〈撃げき墜つい王〉の機体が、錐きり揉もみ回転して吹っ飛んだ。

　その機体の装甲がみるみる融解し、砕くだけ、崩ほう壊かいしていく。

　滞空を維い持じできず、真っ逆さまに墜落していく。

　恐おそるべき破壊力だった。

「神速で空を駆かけるそなたに、破ハ界ルマ光ゲ線ドンはとても当たらぬ」

　肩かたで息いきをしながら、Ｘサンが背中の翼つばさを展開し、舞いあがった。

　煙けむりの尾おをひいて墜おちていく〈撃墜王〉を、真しん摯しに見み据すえながら。

「ならば、避けても避けきれぬほど広こう範はん囲いに破壊力をまんべんなく振りまけばよい。蠅はえ叩たたきではなく、薬やく剤ざい散布──それが超新星グランドＸクロスじゃ。無論、破ハ界ルマ光ゲ線ドンが直撃するより威力は低いが、それでも〝最強〟の威力じゃ……耐たえられるものでもなかろう」

　顔を汚よごした血を手の甲こうで拭ぬぐい、Ｘサンは宣言した。

「わらわの勝ちじゃ、〈撃墜王〉」

　その言葉に、落下しながら──〈撃墜王〉は答える。

『……そっか』

　翼が折れ、片かた腕うでと片足が散さん逸いつしたその姿は無む惨ざんだったが、どこか誇ほこらしげだった。

　正々堂々、力を尽つくして負けたのだ──思い残すことはないのだろう。

　彼もまた、立派な戦士だった。

『負けちゃったかぁ……』

　自分の能力の限界を知り、ひたすらＭＣを鍛きたえ、進化させることで〝最強〟を目指した伝説の傭よう兵へいは、ひたすら申し訳なさそうだった。

『ごめんね、ナイチンゲール──綺き麗れいな君の身体からだを、こんなに傷つけてしまった。僕が弱かったせいだ……君を、上手に乗りこなせなかったから』

　己おのれ自身も致ち命めい傷しようを負っているのに、気き遣づかうのは自分の相棒のことだった。

『ごめん、ごめんねぇ……弱くて、ごめんね──ナイチンゲール！』

『……脱だつ出しゆつしてください、マスター』

　ノイズ混じりの声で、ナイチンゲールがつぶやいた。

　その声は、これまでどおりに、ひどく淡たん々たんとしていたが。

『通常形態に戻もどり、残った〈聖せい氣ぎ〉で脱出機能を回復させます。それにて緊きん急きゆう脱だつ出しゆつを行えば、生き延びられる可能性はあるでしょう』

『ナイチンゲールを残して、僕だけ逃にげるわけにはいかないよ』

　格好つけるのが照れくさいというように、青年の声が恥はずかしげに。

『僕らは一心同体だろう？　あぁ、やっぱり死亡フラグだったねぇ──けっこう本気だったんだけどなぁ、南の島で暮らすの……まぁ、どうせ罪深い傭よう兵へい稼か業ぎようだ、いつかこんな日がくることはわかってた。君に抱だかれて死ぬのなら、これ以上望むべくもない幸福だよ』

『吞のん気きにお喋しやべりしてる場合ですか』

　ナイチンゲールの声は冷ややかだった。

『通常形態に戻ります。脱出機能の回復。パラシュートの用意。以上、完かん了りよう──さぁ、動けないほどの怪け我がではないでしょう、お別れです、マスター』

『そんな寂さびしいことを言わないでよ。君と別れるなんて死ぬよりつらいよ。いいんだ、最さい期ごは君と一緒にって決めてたし。僕らにはこういう結末がお似合いだ』

『ふざけないでください』

　ナイチンゲールがひび割れた声で絶ぜつ叫きようした。

『ＭＣと心中する馬鹿がいてたまりますか!!』

『……その馬鹿がここにいるよ、ナイチンゲール』

　抱きあいながら崖がけから飛びおりる恋こい人びと同士のような、彼らに。

　懸けん命めいに戦い、輝かがやくように生きてきた彼らに。

　唾つばを吐はきかけるように。

「あらあら、あたくし──美味おいしいとこどりかしら!?」

　不意に墜おちゆく〈撃墜王〉の間近に、〈プリンセス〉が現れる。

〈正義の味方〉の常人離ばなれした跳ちよう躍やく力で、間近に接近したのだ。

　すでに死にゆくだけだった〈撃墜王〉は周囲への警けい戒かいを忘れており、それに気づかなかった。

　色いろ鮮あざやかな〈聖氣〉をまとわせ、〈プリンセス〉は宙で姿を変える。

　身長よりも長い髪かみの毛を三つ編みにし、服は中世の砦とりでか、塔とうのような装そう甲こう。

　三つ編みの先せん端たんに髪飾かざりのごとく存在する重じゆう厚こうな刃やいばが、ぼろぼろの〈撃墜王〉に向けられる。

「殺人グロテスク児戯グリム【第十七章】──髪ラプ長ンツ姫エル!!」

　刃が呆あつ気けなく、〈撃墜王〉の中央を貫つらぬいた。
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「おーっほっほっほ!!」

　粉々に砕け散り、海中に没ぼつする〈撃墜王〉を眺ながめ、〈プリンセス〉は高笑いをした。

「名高い〈撃墜王〉を始末したとあれば、あたくしの名声はうなぎのぼり！　二度とＸサンなんかにでかい顔はさせませんわよ！」

　そして煉れん瓦がを組みあわせたような鎧よろいの各所から、ジェット噴ふん射しやじみた〈聖せい氣ぎ〉を噴出し、滞たい空くうする。

〈プリンセス〉は、自分に飛行能力がないと言っていたのに……？

「何をしておる！」

　Ｘサンが素す早ばやく彼女のもとまで飛ひ翔しようし、間近で停止する。

　そして〈プリンセス〉に食ってかかると、悲痛な表情で叫さけんだ。

「あやつらはもう戦意を喪そう失しつしておった！　とどめまで刺さす必要はなかった!!」

「何を甘っちょろいこと言ってますの？」

　つまらなそうに、〈プリンセス〉がＸサンに顔を近づける。

　泣きそうな妹を、高圧的に叱しかる理り不ふ尽じんな姉のように。

「あの〈正せい義ぎ機き関かん〉でも最さい優ゆう秀しゆうと誉ほまれも高きＸサンが、ずいぶんとまぁ骨ほね抜ぬきになってしまったものですのね？　命を奪うばわないと、〈正義の味方〉は反則な能力でも何でもつかって復活する危険性がある──いちど敵対した相手は息の根をとめる！　それが常識ですわ！　偽ぎ善ぜん者ぶらないで!?　あなたの手も血まみれでしょうに、どの口でほざきますの!?」

「そうじゃ、わらわも罪人じゃ！　だからこそ、せめてこれ以上はと……」

　口論するふたりに、亀かめのＭＣにのった花はな丸まるたちは近づいていく。

　だが、言い争うふたりの間に、入っていくことは誰だれにもできなかった。

　Ｘサンは火を噴ふくような視線で、〈プリンセス〉を射い抜ぬく。

「〈神〉は死んだ。世界は平和になった。〝共食い〟という哀かなしい消化試合が終われば、すぐにでもこの惑わく星せいは平へい穏おんを取り戻もどす。わらわたちはお役やく御ご免めんじゃ、もう血にまみれる必要はなくなるのじゃ！　わらわたちは兵隊じゃなく、化け物でもなく、ふつうに、日常のなかで暮らせるようになるのじゃ！　もう人殺しなんかしなくてもっ──」

「本気で言ってるとしたら、大笑いですわね。いいえ、笑えませんわ」

　武骨な鎧姿のまま、亀のＭＣに着地すると、〈プリンセス〉はＸサンだけでなく周りの〈正義の味方〉たちにも思いしらせるように述べた。

「平和になった？　もう血にまみれる必要はない？　ふざけてますの？　本気で言ってますの？　呆あきれた、あなたのこと──ちょっとは認めてましたのに！　そこまで現実の見えていない、愚おろかなお子様だったとはね!!」

「お、おい、喧けん嘩かすんなよ……」

　何となく嫌いやな予感がして、花丸は睨にらみあうふたりの〈正義の味方〉に声をかけた。

　どうして、勝利したのに──大軍勢も〈撃げき墜つい王〉も倒たおしたのに、こんなに後味が悪い？

　まだ何も、終わっていないみたいに。

　何か、重大な失敗をして、敗北したみたいに。

「それより──無事でよかったよ、Ｘサン」

〈転てん真しん〉を維い持じするのもつらそうなＸサンに歩み寄って、花丸はその手を握にぎった。

　あまりにも華きや奢しやで、ちいさな手のひら。

「がんばったな。ほんと、心配したんだぞ。死んじまったんじゃないかって」

　たまらなくなって、花丸は彼女の自分よりも低い位置にある頭を、そっと抱だきよせる。

「あんま無む茶ちやすんなよ。おまえが、ぜんぶ抱かかえこむ必要はないだろうがよ」

「す、すまぬ……」

　困ったように、慣れていないように、わずかに頰ほおを染めるＸサンだったが。

「ハナマル、ヒジキも。心配かけたのう──」

　不意にその表情が曇くもった。

「む、むう？」

　明らかに様子がおかしかった。

　その視線の先──。

　ＭＣの亀の真ん中で、〈プリンセス〉が〈半魚人〉をまるで捕ほ獲かくするみたいに抱きよせて、なぜだろうか、唇くちびるを重ねていた。

　嚙かみつくみたいなキス。

　童話のワンシーンじみた、けれど不可解な、意味のわからない光景だった。

「お、おい、何をやっておるんじゃ……？」

「…………」

　Ｘサンの問いに〈プリンセス〉は答えず、丸くてずんぐりした背の低い〈半魚人〉を真上から抱えこむようにして、愛いとしげにその鱗うろこのびっしりと生えた身体からだを撫なで、情熱的に唇を吸っている。

　やがて、〈プリンセス〉は〈半魚人〉から離はなれて、唇を舐なめた。

　艶なまめかしい吐と息いきが漏もれる。

「オ、オマエ……」

　困こん惑わくしているのは、他ほかの誰よりも〈半魚人〉だっただろう。

　彼は挙動不ふ審しんに身体を揺ゆらすと、熱っぽく〈プリンセス〉に見とれた。

「オ、オ、俺ノコトガ好キ──ダッタノカ!?」

「……はぁ？　寝ね言ごとは寝てから言いなさいな」

　面めん倒どうくさそうに答えた〈プリンセス〉の衣装が、またも変化する。

　これまでで最も肌はだの露ろ出しゆつが多い衣装だった。

　ほとんど全ぜん裸らである。

　乳ち房ぶさの先せん端たんだけを貝かい殻がらで隠かくし、両足はラメの輝かがやくタイツで覆おおい、髪かみの色も綺き麗れいな海のような緑アクア青ブルーに変化していた。

〈プリンセス〉の衣装が変わるときは、彼女が攻撃をするとき。

　花丸は寒気をおぼえた。

　ホタテ貝みたいなコンパクトを開いて、口紅を塗ぬりながら、〈プリンセス〉が言った。

「殺人グロテスク児戯グリム【第七章】──人リトル魚マー姫メイド」

　その直後に悪夢が始まった。

「オ、オオッ、オオッ……!?」

〈半魚人〉の身体が崩くずれていく。海の泡あわみたいに。

　その肉体のすべてがあぶくを放ちながら壊こわれて、とろけて、散らばっていく。

　やがて海底の汚お泥でいのようにぐずぐずに融ゆう解かいした〈半魚人〉の成れの果てが、その場にうずたかく積もった。

　当然、生きてはいない。

〈正義の味方〉のＭＣは本体が死んでも残るらしく、亀かめが消え失うせてみんなまとめて海に放ほうりだされることはなかったが、主人の死に海亀は悲痛な涙なみだを零こぼしていた。

「な、なんてことするだ……!?」

　誰だれもが絶句するなか、唯ゆい一いつ、動いたのは〈半魚人〉と最も関かかわりが深い──〝怪かい物ぶつチーム〟リーダー〈バネ足ジャック〉だった。

　彼は両目から炎ほのおを噴き、怒いかりにまかせて〈プリンセス〉に摑つかみかかる。

「何しとるだ!?　頭がおかしくなったか、〈プリンセス〉どん!!　仲間殺しなんて許されることではねぇだ──う、裏切るつもりだべか!?」

「裏切る？　何を？」

　またも〈プリンセス〉の衣装が変化する。

「〈倫りん理り公こう社しや〉を？　この国を？　この世界かしら？　ねぇ、何を裏切るというの？　もしかして、曖あい昧まいで不確かな、正義という価値観を？」

　今度は和服だった。

〈剣けん豪ごう〉がまとっていた道着などとは厳おごそかさが、華はなやかさが段だん違ちがいな十じゆう二に単ひとえだ。

　色とりどりの重ね着に、垂れ流された黒くろ髪かみ。

　額の真ん中には異形の、まるで寄生虫のごときグロテスクな角が生えている。

　両目を爛らん々らんと輝かせ、〈プリンセス〉は片手をふるった。

「殺人グロテスク児戯グリム【第二十二章】──瓜アマ子ノジ姫ヤク」

　その腕うでが瞬しゆん時じに何倍にも膨ふくれあがり、少女らしい身体からは信じがたい筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしたものに変化して、その太刀たちのごとき爪つめが〈バネ足ジャック〉の身体を抉えぐる。

　呆あつ気けなく引き裂さかれ、血だるまになって、彼は亀の甲こう羅らから転がり落ちていく。

　身体がごっそり削けずられていた──野や獣じゆうに食い荒あらされたみたいに。

　おそらく生きてはいまい。

「あたくしは、あたくしの心に、いつでも忠実ですわ」

「どういうことじゃ、〈プリンセス〉」

　花丸と聖ひじ希きを庇かばうように背後にして、Ｘサンが怒ど鳴なった。

「さっきから、そなたは何を言っておる……!?」

「わからないでしょうね」

　豪ごう奢しやな和服のまま、〈プリンセス〉は寂さびしそうにつぶやいた。

「他人に言われるがままに戦って、そんな自分を疑いもせず、平和とか倫理とか正義とか──誰が決めたのかもわからない価値観に左右されて、幼く揺れ動く。あなたみたいな未熟者には、死んでも理解できないでしょうね」

　やはり妹を叱しかる、姉のような口調だった。

「むかしから、あなたのそういうところ──大だい嫌きらいでしたわ、Ｘサン」

　東京湾わんでの、最後の闘たたかいが始まる。
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　それは生まれたばかりの赤子の、「ばぶばぶ」みたいな無意味なベイビー単音トークに近かった。

「らららららりりりりりりりりろろろろろるるるるるるららららららららりりりりらららららららるるるるるるるるれれれれれれららららららららら──」

　空に幾いく筋すじもの飛行機雲を残しながら、〈正義の始し皇こう帝てい〉オーディン[image: オメガ]オメガは信じがたい速度で滑かつ翔しようしている。

　祈いのりの姿勢のまま、閉じられた両目からはらはらと鮮せん血けつを零こぼし、空気を突つき破りゆるやかに回転しながら地球を周回している。

「れれれれれらららららららるるるるるるるりりりりりららららららららられれれれれるるるるるるるるるりりりりりりりりららららららりりりりりりりれれれれれれれ」

　歯は軋ぎしりがピアノの音階を奏かなで、まるで巨きよ大だいな昆こん虫ちゆうが求愛の歌を囀さえずっているみたいだ。

〈始皇帝〉は地球を七周半しながら、本来なら認にん識しきすることもできない大気中にまきちらされた〈聖せい氣ぎ〉を漏もれなく吸引し、設定された目的地に落下して爆ばく発はつする。

　現在、空に刻まれたその軌き跡せきは四筋とはんぶん。

　残る課せられた周回数はちょうど三周。

　推定される炸さく裂れつまでの残り時間は、おおよそ数十分。

　あと約十二万㎞を飛ひ翔しようすれば、ミサイルのかたちをした人魚姫は殲せん滅めつ兵器としての本分を全まつとうし、№〈Ｘ〉として己おのれの創始者に与あたえられた使命を果たすことができるのだ。

〈始皇帝〉はまさに赤子か昆虫のような脳のう裏りに、悦よろこびと満足感を浮うかばせながら。

「……んまぁま──まぁま、ママぁぁ……まぁぁんまぁああ──」

　口元に微び笑しようを浮かべ、ひたすら天あま翔かける。
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「………？」

　花はな丸まるは気絶していたようだった。

　はっと我を取り戻もどすと、爽さわやかな涼りよう風ふうが吹ふき抜ぬける草原に寝ねころんでいた。

　まだ夢を見ているのかと思った。

　日向ひなたぼっこに最適なぽかぽかとした陽気。

　空には目ま映ばゆく太陽が輝かがやき、大地の恵めぐみがいっぱいの香かおりが周りには満ちている。

　ごみごみとした町中で〝平へい凡ぼんな日常〟を始め、またその記き憶おくしかない花丸には、ＴＶのなかでしか見たことがない牧歌的な光景だった。

「あ、あれ……？」

　しばし啞あ然ぜんとして、何度か瞬まばたきを繰くりかえし、花丸は身を起こした。

　さきほどまで戦場にいたので不安になって、身体からだを確認してみたが、怪け我がなどはない。

　不自然なぐらいに無傷である。

　それにひとまず安あん堵どしつつも、ぼんやりと周囲を見回してみた。

「何だ、この世界名作劇場みたいな景色は……？」

　そんな花丸の感想がすべてだった。

　なだらかな丘おかと、ときどき色いろ鮮あざやかな花が交ざった大草原。

　遠くには風車と煉れん瓦がづくりの家と、牛や羊がのんきに草を食はんでいる牧場があって、あらゆる意味で〝戦争〟とか〝非日常〟とかいう単語から遠い雰ふん囲い気きだった。

　だがそれが、逆に不自然である。

「どういう──えぇっと、落ちつけ。たしか俺は……？」

　混乱しながらも、花丸は思いだす。

〈倫りん理り公こう社しや〉を裏切った──？　理由は不明だが仲間たちに手をかけた〈プリンセス〉と、喧けん嘩か腰ごしで口論をしていたＸエツクスサンが、まず前まえ触ぶれもなく消えたのだ。

　煙けむりのように消失した。

　見ると〈プリンセス〉が分厚い本を持っていて、そのページがおおきく開かれていた。

　そこには文字がなく、不気味な奥行きのある七色が渦うず巻まいていた。

　それを花丸が確認した次の瞬しゆん間かん、聖ひじ希きがふわりと浮かび、掃そう除じ機きに吸いこまれるみたいに絵本へ向かって飛んでいこうとした。

　慌あわてて聖希に手を伸のばし、抱だきよせようとした花丸だが、一いつ般ぱん人の腕わん力りよくではすさまじい吸引力に逆らえなかった。

　なんとか聖希の腕うでを摑つかんだが、彼女ごと宙を泳ぎ、七色の輝きが近づいて──。

　そのまま意識を失っていた。

　そして目覚めたら──平原の只ただ中なかである。

「…………」

　すべてが夢だったみたいな、心こころ許もとない不安感。

　花丸は泣きそうな顔になって、仲間たちの姿はないかと、必死に周りを見回して。

　──きゃああああ。

　聞き覚えのある悲鳴が響ひびいた。

「この声は……聖希ちゃん!?」

　すぐに察して、花丸は機き敏びんに立ちあがると声のした方向へ走りだした。

　そこには黒々とした、どこか不気味な森が広がっていた。
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「せ、せんぱぁい」

　聖ひじ希きは可哀かわい想そうな姿になっていた。

　深い森の奥である。

　木の根っこがでこぼことした歩きにくい地面をどうにか踏とう破はし、背の高い樹木のせいで薄うす暗ぐらく空が見えないなか、花はな丸まるは森の奥──茂しげみに囲まれてぽっかりと舞ぶ台たいのように存在していた空間に辿たどりついた。

　どこか不自然な場所だったが、気にしている余よ裕ゆうはない。

　湿しめっぽい空気が流れるなか、聖希が花丸の姿を見つけて、涙なみだ混じりに繰りかえす。

「せ、せ、せんぱい！　せんぱい！　せんぱぁいっ……!!」

　彼女は〈転てん真しん〉が解けているようだった。

　高校の制服姿で、たしか狙そ撃げきで血まみれになっていたはずだったが、いちど〈転真〉を経過したことでどうにかなったのか──新品同然になっている。

　あるいは聖希もＸサンと同様に、〈聖せい氣ぎ〉による物質の創造で制服をつくっているのかもしれないが。

　いまはそんなことよりも。

「う、うえっ、ふええっ……」

　聖希はぼろぼろ涙を零こぼしている。

　そんな彼女は両手両足といわず、その全身が木の枝らしきもので拘こう束そくされていた。

　彼女の周りに立ち並ぶ、ごつごつとした樹木が枝葉をのばし、聖希の華きや奢しやな腕などに絡からみついているのである。

　柔やわ肌はだに食いこんだ細い枝は痛々しく、あられもない姿で宙づりにされたその姿は標本のようですらあった。

　服が引っぱられ、おへそと、可愛かわいらしい下着がすこし露あらわになっていた。

「だ、だいじょうぶか、聖希ちゃん！」

　状じよう況きようがわからなかったが、とにかく花丸は彼女の元へと走りよった。

「何があったんだ……？」

　聖希のすぐそばまで近づいて、とりあえず彼女を勇気づけるために手を握にぎる。

　何の解決にもなっていないが、聖希はほっとしたようだった。

「わ、わかりませんっ。気がついたらボク、ひっく、こんなふうに全身縛しばられてて──いちど気絶したせいか、〈転真〉が解けちゃって、脱けだすこともできなくて……。ひ、ひぐっ、怖こわかったよぉ、せんぱい！」

　よく見ると、そんな彼女のすぐそばに見覚えのあるＭＣがいた。

　緑色のこの謎なぞ生物は、聖希の太ふと股ももあたりを縛った枝にカリカリと歯をたてて、どうやらご主人様を助けようとしているらしい。

　だが見た目よりも頑がん丈じようなのか、樹木はびくともしない。

「うう、どうしてボクばっかりこんな……」

　泣きじゃくる聖希の年とし頃ごろの女の子としては耐たえ難がたいだろう姿を、なるべく見ないように気を遣つかいつつ、花丸はそばに落ちていた尖とがった石を手にとった。

「ま、待ってろ聖希ちゃん、いま助けるから！　これでどうにか……！」

　聖希を縛る樹枝に、思いっきり石を叩たたきつける。

　わずかに樹皮がめくれたが、その程度で、ほとんど効果はなかった。

　だが諦あきらめることはできない。花丸が他ほかにできることもない。

「おりゃっ！　このっ！　くっそ、なんか刃は物ものでもあればいいんだけど──」

「い、痛っ……せ、せんぱぁい、痛いですっ」

「あ、ごめん──」

　むしろ聖希に衝しよう撃げきが届いて、そのたびに身体からだに食いこんだ枝に振しん動どうが伝わるらしく、聖希は苦鳴を漏もらしたが。

「だ、だいじょうぶです。せんぱい。せんぱいの気持ち、う、嬉うれしいですからっ」

　健けな気げに我が慢まんして、にこっと微笑ほほえんだ。

　良い子だ。

　花丸は場ば違ちがいに和なごみそうになったが、そんな状況ではない。

　どうにか一点集中して枝を傷つけ、切断しようと試みながら、花丸は尋たずねる。

「聖希ちゃん……ここ、どこだかわかる？　あとＸサンも、姿が見えないんだけど──」

「わ、わかんないです」

　聖希は作業に没ぼつ頭とうする花丸とＭＣを申し訳なさそうに眺ながめて、思案げに語る。

「気絶する前に見たものをまとめると──どうも、ボクらは〈プリンセス〉が持っていた絵本のなかに吸いこまれたみたいですね」

　自信なげながら、聖希は考えを語ってくれる。

「小規模な異世界をつくりだして、そこに他人を吸いこんで閉じこめる。そんな能力なのかもしれません。ボクも、似たような魔法がつかえますし──でも、こんな巨きよ大だいな、現実感のある小世界をつくりだすなんて……」

　たしかに、ここは夢や幻げん覚かくとは思えないぐらい、肌はだ触ざわりのある世界である。

「この小世界がどういう性質を持つのかは、わかりませんけど──落とし穴に嵌はまったような状況です。すごく、ぴんちです……。どうにかＸサンと合流して、脱だつ出しゆつする方法を見つけないと……ひゃわっ!?」

　語っている最中に、異変が生じた。

　花丸の石による打だ撃げきが何らかの刺し激げきになったのか、枝葉が生物的に蠢うごめいたのだ。

　同時に周りの樹木がざわざわと葉音を響ひびかせ、禍まが々まがしい気配を放ちはじめる。

「何だ……これ？」

　花丸はぞっとして、思わず石を取り落とす。

　すぐ間近から殺気をおぼえ、慌あわてて振ふり向く。

　そこに化け物が存在していた。

　樹木である。

　枝葉を両りよう腕うでのように広げて、その樹き肌はだには人間の顔面に酷こく似じした穴があき、その奥ではカンテラのような真っ赤な輝かがやきが揺ゆれている。

　見ると周りに乱立する緑樹すべてが、そんな〝おばけ樹木〟とでも表現したくなる、怪かい物ぶつじみた存在に変化していた。

　数十、数百……それ以上か。

　森のすべてが怪物化したのなら、奥まで踏ふみこんでいる花丸たちは化け物の胃い袋ぶくろのなかにいるに等しい。

　花丸はさすがに血の気を失い、言うまでもないことを口にした。

「や、やばそうだぞ……」

「ぼ、ボクたち、食べられちゃうの……？」

　聖希も真っ青になって震ふるえている。

　その間にも樹木は地面から根っこを引き抜ぬき、緩かん慢まんに一歩を踏みだし、そこに根を張り──という呆あきれるほど鈍どん重じゆうな動きで、けれど確実にじりじりと近づいてきている。

　樹木に留とどまっていたらしい鳥たちが、慌てて飛び立つのが見えた。

「やだ、こんなの……せんぱい、逃にげて！」

　聖希が身体を緊きん縛ばくされたまま、悲痛に叫さけんだ。

「ボクを助けにきたせいで、こんな──せんぱいだけでも、逃げてぇ！」

「そんなわけには、いかんだろ……！」

　花丸は意地でその場に踏みとどまったが、できることは何もない。

　自分の無力さが怨うらめしかった。

「ふあっ」

　聖希が変な声をあげた。

　その制服のした──お腹なかや胸むな元もとのあたりを樹木が這はい回り、ぼこぼこと奇き妙みように着衣が盛りあがる。顔を赤らめ、聖希は身をよじる。

「やっ、やっ……やぁんっ」

　聖希を拘こう束そくしている樹木の化け物が、意地悪く聞こえる葉音を響かせた。

　同時に枝葉が聖希の頰ほおや鎖さ骨こつのあたりを撫なで、樹液で汚よごしていく。

「やだやだやだっ」

　聖希が悲鳴をあげる。

「こんなの、やだっ──せ、せんぱいっ、見ないで、逃げてぇっ……早くっ、ふ、ふえっ……ぇぇえん、ぬるぬる、やだぁっ。どうして、こんな酷ひどっ──むぐっ」

　口元まで棍こん棒ぼうじみた枝に塞ふさがれ、聖希はぽろぽろ涙なみだを零こぼすことしかできない。

「んっ……んんっ、んぐうっ……」

　その両足がかんたんに広げられ、細い枝葉が露あらわになった下着の奥に入りこみ、その布地をぴりぴりと引き裂さいて──。

　聖希が絶望に、瞳どう孔こうをちぢめる。

　花丸の目の前で、聖希の下着が引き裂かれ──。




「何をしておるか!!」




　突とつ然ぜんに、暗黒の状じよう況きようを打開する、陽光のごとき鮮せん烈れつな声が響いた。

　真上──梢こずえが隠かくした空の向こうから、何者かが隕いん石せきのごとき勢いで落下してくる。

　それは異形の翼つばさを生やした、爆ばく熱ねつ天てん使しＸサンだった。

「すまぬ、駆かけつけるのが遅おそくなった!!」

　聖希とちがって〈転真〉状態のＸサンは、両手に細く伸のばした天プロ輪ミネ刃ンスを二刀流のように構えていて、素す早ばやく身体からだを回転させると聖希を拘束していた枝葉をあっさり切断。

「植物の分際で、わらわの仲間に手をだそうなぞ百万年早いのじゃ!!」

　鮮あざやかに舞まい、花丸たちだけを器用に避さけて、周りのすべてを切断していく。

　切り株を晒さらし、葉を散らして倒たおれていく周囲の木々。

　反応し、〝おばけ樹木〟が鞭むちのように枝を伸ばしたが、Ｘサンに辿たどりつく前に輪切りにされるだけ。

　圧あつ倒とう的てきな強さ。

「ハナマル！　ヒジキを確保せい！　男の子じゃろ、ぼやぼやするでない!!」

　炎ほのおのような両目で見み据すえられ、花丸は慌てて解放され尻しり餅もちをついた聖希を抱だきよせ、乱れた着衣をそっと直してやる。

「せ、せんぱぁいっ。ふえぇえんっ」

　ぎゅうぎゅう抱きついてくる彼女を、けして放さない。

　無力な花丸でも、それぐらいはできると信じたかった。

　大暴れし、〝おばけ樹木〟を薙なぎ倒たおすＸサンに、花丸はうなだれる。

「すまねぇ、俺、何もできなかった……」

「謝るな」

　周囲の敵をあらかた片付け、息も乱さずＸサンが跳ちよう躍やくし、すぐ間近に着地。

「弱いことを卑ひ下げするな。弱いなら強くなればいいんじゃ。悔くやしいなら努力せい、努力したらば報むくわれぬことはない。そなたは強くなれるよ、きっと──いつかその日がくるまでは、わらわがそなたを守ってやる」

　とはいえＸサンは見た目ほど万ばん全ぜんではないようで、その動きもいつもより弱々しい。

　当たり前だ。さきほどまで東京湾わんで死線をくぐりぬけていたのだ。

　最終奥義も二連発したし、〈聖せい氣ぎ〉はとっくに底をついているはずだ。

　生命そのものを削けずるようにして、彼女はいま、死に物もの狂ぐるいだろう。

　けれどそれを感じさせない、何てことない、という強く美しい立ち姿で。

「こんな不気味な森なんぞに長居する意味はない──脱だつ出しゆつするぞ、しっかり摑つかまっておれ！」

〝Ｘ〟状の翼の先から膨ぼう大だいな〈聖氣〉を噴ふきだし、彼女は花丸たちを抱きよせると、真っ直すぐに空へと舞いあがった。
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　ひとまず安全そうな野原へと避ひ難なんした。

　周りには何もないので、さきほどのように樹木が怪かい物ぶつ化して襲おそってくることはないだろう。

「わらわは目覚めてから、ひとっ飛びしてあちこちを見てまわってきたのじゃ」

　土の上で堂々と胡座あぐらをかいて、Ｘサンが真面目まじめな顔で語る。

「もうヒジキなどには予想がついているじゃろうが、どうやらここは〈プリンセス〉がつくりあげた小世界のようじゃ。上空は数㎞飛んだあたりでそれ以上は進めなくなり、陸地も半径数㎞のみ存在していて、そこから先は景色が見えるものの透とう明めいな壁かべに遮さえぎられて進むことはできぬ」

　それを証明するように、Ｘサンは手のひらサイズの天プロ輪ミネ刃ンスを取りだすと、あらぬ方向へと向けて全力で投げつけた。

　だが天プロ輪ミネ刃ンスはある程度の距きよ離りを進むと急に何かに激げき突とつし、ちゃりん、と澄すんだ音を響ひびかせて地面に落下したのだった。

「すべてを切り裂くはずの天プロ輪ミネ刃ンスが、あえなく弾はじかれる──物理的ではない、超ちよう次元的な壁が存在するのじゃろうな。夢と現実の壁のような、どうしようもない溝みぞが」

　Ｘサンの能力──破ハ界ルマ光ゲ線ドンと天プロ輪ミネ刃ンスは文字どおり〝最強〟だ。

　それらをぶちかまして突とつ破ぱできないなら、物理的な破は壊かい力ではどうにもならないということだが……。

「さっきの森に現れた樹木の怪物は気になるが、ざっと見て回ったところ、この小世界は牧歌的で平和な雰ふん囲い気きじゃったぞ。とはいえ、こんな鄙ひなびた場所でずっと暮らしていくつもりもないし、どうにか脱出せねばな」

「え、Ｘサンは、〈プリンセス〉さんとお友達だったんでしょ？」

　さきほど酷ひどい目にあってトラウマを負ったのか、花はな丸まるの腕うでにすがりついたまま動こうとしない聖ひじ希きが、困り顔で問うた。

「この小世界は、〈プリンセス〉さんの能力なんだろうし──知りあいなら、脱出する方法とか、何か見当つかない？」

「……ふがいないが、わからぬ」

　Ｘサンもなぜか花丸の空いているほうの腕を、そっと抱きよせながら（なぜ？）、俯うつむきかげんに囁ささやいた。

「わらわの最終奥義は〝最強〟と謳うたわれておったが、〈プリンセス〉の最終奥義は〝必勝〟と呼ばれておった──使用して、倒せなかった敵はおらぬのじゃ。あやつは、滅めつ多たなことでは最終奥義を使わんかったし、破る方法など想像もできぬ……」

　珍めずらしく、Ｘサンはしょんぼりしている。

「それに、あやつは口こそ悪いがいつも真面目で、信念をもって戦っておった。偉い大だいで、尊敬できる先せん輩ぱいじゃった。〈正せい義ぎ機き関かん〉の言いなりになっていただけの、わらわとはちがって──自分で判断し、己おのれの生き様を決定できる、大人じゃった」

　黄金こがね色いろの前まえ髪がみで目元を隠かくし、Ｘサンは下した唇くちびるを嚙かみしめた。

「どうして裏切ったのじゃ、どうして、わらわを攻こう撃げきするのじゃ──友達などではなかった、けれど、わずかにでも絆きずなはあると信じておった。戦うことがあったとしても、悪いのはわらわのほうで、間ま違ちがっているのも、わらわのほうで……そう思ってたのに」

「だ、誰だれかに操あやつられてるとか、騙だまされてるとか、そういう可能性はないのか？」

　あまりにもＸサンが意い気き消しよう沈ちんしていたので、花丸はそんなことを言ってみた。

〈神〉のＭＣに操られ暴走した聖希みたいに、彼女も自分自身にはどうしようもない、悪意ある強制力に動かされているだけではないのか？

「……わらわには、わからぬ」

　Ｘサンは、いまにも泣きだしそうだった。

　強大なる〈撃げき墜つい王〉を圧あつ倒とう的てきなちからでねじふせたのとは、別人のような──ちいさな子供のようだった。

　目元をぐしぐしと拭ぬぐって、Ｘサンは前まえ触ぶれなく胸むな元もとを隠しているわずかな装そう甲こうのついた布地をずらすと、上半身をかんぜんに露ろ出しゆつさせた。

「それよりも、吞のん気きにお喋しやべりしておらんで、下僕エサの役目を果たすがよいぞ。わらわ、ありえないぐらい限界じゃから、しっぽり〈聖せい氣ぎ〉を補給するがよいぞ？」

「急に脱ぬぐなと言ってるだろうが!?」

「……？　露出度でいえば、あまり変わらぬのじゃがな」

　Ｘサンの言うとおり、〈転てん真しん〉状態の彼女の衣装は全ぜん裸らに近いが。

　局部が隠れているかどうかで、こんなにも印象がちがうものか。

　こちらに背中を向けて、熟うれた果実のように紅あかい製造№を見せながら、Ｘサンは地面に両手をついて待ちの姿勢になった。

　黄金色の髪かみの毛がわずかに隠した、ほっそりとした背中。

　花丸はその匂においたつほどの色気にたじろぎながら、ひとつ指し摘てきしてみた。

「でも、あの──ほら、Ｘサン。補給しようにも翼つばさがすごい邪じや魔まなんだけど」

「むう……？」

　Ｘサンが物欲しげにこちらを眺ながめながら、渋しぶ々しぶと頷うなずいた。

　同時に〝Ｘ〟状の翼が機械音を響かせながら折りたたまれ、自転車でいえばスポークにあたる部分が短くなっていき、全体がお鍋なべの蓋ふたぐらいのおおきさにまで縮んだ。

「よいしょ」

　そんな〝Ｘ〟状の翼を彼女はふつうに両手で抱かかえると、見えない磁場があるかのように製造№のそばで浮ふ遊ゆうしていたそれを、あっさり取り外して地面に置いた。

「とったぞ。さぁ、かもんかもん……なのじゃ♪」

「そんな気軽に取り外せたんだ、それ……」

　どうでもいい知識を得てしまった。

　物もの珍めずらしげに〝Ｘ〟状の翼を眺めていると、Ｘサンがこちらを厳しく睨にらんできた。

「こら！　女にここまで準備させて、何をぼうっとしておるか!!　据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじ──さっさと男の本能のおもむくまま、わらわの艶なまめかしい肉体をむさぼる作業に戻もどるのじゃ！」

「〈聖氣〉の補給に男の本能は関係ねぇよ」

　いつものような会話をしながら、花丸は恐おそる恐るＸサンの肩かたを摑つかむ。

　燃えるように熱い、乙おと女めの柔やわ肌はだ。

「ていうか、いつも思うけど──おまえ、もうちょっと恥はじらえば？　肌はだをだすのにまったく躊ちゆう躇ちよがないし、もしかして露ろ出しゆつ狂きようなのか？」

「そなたが煮にえきらんから、わらわが積極的にならざるを得んのじゃろうが……」

　花丸が触ふれるとびくんと背筋を震ふるわせて、Ｘサンの声がか細くなる。

「でも、恥じらいがある女の子のほうが、花丸が好きなら……わらわも、期待に応こたえぬことはないのじゃぞ？　『か、勘かん違ちがいしないでよね!?　べつに〈聖氣〉の補給なんてしてほしいわけじゃないんだから!!』」

「うんそれは恥じらいとはちがうな」

「とはいえ、何を恥じらう必要があるのじゃ？　生命そのものである〈聖氣〉を与あたえられ、満たされる。いわば、これはわらわとハナマルの愛の営みじゃ」

　まっさらに、Ｘサンは微笑ほほえんだ。

「命を削けずってわらわに尽つくしてくれる可愛かわいい下僕エサの奉ほう仕しをうけて、顔がにやけるぐらいのことは当たり前なのじゃ。わらわ、幸せじゃ……さぁ、ぶつくさ言っとらんで、わらわの製造№に、そなたの愛を注いでおくれ！」

「楽しそうだな、相変わらず──まぁ、いいか」

　東京湾わんでも、さきほどの〝おばけ樹木〟たちとの戦せん闘とうでも、花丸は何もできなかった。

　怯おびえて、震えることしかできなかった。

　ならばせめて、自分の代わりに戦ってくれる彼女に、祈いのりと生命を託たくすぐらいは。

「いくぞ」

「う、うむ！　くるがよい！」

　うわずった声で応こたえるＸサンの背中──肩けん胛こう骨こつの真ん中にある製造№に、顔を近づけていく。

　何だか見つめていると頭がくらくらしたので、思わず目を瞑つぶって、大急ぎで見当をつけてその肌に唇くちびるを寄せた。

「はわにゃっ!?」

　Ｘサンが変な声をあげた。

「にゃにゃにゃ……にゃにしとんじゃーっ!?　ば、場所、ちがうっ!!　そこじゃない！　こらっ！　目をあけてちゃんと正しいところにするがよい!!　思いもよらんところに刺し激げきがきたから、びっくりしたではないか!!」

「ご、ごめん」

　狙ねらいがずれたようだ。意外とちっこいのである、製造№は。

　わけもなく動どう悸きが速まるなか、花丸は今度こそ両目を見開いて、「焦じらさないで……後生じゃから、どきどきして、わらわもう耐たえられぬ……!!」と騒さわいでいるＸサンの製造№に、花丸は唇を触れさせた。

「はうううう!?」

　Ｘサンの背中が海老えび反ぞりになって、電でん撃げきでも走ったようにびくんびくんと震えた。

　同時に花丸の身体からだに、〈聖氣〉の補給を行ったときに発生する、骨を抜ぬかれるような脱だつ力りよく感かんがやってくる。

　ちからがゆるみ、Ｘサンから手を放した花丸に、彼女は大喜びで抱だきついてくる。

「きたきたきたきたーっ!!　素す晴ばらしい法ほう悦えつじゃ!!　爪つま先さきから頭のてっぺんまで痺しびれるぅう!!　褒ほめてつかわすぞ、ハナマル!!　そなたは自じ慢まんの下僕エサじゃよぉお!!」

「ちょっ──うぷっ、だから恥じらい！　恥じらいさんはいらっしゃいませんか!?」

　ありえないことにＸサンのはだかの胸むな元もとを顔面に押しつけられ、過去に味わったことのない眩げん暈うん感に思わず理性をなくしそうになったハナマルだが。

「せ、せんぱいっ！」

　目を白黒させながらふたりのやりとりを見ていた聖希が、必死な顔で花丸の肩にむしゃぶりつき、顔を真っ赤にして主張した。

「ぼ、ボクもっ、ボクもぉっ──け、結界とか張って、疲つかれてるしっ。ひっく、ほ、補給っ……ボクも、せんぱいの、ほしいの!!」

　すごい一いつ生しよう懸けん命めいだった。

　そのまま聖希は切せつ羽ぱ詰つまった表情で、ぎこちなく制服を脱ぬいでいく。

　セーラー服が地面に落ち、スカートがめくりあげられ、可愛らしい下着と白い肌が露ろ出しゆつする。

「お、お願いです──ボクに、せんぱいのお情け、くださいっ……!!」

「それはいいんだけど、聖希ちゃんは脱ぐ必要ないよね!?　製造№おでこでしょ!?」

「ご、ごめんなさい、せんぱい！　脱がしたかったですよね!?」

「誤解だよ!?」

　錯さく乱らんしている聖希に戸と惑まどいながらも、花丸は恥ずかしいことはさっさと終わらせようと思って、半脱ぎのままの聖希を真正面から抱きよせる。

　肩を摑み、こちらに向かせ、彼女の前まえ髪がみをわけて製造№を露出させる。

「は、はうう……」

　意外なほどにおおきくて印象深い双そう眸ぼうを揺ゆらめかせ、聖希は胸の前で両手をきゅっと祈りのかたちにすると、なぜだか目を閉じてすべてに身を委ゆだねるような姿勢になった。

　花丸は無意味にどきどきしながらも、いちおうＸサンに確かく認にんをとってみる。

「あ、あの、聖希ちゃんに〈聖氣〉の補給をするけど……いいよな？」

　花丸を下僕エサ呼ばわりする彼女は、他ほかの〈正義の味方〉に勝手に補給をすると烈れつ火かのように怒おこるのだった。

「ほ、ほえ？」

　Ｘサンはなぜか放心状態で、ぽーっと紅潮したまま多幸感にひたっていたが。

「ま、まぁ、仕方あるまい──〈魔法少女〉は重要な戦力じゃ。〝女は海〟という……多少の浮うわ気きは見み逃のがしてやるのが、本妻の度量というものじゃ」

「いつおまえが俺の妻になったんだよ」

「せ、せんぱい……」

　仲良く会話するふたりに、聖希が薄うす目めを開き、拗すねるようにつぶやいた。

「ボクに、き、キスするのに──Ｘサンの許可とか……」

「ご、ごめん」

　何かすごい罪悪感があって、花丸は謝りながら、彼女に向き直る。

「いくよ、聖希ちゃん」

「ど、どど、ひっく、どうぞ！　せんぱいっ！」

　そのまま顔を近づけて……。

　ちゅっ♥

「んふっ……くふぅうん」

　聖希はがくがくがくっ、と腰こし砕くだけになって、その場に崩くずれてしまう。

　慌あわてて花丸が抱きよせると、彼女は花丸のお腹なかのあたりにぎゅっとしがみついて、荒あらい呼吸を繰くりかえした。

「あ、ありがっ、ありがとうございます、せんぱい──はぁっ、ふうっ……」

　顔を花丸に押しつけて、聖希は万ばん感かんをこめてつぶやいた。

「す、ひっく、すてきでした、せんぱいー……♥♥」

　それは良かったが、何でこうＸサンも聖希も、〈聖氣〉の補給を受けるとき妙みように色っぽいのだろうか──。

　睡すい眠みんや食事など、生命維い持じに必要なことには強力な快楽が伴ともなう。

　そういうことなのだろうけど。




『ずいぶんとまぁ──こんな状じよう況きようで、楽しそうですわね？』




　不意に、爆ばく音おんじみた大声が轟とどろいた。

　世界のすべてを震しん撼かんさせるような。
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「………!?」

　弛し緩かんした雰ふん囲い気きだった三人が、状況を思いだし──慌てて声のした方向、つまり真上を同時に見あげた。

　Ｘサンが目を丸くし、その名を呼ぶ。

「〈プリンセス〉!!」

　見た目だけは悠ゆう久きゆうに広がる天空そのものの、いくつもの雲が浮うかんだ青空に、超ちよう巨きよ大だいな〈プリンセス〉の顔面があった。

　半はん透とう明めいで、まるで幽ゆう霊れいのようだ。

　彼女は最初に見せたチャイナドレス姿に戻もどっていて、豪ごう奢しやな扇せん子すを悠ゆう然ぜんと頰ほおに添そえたまま、こちらを傲ごう慢まんに見下ろしている。

『やれやれ、もうすこし怯おびえてくれないと──あたくしも張りあいがないのだけど』

　呆あきれたように、ちちくりあっていた三人を眺ながめたまま。

『あぁ、念のために言っておきますが、この顔はただの立体映像です。攻こう撃げきをしても無む駄だですわよ。あたくしと、あなたがたは──存在する次元が、世界がちがいますの。あなたがたは、あたくしがつくった小世界に閉じこめられていて、あたくしはそれを外側から見下ろしている……』

　せせら笑いながら。

『絵本のなかに他人を閉じこめる。これが、あたくしの〝必勝〟と謳うたわれた最終奥義──殺人グロテスク児戯グリム【最終章】絵のオーバーない・ザ・絵本レインボー!!』

　勝ち誇ほこるように、〈プリンセス〉は宣言した。

『Ｘサンの破ハ界ルマ光ゲ線ドンのように派手ではありませんが、世界ひとつを構築するこの最終奥義はまさに驚きよう天てん動どう地ち！　射しや程てい距きよ離りが短いぶん、いちど成立してしまえば破るのは不可能ですわよ！　囚とらわれてしまえばもう、脱だつ出しゆつする方法は皆かい無むですわ』

「完かん璧ぺきな能力などない」

　Ｘサンが、負け惜おしみに近いことを吐はき捨てた。

「圧あつ倒とう的てきで万能で、最強で必勝で無敵だった、あの母さますら最後は討うたれたのじゃ。そなたの最終奥義とて、突とつ破ぱできぬわけがない。攻こう略りやくの方法はあるはずじゃ……！」

　けれど、ここまできても──いまだに、〈プリンセス〉を敵視できないように。

　泣きそうな表情で、彼女は訴うつたえる。

〈プリンセス〉の最終奥義にあえなく囚われてしまったのも、Ｘサンが彼女を敵と認にん識しきしておらず、むざむざと射程距離のなかまで入りこんでしまったからなのだろう。

「どうしてじゃ、〈プリンセス〉……？　なぜ〈倫りん理り公こう社しや〉を裏切り、仲間を殺し、わらわを攻撃する？　お願いじゃ、どうか教えておくれ！　わらわは、そなたを憎にくみたくない──勝手な言い分じゃが、せめて納なつ得とくして戦わせておくれ！」

『そんな義理はありませんわ』

〈プリンセス〉はつれなかった。

『自分で考えなさいと、〈正せい義ぎ機き関かん〉にいたころ、何度も口を酸すっぱくして教えてあげたでしょう？　ほんとうに、実力があるくせにそれを活いかせない──手のかかる、いけ好かない後こう輩はいですわ。甘ったれた子供が、生き残れる時代じゃないんですのよ』

　高飛車な態度を消して、疲つかれきった、おとなの女性の表情で。

『歯を食いしばってでも、死ぬまであがきなさいな。あたくしのつくりだした、天国のような地じ獄ごくのなかで。〈正義の味方〉の最後の戦いとなる、この第二次〈正義の味方〉大戦、その犠ぎ牲せい者しやとして──せめて戦士として、名前を残しなさい』

「最後の戦い……？」

　眉まゆをひそめるＸサンに、〈プリンセス〉は素そっ気なく目を逸そらした。

『口が滑すべりましたわね──あたくしも甘さが抜ぬけませんこと。言葉を交かわしていたら、情が移ってしまいそうですし……そろそろ、殺してさしあげますわ』

　次の瞬しゆん間かんだった。

　のほほんとした平和な景色に──文字どおり亀き裂れつがはしる。

　地割れである。

「むっ!?」

　Ｘサンが反応し、素す早ばやく花はな丸まると聖ひじ希きを抱かかえて飛ひ翔しよう。

　周りを見回し、啞あ然ぜんとした。

　一いつ瞬しゆん前までの平へい穏おんが噓うそみたいに、小世界には天変地異が満ちあふれていた。

　地割れが牧場を吞のみこみ、牛馬が悲鳴をあげて暗くら闇やみに消えていく。

　地じ震しんが土ど砂しや崩くずれを発生させ、地面をぐちゃぐちゃに吞み潰つぶしていく。

　黒い森を、紅ぐ蓮れんの業ごう火かがなめつくしていく。

　どこからともなく発生した津つ波なみが、何もかもを蹂じゆう躙りんしていく。

　暗雲がたちこめた空から、無数の迅じん雷らいが落ちていく。

「何じゃ……こりゃ!?」

　飛来した稲いな妻ずまを回かい避ひし、火の粉から身をかわして、Ｘサンは啞然とする。

『ただ小世界に他人を閉じこめるだけと、そう思ってましたの？』

〈プリンセス〉が嘲ちよう笑しようする。

『これが、あたくしの最終奥義絵のオーバーない・ザ・絵本レインボーの真骨頂──この小世界のなかでは、あたくしは望むとおりの出来事を発生させることができる。ひとまず災害が頻ひん発ぱつし、怪かい物ぶつの群れが暴れまわる、過か酷こくな世界観にしてみましたわ』

　空に表示されていた彼女の顔が薄うすれていって、きれいな歯並びだけが残る。

『この小世界において、あたくしは神ですのよ』

「神は死んだわ、愚おろかものがぁあ!!」

　その言葉が逆げき鱗りんに触ふれたのか、Ｘサンが嚙かみあっていない言葉を吐きだしたが。

　世界のすべてに攻撃され、逃にげまどうことしかできずにいる。

『さぁ、あたくしの〝必勝〟とあなたの〝最強〟──果たしてどっちが上かしら？』

　笑えみのかたちに残った歯並びが、宣戦布告だけを残して消えていく。

『今日こそ決着をつけましょう、Ｘサン。まぁ、結果はわかりきっていますけど。神話の結末──最終戦争において、天使は引き裂さかれて死ぬのがさだめですわ』
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「憎悪を育みなさい」

　平へい凡ぼんな一いつ軒けん家やの、特とく徴ちようのないリビングで。

　ふつうの女がつぶやいた。

〈正せい義ぎ機き関かん〉の支配者にして、あらゆる〈正義の味方〉の創始者、そして日本政府を転てん覆ぷくさせた史上最悪の侵しん略りやく者──〈正義の神〉Ｘクロステラが、印象に残りにくい平へい坦たんな声で語る。

「けして満たされてはいけません」

　量りよう販はん店てんで安売りされている洋服で上下をそろえ、もこもこしたスリッパをはいた彼女の膝ひざの上で、こちらは奇き抜ばつな血色のドレスをまとったゴーマンナが首を傾かしげる。

　Ｘテラに背後から抱だきよせられ、ご満まん悦えつの表情をしているゴーマンナの目の前では、ＴＶがありふれたバラエティを垂れ流している。

　穏おだやかな昼下がりで、窓の外では小鳥がちゅんちゅんと鳴いている。

　眠ねむくなるような幸福感のなか、Ｘテラはゴーマンナを膝ひざ枕まくらすると、その毛細血管のような髪かみの毛をやさしく指先でまさぐった。

「ふにゃ……♪」

　猫ねこのように甘えた声をあげるゴーマンナに、Ｘテラは微笑したまま言葉を紡つむぐ。

　一いつ般ぱん人そのものの見た目で、世間話のように。

「踏ふみつけられるたびに強く成長する、雑草のようなしたたかさを持ちなさい。傷つき疲れ果てるたびに逞たくましくなる、筋肉のように成長しなさい。特効薬を生みだされ撲ぼく滅めつされるたびに、凶きよう悪あくに変へん貌ぼうする病びよう原げん菌きんのように──進化しなさい」

　Ｘテラは、たっぷり陽光を吸いこんだお布ふ団とんみたいな匂においがする。

　お母さん、と誰だれもが呼びたがるような穏やかさで、彼女はいつも悠ゆう然ぜんと──。

「あなたの進化アドバ能力ンストは『人類支配』」

　悪意をばらまいている。

「あなたの姿を見て、声を聞くだけで、〈聖せい氣ぎ〉を持たない一般人はあなたに魅み了りようされる。支配され、どんな命令にでも従うようになる。あなたの身体からだから漂ただようフェロモンで、あなたの見た目や仕草に宿った人間を支配する誘ゆう因いん力で、どんな人間でもあなたの奴ど隷れいになる」

　そうだ。

　その『人類支配』の能力のおかげで、ゴーマンナは戦後の日本──〈新しん日に本ほん仮かり政せい府ふ〉の首しゆ魁かいになれた。国家は人間の集まりであり、すべての人間を支配できる能力を持つゴーマンナがそれを望めば、国を乗っ取ることも転覆させることもできるのだ。

「だから、あなたを〈独裁者〉と名づけた」

　尊敬されたから、ではなく。

　好かれたから、ですらなく。

　支配者として君臨する能力や資格がなくても、誰もがゴーマンナに従わざるを得ない。

　Ｘテラが設定し植えつけたこの能力を前にしては、〈聖氣〉なき一般人ではどうにもならない──唯い々い諾だく々だくと跪ひざまずき、ゴーマンナを自らの主人と全面的に認めてしまう。

「そして、そんな進化アドバ能力ンストを補ほ佐さするための防衛パトリ能力オツトとして、あなたが製造されたときから有していた特とく殊しゆなちからを強化した」

　ゴーマンナが〈正義機関〉によって、〈正義の政治家〉として生みだされたとき。

　科学者の計算ミスか、何らかの悪意によって生じた、不可解な能力。

　すなわち──。

「〈正義の味方〉の支配」

　Ｘテラは楽しそうに語った。

「あなたは〈正義の味方〉を魅了し、望むがままに操あやつる能力をもっている。発動条件は、その製造№の刻まれた右目で、操りたい〈正義の味方〉を直視すること」

〈正義の味方〉の支配──それは、あってはならない能力だった。

〈正義の味方〉は〈正義機関〉が存在した当時、仲間であり同どう僚りようであり、味方であった。

　誰もが内乱や〝共食い〟など、想像もしなかったのだ。

　敵は一般人であり、〈正義の味方〉を操ることしかできないゴーマンナは、役立たずだと判断されていた。

　それどころか自分たちを思うがままに操作できるというゴーマンナの能力を、その存在を、他ほかの〈正義の味方〉は嫌きらった。

　怯おびえ、忌いみ、遠ざけた。

　科学者たちもこの無用の長物を持て余し、他の〈正義の味方〉を不安にさせてもしょうがないからと、ゴーマンナの能力を封ふう印いんする眼帯を製造した。

　この眼帯をつけているかぎり、〈正義の味方〉支配の能力は発動しない。

　唯ゆい一いつの能力を封ふうじられ、ゴーマンナはほんとうの意味で──役立たずになったのだ。

　元より戦せん闘とう型ではないゴーマンナは、一般人並みの体力しかなく、危険な任務に参加することもできない。

　無能の只ただ飯めし食くらい。

　そう蔑さげすまれて生きてきた。

　そんな自分に価値を見いだしてくれたのは。

　ただひとり──〈正義の神〉Ｘテラだけだった。

「自分の境きよう遇ぐうを呪のろいなさい。周りのすべてを怨うらみなさい。じょうずに憎ぞう悪おするのよ──その世界で最も強力な感情こそが、あなたを強くしてくれる。周りの誰も信じず、ひたすら能力を磨みがき、その能力をもって他人を利用し、弄もてあそび、私し利り私し欲よくを満たしなさい」

　慈じ母ぼのような態度で、けしてひとの親が口にはしないことを告げてくる。

「すべてをねじふせて君臨し、あらゆる他者をひれ伏ふさせ、あなたは──じょうずに立ち回れば、わたしと同じように、この惑わく星せいの王にだってなれる。孤こ独どくだけれど、全知全能の神にね」

「はい、おかあたま」

　ゴーマンナはすなおに頷うなずいて、褒ほめてほしくて、必死に主張した。

「ゴマちゃん様は、じょうずに憎悪してきたですよ」

　幼い純情を踏ふみつぶされ、それ以上に自ら心を殺して、悪あつ鬼き羅ら刹せつのように生きてきた。

　周りに否定された少女は、周りを拒きよ絶ぜつすることで、独りぼっちの王様となった。

「ゴマちゃん様はまず、他の後こう継けい者しや候補たち──№〈Ｘ〉のひとり、〈正義の始し皇こう帝てい〉オーディン[image: オメガ]オメガの居場所をつきとめて、こいつと接せつ触しよくするために精せい鋭えいを率いて向かいました」

〈倫りん理り公こう社しや〉の親玉になるのは、難しいことではなかった。

〈新日本仮政府〉は人間の国であり、〈倫理公社〉も表向きは人間たちの組織である警察の一部署のような扱あつかいだ。

　ゴーマンナの進化アドバ能力ンスト『人類支配』を活用すれば、公式に〈倫理公社〉のボスとして就任することは容易だった。

〈倫理公社〉は〈正義機関〉の跡あと地ちに建造された施し設せつであり、組織だ。

〈正義機関〉が残した膨ぼう大だいな資料を調べさせることで、何体かの№〈Ｘ〉は所在をつかんでいる。

　製造され、Ｘテラによって進化させられたまま、永久凍とう土どの地下施設に放置されていた〈始皇帝〉を見つけるのは、ひどく簡単だった。

　絶たえ子こを〈倫理公社〉本部ビルに留守番させている間に、ゴーマンナはそちらへと向かい、〈始皇帝〉を〈正義の味方〉支配の能力でコントロールすることに成功した。

　それから〈始皇帝〉はゴーマンナに命じられるまま、大軍勢を日本へ差し向ける。

　今回の戦争は、すべて自作自演であり、ゴーマンナが用意したゲーム盤ばんだった。

〈始皇帝〉の大軍勢に対たい抗こうするため、という名目で〈正義の味方〉たちを召しよう集しゆうし、意のままに動かした──計画を、次の段階に進めるために。

「生け贄にえのように殺されていく〈正義の味方〉たちがまきちらした〈聖氣〉を吸収し、地球を七周半してから〈始皇帝〉は大だい爆ばく発はつする。その炸さく裂れつする場所は、この〝王シギ宮シヨ龍アラ〟──その内部に安置されている、〈正義の古代兵器〉ガガングプチです」

〈始皇帝〉の大爆発で、〈古代兵器〉を仕留める。

　そのために、〈古代兵器〉を安全な地下からわざわざ引っこ抜ぬき、この〝王シギ宮シヨ龍アラ〟へと移送する手間をかけたのだ。

　地下にいるかぎり、〈古代兵器〉には手をだしにくい。

　だからゴーマンナは〈正義の味方〉支配の能力まで行使して、眠ねむりつづける〈古代兵器〉を操作し、〝王シギ宮シヨ龍アラ〟に運びこんだのだ。

「〈古代兵器〉は強大にして正体不明の№〈Ｘ〉ですが、同格の〈始皇帝〉が手順を踏んで〈聖氣〉を吸収し、最大威い力りよくで大爆発すれば──必ず倒たおせるはずです。もしも〈古代兵器〉が生き延びても、あるいは〈始皇帝〉が爆発しても何らかの理由で死ななかったとしても、〝奇き襲しゆうチーム〟が仕込んだ〈ウイルス〉がまきちらされ、どちらも滅ほろぶ」

　そのために、〝奇襲チーム〟を〈始皇帝〉暗殺のため、という名目で派は遣けんしたのだ。

〈ウイルス〉はあらかじめゴーマンナの〈正義の味方〉支配の能力で操作しており、その場で〈始皇帝〉を滅ぼさずに、非常事態のときに命じれば動きだすように設定されている。

〈ウイルス〉なんか使わなくても、〈始皇帝〉と〈古代兵器〉は大爆発で滅ぶのではないかとゴーマンナは思ったのだが、芥あくた郎ろうが強くそれを勧すすめたのである。

　慎しん重ちような男なのだ、芥郎は。

「ゴマちゃん様の能力も絶対じゃない──『死ね』みたいな命令には、従わせにくいですし。操作する相手の数と強さに比例して、〈聖氣〉の消費量が増えるうえに成功率がさがりますから、〈始皇帝〉〈古代兵器〉を両方操あやつるのはたいへんです」

　操って、自殺や自じ爆ばくをさせるよりは。

〈始皇帝〉をうまく誘ゆう導どうし、大爆発させ、共とも倒だおれさせるほうが失敗しにくいはず。

　そう計算し──判断して、ゴーマンナは今回の大だい騒そう動どうを実行にうつしたのだ。

「うまいこと、№〈Ｘ〉である〈天使〉と〈大だい怪かい獣じゆう〉も巻きこんで、潰つぶすことができそうですしね……」

　まだ確かく認にんしていないが、どちらもおそらく、この過か酷こくな戦争を生き残れまい。

〈始皇帝〉〈古代兵器〉〈天使〉〈大怪獣〉──十人いる〈正義の神〉が特別に鍛きたえあげた後継者、№〈Ｘ〉のうち、ほぼ半数が今回の陰いん謀ぼうによって淘とう汰たされることになる。

「おかあたまが、何を思って十人も、後継者をつくったのかはわからないです」

　ゴーマンナは、ほとんど独り言みたいにつぶやいた。

「だけど、だからこそ──ゴマちゃん様は生き延びて、勝ち抜いて、自分がいちばんだって証明するですよ。他ほかの№〈Ｘ〉を皆みな殺ごろしにして、ゴマちゃん様が最さい優ゆう秀しゆうだって、おかあたまの真の後継者だって、世界中に知らしめてやるですよ」

　それが、ゴーマンナの目的だった。

　自分以外の№〈Ｘ〉を全ぜん滅めつさせて、〝後継者戦争〟と自ら名づけた生き残り戦の優勝者となる──そして、〈正義の神〉Ｘテラの唯一の子供になるのだ。

　Ｘテラが、№〈Ｘ〉同士で潰つぶしあいをしろと、命じたわけではない。

　それどころか№〈Ｘ〉がＸテラの後継者であると彼女自身が明言したこともない。

　ただＸテラは十人の№〈Ｘ〉を特別に見いだし、鍛えて進化させ、さらに自分のことを母親と呼ばせ──「わたしの子供になりなさい」と、告げてきただけである。

　けれど戦う理由は、それだけで充じゆう分ぶんだった。

　悪が滅び正義が共食いを始めたこの時代に、ゴーマンナにとって自分の存在意義はＸテラとの絆きずなと、その遺志を受け継つぎたい、というひたむきな気持ちだけだった。

「でも、だいじょうぶなの？」

　ゴーマンナの頭を撫なでながら、Ｘテラが静かに問いかけてきた。

　ほんとうに疑問に思ったというより、ゴーマンナの内心の迷いを見み透すかして、あえて指し摘てきしているだけのようだった。

「〈古代兵器〉は〈倫理公社〉の生命線──〈聖氣〉を生産できる特異にして唯一の存在。彼女が〈聖氣〉を補給できるから、それを報ほう酬しゆうとして、〈正義の味方〉を傭よう兵へいとして雇やとえるわけでしょう？　その〈古代兵器〉が滅んだら、〈倫理公社〉は崩ほう壊かいするわよ」

「問題ないです」

　自問自答のような、意味のない対話だった。

「これからは、そんな餌えさで惹ひきつけなくても、〈正義の味方〉たちはゴマちゃん様に従うようになるですから」

　そもそも、〈古代兵器〉が〈聖氣〉を生産する、という仕組みそのものも──その理り屈くつを知るゴーマンナとしては、あまり依い存ぞんしすぎたくないのが本音である。

　あんな、忌まわしいこと。

「〈正義の始し皇こう帝てい〉オーディン[image: オメガ]には、ある能力があるです」

〈始皇帝〉は№〈Ｘ〉にしては珍めずらしく、かなり正確な資料が残っていたので、ゴーマンナの口調には確信があった。

「〈始皇帝〉はただ爆ばく発はつするだけじゃない──もちろん、そのとき放たれる破は壊かい力はすさまじいですが、同時に〈始皇帝〉は爆風とともに全世界へその能力を解き放つです」

　それは、強大無比な№〈Ｘ〉らしい、途と方ほうもない能力だった。

「全世界に存在するあらゆる〈正義の味方〉に、ひとつだけ命令を聞かせることができる」

　それが〈始皇帝〉の進化アドバ能力ンスト、その真骨頂だ。

「その〝命令〟を、ゴマちゃん様は能力で〈始皇帝〉を操って勝手に決定しました。『全世界の〈正義の味方〉よ、〈正義の独裁者〉ゴーマンナ＝ドラキュラ様に従え』、ってね」

〈始皇帝〉と〈独裁者〉の能力は似ている。

〈独裁者〉のほうが支配力は強く、〈正義の味方〉を完全に、能力が効いているかぎりは永続的に支配できる。

　だがひとり〈正義の味方〉を支配するごとに〈聖氣〉の消費が増えていくので、大量支配には向かない。

〈始皇帝〉の能力は、ひとつの命令を聞かせるだけだが、影えい響きようの規模は全世界である。

　見事にその能力が発揮されたら、一いつ瞬しゆんにして、全世界の〈正義の味方〉がゴーマンナに従うことになるのだ。

「併あわせてゴマちゃん様の『人類支配』の能力も、大々的に行使すれば──世界中のすべての人間と〈正義の味方〉が、つまりこの惑わく星せいの知的生物のすべてが、ゴマちゃん様の支配下に置かれることになるですよ。それはつまり、この世界の王者になるってことです」

　純じゆん粋すい無む垢くな、それがゴーマンナの望みだった。

　命令をして、無理やりで、けれどそれは支配で──王座だった。

「そうして、おかあたまみたいに……この惑星でいちばん、偉えらくなったら」

　ゴーマンナは、頭を撫でてくれるＸテラに甘えながら、そっと尋たずねた。

「おかあたまは、褒ほめてくれるですか？　さすがだって、自じ慢まんの娘むすめだって──誰だれもが目を逸そらして、嫌きらって、いじめたゴマちゃん様のことを……おかあたまだけは、認めてくれるですか？」

「ええ、もちろんよ──ゴーマンナ」

　あまりにも優やさしく、温かく、Ｘテラが頷うなずいてくれたので。

「あなたのことを、世界でいちばん愛してあげる」

　あぁこれは夢なのだと、ゴーマンナは気づいてしまった。
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「ふにゅ……」

　ゴーマンナは広いベッドで目覚める。

　一日に何度も寝ねると現実と夢の境目が曖あい昧まいになって、身体からだも心もぐったりする。

　倦けん怠たい感に溺おぼれながらも、ゴーマンナはむくりと上体を起こして、目元を拭ぬぐった。

「にゅ、にゅう……ふにゅわぁ」

　欠伸あくびをしてから、そばに誰もいないのを自覚して、寂さびしくなる。

「また寝ちゃった、ですね」

　溜ため息いきをつき──もそもそとベッドからおりて、姿見の前で服や髪かみの乱れをととのえる。

　ゴーマンナの防衛パトリ能力オツトである、〈正義の味方〉支配──〈正せい義ぎ機き関かん〉の科学者たちなどはそのちからを『はだかの王様』と呼んでいた──は操作する〈正義の味方〉の数と強さに比例した〈聖せい氣ぎ〉を消費するので、現在、同格の№〈Ｘ〉である〈古代兵器〉と〈始皇帝〉に能力をつかっているゴーマンナは限界に近かった。

〈聖氣〉が枯こ渇かつ寸前になると、身体が勝手に機能を停止し、睡すい眠みん状態になってしまう。

　それは〈正義の味方〉として、当然の生理であった。

　眠ねむりながら身体に残った〈聖氣〉は自動的にかき集められ、身体の適切な場所に配置され、再び目覚めてわずかに活動できる程度に調節される。

　その蠟ろう燭そくの最後の輝かがやきのような、ほんのすこしの活動時間にて〈聖氣〉を補給しなければ、今度は永遠の眠りにつくことになる──つまり、全存在が崩壊して死ぬ。

「あとすこしの、我が慢まんです」

　同格の相手をふたり完全支配するのは、ゴーマンナにとって無む謀ぼうともいえる挑ちよう戦せんだ。

　能力の限界をこえた無む茶ちやに、身体は耐たえられず、定期的に失神し眠りについてしまう。

　ふがいない、不便な自分の能力に、ゴーマンナは歯は嚙がみするしかない。

　とはいえ防衛パトリ能力オツトはあくまで№〈Ｘ〉としての真価である進化アドバ能力ンストの補ほ佐さでしかないのだ、仕方ないのかもしれないけど。

「もうちょっとで──〈始し皇こう帝てい〉は大爆発し、その能力によって全世界の〈正義の味方〉はゴマちゃん様に従うようになるですよ。〈始皇帝〉に逆らい、強固に抗あらがうやつがいたら、ゴマちゃん様があらためて支配してやればいい」

　完かん璧ぺきだ。成功は確実で、何の不安もない。

　そのはずなのに。

　どうしてこんなに、胸がどきどきするのだろう。

「戦せん況きようは、どうなったでしょう……？」

　眠りは唐とう突とつに訪おとずれるので、記き憶おくは曖昧だが──たしか、すべてはうまくいっていたはずだ。

〈始皇帝〉は発射され、東京湾わんでも〈撃げき墜つい王〉が〈正義の味方〉たちをいまにも全ぜん滅めつさせそうで、何もかもゴーマンナの予想の範はん囲いから逸いつ脱だつしていなかった。

　けれど、これは世界を塗ぬり替かえるような陰いん謀ぼうなのだ、どんな些さ細さいなトラブルも見すごせない。

　きちんと現状を把は握あくし、適切に対応しなくては。

「アクタロー？」

　おおきな声で、自分の忠実なしもべの名前を呼んだ。

「どこですか？　ゴマちゃん様が、起きたですよー……？」

〝王シギ宮シヨ龍アラ〟はしんと静まりかえっていて、声もうつろに反はん響きようするだけ。

　すこし怖こわくなった。

「んもう、アクタロー！　お返事をするですよ！　ゴマちゃん様が目覚めたら、抱だっこして頭を撫なで撫でして、おはようの挨あい拶さつをするのが忠実な下僕の役目ですよー！」

　芥あくた郎ろうはときどき意識を失うゴーマンナに代わって、今回の陰謀の指揮をとっている。

　だから忙いそがしくて、あちこち駆かけずり回っているのだろうけど。

　ゴーマンナが望めば、すぐに現れて世話をやくのを、最優先にするべきなのに。

　足音がした。

「ふにゅ？」

　ゴーマンナは親を見つけた迷子みたいに表情を綻ほころばせると、部屋の出口へ向かってぽてぽてと歩いていった。

　血色のドレスを揺ゆらし、おおきく扉とびらを開いた。

「遅おそいですよ、アクタロー！　どこで油を売ってたですか……っと」

　そして硬こう直ちよくする。

　扉の向こう──薄うす暗ぐらい廊ろう下かに立っていたのは、芥郎ではなかった。

　岩から削けずりだしたようなごつごつとした風ふう貌ぼうの、厳いかめしい巨きよ漢かんである。

　薄うす紫むらさき色いろの装しよう束ぞくをまとい、首からじゃらじゃらと宝石やら金輪やらをぶらさげている。

　全身の肌はだに幾き何か学がく模様じみた、ちいさく発光する入れ墨ずみを彫ほりこんでいる。

「お、おまえは……」

　ゴーマンナはその威い圧あつ的な大男に、びくっとしてあとじさったが、すぐにそれが見覚えのある相手だと気づいて胸を撫でおろした。

「け、〈結界師〉──驚おどろかせるんじゃないですよ。どうしたですか？」

　彼は〈倫りん理り公こう社しや〉本部所属の〝護衛チーム〟のひとり、〈正義の結界師〉である。

〝護衛チーム〟はゴーマンナと〈倫理公社〉最大の秘密〈古代兵器〉を守護する精せい鋭えいであり、最も防ぼう御ぎよ能力に優すぐれたものたちだ。

　自分を守ってくれる、凄すご腕うでのボディガードのひとり。

　顔が怖いけれど、ゴーマンナは〈結界師〉のことをそれなりに信しん頼らいしていた。

「ゴマちゃん様に、何か用ですか？　あ、そうだ、アクタローのこと見なかったですか？　ていうか、おまえ──〈古代兵器〉に常時接続されて、この〝王シギ宮シヨ龍アラ〟を守護してるんでしょう？　持ち場を離はなれちゃだめじゃないですか！」

　どうせ、そろそろゴーマンナ自身は〝王シギ宮シヨ龍アラ〟から避ひ難なんする予定だったが。

　何せ〈始皇帝〉が標的にしているのはこの〝王シギ宮シヨ龍アラ〟──正確にはその内部にいる〈古代兵器〉である。

〈始皇帝〉の大だい爆ばく発はつがどの程度の威い力りよくかはわからないが、その直ちよく撃げきに巻きこまれでもしたら目も当てられない。

　だから、〈始皇帝〉炸さく裂れつの寸前になったらゴーマンナは〝王シギ宮シヨ龍アラ〟を放ほう棄きし、芥郎と〈結界師〉とともに安全な場所へ離り脱だつする手はずになっていた。

「あぁ、なるほど」

　ゴーマンナはにっこり微笑ほほえんだ。

「もう時間なんですね。これから避難するんですね。アクタローは、どこかで乗り物の用意をしてるんでしょう──避難するための。〈結界師〉は、それを伝えるために、っていうかゴマちゃん様を起こしにくるために、きてくれたですね？」

「ゴーマンナ様……」

　荒こう野やに吹ふきすさぶ猛風のような声で、〈結界師〉が唸うなった。

　吞のん気きな表情のゴーマンナの肩かたを、その節くれだった両手で摑つかんで。

　彼は尋じん常じようではなく乱れた呼吸をしながら、必死に訴うつたえた。

「お、お逃にげ……ください、ゴーマンナ様──」

「え？　え？」

〈結界師〉の剣けん幕まくに怯ひるみつつ、ゴーマンナはようやく気づいた。

　彼の着衣に、広がる不自然な色。

　彼が歩いてきたのだろう廊下には、おびただしい血の跡あとが残っていた。

　あらためて見ると──その背中には、大量の西洋剣サーベルが突つき刺ささっている。
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「お、おまえ……これは、いったい。怪け我が、してるじゃないですか。血が、いっぱい──何があったですか、〈結界師〉？　て、敵ですか？　敵が……？」

　ゴーマンナは目を白黒させて、まとまらない声をだしたが。

〈結界師〉はここまで辿たどりつくだけで限界だったのだろう、その場に跪ひざまずき、ちいさなゴーマンナに視線をあわせてしっかりと告げてきた。

「よろしいですか、ゴーマンナ様──どうか、お逃げください。誰だれの言葉にも耳を貸してはいけませぬ。脇わき目めもふらずに避難して、どこか遠くへ……。あなたの能力は、この〝共食い〟が横行する時代を終わらせ、平和をもたらすための──」

　その声が、掠かすれていく。

「私は、それを信じて、〈倫りん理り公こう社しや〉に……お逃げ、ください。あいつが、くる前に──どうか、ご無事で。この世界を……」

　最後まで語ることはできず、〈結界師〉はその場に崩くずれおちた。

　彼の吐はきだした鮮せん血けつが、ゴーマンナの顔面を汚よごした。

　足あし下もとに倒たおれ伏ふした巨漢を見下ろし、ゴーマンナはぽかんとして立ちつくした。

「あ、あれ？　どういうこと……ですか？　おい〈結界師〉？　起きて、説明するですよ──し、死んだですか？」

　しゃがみこみ、〈結界師〉の身体からだを揺ゆすったが、彼は二度と動かなかった。

　ゆっくりと、理解が浸しん透とうしてくる。

「ひ、ひいっ」

〈正せい義ぎ機き関かん〉では、ずっと最前線から遠ざけられていた。

　役立たずだからと、戦場につれていかれることがなかった。

〈倫理公社〉の支配者となってからも、戦せん闘とうは部下に任せ、ただ利益を得るだけで。

　ゴーマンナがほんとうの死──究極の悪意を見るのは、これが生まれて初めてだった。

「や、やだっ──やですっ、どういう……逃げ、なくちゃ」

　震ふるえながら、ゴーマンナは〈結界師〉の屍し体たいを置き去りにして、廊下へでる。

　誰もいない〝王シギ宮シヨ龍アラ〟を、当て所どなく走った。

「敵がきたですか？　敵って誰？　〈始し皇こう帝てい〉も〈古代兵器〉も支配してるです、すべてはゴマちゃん様の手のひらのうえ──まさか、混乱に乗じてゴマちゃん様の知らない〈正義の味方〉が攻こう撃げきしてきた……とか？」

　そんな可能性は考えてもみなかった。

　そうだ、べつにゴーマンナはすべての〈正義の味方〉を把は握あくしているわけではない。

　どこかの組織が〈倫理公社〉を潰つぶすため、混乱に乗じて〈正義の味方〉を派は遣けんしてきたか。

　あるいは〝王シギ宮シヨ龍アラ〟の──〈古代兵器〉の〈聖せい氣ぎ〉を狙ねらって、どこぞの飢うえた〈正義の味方〉が襲おそってきたか。

〈始皇帝〉や〈古代兵器〉がゴーマンナの能力を破り、ＭＣなどを送りこんできたか。

　それとも東京湾わんの遊ゆう撃げき隊や〝奇き襲しゆうチーム〟の生き残りが、今回の陰いん謀ぼうの構図を悟さとって、怒いかり狂くるってゴーマンナを殺しにきたか。

　可能性は無数にある。

　全身が凍こおりつきそうなほど恐おそろしく、ゴーマンナは泣きじゃくりながら駆かけていく。

　どこへ向かっているのか、自分でもわからない。

「………!?」

　広々とした豪ごう華かな廊ろう下かの果て──不意に、何者かの気配が発生した。

　規則正しい足音がして、ゴーマンナの待ちわびる人物が、静かに顔を見せる。

「アクタロー!!」

　変わらぬ微笑をたたえて廊下の向こうから出現したのは、ゴーマンナの忠実なしもべ──〈正義の執しつ事じ〉卍まんじ芥あくた郎ろうだった。

「アクタロー!!　アクタロー!!」

　ゴーマンナは正体をなくして嗚お咽えつをあげると、彼のもとまで一直線に走って、飛びついてぎゅうぎゅうと抱だきついた。

「ど、ど、どこへ行ってたですか、この役立たず！　ほんとうに、無能な召めし使いですね！　に、逃にげるですよ──早く！　〈結界師〉が殺されましたです！　敵がきたですよ！　逃げなくちゃ!!……あ、あれ？」

　不意に気づいた。

　抱だきしめた芥郎の着衣が、妙みように湿しめっている。

　鉄の臭におい。

　ふっと冷静になって芥郎を見ると、彼の全身は返り血にまみれていた。

　一いつ瞬しゆん──彼も〈結界師〉と同じように、何者かに攻撃され、絶命する寸前なのかと思った。

　寒気をおぼえて、けれど、それ以上の絶望がすぐにやってくる。

　彼はしっかりとゴーマンナを抱きかえしてくれた。

　力強いその腕うでのちからは、怪我をしているようにも、瀕ひん死しのようにも思えなかった。

「えっと……？」

　ゴーマンナは引きつった笑えみをこびりつかせたまま、つぶやいた。

「な、なんですか──いつも身だしなみをきちんとしてるのが、アクタローの唯ゆい一いつの長所なのに。服、汚れてるですよ。全身、真っ赤で……え、えへへ、間が悪いですよ。まるで誰か殺したみたいで、か、勘かん違ちがいしちゃうですよ。まぎらわしい、ですよ……？」

　笑い話にしたかった。

　だから、できるかぎり、おどけた口調で。

　芥郎も、そんなゴーマンナにあわせるみたいに、やわらかく微笑ほほえんだ。

「え、えへへ……♪」

　それに釣つられて、ゴーマンナも無む垢くな笑顔を見せて。

　芥郎が手のひらに出現させた、〈結界師〉を串くし刺ざしにしていたものと同じ西洋剣サーベルに、腹部を無造作に貫つらぬかれた。

　痛みはなかった。

　驚おどろきのあまり、何も感じなかった。

　抱きしめられたのですらなかった。

　逃げられないように固定して、確実な一ひと刺さし。

「あ、あれ？」

　作業を終えると芥郎はゴーマンナから離はなれて、何の感かん慨がいもなく返り血をハンカチで拭ぬぐった。

　ゴーマンナはふらふら、と足からちからがぬけて、その場にくしゃりと膝ひざをついた。

　自分のおなかに、凶きよう器きが突つき刺ささっている。

　食道を、なまぬるい血液が這はいあがってくる。

　うまく呼吸ができない。

「何もかも、理解できないって顔ですね」

　芥郎がそんなゴーマンナを見下ろして、無感情に囁ささやいてきた。

「信しん頼らいされて、いいえ、好かれていたと──喜ぶべきでしょうかね」

「あ、アクタロー……？」

　血色のドレスが、それ以上に濃こい色の生命のしずくに、汚よごれていく。

「あ、そっか、これは夢ですね」

　ゴーマンナの頰ほおを、大おお粒つぶの涙なみだが伝っていく。

「ゴマちゃん様は、また、寝ねちゃった……ですね？　それで、夢を、見てる──ですね？　早く、起こしにきなさいです、アクタロー……目が覚めたら、おまえはいつもどおりに馬鹿丁てい寧ねいに挨あい拶さつをして、ゴマちゃん様はそれに文句を言って、それが、ほんとうでしょう？　こんなの、ゆ、夢……でしょう？」

　ゴーマンナは、無む邪じや気きに微笑んだ。

「ねぇ、そうでしょう？　お、にい……」

　そのまま前のめりに倒たおれて、血の海の底で、動かなくなった。

　そんなゴーマンナを、やはり芥郎は冷れい徹てつに見下ろすと。

「ひとりの男の子が言いました──『ねぇ、お父さん。どうして王様ははだかなの？』」

　歌うように、芥郎は朗々と独りごちた。
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「『馬鹿だから』に決まってますよねぇ……アッハハハハハハ!!」

〈始し皇こう帝てい〉の炸さく裂れつまで、残り十数分。
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　戦せん闘とう機などの破は片へんが浮うかぶ汚れた東京湾わん内ない──主を失い、悲痛に泣きつづける巨きよ大だいな亀かめのうえで、チャイナドレス姿の〈プリンセス〉は優ゆう雅がに立っている。

　その手のなかには巻物が広げられていて、その内部──さきほどまでは七色の光が渦うず巻まいていた紙面には、Ｘサンたちが天変地異から逃にげ回る様子が表示されている。

　つまらなそうに眺ながめながら、〈プリンセス〉はつぶやいた。

「なかなか、がんばりますわね──」

〈大だい怪かい獣じゆう〉が〈聖せい氣ぎ〉を補給でもしたのだろう、〈天使〉と〈魔法少女〉は鬼き神しんのごとき暴れっぷりで、あらゆる困難や障害をはねのけているのだ。

「でも、無む駄だなあがきですわよ。あたくしの最終奥義からは逃のがれられない」

〈プリンセス〉の最終奥義絵のオーバーない・ザ・絵本レインボーは〝必勝〟の、これまで破られたことがない能力だが、弱点や欠点がないわけでもない。

　敵を絵本のなかに閉じこめるためには、対象の相手と手が触ふれられるほどの距きよ離りに近づく必要があるし、能力の発動中はずっと絵本を手で持って〈聖氣〉を注ぎつづけなくてはいけない。

　それに、〈プリンセス〉にできることは絵本の世界観を変化させる──地形を変動させ、天災を起こし、化け物を溢あふれさせるだけで、それ以上のことはできない。

　つまり、絵本のなかのＸサンたちを操作したり、直接攻こう撃げきしたりはできないのだ。

　小説の作者が登場人物を殺すためには、同じく小説のなかにいる誰だれかに殺害させるしかない──そういうことだ。

〈プリンセス〉とＸサンたちは、存在する次元がちがうのだ。

　彼女らはいずれ絵本のなかに渦巻く異変に巻きこまれて、死ぬ。

〈プリンセス〉はひたすらそのときを待ちつづけ、〈聖氣〉を注ぎつづける必要がある。

　退たい屈くつといえば、これ以上なく退屈な作業であった。

「呆あつ気けないですが──これで、おしまいです。もともと、〈正義のあたくし味方たち〉なんて、〈正せい義ぎ機き関かん〉が崩ほう壊かいしたあとにも生き残っていたのが、間ま違ちがいのようなもの。存在価値のなくなった玩具おもちやは、捨てられるのが道理ですわ」

　そう告げると、〈プリンセス〉は真上を見あげる。

　天空にひかれた、六筋の飛行機雲。

〈始皇帝〉が通過した痕こん跡せきである。

　その恐おそるべき№〈Ｘ〉が大だい爆ばく発はつし、すべてを終わらせるまで、あと一周とはんぶん。

　時間にして、十数分ほどか。

「残り、ほんのわずかですわね。まぁ、高みの見物といきますか」

　つぶやいていると、ちょうどよく〈始皇帝〉が空を飛ひ翔しようしている姿が見えた。

　かなり遠いので、〈正義の味方〉の卓たく越えつした視力でも、ほとんど見えない。

　摩ま擦さつ熱で灼しやく熱ねつした〈始皇帝〉に吸いこまれるように、東京湾わんから、そして世界中から〈聖氣〉のかたまりである輝かがやきが迸ほとばしり、空を舞まっていく。

　蛍ほたるの輪りん舞ぶのような、あるいは打ちあげ花火のような、美しい光景ではあった。

「……うん？」

　ぼんやりそれを眺めていた〈プリンセス〉は、不意に気づいた。

「あれは──」

　よぉく目を凝こらして、〈プリンセス〉は絶句する。

〈始皇帝〉に、何かが貼はりついている。

　ゴミのような、ちっぽけな何かが。

　そのゴミ（？）は超ちよう速そくで飛翔する〈始皇帝〉から呆気なく離はなれて、何と、〈プリンセス〉の真上で空中に離り脱だつした。

〈始皇帝〉はそのまま飛んでいき──。

　何かが、真っ直すぐにこちらへ落ちてくる。

「………!?」

　身構えながらも〈プリンセス〉は、すぐに理解した。

「〈変身ヒーロー〉!?」

　それは全身を黒と白の装そう甲こうで覆おおった、〈倫りん理り公こう社しや〉本部所属〝護衛チーム〟のひとり──〈正義の変身ヒーロー〉バベルサバイバーこと辻つじ絶たえ子こだった。

　隕いん石せきのごとく落下してくる彼女を見て、〈プリンセス〉は呆あきれるしかなかった。

「そういえば、〝奇き襲しゆうチーム〟を始末しに行ったって……飛行能力がないから、帰ってくるまでもっと時間がかかるはずだったのに！」

　まさか、〈始皇帝〉にへばりついて戻もどってくるとは。

　たぶん飛び立った〈始皇帝〉に咄とつ嗟さにしがみついて、一緒に離り陸りくしたのだろう。

　恐ろしいＧと摩擦熱が、彼女の全身を打ちのめしたはずだ。

　そんなめちゃくちゃな方法で帰ってくるとは……。

「おっ！　いたいた、そこを動かないでね、〈プリンセス〉ちゃん！」

　ものすごい速度で落ちてきながら、絶子がよくとおる声で叫さけんできた。

「みんな戦争、楽しんでるかいっ!?　おや、Ｘサンたちの姿が見えないねっ？　もしかして死んじゃった？　おわぁ、それはお姉さんとしてはお友達が亡なくなったことを哀かなしめばいいのか、いつか戦えたかもしれない強敵が消えちゃったのを惜おしめばいいのか──」

　全身を灼熱させながら、あくまでお気楽な調子で。

「まぁともあれ、〈プリンセス〉ちゃん──攻撃するから防御してねっ♪」

　殺意と闘とう志しを充じゆう満まんさせて、空中で姿勢を変える。

　右足を前につきだした、跳とび蹴げりのポーズ。

「本来の手順とはちがうんだけど、〈始し皇こう帝てい〉ちゃんにつきあって地球をぐるぐる回転したおかげで加速は充分！　受けとめてね、お姉さんのとっておき!!」

〈変身ヒーロー〉という名の真っ赤な彗すい星せいが、つっこんでくる。

「門外不出の──最終奥義!!」

　その全身に溜ためられた摩擦熱が、破は壊かい力が、そしておそらく〈始皇帝〉が吸収した〈聖氣〉の一部が解き放たれ、彼女を史上最さい凶きようの弾だん丸がんと化させる。

「グラヴィトン!!　地球蹴りぃいいい!!」

　やばい。

「ぐ、殺人グロテスク児戯グリム【第四章】──いスリーばピングらビユー姫テイ!!」

　腐くさっても百ひやく戦せん錬れん磨まの〈正義の味方〉──〈プリンセス〉は咄嗟に反応し、己おのれの持つ能力のなかで最も防御に特化したものを選せん択たく、発動。

　男装じみた緑色の上下のひとそろえに、衣装が変化。

　かぶった帽ぼう子しを飾かざる真しん紅くの花飾りだけが、艶なまめかしい。

　最終奥義の発動中だが、絵のオーバーない・ザ・絵本レインボーと同時にもうひとつぶんぐらいなら、他ほかの能力も発動できるだろう。

　東京湾での大軍勢との戦いのときは、温存し、防御は〈魔法少女〉や〈バネ足ジャック〉に任せていたが、決してこのいスリーばピングらビユー姫テイも彼らの能力と比べて劣おとっているわけではない。

　空中に出現した無数のいばらが、編みあわされ、強固な布地に変化する。

　どんな攻こう撃げきでも受け流す、巨きよ大だいな闘とう牛ぎゆう士しのマントだ。

　そのはずだったのに。

「無む駄だ、無駄、無駄！」

　楽しそうな絶子の声と同時に、ぶちぶちぶちっ……と呆あつ気けなくいばらの布は引き裂さかれ、貫かん通つうされ、ちぎれていく。

〈正義の味方〉の、最終奥義クラスの必ひつ殺さつ技わざでも受けとめる自信があったのに。

　こいつは、〈変身ヒーロー〉は──どこかおかしい。

　本能的に〈プリンセス〉はいスリーばピングらビユー姫テイの布地を自分の正面に集め、折りたたみ、盾たてとした。

　自分の身体からだだけ守れればいい。

　強固に集中したこの〈プリンセス〉の最大の防御なら、いかに〈変身ヒーロー〉が規格外だとしても──。

「はい、時間切れ……どっかぁああん!!」

　直後、神速で襲おそいかかってきた〈変身ヒーロー〉の右足が、〈プリンセス〉の一点集中いスリーばピングらビユー姫テイに直ちよく撃げき──震しん動どうと破壊が荒あら波なみを生み、テトラポッドが小石のようにまとめて宙に躍おどりあがった。

「うっ……あぁああああ!?」

　最大の防御力でも〈変身ヒーロー〉の攻撃を受けとめきれず、衝しよう撃げきを殺しきれずに〈プリンセス〉は真後ろに吹ふっ飛んだ。

　巻き起こった爆ばく風ふうに身体が引き裂かれ、片かた腕うでが吹っ飛び、海面を何度も跳はねていく。

　即そく死しはまぬがれた。

　だが、それだけだ。

　なんて威い力りよく！




　　　　10




「ぐ、ううう……」

　全身から出血しながら、〈プリンセス〉は水面に浮うかんだ瓦が礫れきのひとつにどうにか這はいあがり、荒あらく息をついた。かなり深刻なダメージだった。

　だが、まだ戦える。

　この程度で──負けるものか。

「おや、びっくり」

　見ると絶たえ子こは楽しげに、明らかに彼女の体重を支えきれるわけがない破は片へんのうえで、拳けん法ぽうの達人のように静止していた。

〈プリンセス〉と十メートルほどの距きよ離りをおいて、臨戦態勢のまま。

「褒ほめてあげちゃう。お姉さんの〈最終奥義〉を食くらって、原形を保ってたのは君が初めてだよ──さっすが、ひとりで三人ぶんの特別製、〈プリンセス〉ちゃんだね♪」

　余よ裕ゆうのある態度で賞賛すると、彼女は肩かたをすくめる。

「でもまぁ、さすがにこっちまでは気が回らなかったかな？」

　絶子の手のひらに、〈プリンセス〉の巻物が出現する。

　一いつ瞬しゆんの交こう錯さく、激げき突とつの瞬間に、盗ぬすみとられたのだ！

「………！」

　絶句する〈プリンセス〉に、絶子は気まずそうに告げてくる。

「えっと、〝奇き襲しゆうチーム〟に同じことして不本意な結果に終わったから、あれなんだけど──いちおう、君は裏切りものってことになってるから。始末しておけって、お偉えらいさんに命令されてたり。証しよう拠ことかも用意されてるし」

　その言葉に、〈プリンセス〉は目を丸くした。

　しばし歯は嚙がみしていたが、やがて溜ため息いきをつくと、真っ向から絶子を睨にらみつける。

「なるほどね。そういうことですか」

　むしろ嬉うれしくなって、〈プリンセス〉は我が身を抱だきよせる。

「そう──あたくしすら、役目が終わったら使い捨てですのね。まぁ、妥だ当とうな判断ですわ。あの御方の、最終目的を考えればね。……わざわざ〈変身ヒーロー〉なんかを使わなくても、お命じくだされば、あたくしは喜んで死にますのにね」

「まぁ、そっちの事情はよくわかんないけどさ」

　政治とか陰いん謀ぼうとか、因いん縁ねんとか思おも惑わくとかに興味がないのだろう、絶子はお気楽だ。

「可哀かわい想そうだけど、お姉さんもこれがお仕事だし──死んでくれっかな？　あと、ついでにＸサンたちを助ける方法を教えてほしかったり。これ、なかに閉じこめてるんでしょ？　いちおう盗みとってみたけど、どうやって出してあげたらいいのか……」

　巻物を示して、困ったような態度の絶子に、〈プリンセス〉が何かを言う前に。

　異変が発生した。

　絶子の手のなかで、巻物が暴れまわる。

　振動し、飛び跳ねる。

　水を得た魚のように。

「わひゃ!?」

　驚おどろいて身を強こわばらせる絶子が見守るなか、巻物から黄金こがね色いろの輝かがやきが解き放たれる。

　目ま映ばゆい、まるで太陽のような光。

　同時に巻物の紙面がみるみる引き裂さかれ、硝子ガラスに亀き裂れつが走るような音とともに、絶子の装そう甲こうを焼き焦こがすほどの爆ばく熱ねつが溢あふれてくる。

「どおおりゃぁあああ!!」

　怒ど声せいが響ひびき、巻物の奥から光の刃やいばが出現する。

　それは上下左右に巻物の表面を切断し、その直後──異物を吞のみこんだ怪かい物ぶつのように、巻物がＸサン、聖ひじ希き、花はな丸まるの三人を吐はきだした。

　三人は驚きの声をあげながら次々と飛びだし、あえなく落下して海中に没ぼつしていく。

「おわっ……がぼごぼっ、そういや海の上じゃったっ!?」

「おぉ、〝必勝〟の能力だって聞いてたけど、どうにかして破ったんだねっ？」

　溺おぼれかけている三人を楽しそうに眺ながめながら、絶子が声をかける。

　そんな彼女に驚いた顔を向けながら、Ｘサンが聖希と花丸を両りよう脇わきに抱かかえて飛ひ翔しようし、堂々と主張した。

「〈プリンセス〉の手元から、わらわたちが閉じこめられた絵本が離はなれたようじゃったからな──その隙すきをついて脱だつ出しゆつしたのじゃ。世界をぶっ壊こわせるほどのわらわの最終奥義破ハ界ルマ光ゲ線ドンを凝ぎよう縮しゆくした無敵の刃で、次元の壁かべを引き裂いてな」

　それは、巻物を引きちぎった、あの光のことなのだろう。

「あれこそが最終奥義破ハ界ルマ光ゲ線ドンの第三形態──十字架ロンギ槍ヌスじゃ!!」

　世界を壊せるほどのちからを、一ひと振ふりの刃に凝縮。

　それによって、小世界と現実世界の狭はざ間まを、次元を引き裂き、力ちから業わざで強ごう引いんに戻もどってきたのだ──Ｘサンは。

　なんていう、問答無用な存在なのだろう。

　これが〈正義の味方〉の最高傑けつ作さく──№〈Ｘ〉のちからなのか。

「昔よりも、器用になったことですわね」

　奥の手を破られて、〈プリンセス〉はさすがに動どう揺ようを隠かくしきれない。

「わらわも、いつまでも子供ではないということじゃよ……先せん輩ぱい」

　揶や揄ゆするようにつぶやいて、Ｘサンは身構える。

　その瞳ひとみには、燃えるような怒いかりと、わずかな戸と惑まどいがあった。

　そんな彼女に抱えられたまま、花丸が絶子に視線を向ける。

「何がどうなったんだ……？　た、絶子さんが助けてくれたのか？」

「や、そうでもないんじゃない？」

　てきとうに答えて、絶子も状じよう況きようがわからないのか、首を傾かしげている。

「君たちはたぶん、自分自身を助けたんだよ」

　溜息をついて、彼女は独白する。

「ここで全員仲良くバトルロイヤルしてもいいんだけど、Ｘサンたちとドンパチするのはいまじゃない気がするんだよなぁ……Ｘサンたちに関しては、何の任務も指示も受けとってないし」

「よくわからぬが──」

　Ｘサンが浮ふ遊ゆうする残ざん骸がいのうえに舞まいおりて、花丸と聖希をおろした。

　そしてふたりを守るように仁に王おう立だちして、正々堂々と宣告してくる。

「形勢は逆転したぞ、〈プリンセス〉。こんなかたちで雌し雄ゆうを決したくはないが──望みどおりに決着をつけたいなら、かかってくるがよい」

「傑作ですわね。こんな戦力差で、あたくしにどうしろっていうの？」

〈プリンセス〉は流れる血を鬱うつ陶とうしそうに拭ぬぐいながら、鼻で笑った。

「困りましたわ。〈大だい怪かい獣じゆう〉から補給を受けられるそちらとちがって、あたくしの〈聖せい氣ぎ〉は減るいっぽう──おまけに四対一で、うち二人は№〈Ｘ〉。酷ひどい話もあったものですわ」

「そうじゃ、〈プリンセス〉。勝ち目はないぞ、おとなしく降こう伏ふくせい」

　むしろ、そっちのほうがいいという顔で、Ｘサンは必死に訴うつたえてきたが。

〈プリンセス〉は態度を変えない。

「それこそ、論外ですわ。高貴なあたくしが、あなたがたのような下衆げすを相手に、白旗を振るとでも？　無様に許しを請こうて豚ぶたのように生きるぐらいなら、誇ほこり高く前のめりで玉ぎよく砕さいいたしますわ」

　闘とう志しを失わないまま、〈プリンセス〉は微笑ほほえんだ。

「ねぇＸサン、最後に──ひとつだけ教えてあげます」

　そうだ。

　これが最後になるだろう。

「現在、空を飛翔しながら〈聖氣〉を集めているのは〈正義の始し皇こう帝てい〉オーディン[image: オメガ]オメガ──あの恐おそろしい殲せん滅めつ兵器の能力は、地球を七周半したうえで大だい爆ばく発はつし、すべての〈正義の味方〉にひとつの命令を強制できること」

　Ｘサンが驚いたように空を見あげた。

　そこに並んだ飛行機雲の正体に、彼女が思い至るのを待たずに。

「ゴーマンナ様はその能力を利用し、世界中のすべての〈正義の味方〉を従わせようとした。けれど、その命令は書き換かえられています。〝奇き襲しゆうチーム〟が〈始皇帝〉に放った、〈ウイルス〉によってね……」

　絶子がぴくりと反応した。そこまでは、彼女も教えられていなかったのだろう。

　否いな、根本的に何も知らないのだ──こいつらは。

「〈ウイルス〉の目的は〈始皇帝〉の破は壊かいではなく、その身体からだに侵しん入にゆうし、命令を書き換えること。ねぇ、どんな命令だと思いますの？　〈始皇帝〉の大爆発と同時に、この世界で、何が起きると思いますの？」

　語りながら、〈プリンセス〉は全力で足あし下もとの瓦が礫れきを蹴けった。

　完全に相手の隙をついた動きだった。

　Ｘサンたちも油断していたわけではないだろうが、咄とつ嗟さに反応できなかった。

　それでも機き敏びんに絶子が動き、彼女らに向かって突とつ撃げきする〈プリンセス〉に回し蹴りを放った。

　だが彼女の体勢は悪く、その蹴りの威い力りよくも速度もいつもの半分もなかった。

　かろうじて避よけて、〈プリンセス〉は真っ直すぐにＸサンのもとへ。

「見せてあげましょう、殺人グロテスク児戯グリムの禁じられた【断章】──灰シかンぶデりレ姫ラ」

　衣装が変化する。

　死に装しよう束ぞくのような、灰色の素そっ気ないドレス。

　全身から無む秩ちつ序じよな色の〈聖氣〉が噴ふきだし、硝子ガラスのように透とう明めいな結けつ晶しようとなる。

　きらきらと輝かがやきながら、〈プリンセス〉はＸサンのもとへ。

「狙ねらいはわらわか……」

　Ｘサンはその場を動かずに、堂々と迎むかえ撃うってきた。

「勝敗を決しよう──我が宿命のライバルよ!!」

「あら、光栄な言葉ですが、おそらく決着は永遠につきませんわ」

〈プリンセス〉は何だか寂さびしくなって、けれど無理して微笑んだ。

「ねぇ、教えてあげますわ。書き換えられた結果、〈始皇帝〉に与あたえられた命令はね──」

　誰だれに命じられたわけでもなく、ただの衝しよう動どうで、〈プリンセス〉は吐はきだした。

　その事実を知って、Ｘサンがどんな顔をするのか。

　どんな行動をするのか。

　きっと愚おろかで、いちばん間ま抜ぬけな選せん択たくをするのだろうけど──そうしていつも失敗する彼女を見るのが、〈プリンセス〉はそんなに嫌きらいではなかった。

「世界中に存在する〈正義の味方〉の──完全抹殺」

　両者の距きよ離りが、肉にく薄はくする。

「つまり『死ね』って命令ですわ。〈正義のあたくし味方たち〉が存在しなければ、世界は平和になる。少なくとも、いまよりは。まぁ、そんなことを言っても……」

〈プリンセス〉は両手を広げて仲間をかばうＸサンに、姉のような笑え顔がおを見せて。

「あなたみたいなお馬鹿さんには、きっと、わからないのでしょうね」

　全身の〈聖氣〉を暴走させ、その場で盛大に自じ爆ばくした。
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　死んだ。

　絶対に死んだ。

〈プリンセス〉の全身から無む秩ちつ序じよな極ごく彩さい色しきが溢あふれかえり、そのすべてが絶大なる破は壊かい力と化して何もかもを吹ふき飛ばした。

　海水が弾はじけ飛び、間近にあった砂すな浜はまとアスファルトの歩道のいちぶがおおきく抉えぐれ──地形が歪ゆがんだ。

「目を閉じるな」

　その禍まが々まがしい絶望そのものに、身を竦すくませ、花はな丸まるは思わず目を閉じてしまったが。

「とくと見よ」

　そんな花丸の弱気を笑い飛ばすような、快活な声が耳じ朶だをうった。

「ここから先が非日常じゃ」

　その聞き慣れた台詞せりふに、花丸が肝きもを冷やしながらも薄うす目めを開くと──。

　こちらの顔を覗のぞきこんでいる、Ｘエツクスサンの紅玉の瞳ひとみが視界を埋うめ尽つくした。

　彼女は腰こしを抜ぬかしかけた花丸の両りよう肩かたを摑つかみ、まじまじと、吐と息いきの触ふれる距きよ離りからこちらを観察している。

　すぐそばから見ても、非の打ちどころのない、お姫ひめ様のような美び貌ぼう。

　状じよう況きようも忘れて、花丸は見とれそうになったけれど──。

「たいしたものじゃな」

　サクランボみたいなＸサンの唇くちびるが動いて、聞き捨てならない言葉を紡つむいだ。

「〈プリンセス〉ほどの実力者が、命を賭として放った最後の技わざをも──呆あつ気けなく防ぐか。そら恐おそろしいのう、そなたは」

「お、俺？」

「何を啞あ然ぜんとしておるか。……そうか、相変わらず自覚はないのか」

　何かを納なつ得とくしたように頷うなずき、Ｘサンはキスしちゃいそうな距離のまま語る。

「学校で、スナイパーに狙そ撃げきされながらも、傷ひとつないそなたを見ていてよもやと思っておったが──やはり、そなたはあらゆる攻こう撃げきを無力化するような、防ぼう御ぎよ壁へきを常時展開しているようじゃな」

　そういえば、先日の〈大だい怪かい獣じゆう〉の騒そう動どうのあと──Ｘサンがそのとき起きたことの詳しよう細さいをすべて教えてくれたのだが。

〈正義の大怪獣〉宙ちゆう天てん神かむ威いは〝世界の捕ほ食しよく〟という異様な能力と、通常形態でも〈正義の味方〉の最終奥義クラスの必殺技をも無力化する防御壁を持つという。

　花丸自身にはその能力を自覚することも、操作することもできないのだが──。

　さらにその防御壁は、花丸に補給された〈聖せい氣ぎ〉でのみ命を保っているＸサンをも〝自分のいちぶ〟だと本能レベルで誤解してしまうようで、そばにいるかぎり、一緒に守ってしまうのだとか。

　さきほどＸサンが〈撃げき墜つい王〉と戦ったときは、花丸という無敵の盾と離はなれていたため、防ぼう御ぎよは苦手という彼女が不覚をとって負傷してしまったわけだ。

「いまも、〈プリンセス〉の自じ爆ばく攻こう撃げきを、そなたは防いでくれた。……ありがとう、そなたのおかげで、わらわたちは全ぜん滅めつを免まぬがれたようじゃ」

　聖ひじ希きも花丸を庇かばおうとでもしたのか、腰のあたりに抱だきついていて、呆ぼう然ぜんとしている。

　絶たえ子こはちょっと離れた位置にいたのでもろに破壊力の餌え食じきになったのだろうが、見ると全身ずたぼろながらも、無事に海中から瓦が礫れきのうえに這はいあがっていた。

「そなたがいてくれて、よかった。そなたは、けして役立たずではない──そなたは、わらわの自じ慢まんの下僕エサじゃ」

　Ｘサンにそう言われても、花丸はうまく返事をかえせない。

　あくまで花丸の防御壁は無自覚に展開される──自分自身の意志で、Ｘサンたちを能動的に守れたなら、すこしは格好がついたのだろうけど。

　まるで他人の手て柄がらで、間ま違ちがって自分が褒ほめられたみたいな、居い心地ごこちの悪さだ。

　複雑な気持ちを抱かかえる花丸を、「？」と不思議そうに眺ながめてから、Ｘサンは真正面──ようやく戦せん闘とうが終わり、平静を取り戻もどした東京湾わんを見る。

「そなたのことは、忘れぬぞ……〈プリンセス〉よ」

　それは地上最強の兵器〈正義の味方〉のひとりとして、最後まで死力をふるって戦い、散っていった宿命のライバルへの、彼女なりのたむけだったのか。

「そなたが間違っていたとも、悪だったとも、わらわには言えぬ。最後まで、そなたの考えは、わらわには理解できなかった。けれど、もっと他ほかの道があったのではないかと──ちがう出会いかたをして、何かの歯車が嚙かみあっておれば、友達になれたとは思わぬけれど、もっと別の……」

　それ以上は何も言えずに、Ｘサンは両目を潤うるませて、しばし嗚お咽えつをあげていた。

　花丸も、死んでいった〈正義の味方〉たちに、静かに黙もく禱とうを捧ささげた。
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「どうして、わらわ以外は空を飛べぬのじゃ……」

　文句を言いながら、Ｘサンが背中の翼つばさを輝かがやかせ、両りよう腕うでに聖ひじ希きと絶たえ子こを抱えて飛ひ翔しようしている。

　ちなみに花はな丸まるは何の因果かＸサンの正面からすがりつくように命じられ、彼女の胸むな元もとあたりに頭をうずめて、どうにかなりそうなのを耐たえ忍しのんでいた。

　そんな四人が向かうのは天空に浮うかぶ城──〝王シギ宮シヨ龍アラ〟だ。

　ひとまず四人で情報の交こう換かんを行った結果、〈倫りん理り公こう社しや〉の前線基地にして心臓部となっているこの空中要よう塞さいへ、ひとまず向かうことになったのだ。

　正体不明の№〈Ｘ〉──〈正義の始し皇こう帝てい〉オーディン[image: オメガ]オメガはすでに発射されている。

〈始皇帝〉は地球を七周半したあと、大だい爆ばく発はつを発生させ、さらに世界中の正義の味方に『死ね』という命令を放つという。

　それが事実なら、〈始皇帝〉の炸さく裂れつと同時にＸサンたちは全滅するし、すべての〈正義の味方〉は無む慈じ悲ひに皆みな殺ごろしにされてしまう。

　さほど〝王シギ宮シヨ龍アラ〟までは距離がない、Ｘサンならあっという間だ。

　だが猶ゆう予よもあまり残されていない──空に刻まれた飛行機雲は六筋とはんぶん。

　あと地球を一周すれば、〈始皇帝〉はすべての準備を終えてその能力を解き放つ。

「情報が少なすぎるし、〈始皇帝〉がほんとうにそんな途と方ほうもない能力をもっているのかは確かめるすべがない──けれど、タエコは〈始皇帝〉暗殺に向かった〝奇き襲しゆうチーム〟や〈プリンセス〉を裏切りものとして抹まつ殺さつするよう、指示を与あたえられたとか。〈倫理公社〉の上層部はいろいろキナ臭くさい。問いつめて、真実を吐はかせてやるのじゃ」

　すくなくともゴーマンナやその側近の芥あくた郎ろうは、Ｘサンたちよりは事情に精通しているはずだ──否いな、場合によっては、東京湾での戦争や〈始皇帝〉の発射も含ふくめて、すべてが彼女らの陰いん謀ぼうだった可能性もある。

　すでに姿をくらましているかもしれないが、〝王シギ宮シヨ龍アラ〟に居残っているなら、対たい峙じして情報を聞きだす。

　協力できるなら、ともに打開策を考える。

　それがＸサンの考えのようだった。

「〈正義の味方〉の完全抹殺──それが事実なら、放置はできぬ。〈神〉は死んだ。〈正せい義ぎ機き関かん〉も滅ほろんでしまった。そんな時代に、〈正義の味方〉など無用の長物かもしれぬが……わらわは、まだ生きていきたい。わがままでも、それが本音じゃ」

「うん、俺たちも同じ気持ちだよ」

　花丸がＸサンに抱きついた間ま抜ぬけな姿勢のまま、できるだけ真面目まじめに頷うなずいた。

　誰だれだって、理り不ふ尽じんに殺されたくはない。

　すぐに〝王シギ宮シヨ龍アラ〟に到とう着ちやくした。

　見ると展開されていた〈結界師〉の防ぼう御ぎよ壁へきが消えていて、城の前の広間も内部も水を打ったように静まりかえっている。

　誰もおらず、もぬけの殻から、という印象だった。

「妙みようじゃな……〝王シギ宮シヨ龍アラ〟が浮かんだままということは〈古代兵器〉はまだこのなかにおるのじゃろう。〈古代兵器〉の〈聖せい氣ぎ〉を浮ふ力りよくに変へん換かんして、空を飛んでおるという話だしのう。〈倫理公社〉最大の秘密とか言ってたいせつにしておったのじゃから、よもや放置して逃にげだしはせぬじゃろうが……」

　空を飛んだまま、邪じや魔まな障害物や扉とびらは蹴け散ちらして、Ｘサンは廊ろう下かを移動していく。

「おーい！　誰もおらぬのか!?……むっ？」

　ぴくりと反応し、Ｘサンは表情を険しくする。

「血の臭におい……？」

　廊下の曲がり角の向こう──その奥に、誰かが突つっ伏ぷしている。

　気づいて、花丸が青ざめてそちらを凝ぎよう視しする。

「お、おい、子供が倒たおれてるぞ！」

　それはまさに、子供だった。

　うつ伏ぶせなので、表情すらわからないが──見覚えはない、と花丸は思う。

　まだ十歳にもなっていないだろう。

　地味な焦こげ茶色の髪かみの毛。

　名門小学校のものらしい朽くち葉ば色の制服を着ていて、背中にちいさな鞄かばんを背負っている。

　その鞄と背中の肉を、武骨な西洋剣サーベルが貫つらぬいていた。

　死んでいるようにしか見えない。

「いたいけな子供に……このような、酷むごいことを。いったい誰が……？」

　すぐそばに舞まいおりて、ひとまず全員を降ろし、Ｘサンが倒れている子供の生死を確かく認にんするつもりか──顔のあたりに触ふれた。

　そして目を丸くする。

「まさか……」

　花丸たちを振ふりかえり、驚おどろいたままその名を口にする。

「こやつは、ゴーマンナじゃ。〈倫理公社〉の首しゆ魁かい──ゴーマンナ＝ドラキュラじゃぞ！」

「ええっ!?」

　花丸も慌あわてて、しゃがみこみ、子供の顔を確認する。

　わずかにＸサンが持ちあげたそのちいさな顔は、そばかすの浮いた、垢あか抜ぬけない女の子のものだったが──たしかに、顔立ちはあのゴーマンナそのものだ。

　眼帯もなく、派手なドレスもなく、髪の色までちがっているが。

「そうか、あの奇き抜ばつな見た目は──〈転てん真しん〉状態だったのじゃ」

　Ｘサンが啞あ然ぜんとしたまま、呻うめき声を漏もらした。

「どうりで、わらわたちに顔見せをしたとき、強大な〈聖氣〉を放っていたわけじゃ。〈倫理公社〉の親玉というから、通常形態でもこれほどの威い圧あつ感かんがあるのは当然かと勘かん違ちがいしておったが、あれは〈転真〉した状態だったのじゃな……」

　ちいさな理解を得ながらも、それどころではない、と彼女は顔をしかめる。

「しかし、まずいぞ──どうやらまだ生きてはいるが、このまま放置すれば長くは保もたぬじゃろう。瀕ひん死しじゃ……」

　周りを見回し、歯は嚙がみする。

「あの芥あくた郎ろうとやらはおらぬのか？　あやつは治ち療りようの能力が使えたのに──ゴーマンナの世話役を名乗っておきながら、主が死にそうなときに何をやっておるのじゃ、あやつは!?」

「あ、あの、ボクに任せて」

　苛いら立だたしげに足あし踏ぶみするＸサンに、聖希が手を挙げた。

「ボクなら、治せるかも。治ち癒ゆの魔法も、使えるから……」

「おぉ、そうか。そなたは百種類の魔法が使えるのじゃったな」

　Ｘサンが目を輝かがやかせ、聖希に力強く頷いた。

「どうか、ゴーマンナを助けてやっておくれ。こんな子供が、戦争なんぞに巻きこまれて死んでしまうのは、どうにも不ふ憫びんじゃ」

「いいの？　この子がすべての黒幕かもしれないんでしょ？」

　聖希は魔法のステッキを握にぎりしめながら、いちおう尋たずねてきた。

　そういう可能性もあるのだ。

　否、ゴーマンナには怪あやしいところがいくらでもある──彼女が何かの陰謀を巡めぐらせていたのは、おそらく間ま違ちがいあるまい。

　それでも、Ｘサンは迷わなかった。

「だからこそ、怪け我がを治してやって、あらためて問いつめて──ぜんぶの真実を白状させてやらねばならぬのじゃ。それに、こうして何者かに危害をくわえられ、死に瀕ひんしている以上……こやつも誰だれかに利用され、騙だまされた被ひ害がい者しやのひとりなのじゃろうしな」

「そうだね。……利用されて、打ちのめされて死んじゃうのは、可哀かわい想そうだもんね」

　以前の自分を思いだしたのか、すこし哀かなしそうに。

　聖希は頷うなずき、魔法のステッキにタロットをＯＮすると、高らかに言い放った。

「マジカル☆タロット──三の杖THREE of WANDS〈仁愛弾着Impetuosity@Pip〉!!」

　同時に魔法のステッキから桃もも色いろの輝きが溢あふれ、それは倒れたままのゴーマンナの身体からだに慈じ雨うのごとく降り注いでいった。

　ゴーマンナを刺さし貫いていた剣がゆっくりと、重力に反して持ちあがって引き抜ぬけ、廊下に乾かわいた音をたてて転がる。

　そして無む惨ざんな疵きず痕あとが、ゆっくりと閉じていく。

　癒いえていく。

　服や鞄までが、時間を巻き戻もどしたかのように、修復されていく。

「たいしたものじゃな……わらわにはできぬ芸当じゃ」

　感心しているＸサンの目の前で、ゴーマンナが身じろぎをした。

　それから彼女はしばし、微び動どうだにしなかったが──ゆっくりと目覚めると、悪夢を見た直後のように慌てて廊ろう下かに手をついて身を起こした。

「おぉ、よかった──気づいたか、ゴーマンナよ」

　そう気楽に声をかけるＸサンに気づくと、ゴーマンナは両目をおおきく見開いて。

　その瞳どう孔こうが、みるみる縮んで。

「ひっ……いいっ……ぃいいいやああああぁぁぁぁああああ!?」

　全身を引きつらせると、割れるような大声で絶ぜつ叫きようした。
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「やだやだやだやだっ!!」

　ゴーマンナは尻しり餅もちをついたまま、あとじさる。

　生なま乾がわきの血の尾おが、廊下に奇き妙みような文様を描えがいた。

「ゆっ、夢！　夢はもう嫌いやです!!　夢やですうぅうううわあぁぁあん!!」

　両目からぼろぼろと涙なみだを零こぼし、嫌いや々いやをするように首をふっている。

「ど、どうしたのじゃ？」

　そんな彼女のただならぬ様子に、Ｘサンが戸と惑まどいながらも手を伸のばす。

「何か怖こわい夢でも見たのか？」

　否いな、ちがうだろうと花はな丸まるは思う。

　彼女は酷い現実を体験したのだ。

　刺し貫つらぬかれていた幼い身体──そしてこの、尋じん常じようではない怯おびえかた。

　まるで虐ぎやく待たいされた子供みたいだ。

「やぁぁああ!!　あぁぁあああ!!　ひぃやぁあああああ!!」

　壁かべに背中をぶつけ、それ以上はさがれずに、ゴーマンナは両手で顔をかばって震ふるえる。

「だめっ、興奮しちゃ……」

　彼女を治療した聖ひじ希きが、青ざめて叫さけんだ。

「ボクは応急処置をしただけだから、暴れたら傷口が開いちゃう……致ち命めい傷しようだったんだよ!?　おとなしくさせなきゃ──」

「えぇいっ」

　Ｘサンが何かを決断して、ゴーマンナの傍そばに跪ひざまずくと顔を近づけていく。

「やだやだやですーっ!!」

　怯え、ゴーマンナは必死に逃にげようとする。

「殴なぐるですか？　いじめるですか？　殺すですか？」

　いったい何があったのだろう。

「もう嫌いやです！　ゆるして、ゴマちゃん様に酷いことしないでぇえ!!　うえ、ふええぇえん……ごめんなさい、謝るですから、ゆるして、ゆるしてぇええ!!」

　そんな彼女を、Ｘサンはやわらかく抱だきよせた。

「ふあっ……!?」

　ゴーマンナはびくんと背筋を震わせて、一いつ瞬しゆんだけ戸惑ったように瞳ひとみを揺ゆらめかせた。

　そんな彼女の背中をさすり、祈いのるような姿勢で、Ｘサンは囁ささやいた。

「落ちつけ、だいじょうぶじゃ。わらわは味方じゃ、と言えるかはわからぬが──怖がらないでおくれ。暴れれば、命が縮むぞ。これ以上、傷つくのを見るのは……不ふ憫びんじゃ」

「ひっ、ひいい!?」

　ゴーマンナはけれど、抱きしめられることで、さらに狂きよう乱らんした。

「やだやだやだやだやだっ!!　抱きしめて、安心させて、また刺すですかぁあ!?」

　何を言っているのだろうか。

　事情が知りたいが、ゴーマンナがこの様子では、それどころではない。

「時間もないっていうのに……」

　聖希がおろおろしながら、魔法のステッキを構えた。

「魔法で拘こう束そくしますか？　えっと、動けなくすることも、それこそ催さい眠みんして必要な情報を自白させることもできますけど……」

　それも、あんまりな話だろう。

　ゴーマンナの怖がりかたは、演技のようにはとても思えない。

　彼女がどんな悪わる巧だくみをしていたとしても、すでに充じゆう分ぶんな罰ばつは受けている気がした。

　これ以上は、いじめだ。

「う、ううう、うううう……」

　暴れ疲つかれたか、ぐったりしたゴーマンナを抱きしめたまま、Ｘサンが語りかけた。

　真しん摯しに。

　まるで自分のほうが、助けを求めるように。

「そなたに何があったのかは、わからぬ」

　変わらず抱きしめたまま、それこそ、母が悪夢に怯える子にそうするように。

「わらわたちが味方じゃとも、そなたを絶対に助けるとも言えぬ」

　どうして、Ｘサンは正直にしか語れないのだろうか、と花丸は歯は嚙がみした。

　器用にこの打ちのめされた子供を騙だまして、操あやつって、情報を聞きだすことはできるだろう──きっと、赤子の手をひねるよりも簡単だ。

　なのに彼女は真っ当に、自らも傷つくようにして、逃げずに向きあうのだ。

　Ｘサンはそばに落ちていた、さきほど引き抜ぬかれた剣けんを拾いあげると、それをゴーマンナのちいさな手のひらに握にぎらせた。

　そして無防備な、自分の脇わき腹ばらのあたりに、切っ先を当てさせると。

「わらわのことを信じておくれ。裏切るように思えたら、どうしても恐おそろしくなったら、刺さし殺してくれてもよいから」

「……何が、目的ですか」

　あまりにも凄せい絶ぜつな誓ちかいに、ゴーマンナが目を丸くして、怖こわ々ごわと尋たずねた。

　狂きよう気きにも似た善意に、むしろ当とう惑わくしたように、彼女はうなだれる。

「ゴマちゃん様なんかに、いまさら何だっていうですか──怪け我がを治して、抱きしめて慰なぐさめて、おまえらは満足かもしれないけど……放ほうっておいてほしかったですよ」

　ぐずぐずと啜すすり泣いて、ゴーマンナは訴うつたえる。

「何もできないです、何も知らないです、何も教えてあげられないです──ゴマちゃん様みたいな役立たずに、何も期待しないでください、です……。お願い、ゆるして、ごめんなさい、放っておいて!!　もう、死にたいです、殺されたままでよかったです──これ以上、みじめになるぐらいなら……!!」

　かたくなにＸサンの抱ほう擁ようを拒きよ絶ぜつするように、身体からだを強こわばらせたまま、微び動どうだにせずに彼女は呻うめいた。

「望まなければよかったです、何もしなければよかったです、誰だれも信じずに、ずっと閉じこもっていればよかったです──おかあたまになりたかった、ゴマちゃん様を置いていったあのひとみたいになれば、追いつけるって、もう寂さびしくないって……だから、ゴマちゃん様はじょうずに憎ぞう悪おしてきたのに！　おかあたまの、言うとおりに……」

「おかあたま……？」

　なぜかその言葉におおきく反応したＸサンだが、ゴーマンナは聞いていない。

　嚙かみつくように、傷だらけの言葉を放つ。

「何を言ってるかわからないでしょう、おまえなんかにゴマちゃん様の気持ちがわかるもんか……！　何もできないやつの言葉が届くもんか──最初から天才で、優ゆう秀しゆうで、最強だったおまえに、落ちこぼれの痛みなんか理解できるもんか!!」

「わらわのことを」

　Ｘサンが、怒おこるというよりも、むしろ寂しそうにつぶやいた。

「どうして〝最強〟とか、英えい雄ゆうとか、みんなして呼ぶのじゃ？」

　歯嚙みし、悲痛な声で。

「わらわが、努力しなかったと思うのか？　苦しまなかったと思うのか？　最初から何でもできたと思うのか？　いま、ほんとうに──わらわが強いと思うのか？」

　Ｘサンまで泣きそうだった。

「わらわこそ、何もできなかった、いまも弱くて──失敗ばかりじゃ。母さまに憧あこがれて、追いつきたくてがむしゃらになって。けれど、けして追いつけない。届かない。手を伸のばせば踏ふみにじられ、期待すれば裏切られる。そうして育ってきた」

　ゴーマンナの涙なみだの筋が残った頰ほおに、Ｘサンは自らのそれを擦こすりあわせる。

「そなたは、わらわと似ておるよ……ゴーマンナ。だから、わらわだけは言うよ、そなたの気持ちはわかる。よいか、わかるのじゃ……信じておくれ」

　たとえすべてを滅ほろぼす〝最強〟のちからをもっていても、ひどく不器用なＸサンは、他人の心をねじまげることができない。

　ちいさな子供みたいに、すなおな言動で他者に接するのが、きっと彼女の正義だった。

「走りつづけて息切れして、疲れてしまったのじゃろう。こんなちいさな身体で、世界と相対して、独りぼっちで奮ふん闘とうして──けれどな、その道には希望はなく、痛みばかりが転がっていて、終わりもないのじゃ」

　自分が打ちのめされた果てに学んできたことを、おそらく、Ｘサンは教えていた。

「立ちどまることも、転んでしまうことも、失敗ではない。周りを見回せば、そなたがゴール地点に見ていた輝かがやかしい幻げん想そうよりも、きっと美しく、価値のあるものが、いくらでもあるはずじゃ。それに気づいておくれ──どうか、手て遅おくれにならないうちに」

　自分自身の傷口を抉えぐるように、Ｘサンは痛みを堪こらえる表情で語る。

「怨うらまなくていい。拗すねなくていい。憎悪なんかしなくてもいいのじゃ。そんな感情は、自分も周りも壊こわすだけじゃ」

「なら、どうすればよかったですか」

　ゴーマンナの手のひらから、剣けんが落ちる。

　すべてを諦あきらめたように、うつろな表情で、彼女は首を傾かしげる。

「ただ黙だまって、何もせずに、虐しいたげられていればよかったですか？　何も望まずに、誰とも関かかわらずに、隅すみっこのほうで息を殺していればよかったですか？　それは死んでるのとどうちがうですか？」

　無む垢くに、彼女の絶望が吐と露ろされる。

「周りは敵ばかりでしたよ。拳こぶしを握りしめて戦わないと、踏みつぶされるだけでした。どうすればよかったですか？　じょうずに憎悪して、周りを利用して、強くなって器用に立ち回って──それ以外に、どうしろっていうですか？　どうすればよかったですか？」

「わらわにも、わからなかった」

　誰にも立ち入れない、冷たく寂しい場所で、ふたりは相対している。

「そなたと同じように、憎悪にこりかたまって──寂しくて、だから怨んで、怖こわくて、傷つけた。そして、わらわが、ほんとうはいちばん欲しかったものを……自らの手で、壊してしまったのじゃ」

「Ｘサンの、欲しかったものって……？」

　戸と惑まどうゴーマンナの、製造№が刻まれた右の眼球に。

　Ｘサンはそっと、唇くちびるを寄せる。

〈聖せい氣ぎ〉の補給だ。

「はうっ……!?」

　何らかの快感を伴ともなうらしいその行こう為いに、ゴーマンナは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔をして、みるみる紅潮していく。

　Ｘサンはたっぷり彼女の右目に吸いついて、最後にぺろりとひと舐なめすると、満足そうに舌なめずりをした。

　そして、全身を脱だつ力りよくさせる。

　膨ぼう大だいな〈聖氣〉を持つ花丸とちがって、Ｘサンが〈聖氣〉の補給をするということは、身体からだをひきちぎるに等しい自殺行為だ。

　生命力そのものを、大量に消費する、それは無む償しようの愛だった。

「わらわには、これぐらいしかできぬ」

〈聖氣〉が身体に循じゆん環かんしたのか、健康的な顔色を取り戻もどしたゴーマンナに、Ｘサンは照れることなく告げた。

「わらわの欲しかったもの？　わらわにも、わからなかったよ──世の中に、その言葉はありふれすぎていて、だからこそ安っぽくて、大したものだとはとても信じられなかった。でも、きっとそれが、わらわのずっと求めていたものじゃった」

　崩くずれそうなＸサンを、いまこそゴーマンナが抱だきよせた。

　互たがいに支えあうようだった。

「簡単なんじゃ、憎ぞう悪おしないですむ方法は。周りのものを敵ではなく、味方にするために必要なのは──この手に抱きよせられるほどの、ほんのちょっとの愛なんじゃ」

「愛……愛なんか……」

　呻うめくゴーマンナに、Ｘサンは微笑ほほえんだ。

「愛することで、愛される。善意を向ければ、悪意でかえされることもあるけど、愛されることもあるんじゃ。それは、この世で数少ない、ほんとのことじゃ。わらわでは不足かもしれぬが、ゴーマンナ、そなたを愛してやる」

　むかしの自分がほしかったものを、我が子に分け与あたえる母親のように。

「だから、もう憎にくまないでおくれ」

「…………」

　ゴーマンナはその言葉に、みるみる両目に涙を溢あふれさせると。

　一いつ生しよう懸けん命めいにＸサンにすがりついて、そんな彼女の向こうに、誰だれかの姿を幻げん視ししたのか。

　悲痛に、けれど赤ん坊ぼうのように力強く、泣き叫さけんだ。

「おかあたま！　おかあたま！　おかあたま!!」
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　それはさきほどの狂きよう乱らんよりもずっと、前向きで善良で、すなおな訴うつたえだった。

　棘とげは取り払はらわれた。

「寂さびしい、嫌いやです、置いていかないで！　独りにしないで、おかあたま!!　頭を撫なで撫でして、抱だきしめて、褒ほめて!!　ううん、そばにいてくれるだけでよかった……!!　おかあたまに、ずっとずっと、愛されたかったですよう……!!」

「うむ、わらわもじゃ」

　Ｘサンは微笑をたたえたまま、よしよし、とゴーマンナに頰ほおずりをした。

「ゴーマンナ、そなた──わらわの妹になれ」

　不思議なことをつぶやくと、過去の自分を抱きあげて、立ちあがる。

　その表情は、いままででいちばん、満たされていた。
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　残り時間はわずか。

　ゴーマンナを抱っこしたまま、Ｘサンは見晴らしのいい〝王シギ宮シヨ龍アラ〟の正面広場にまで移動し、迫せまりくる〈正義の始し皇こう帝てい〉オーディン[image: オメガ]を待ち受ける。

　ゴーマンナとも情報交こう換かんをし、おおむね状じよう況きようの確かく認にんはできた。

〈始皇帝〉の目的地はおそらく〝王シギ宮シヨ龍アラ〟──その内部に存在する〈正義の古代兵器〉ガガングプチだ。

　ふたりの№〈Ｘ〉は共とも倒だおれになり、さらに芥あくた郎ろうが書き換かえて設定したという命令──あらゆる〈正義の味方〉の完全抹まつ殺さつ、つまり『死ね』という呪のろいが世界中に放たれる。

　ゴーマンナを裏切った芥郎の目的はわからないが、何を置いても、自らの命を守るために──Ｘサンたちは〈始皇帝〉の大だい爆ばく発はつを阻そ止しせねばならなかった。

「もう、間もなく〈始皇帝〉は最後の一周を終えてこの場にやってくる」

　ようやく泣きやんだゴーマンナをゆっくりと地面におろし、Ｘサンが語った。

「選べる手段は多くない。わらわに作戦があるが、聞いてくれるか？」

　百ひやく戦せん錬れん磨まの英えい雄ゆうである彼女の言葉には重みがある。

　この場で侃かん々かん諤がく々がくの議論をかわしていたら、おそらく何も決まらないうちに時間切れになって全ぜん滅めつするので、ここはＸサンの意見に賭かけるのがよさそうだ。

　けれど彼女の考えた作戦は、花はな丸まるには予想外のものだった。

「空を飛び〝王シギ宮シヨ龍アラ〟に直ちよく撃げきしようとする〈始皇帝〉を、ハナマルのあらゆる攻こう撃げきを無効化する〝無敵〟の防ぼう御ぎよ壁へきで押し留とどめているうちに、ゴーマンナの〈正義の味方〉を支配する能力で操作し、〈始皇帝〉を停止させる」

「お、俺でだいじょうぶか？」「ゴマちゃん様でだいじょうぶですか？」

　同時に似たような反応をしてしまった。

　言葉が重なったのが、何か面おも白しろかったらしく、ゴーマンナが花丸を見あげて「にっこり」と微笑ほほえんだ。釣つられて「にっこり」する花丸だったが、そんな場合ではない。

「何しとんじゃそなたらは……」

　それに呆あきれて、Ｘサンも不安そうになった。

「しょうがないじゃろが。わらわとタエコは壊こわすことしかできぬし。相手は強大な№〈Ｘ〉──ヒジキの能力は多た彩さいじゃが、確実に止められるほどの力強さはない。同格の〈正義の味方〉であるそなたらに頼たよるしかないのじゃ」

　ゴーマンナの能力も、移動しながら彼女自身が明かしていた。

〈始皇帝〉にはいちど〈正義の味方〉支配の能力──『はだかの王様』がかけられているようだが、〈ウイルス〉によって書き換えられている危険性があり、確実に殲せん滅めつ兵器オーディン[image: オメガ]を停止させるためには、あらためて命令を上書きする必要があるのだ。

「タエコ、ヒジキ、そなたらは〈始皇帝〉が自らを守るために創造し展開するはずの、ＭＣの軍団をできるかぎり排はい除じよしてほしい」

　そうだ、№〈Ｘ〉には二種類の能力があるという。

　その真骨頂である進化アドバ能力ンストと、それを補ほ佐さする防衛パトリ能力オツト。

　東京湾わんに展開していたＭＣの軍勢は、〈始皇帝〉の防衛パトリ能力オツトらしい──進化アドバ能力ンストである大爆発を確実に実行するため、〈始皇帝〉も危機を感じたら軍隊を解きはなってくるだろう。

「うん、お姉さんに任せて。露つゆ払はらいぐらいはしたげる」

「がんばります……！」

　気楽に手を挙げる絶たえ子こと、必死に魔法のステッキを握にぎりしめる聖ひじ希きだった。

「Ｘサンはどうするんだ？」

　花丸が疑問に思って尋たずねると、彼女は肩かたをすくめた。

「わらわは、そなたとゴーマンナを〈始皇帝〉のそばまで運ぶ。どちらの能力も射程範はん囲いが狭せまいようじゃからな──」

　花丸の防御壁は自分を中心に、おそらく数メートルにしか展開されない。

　ゴーマンナの能力は相手を直視すればいいらしいが、その距きよ離りに応じて操作できる確率が高まり、支配も強くなる──という話なので、敵の近くで発動するに越こしたことはない。

「空中で相対し、やつが〝王シギ宮シヨ龍アラ〟に辿たどりつく前にすべてを終わらせる。目的地であるこの場所に到とう着ちやくしてしまったら、そこで〈始皇帝〉が大爆発するじゃろうし」

「まぁ、そうか」

〈始皇帝〉の知能レベルがどの程度かはわからないが、自意識があるなら、〝王シギ宮シヨ龍アラ〟に接近した時点で自ら爆発するだろう。

「だけど、やっぱ不安なんだよな」

　情けないが、花丸はすなおに告白するしかない。

「俺のその、防御壁とかいうの、自分で操あやつれないからなぁ。なんか無意識っていうか、本能的なものみたいだし──〈合体ロボット〉のＭＣには鷲わし摑づかみにされたりしたし、危機を感じなきゃ発動しないのかも？」

　いざ本番となって役立たずでは、目も当てられない。

「勢いとか衝しよう撃げきで吹ふっ飛ばされて、それでも俺は怪け我がしないかもしれないけど、〈始皇帝〉は俺なんか無視して〝王シギ宮シヨ龍アラ〟に突つっこむだろうし。俺の身を守ることはできても、〈始皇帝〉をその場に押し留める、みたいなことは難しいかも？」

「あ、あの、ゴマちゃん様に考えがあるですが」

　弱音を吐はく花丸を見かねたか、挙手するゴーマンナだったが、すぐに俯うつむいてしまう。

「その、えっと、……だめかもしれないですが」

「言うてみよ」

　Ｘサンが微笑み、自信をなくしているゴーマンナのすべてを肯こう定ていする。

「どんな馬鹿げたことを言っても、誰だれも叱しかったりはせぬよ」

　その言葉にほっとしたのか、ゴーマンナは花丸を不ぶ躾しつけに指さしてきた。

「あの、〈大だい怪かい獣じゆう〉は、〈転てん真しん〉すればよいのではないでしょうか？」

　その言葉は、ある意味──真っ当な発言だった。

「相手は同格の№〈Ｘ〉。〈大怪獣〉の防御壁がどれだけ強力かはわからないですが、通常形態では限界があると思うです」

「そういや、№〈Ｘ〉の攻撃を防いだりしたことはないな」

　ふつうの〈正義の味方〉の最終奥義クラスの必ひつ殺さつ技わざは耐たえたことがあるが、同格の存在が相手では、〝無敵〟の防御壁も万ばん全ぜんではないかもしれない。

　ましてや、〈聖せい氣ぎ〉を吸収し、ちからを漲みなぎらせている〈始し皇こう帝てい〉と、通常形態の〈大怪獣〉では──贔ひい屓き目めに見ても、分が悪い。

「だけど、俺は〈転真〉すると正気を失うみたいなんだけど」

　困ったように花丸が言うと、ゴーマンナはきゅっと拳こぶしを握りしめた。

「だいじょうぶです、ゴマちゃん様の能力で、〈大怪獣〉を制せい御ぎよするです」

「あ、そっか。その手があるか──でも、負担じゃないか？」

　ゴーマンナが手た綱づなを握ってくれるなら、花はな丸まるも強大な〈大怪獣〉に吞のまれずに、自我を手放さずにいられるかもしれない。

　だが〈始皇帝〉を停止させる必要があるうえ、ゴーマンナは〝王シギ宮シヨ龍アラ〟に移送した〈古代兵器〉が動きださないよう、封ふう印いんもしているという。

　№〈Ｘ〉三体を相手どるのは、かなり大変なのではないか。

　心配した花丸だが、ゴーマンナは殊しゆ勝しようにつぶやいた。

「がんばる、です……ゴマちゃん様が、始めたことですから」

「そっか」

　こんなちいさな子供が勇気をだしたのだ、へっぴり腰ごしでは、さすがに花丸も格好悪すぎる──覚かく悟ごを決めることにした。

「わかった。俺も、いつまでも何もできないままってのは嫌いやだしな」

　自分自身のちからで、明日を摑つかみとろう。

　できることは少ないけど、みんなで協力すればきっと──。

「話はまとまったのう」

　Ｘサンが腰に手を当て、おおきく頷うなずいた。

「では、わらわがまずハナマルとゴーマンナを〈始皇帝〉のそばまで運ぶ。そこでハナマルは〈転真〉し、ゴーマンナがそれを制御。ハナマルは全力で防ぼう御ぎよ壁へきを展開し、〈始皇帝〉の動きを停止させる。その間にゴーマンナが〈始皇帝〉を支配し、完全に無力化する」

　みんなが同時に、その言葉に頷いた。

　遠くから轟ごう音おんが響ひびいてくる。

〈始皇帝〉がやってきたのだ。

「では、ゆくぞ──世界とか正義とかではなく、生き残るための泥どろ臭くさい戦いじゃ。悪を蹴け散ちらし、鼻はな唄うた混じりに……いつものように帰ろうぞ、わらわたちの日常へ」

　そこで彼女は花丸の正面に立ち、にんまりと笑った。

「良い顔をしていると、すこし感心しておったのじゃが」

　くくくっ、と意地悪に。

「足が震ふるえておるのう？」

　その言葉どおりに、花丸は表情を取りつくろうのに精せい一いつ杯ぱいだった。

　けれど、Ｘサンは愛いとしげに──そんな花丸の頭を「よしよし」と撫なでて。

「それでよい、恐きよう怖ふを忘るるなかれ、じゃ。それは失いたくないものがある、つまり、たいせつなものがある証あかしじゃ。なんだか、きゅんきゅんするぞ」

　けれど戦場へ向かうには、すこし心こころ許もとないからな──と彼女は。

「わらわから、勇気のお裾すそ分わけじゃ♪」

　当たり前のように背せ伸のびして、花丸の頭を抱かかえこむようにして、口づけ。

　硬こう直ちよくする花丸と悲鳴をあげる聖希、真っ赤になるゴーマンナと口笛をふく絶子──仲間たちの反応を上じよう機き嫌げんに見て、背中の翼つばさを展開した。

「さぁて、景気もつけたし、いざ行かん──わらわたちの明日を勝ちとるために!!」

　自分からしたくせに真っ赤になって、照れ隠かくしのように騒さわぐと、Ｘサンは花丸とゴーマンナを左右に抱だきかかえて飛ひ翔しようする。

「待ぁぁてぇええ!!　〈始皇帝〉の軍隊より先にあんたを撃げき墜ついしてやるんだから!!」

　聖希が魔法のステッキにタロットをＯＮして、たぶん本気で攻こう撃げきしようとしている。

　彼女と絶子は〝王シギ宮シヨ龍アラ〟から援えん護ご攻こう撃げきをすることになるのだろう、その場を動かずに、状じよう況きように対応してすぐに動けるように待機。

　Ｘサンは真っ直すぐに強大な〈聖氣〉をまきちらす〈始皇帝〉のもとへと向かって──。

　やがて目の前に、不気味な石像じみた、巨きよ大だいな質量を発見する。

　互たがいに高速で近づいているので、交こう錯さくまでは一いつ瞬しゆんだ。

「よぉし、始めようぞ」

「うし。いっちょやるか」

「はいです、がんばるです」

　三者三様につぶやいて、まずはゴーマンナが──けじめをつけるように宣言した。

「正義なきこの世の中に、倫りん理りを示してやるですよ」

　すぐそばにいる花丸の手を、ちいさな指先できゅっと握にぎりしめて。

「ゴマちゃん様が誘ゆう導どうするですから、おまえはそれに身を委ゆだねながら、自意識を保つことだけを考えるですよ。間ま違ちがっても、宙ちゆう天てん神かむ威いに吞のみこまれるんじゃないですよ」

「おう。よろしくな」

　怖こわかったが、花丸は強がってゴーマンナの手を握りかえした。

　そういうことが初めてなのか、なんだか嬉うれしそうにしながら、ゴーマンナが叫さけぶ。

「では、いくですよ──〈転真〉！　〈正義の独裁者〉ゴーマンナ＝ドラキュラ!!」

　平へい凡ぼんな小学校の制服が、血色のドレスに変へん貌ぼうする。

　髑髏どくろとハートマークが合成されたような紋もん章しようが目立つ、不気味な眼帯が出現する。

　血色に染まった髪かみをなびかせ、〈倫りん理り公こう社しや〉の首しゆ魁かいは堂々とつづける。

「そして──目覚めるですよ、〈正せい義ぎ機き関かん〉の最終兵器！　〈正義の大だい怪かい獣じゆう〉宙天神威!!」

　花丸の内側で、邪じや悪あくな化け物が産うぶ声ごえをあげる。

　№〈Ｘ〉たちの、前ぜん代だい未み聞もんの饗きよう宴えんが始まる。
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　花はな丸まるの自我はばらばらに砕くだけ散りながら、暗くら闇やみのなかを落ちていく。

　谷底へ、あるいは深海のなかへ身体からだ中じゆうを咀そ嚼しやくされながら吸いこまれていくようで、花丸はぞっとする。

　甘く見ていたわけではないが、死にも似た絶望的な喪そう失しつ感かんには、花丸ごときのちっぽけな心などたやすく壊こわされ押し潰つぶされそうだった。

　全身が粉こな粒つぶにまで崩くずれて、吹ふき飛んでいく錯さつ覚かく。

　無む間げんの暗闇のなかを、徐じよ々じよに摩ま耗もうしながら墜つい落らくしていく。

「ううううおおおおおおお!!」

　花丸は吼ほえた。

　全存在を賭かけて、絶ぜつ叫きようした。

　それは恐怖の悲鳴であり、己おのれを見失わないための鼓こ舞ぶであり、けれど花丸の宙天神威への抵てい抗こうの証だった。

　このまま、何もできないまま──Ｘサンたちだけに任せて、役立たずでいるのは嫌いやだった。

　否いな、そんな申し訳なさだけじゃない。

　九く条じよう花丸としてすごした、ほんのわずかな記き憶おく。

　気がつけばこの町にいて、アルバイトをしながらその日暮らし──それまでの記憶は欠落していたけれど、退たい屈くつで凡ぼん庸ようだったけれどかけがえのなかった〝何でもない日常〟を、その象しよう徴ちようである町を、花丸はすなおに守りたいと思った。

　ここを失ってしまえば、花丸は自分自身の寄って立つところをすべて失ってしまう。

　そして未来の、Ｘサンたちと笑って暮らせるかもしれない、輝かがやかしい毎日をも。

　そんなのは嫌だった。

　だから叫ぶ。金かな縛しばりにあったように自由のきかない身体で、せめて魂たましいを削けずって咆ほう哮こうする。

　砕けていく身体と、侵おかされていく心のすべてを、九条花丸のすべてを、振ふりしぼって。

「〈大怪獣〉!!」
















　鮮せん烈れつな、甲かん高だかい声が響ひびいた。

　何もない無限大の闇やみのなか、目立つ真っ白な光が、正面に現れる。

　ゴーマンナ＝ドラキュラである。

　助けに──否、手を貸しにきてくれたのだ。

　ともに前へ進むために。

「だいじょうぶですか、〈大怪獣〉!?　宙ちゆう天てん神かむ威いに支配されないで!!　心を強く持つですよ──ゴマちゃん様も補ほ佐さしますが、大事なのはおまえの自制心です!!　暴力衝しよう動どうに身を委ねずに、身体を制せい御ぎよし、操作するですよ!!　他ほかの誰だれでもない、おまえが!!」

「わかってる……!!」

　他者との会話が自分の輪りん郭かくをつくり、中身を満たす。

　ゴーマンナの登場によって、花丸はばらばらになりそうだった心と身体をどうにか紡つむぎあわせ、取り戻もどす。

　何もない空間で、ただ落ちていくだけだった花丸を、ゴーマンナがちいさな両手で一いつ生しよう懸けん命めいに抱だきとめた。

　薔薇ばらの香かおり。

「進化アドバ能力ンスト──『はだかの王様』!!」

　ゴーマンナが眼帯をもたもたと外して、製造№が刻まれた右目で花丸のすべてを凝ぎよう視しする。

　宙天神威の荒あら々あらしい本能とはべつの、温かい何かが身体を満たしていく。

　まるで目覚めて、血液が全身を循じゆん環かんするようだ。

　身体の制御が戻ってくる。

　手足が動くようになって、同時に周りの景色が変化する。

　ゴーマンナが花丸の手を握にぎりしめ、真しん摯しに告げてくる。

「よいですか、ふたりで宙天神威を制御するですよ」

　気づけば花丸は見えない地面に座りこんでいて、巨きよ大だいロボットの操縦席にいるかのように、３６０度の全景がくまなく眺ながめられた。

　黒一色だったのが、青色に塗ぬり潰されていく。

　空だ。

　宙天神威の視界なのだろうか──宙に浮うかんでいるようなので、どうやら〈大怪獣〉は背中に翼つばさでも生やして浮ふ遊ゆうするような能力があるのか。

　はるか真下には損そん壊かいしたビル街がそびえ、後方を見ると〝王シギ宮シヨ龍アラ〟が豆まめ粒つぶのおおきさで滞たい空くうしている。

　正面には──。

「うっ……おおおお!?」

　信じがたいことに、数メートル先にはすでに〈始し皇こう帝てい〉が存在していて、超ちよう高こう速そくで接近してきていた。

　この巨きよ体たいで数メートルというのは目と鼻の先である。

　花丸は咄とつ嗟さに両手を動かし、目の前にかざす。

　そんな花丸の動きと連動しているのか、宙天神威の四本の腕うでが動き、両目から鮮せん血けつを零こぼしながら迫せまりくる〈始皇帝〉の顔面を、その肩かたを抱きとめた。

「ぐううっ……!?」

　炎ほのおに触ふれたように、手のひらが熱い。

　身じろぎし、暴れる〈始皇帝〉を、けれど花丸は決して放さない。

　体格は宙天神威が百数十メートル、〈始皇帝〉が数十メートルだ。

　大人が幼児をあやすような体格差だが、地球を七周半して加速をつけ、〈聖せい氣ぎ〉をためこんだ〈始皇帝〉には勢いがあった。

　通常形態ではたまらず吹き飛ばされていただろう──だが花丸は無意識的に防ぼう御ぎよ壁へきを手のひらに展開し、〈始皇帝〉が放つすべての破は壊かい力を無力化し、押し留とどめる。

　ここで踏ふん張らなくては、ほんとうに、どうしようもない。

　内なる宙天神威と、目の前の〈始皇帝〉──どちらにも、これ以上好きにはさせない。

「るるるらららららりりりりりりりりるるるるららららららららりりりりりりりららららららろろろろろろろろろれれれれれれららららららららららら!!」

〈始皇帝〉が異様な声をあげて暴れ狂くるう。

　宙天神威の腕に亀き裂れつが走り、出血するように〈聖氣〉が噴ふきだす。

　踏ん張って、花丸は威い勢せいのいい魚でも手て摑づかみするみたいに、強ごう引いんに相手をねじふせる。

「上出来です！　かっこいいですよ、〈大だい怪かい獣じゆう〉!!」

　ゴーマンナがもう任せて安心と判断したのか、おおきく頷うなずいて花丸から遠ざかる。

「あとは、ゴマちゃん様のお仕事です!!」

　血色のドレスをなびかせて、正面──〈始皇帝〉に向かって駆かけていく。

　そのまま、跳ちよう躍やく。

　花丸の精神世界なのか、あるいは宙天神威の巨体の内側なのか──判然としないこの空間から呆あつ気けなく飛びだして、巨大な〈始皇帝〉の頭部に着地。

　宙天神威が〈始皇帝〉を制止しているからこそ、飛び移ることができたのだ。

　それでも〈始皇帝〉がまとう摩ま擦さつ熱に苦しみながら、暴風に耐たえて、ゴーマンナは必死でその場に留まる。

　そして〈正義の味方〉を支配するその魔ま眼がんで、〈始皇帝〉を凝視した。

　その瞬しゆん間かん。

「ららられれれれれるるるるるるるるらららららららられれれれれれろろろろろるるるるるるるるるるろろろろろろらららららららららら!!」

〈始皇帝〉の裸ら体たいからうぞうぞと、寄生虫のように肌はだを突つき破って、無数の兵器が生まれる。

　戦せん闘とう機、爆ばく撃げき機、ミサイル、機き雷らい。

〈始皇帝〉の防衛パトリ能力オツトだ。

　目的地である〝王シギ宮シヨ龍アラ〟に辿たどりつくために邪じや魔まな宙天神威を、そして自分を支配しようとしているゴーマンナを、どうにか排はい除じよしようとしているのだ。

　生物ならば誰だれでも持つ、自己防衛本能。

「ひゃっ、ひゃあっ!?」

　ゴーマンナが怯おびえる。

　戦闘能力を持たない彼女は、たとえ歩兵ひとりにだろうと、狙ねらわれたらお終しまいである。

　だが、この状じよう況きようも織りこみ済みだ。

「だいじょうぶだ、みんながいる」

　花丸が腕のひとつを動かし、ゴーマンナのそばに発生し、機き関かん銃じゆうを構えた歩兵を薙なぎ払はらった。

　そのまま手のひらを壁かべにして、ちいさな彼女の身体からだを守る。

　同時に〝王シギ宮シヨ龍アラ〟にて、膨ぼう大だいなふたつの〈聖氣〉が溢あふれた。

「よぉし、お姉さん張りきっちゃうぞ」

　元気よく伸のびをした絶たえ子こは、いつのまにか〝王シギ宮シヨ龍アラ〟の尖せん塔とうのひとつに立っている。

「とはいえ、お姉さん一対一の喧けん嘩かなら誰にも負ける気しないけど、たくさんの敵をやっつける殲せん滅めつ戦は苦手なんだよね。この程度のことしかできないや」

　こちらを楽しげに眺ながめながら──その場で旋せん回かい。

　尖塔を蹴けり飛ばした。

　丈じよう夫ぶな材質でできた城のいちぶを、サッカーボールみたいに。

　砲ほう弾だんのごとく疾しつ空くうした尖塔の屋根が、戦闘機をまとめてぶっ飛ばす。

　異様に狙いが正確だった。

　つづけて絶子は達磨だるま落おとしみたいに、細長い尖塔を空中で何回転もしながらどかんどかんと抉えぐり飛ばしてくる。

「お姉さんシュート!!　お姉さんキック!!　お姉さんボレー!!」

　何か叫さけんでいるが、その吞のん気きな発言とは裏腹に、発生した破壊はすさまじかった。

　みるみる〝王シギ宮シヨ龍アラ〟が崩くずれていき、その瓦が礫れきのすべてを弾だん丸がんとして、絶子が解きはなっていく。

　花丸は呆あきれながらも、頼たのもしく思った。

「相変わらず、とんでもねぇな……」

　そんな絶子の真下──地面に立ったまま、聖ひじ希きが魔法のステッキを構えている。

「ボクは逆に、遠えん距きよ離りとか、敵がたくさんとか、そういうほうが得意だよ」

　その肩かたにちょこんと乗ったＭＣに、にっこりと微笑ほほえみかけて。

「さぁ行くよ、ボクのＭＣ──愛と勇気の、悪者退治だ！」

　二枚のタロットを同時に手にとり、一枚を魔法のステッキに、もう一枚をＭＣへ。

「前ぜん代だい未み聞もんの二枚同時──切り札発動、大アルカナ!!　マジカル☆タロット──№ⅩⅦ星THE STAR〈流星舞踊Fortune@Refusal〉そしてマジカル☆タロット№Ⅵ恋人THE LOVERS〈悩殺天女Stamp@Gorgon〉!!」

　聖希の宣言と同時に、空から無数の隕いん石せきが落ちてくる。

　どこか可愛かわいらしいことに、きれいな〝★〟のかたちをしたそれらの流星は、星くずを散らしながら誘ゆう導どうミサイルのように戦闘機を破は壊かいしていく。

　さらに、無数の戦闘機がピンク色に染められて、操あやつられたように味方を攻こう撃げきし始めた。

　直接攻撃と、敵を寝ね返がえらせて混乱を招く攪かく乱らん。

「すっげぇ……」

　花丸は感心したが、ぼうっと見ている場合ではない。

　自分も戦っているのだ。

　あらかじめ、〈始し皇こう帝てい〉の本体には攻撃をしないよう、取り決めている。

　相手は自分で思考する巨きよ大だいな爆ばく弾だんのようなものだ。

　不用意に刺し激げきを与あたえて炸さく裂れつされたら大だい惨さん事じになる。

　敵が戸と惑まどい、動けずに、何もできないうちに──。

　すべてを終わらせる必要がある。

「ぐううっ……」

〈始皇帝〉の頭部にしがみついたゴーマンナが、苦しげな呻うめき声をあげる。

「かなり強固に抵てい抗こうするですね。こないだ支配したときは、通常形態でしたし──」

　弱音を吐はきそうになって、ぶんぶん、と彼女は首をふった。

「でも、〈独裁者〉に命じられたら、おとなしく従うのが、おまえら愚ぐ民みんの役目ですよ!!」

　自分を鼓こ舞ぶするように、偉えらそうなことを言い放って。

　両目を涙なみだでいっぱいにして、全身から血色の〈聖氣〉を迸ほとばしらせる。

「ゴマちゃん様に支配されるがよいですよ、〈始皇帝〉!!」

　その口から、そして腹部から、出血があった。

　真っ赤な色が舞まい踊おどる。

　彼女は致ち命めい傷しようを負って、応急処置しか施ほどこされていないのだ──傷口が開いたのか。

　無理を重ねているせいで、身体からだが限界にきたのか。

　けれど、ゴーマンナは諦あきらめなかった。

　痛みに屈くつすることもなかった。

「こんなところで、死ねない……おまえなんかに、負けないです!!」

　ゴーマンナの魔ま眼がんが、噴ふん火か炎えんのごとき〈聖氣〉を放つ。

「みんなが、ゴマちゃん様を出で来き損そこないと、役立たずと呼ぶなかで──おかあたまだけが、認めてくれた。見つけて、手を差しのべてくれた。鍛きたえて、進化させて、強くしてくれたはずです。だから、負けるもんか！　ここで負けたら、おかあたまにすら、見放される……ううん、ゴマちゃん様が弱いままなら、そんなゴマちゃん様に期待して相手をしてくれたおかあたままで、貶おとしめることになるですよ!!」

　赤ん坊ぼうみたいに、ゴーマンナは訴うつたえる。

「おかあたま!!　おかあたま!!　おかあたま!!」

　それは愚おろかな泣き言ではない、勇ましい雄お叫たけびだった。

　ちからを振ふりしぼり、母の姿を幻げん視ししながら、〈独裁者〉が命じる。

「止おぉぉおまぁぁれえぇえええええ!!」

　効果は劇的だった。

〈始皇帝〉の全身が硬こう直ちよくする。

　その身体から次々と生みだされていく兵器類が、ちからを失って落下していく。

　あるいは、壊こわれた玩具おもちやみたいにその場で停止する。

　花丸は思わずガッツポーズをした。

「よっしゃ、止まった！　〈始し皇こう帝てい〉を制せい御ぎよできたんだな!?」

「ち、ちがうです……これは!?」

〈始皇帝〉の状態を把は握あくしたのか、ゴーマンナが血の気を失った。

「し、〈始皇帝〉が起き爆ばく準備を始めたようです──ゴマちゃん様たちを突とつ破ぱして目的地に達することは困難とみて、この場で大爆発するつもりです!!」

　最悪の事態だった。

　見ると〈始皇帝〉の全身が不気味な灰色の〈聖氣〉を充じゆう満まんさせ、全身の圧力を高めていく。

　花丸は自じ爆ばくした〈プリンセス〉を思い浮うかべざるを得なかった。

「くううっ……」

　ぼろぼろと涙なみだを零こぼして、ゴーマンナが歯は嚙がみした。

「やっぱり、無む駄だですか？　ゴマちゃん様には、何もできないですか……？」

　ゴーマンナが力不足だったわけではないだろう。

　ほんのすこし遅おそかった。

　そして〈始皇帝〉が地球を七周半し、すべての準備を終えていたのに対して、こちらは大急ぎだったのだ──対処しきれないのも当然だ。

　それでも、こんなにがんばったのに。

　努力して、血を吐はいて、踏ふん張っていたのに。

　これで終わりなのか。

　すべて無駄で、解き放たれる『死ね』という命令で、自分たちは皆みな殺ごろしか。

　無む慈じ悲ひな現実を見たくなくて、花丸は俯うつむきそうになったが──。

「目を閉じるな」

　誰だれかが祈いのるとき、必ずそれに応こたえる声がある。

　鮮せん烈れつに、誇ほこり高く──美しく。

「しかと見ておれ」

　軽かろやかに飛ひ翔しようし、光の粒つぶをまきちらして、爆熱天使が空を駆かける。

　そしてゴーマンナを小こ脇わきに抱かかえて、〈始皇帝〉の真下へ移動。

　刹せつ那なの出来事だった。

「さぁ、日常へ帰るぞ」

　片目を瞑つぶって、ゴーマンナを身体からだに抱だきつかせて──Ｘサンが呼びかけてくる。

「ハナマル！　そのまま〈始皇帝〉を押さえつけておれ！　〈始皇帝〉が爆発し、『死ね』という呪のろいの命令や、身体に潜ひそむ〈ウイルス〉がまきちらされることがないよう──わらわがぜんぶまとめて吹ふっ飛ばしてくれる!!」

　両手を交差する。

　ちいさな〝Ｘ〟のかたち。

「ふつうに狙ねらったのでは回かい避ひされたり、防ぼう御ぎよされたりで、うまくいくかはわからんかった──ハナマルとゴーマンナが〈始皇帝〉の動きを停止させ、ヒジキとタエコが余計な邪じや魔まを排はい除じよしてくれるからこそ、わらわの不器用な必ひつ殺さつ技わざでも、きれいに決まるはずじゃ」

　仲間たちに微笑ほほえみかけて、〈正義の天使〉が両手を掲かかげる。

　狙いは、いまにも爆発しそうな〈始皇帝〉。

　鮮せん血けつを零す両目を見開き、〈始皇帝〉が不思議そうに、Ｘサンを見み据すえた。

　巨きよ大だいな眼球が、ぐるぐると動いている。

「まぁぁあんまぁあああ……？」

　その言葉に、Ｘサンは眉まゆをひそめたが、もはや一刻の猶ゆう予よもない。

　殺すか殺されるか。

　そんなかたちでしか関かかわれなかったことを、Ｘサンは哀かなしんでいるようだったが。

「〈正義の始皇帝〉オーディン[image: オメガ]よ、思えばそなたが最も利用され、弄もてあそばれた、悲運な存在だったかもしれぬ。そなたを救えぬわらわを、悪と呼ぶなら呼んでおくれ」

　その両手に、爆ばく光こうが宿る。

「そなたには、わらわを怨うらむ権利がある。いずれ地じ獄ごくで再会したら、そこでわらわを切り刻むがよい。けれど、いまだけは──」

　すっかり陽ひも沈しずみ真っ暗な世界に、巨大な灯あかりが出現する。

　昼夜が逆転したような、奇き跡せきそのものの光景だった。

「世界を照らせ第二の太陽!!　最終奥義破ハ界ルマ光ゲ線ドン──最大出力じゃあああ!!」

　煌こう々こうと輝かがやく爆熱が、〈始皇帝〉の全身を蒸発させる。




　　　　６




　決戦が終結した、その直後。

　ゴーマンナが誘ゆう導どうすることで〈転てん真しん〉状態から人間の姿に戻もどった花はな丸まるは、Ｘサンに抱えられ、仲間の待つ〝王シギ宮シヨ龍アラ〟に帰き還かんした。

　絶たえ子こが蹴けり飛ばしまくったせいで城の外観はかなり崩くずれており、悲ひ惨さんな有様だったが、逆にそれが爽そう快かいでもあった。

　みんな仲良く広場に腰こしをおろし、深々と安あん堵どの吐と息いきを漏もらしている。

「どうにか、なった……のう」

　さすがに疲つかれきっているのか、Ｘサンがつぶやいた。

　比ひ較かく的に余力のある聖ひじ希きが、何やら魔法のステッキにタロットをＯＮし、周りの気配や〈聖せい氣ぎ〉を探さぐってくれている。

「探査してみましたけど、どうやら完全に〈始皇帝〉も、その内側にいる〈ウイルス〉も消しよう滅めつしたみたいです。一件落着、って言っていいのか、わかりませんけど……」

　当面の敵は排除したが、いまだ暗雲は立ちこめているのだ。

　ゴーマンナを裏切った芥あくた郎ろうのことは気になるし、〈始し皇こう帝てい〉のＭＣ大軍勢が破は壊かいした国土を元どおりに修復するには、長い時間と労力が必要だろう。

　それでも、最大の危機は去り、愛すべき日常の足音が近づいてくる。

「帰って、たらふく飯を食いたいぞ」

　お腹なかを撫なでてせつなそうな顔をしているＸサンに、そばに座りこんだ花丸が微笑んだ。

「おう、俺もだ。死ぬほど食って泥どろのように眠ねむりたいよ」

「よくやったな、ハナマル」

　Ｘサンがそんな花丸に、ゆっくりと擦すり寄ってきて、上うわ目め遣づかいに見てきた。

　心から、花丸の行動に感心し、評価してくれているようだった。

「逃にげても、誰も責めなかった。失敗しても、仕方なかった。けれど、そなたはやり遂とげた。わらわは、そなたが誇らしい。そなたは、わらわの自じ慢まんの下僕エサじゃよ」

　顔を近づけて、ぎゅっと花丸の腕うでを抱きよせて。

「ううん、わらわの、いちばんの……」

「こらーっ!!」

　あろうことか、そんなＸサンの後頭部を、聖希が魔法のステッキでぶん殴なぐった。

「も、もう！　油断も隙すきもないんだから!!　こ、ここ、これ以上せんぱいを誘ゆう惑わくするのはゆるさないよ！　ぼぼぼ、ボクだって、ききき、ひっく、きっすとか、ないのに──さっきは、ふつうに抜ぬけ駆がけしたし！」

　前のめりに倒たおれたＸサンと花丸の間にぐいぐいと分け入ってきて、聖希は必死に、抱だきよせたＭＣを花丸に見せつけてくる。

「それよりも、ばたばたしてるうちに忘れそうになってましたが──ボクのＭＣに、あらためて名前とかつけてあげたいんです！　せ、せんぱい、よろしければ、この子になま、名前、ひっく、名前をつけてあげてください！　ボクらの子供に……!!」

「そやつをでざいんしたのは、わらわじゃろうが」

　痛そうに頭をさすりつつも、Ｘサンが身を起こす。

「だから、わらわにも命名権はあるはずじゃ。そうじゃのう……緑色の身体からだをしておるし、グリーンピースという名前はどうじゃ？」

「食べる気だ!?」

　びびってＭＣを抱きよせる聖希に、気楽に微笑む花丸。

　それを何とも愛いとしそうに眺ながめる、Ｘサン。

「やれやれ、シリアスなのが持続しない子たちだよ」

　絶子が地面に胡座あぐらをかき、肩かたをすくめてぼやいた。

「気が抜けちゃうよね。まったく、緊きん張ちよう感かんがないんだから」

「絶子には言われたくないと思うですよ」

　そのそばで、ゴーマンナが溜ため息いきをつき、そして──不意に眉まゆをひそめた。

　何かを感じたように。

　虐しいたげられて育った子供が、他者の悪意を、敏びん感かんに察するように。

「あ、あれ……？」

　不安そうに立ちあがって、周囲をきょろきょろするゴーマンナに、絶子が首を傾かしげる。

「どったの、ゴマちゃん？」

「様をつけるですよ。じゃなくて──あの、ゴマちゃん様の勘かん違ちがいかもしれないですが」

　とんでもないことを。




「〝王シギ宮シヨ龍アラ〟……落下してませんですか？」




「…………」「…………」「…………」「…………」

　その場にいる全員が、まとめて絶句し──すぐさま青ざめた。

　気づかないほどに、ゆっくりと、たしかに〝王シギ宮シヨ龍アラ〟は落下している。

　高度が徐じよ々じよにさがって、町並みが近づいていく。

　わずかに傾かたむき、瓦が礫れきが転がって落ちていく。

　そこからはあっという間だった。

　重力にひかれて、加速し、〝王シギ宮シヨ龍アラ〟は真っ逆さまに墜つい落らくしていく。

「うっ──わぁああああ!?」

　ついには花丸たちも立っていられなくなって、悲鳴をあげてバランスを崩くずし、斜ななめになった地面をずるずると滑すべり落ちていく。

「何がなんだかわからぬが──脱だつ出しゆつするぞ！　わらわに摑つかまるがよい!!」

　飛行能力を持つＸサンが率そつ先せんしてみんなを抱きよせ、軽かろやかに舞まいあがる。

　ぐんぐん〝王シギ宮シヨ龍アラ〟が遠ざかって──。

　花丸は、思った以上に近づいていた地面に愕がく然ぜんとしながらも、避ひ難なんが済んでいるのか誰だれもいない町並みに、何者かが立っていることに気づいた。

　平へい凡ぼんなコンビニの前で、その少女は風船ガムを膨ふくらませ、吞のん気きにこちらを見あげている。

　自分の背せ丈たけよりも長い髪かみの毛を、頭の左右でふたつの三つ編みにしている。

　服装は地味なＴシャツにジーンズである。

　やけに爛らん々らんとした両目と、これ以上ないぐらい楽しそうな、「にんまり」という音が聞こえてきそうな笑え顔がおが、特とく徴ちよう的だった。

　花丸の視線に気づいて、ゴーマンナがそちらを見る。

　そして、そのどこにでもいそうな、遊び人ふうの女の子を発見して──。

　息を吞のんだ。

「ひいいっ!?」

　そして、信じがたい名前を口にするのだった。

「あ、あれは──〈古代兵器〉!?」

「なぬ!?」

　Ｘサンが仰ぎよう天てんして、慌あわてて〝王シギ宮シヨ龍アラ〟から離はなれながらそちらを見た。

「あれが、〈古代兵器〉？　〈倫りん理り公こう社しや〉最大の秘密じゃとかいう──〝王シギ宮シヨ龍アラ〟に安置されてるのでは……あぁ、あやつが外にでたから、浮ふ力りよくが保てずに落下しておるのか、〝王シギ宮シヨ龍アラ〟は!?」

「たたた、たいへんです!!　ゴマちゃん様が〈大だい怪かい獣じゆう〉と〈始し皇こう帝てい〉の制せい御ぎよにかかりきりになった隙すきをついて、こちらの支配と封ふう印いんをふりきって、逃にげだした……ですか？　どうして？　これまで、あいつは従順で、脱だつ走そうなんてしそうもなかったのに！」

　ゴーマンナの悲鳴じみた声に、応こたえるみたいに。

〈古代兵器〉の少女は口からガムを吐はき捨てると、唇くちびるの動きだけで。

　何かを伝えてきた。

　あ。

　ば。

　よ。

　その直後──轟ごう音おんとともに、〝王シギ宮シヨ龍アラ〟がド派手に大だい爆ばく発はつした。
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　開戦を告げる銅ど鑼らのような、荒あら々あらしい騒そう音おん。

　粉々に砕くだけ散り紅ぐ蓮れんの炎ほのおをあげて地面に墜落し、大だい破は壊かいをまきちらした〝王シギ宮シヨ龍アラ〟──からくも遠ざかり、空を舞う、Ｘサンたち。

　もはや興味はないとばかりに、悠ゆう然ぜんと去っていく〈古代兵器〉。

　そんな終わりと始まりのすべてを、卍まんじ芥あくた郎ろうは眺ながめていた。

　誰も目に留めないような、ありふれた高層ビルの屋上である。

　落下防止用の柵さくに手を当てて、相変わらず無機質なほどにきちんとした身なりで、芥郎は表情を変えずに立ちつくしている。

　高らかに、けれど素そっ気ない拍はく手しゆをして。

「まさか、〈始皇帝〉を完全に封ふう殺さつするとはね──すこしばかり、見誤っていました」

　ゴーマンナにきちんととどめをさしていれば。

　彼女の怪け我がを治ち療りようした〈魔法少女〉が、どこかで戦死していれば。

　絶たえ子この扱あつかいかたを、すこし変えていれば。

〈大怪獣〉を、先日の騒そう動どうで敵として悪として、抹まつ殺さつしていれば。

　否いな、Ｘサンが、いなければ──。

〈始皇帝〉は目もく論ろ見みどおりに『死ね』という呪のろいじみた命令をまきちらし、〈正義の味方〉は皆みな殺ごろしにされているはずだった。

「さすがは〈正義の天使〉Ｘサンシャイン──すべての世代にひとりずついる№〈Ｘ〉のなかで、唯ゆい一いつ、どこの世代にも属していない、真にして孤こ独どくなる特異点。〈正義の神〉を殺した、英えい雄ゆうにして堕天使。相変わらず世界のすべてに憎ぞう悪おされ、けれど運命に愛されている、興味深い存在ですね」

　どこか満足そうに頷うなずくと、彼はかたわらに視線を向ける。

「あなたは、あのＸサンをどう見ましたか？　彼女の対極として生みだされた、世界に愛されて、けれど運命に憎悪されたあなたは？」

　落下防止用の柵のうえに、ひとりの少女が腰こしかけている。

　足をぶらぶら揺ゆらして、ｉＰｏｄで音楽を聴ききながら、芥郎を無視して。

　ひたすらＸサンを眺めている。

　Ｘサンと、まるで双ふた子ごのように相似な見た目をしていた。

　背格好も年ねん齢れいも、衣装すらもほとんど同じ。

　背中に展開しているのも、Ｘサンと同じ、けれど色いろ違ちがいの異形の翼つばさ。

　表情はどこか眠ねむそうで、とろんとしている。

　髪かみの毛は短く、色も月のように青白い。

　瞳ひとみは蒼そう玉ぎよく。

　彼女の返答は期待していなかったのか、芥郎は独りごちる。

「まぁいい──次善の結果、と思いましょう。〈倫りん理り公こう社しや〉とこの国は深刻なダメージを負い、〈古代兵器〉は出しゆつ奔ぽんし、世界には狂きよう騒そうが渦うず巻まくことになる。〈正せい義ぎ機き関かん〉崩ほう壊かいによる束つかの間の平和小康状態は終わりを告げ、悪意に満ちた波乱が巻き起こる」

　まるで心の底から忠誠を誓ちかっているかのように、柵のうえの少女に跪ひざまずいて。

「あなたには、期待していますよ──どうか、私の望みどおりに、じょうずに動いてくださいね。第〈Ⅰ〉世代から進化した№〈Ｘ〉にして、史上〝最弱〟の〈正義の味方〉……〈正義の大だい魔ま神じん〉Ｘバツテンムーン」

　そんな芥郎の言葉を、やっぱり黙もく殺さつしたまま。

　Ｘムーンと呼ばれた少女は、自分とよく似た、天あま翔かける天使を愛いとしそうに眺めて。

　歌うように、つぶやいた。

「んあ♪　はやく姉様と遊びたいの……♪」


爆熱天使Ｘサン　第二次正義の味方大戦!!・〈完〉



[image: ]







　あとがき







　こんにちは。日日日あきらです。

『正義』という単語がゲシュタルト崩ほう壊かい！　ドキッ、正義の味方だらけのバトルロイヤル（？）『爆熱天使Ｘサン　第二次正義の味方大戦!!』をお届けいたします。




■〈正義の味方〉大集合！




　サブタイトルのとおりに今回は戦争、大戦です。アメコミ映画にたまにある、超ちよう常じよう的な能力をもつ面々が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こするような目まぐるしくも見ていて楽しい感じを試みました。

　僕はまぁそれぞれの〈正義の味方〉の個性とかを考えるのが面おも白しろいのでよいのですが、絵師のＴＮＳＫさんがほぼ全キャラのデザインを描えがいてくれて（載のせきれないのが勿もつ体たいないぐらいすごいのを！）、ありがたいやら申し訳ないやら。

　角川スニーカー文庫始まって以来の（たぶん）人口密度の口絵とか、要注目です！　よく描いてくれた……!!　しかしダゴタン可愛かわいいよねダゴタン、もちもちしてそう。

　今回はとにかく大量の〈正義の味方〉があっちへこっちへ大活かつ躍やく！　みたいな乱雑で派手で映画だとしたら予算がかかりそうな感じを目指してみましたが、裏テーマとして編集さんが嫌いやそうに言っていた「日日日くんはほんとに登場人物を楽しそうに殺すよね……」がありました。

　まぁ第一巻の宣伝で本来は「バトルロイヤル」と書くところ「バトルロワイヤル」って書かれてた（誤字です）あたりから間ま違ちがいが始まったのだと思うのである。




■謝辞。




　今回は一いつ般ぱん文芸のほうの再出版（角川文庫から『香か奈な菱びし高こう校こうシリーズ』として三部作が発売中！）も含ふくめてかつてないほど働かせてしまった編集の[image: ◯猛]さん、および三ページで殺されるようなキャラまで綿密に設定とラフをつくってくれた稀き代だいの絵師のＴＮＳＫさん、そしてこの物語に関かかわってくれた皆みなさまに感謝を！

　ではでは、願わくばまた、胸躍おどる楽しい時間を皆さまとともに！





日日日。　　


















カバー・口絵・本文イラスト／ＴＮＳＫ

カバーデザイン／朝倉哲也+design CREST

デザイン／design CREST










爆ばく熱ねつ天てん使しＸえつくすサン




第だい二に次じ正せい義ぎの味み方かた大たい戦せん!!








日日日あきら
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